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　プロローグ







　財さい布ふの中にあった小こ銭ぜにを適てき当とうに取り出して賽さい銭せん箱ばこに投げ入れた。片かた隅すみにぽつんと照明が灯ともされているだけで、無人の境けい内だいはほぼ真っ暗だ。

「頼たのむっ……あいつを助けてくれっっ」

　拍かしわ手でを打って必死に頭を下げた。真しん剣けんだった。これほどの願いを込こめたことなど、今までの人生において一度もない。

　なぜなら透とおるに出来る残されたものは、もう神頼みしかなかったからだ。それくらい透は追い詰つめられていた。

　しばらく前から、勝手に胸むねの中心に居い座すわってしまったあの高飛車な女。

　もしこれが消えてなくなってしまったら、開いた空くう洞どうをどうやって埋うめればいいのかわからない。そんなこと、恐おそろしくて想そう像ぞうすることも出来ない。




　地図を見て次の神社に向かう。深夜の住じゆう宅たく街がいを単車の爆ばく音おんとともに走り抜ぬける。

　小銭が切れたのでお札まで丸めて放ほうり込んだ。軒のき下したに吊つるされた鈴すずを鳴らしてお願いする。

「あいつを助けてくれるなら、俺おれは死んだっていい。だからっ……」

　なぜこんなことになってしまったのだろう。

　彼女に伝えたい想おもいは、まだ何一つ言葉にしていなかった。透も彼女も最後まで意地を張はっていた。素す直なおになる機会はいくらでもあったというのに、結局全すべてが手て遅おくれになるまで気がつかなかった。時間が永えい遠えんではないことは、それを奪うばわれるまで気づかない。

　怒おこった顔で漆しつ黒こくのナイフを振ふるう彼女。勝ち誇ほこったような満面の笑えみで透に命令する彼女。もう元気に動いている姿すがたを見ることは出来ないのだろうか。

　単車に跨またがって次の神社に向かった。透には神や仏に祈いのることしか出来ない。泣きたくなるほどの無力感が、透の世界を押おし潰つぶす。一つの色に染そめていく。




　夢ゆめを見ていた。透は彼女と二人で過すごした四ヶ月間を思い出していた。いやもしかしたら、その共同生活自体が夢だったのかもしれない。

　向かいのテーブルで透の作ったカレーを、美お味いしそうに食べている彼女。その姿が滲にじみ始める。そして周囲の世界までが滲んでいく。透の涙なみだは止まらない。

　透には次し第だいに衰すい弱じやくしていく彼女を助ける術すべがなかった。夢の中の彼女は、弱々しく形を失っていく。

「ひ、び……き……？」

　彼女の腕うでに触ふれる。ぐにゃりとその手首が折れ曲がってしまった。

　張り裂さけそうな悲しみが透の胸に去来する。もう触れることすら恐おそろしくて出来ない。

　だけど今度は何もしていないのに、彼女の首が折れ曲がっていた。そしてぼとりとテーブルの上に転がり落ちる。全身から黒い血を流して崩ほう壊かいしていく彼女。

「う、うわあああああぁぁぁっ」

　現げん実じつ感を失うと同時に、耐たえ難がたい喪そう失しつ感が透を襲おそう。もう会えない。もう二度とその声を聞くことも、顔を見ることも出来ない。

　これは夢だ。夢だとわかっているのに、現実であることも理り解かいしていた。

　冷たくなった彼女には、どんなに言葉を尽つくしても決して届とどかない。

　全てが遅かったのだ。

「響ひびき……。俺、お前のことが……ずっと……」

　透の大切な大切なたからもの。数多くのものを切り捨すて、自分の気持ちすらも捨ててきた透が、初めて得たたからもの。

　行き場をなくした想いは、一体どこに向かえばいいのだろう。誰だれも受け止められないこの想いは、空気となって世界に溶とけていく。想いの詰まった彼女のいない世界。

　そんな世界など壊こわれてしまえばいい。







　第一章　見えない背せ中なか
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　体育館のギャラリーは熱気が籠こもって異い常じような暑さだった。窓まどを全開にしているのに、風は全く舞まい込こまずに空気はじっとりと淀よどんでいる。体温よりも高い室温に、噴ふき出す汗あせは止まらない。久ひさし振ぶりに袖そでを通した制せい服ふくは、ぐっしょりと汗を吸すい込んで気持ち悪かった。

　体育館と西校こう舎しやと渡わたり廊ろう下かに囲まれた中庭には、大きな桜さくらの木が青々とした葉を茂しげらせ、堂々と聳そびえ立っている。幹みきに留とまったアブラゼミが、狂くるったような勢いきおいで騒そう音おんを撒まき散らし、生徒たちの不ふ快かい指数を押し上げていた。

　霧きり元もと透とおるはギャラリーの床ゆかに直ちよく接せつ座すわり込んで壁かべにもたれかかると、体育館を見下ろした。無む意い識しきに壁の向こう側を見通すと、全校生徒がだらけきった表ひよう情じようで座っていた。微かすかな側頭部の痛いたみで、ようやく透とう視ししていたことに気がつくと、透は目ま蓋ぶたを押さえて頭を振った。

　先ほど終業式は終わり、今は生活指し導どうの萩はぎ本もとが、夏休みに向けての注意点を細々と話している。もちろんまともに話を聞いている生徒など皆かい無むで、適てき当とうに聞き流していた。

　真ま面じ目めな深み芳よし薫かおるでさえ、列の中でうんざりしたように目を瞑つむって萩本の話が終わるのをじっと待っていた。四月の始業式以来となる薫の制服姿も、どこかくたびれたように霞かすんで見えた。

　透は奥おくの最上級生の列に目を向けた。いるはずがないのはわかっているのに、ついその姿を捜さがしてしまう。

「ふう……」

　湿しめっぽい溜ため息を漏もらすと、透は体育館の天てん井じようを見上げた。

「ったく、どこにいるんだよ……」

　ここには独ひとり言を耳にする奴やつはいない。弱音を吐はいてもそれを茶化す物好きもいない。

　ふと熱い風が窓から吹き込んだ。三ヶ月前の始業式──。ここから響ひびきと一いつ緒しよに薫の姿を見下ろしていたことを思い出す。透と響と薫の三人が待ち望んだ高校生活が始まった瞬しゆん間かんだった。

　あの楽しい毎日は、響が卒業するまでの一年間、ずっと続くと思っていた。それはそんなに大それた願いだったろうか。

　欠けてしまった一角は、埋うまらないまま夏を迎むかえる。




　透が水みな瀬せ響と深芳薫に出会ったのは、冷たい木こ枯がらしが吹き始めた去年の冬の初め頃ごろだった。エクスプローラーのサイトに出されていたとある依い頼らいがきっかけとなり、その後は行動を共にするようになる。

──非ひ合法探さがし物サイト、エクスプローラー──

　とても表おもて沙ざ汰たには出来ないような探し物を積極的に扱あつかう、ブローカーサイトのことだ。

　透と響は、そのエクスプローラーにて、通つう称しようエクサーと呼よばれる捜そう索さく専せん門もんのメンバーとして、日々の食い扶ぶ持ちを稼かせいでいた。しかも二人は、最高ランクに位置する凄すご腕うでのＳ級エクサーとして、名が知れ渡わたるほどだった。それというのも二人は常じよう人じんにはない特とく殊しゆ能のう力りよくを保ほ持じしていたからだ。透はどんなものをも透すかして見通す透とう視し能力、そして響はどんな些さ細さいな音も聞き逃のがさない驚きよう異い的な聴ちよう力りよく。

　透は響と手を組むようになってからは、仕事は笑いが止まらないほどに捗はかどるようになった。目と耳──。この二つの鋭えい敏びんなセンサーから逃れられる者はいない。




　その響が、透の前から姿を消したのは、今から一週間前のことだ。


『この生活も飽あきちゃったし、出ていくことにするわ

　今までありがと

　薫を大事にしてね』



　その短いメッセージを残して響は消えた。

　二週間前、Ａ国大使館に逃げ込んだペット誘ゆう拐かい犯はん人にんを捕つかまえるために、強ごう引いんに大使館に侵しん入にゆうした透と響だったが、作戦は失敗に終わり、透は霧生きりゆう側に捕まってしまった。

　そのとき響は透を救出するために、里さと美みに手を借りたのだ。恐おそらく手下になるという取引を交かわしたのだろう。

　その勝手な行動に腹はらは立ったが、エクスプローラーの裏うら仕事に携たずさわっているのなら、適てき当とうにそれらしい案あん件けんを請うけていれば、いずれ尻尾しつぽを摑つかめるに違ちがいないと、それほど深しん刻こくに考えていなかった。薫の追つい跡せき能力と透の透視能力があれば、すぐに見つけ出せると思っていたからだ。

　だが、こと逃げるということに関して言えば、響以上に秀ひいでた者はそうはいなかった。薫の能力は対象の痕こん跡せきを辿たどるものであって、相手の存そん在ざいそのものを直ちよく接せつ感知するわけではない。そして透の透視能力はピンポイントでしか威い力りよくを発はつ揮きしない。

　つまり、全方位に警けい戒かいの網あみを張れる響は、透たちが近づいても、いち早くそのことを察知して、その場から離り脱だつすることが可能なのだ。透と薫の心音や足音、息いき遣づかいを響が忘わすれるはずがないし、透も薫もそれらを隠かくすことは出来ない。響がその気になったら、一生透たちから逃げ続けることも可能なのだ。

　この一週間というもの、透と薫は必死に街を彷徨さまよい捜し歩いたが、響の痕跡すら捉とらえることは出来なかった。もしかしたらと淡あわい望みを抱いだいて終業式にも顔を出してみたが、当然ながら響が登校してくることもなかった。

　近くにいるのか、遠くにいるのか。いや既すでにこの地上からは、消えてしまったのではないだろうか。そんな不ふ吉きつな予感を覚えてしまうほど、手て掛がかりすら得られなかった。




　いつの間にか萩本の話は終わり、全校生徒がぞろぞろと連れ立って体育館を出ていくところだった。解かい放ほう感に包まれた生徒が早くも騒さわいでおり、逸はやる気持ちを抑おさえ切れないのだろう。

「やっぱりここにいたか」

　ギャラリーの階段を上がってきた一人の男子生徒が、透を見下ろして額ひたいの汗をハンカチで拭ぬぐった。ネクタイを緩ゆるめて首くび筋すじの汗も拭っている。

「椎しい名なか」

　透はチラッとだけ男子生徒を見上げて、すぐに視線を逸そらした。透と同じクラスの椎名総そう一いち郎ろうだ。情じよう報ほう屋やも顔負けの事情通な奴やつで、透たちと同じエクサーの一人でもある。

　人ひと懐なつこい笑えみをたたえているのはいつも通りだったが、何の心しん境きようの変化か、鬱うつ陶とうしかった髪かみをばっさり刈かり込こんで、精せい悍かんさが増ました鋭するどい顔つきになっている。色は変わらず茶色のままだが、髪の根元は黒いままなので、染そめるのも止やめたようだ。

「涼すずしそうだな、それ」

「まあ、ちょっとあってな」

　総一郎は自分の頭に手をやって、くしゃっとかき上げた。

　そういえば、総一郎と会うのは久ひさし振ぶりだった。この一週間、透は学校に行かなかったし、総一郎とは電話で話をしていたが、直接顔を合わせたのはいつ以来だろうか。

「新しい情報は？」

　総一郎は窓まど枠わくに腰掛けて首を振っただけだ。総一郎には響の行方ゆくえの手掛かりを求めて、どんな些細な情報でも回してくれるように頼たのんでいたが、決定的なものは何もなかった。

　全すべての生徒が体育館から出ていき、残っているのは透と総一郎の二人だけになった。

　気温はどんどん上がっていく。いつまでもこの場所にいたら、脱だつ水すい症しよう状じようで倒たおれてしまう。

「別に心配しなくてもさ、先せん輩ぱいのことだから、いずれひょっこり戻もどってくると思うぜ」

「…………」

　返事をしない透に、総一郎は呆あきれているのか、やれやれと呟つぶやいた。

「焦あせる気持ちもわかるけど、その前にお前は肝かん心じんなことがわかっちゃいねえ」

「何がだよ」

　上から降ふってくる乱らん暴ぼうな言葉に、透の返事もつい憮ぶ然ぜんとしたものになる。ただでさえ暑さと湿しつ度どで苛いらついているというのに、まるで馬ば鹿かだと言わんばかりに指し摘てきされては機き嫌げんも悪くなる。

「なあ、水瀬先輩は何で出ていったんだ？」

「何でって……」

「言っとくが、里美さんと取引したからじゃねえぞ。人の弱みにつけ込んだようなあんな口約束、先輩が守るはずないからな」

　響が部屋を出ていった理由──。響が逃げ出したのは何からなのか──。

　一瞬、様々な思いが透の胸むねの内を渦うず巻まいて、喉のどの奥おくから一気に溢あふれ出しそうになる。透は唇くちびるを嚙かむと口元をぎゅっと引き締しめた。総一郎はそれ以上何も言わない。

　暑さで頭がどうにかなりそうだった。透は腰こしを上げると、総一郎の前に立った。総一郎も腰かけていた窓枠から降おり立った。並ならんでギャラリーの階かい段だんを降りていく。

「一つ聞いていいか？」

　総一郎が階段の途と中ちゆうで立ち止まって言った。

「何だよ？」

　透は振り返ると、二段下から見上げた。総一郎は驚おどろくほど厳きびしい表ひよう情じようをしている。

「会って何を話すつもりなんだ？」

「何って、戻ってこいって言うに決まってるだろ」

「そうじゃねえって。言い換かえると、どうやって説得するつもりなんだって聞いてんだよ。ただ戻ってこいっつったって、水瀬先輩が素す直なおに従したがうはずないだろ」

　透は返事が出来なかった。

「ただそばにいて欲ほしいだけなのか、それ以上のものを求めてんのか、自分の気持ちもはっきりさせた方がいいんじゃねえか。何でそんなに急いでるのか、わかってんだろ？」

「急いでる？」

　確かに透は急いでいた。だけど響に会いたいだけなら、別に急ぐ必要はない。この仕事を続けていれば、必ずどこかで顔を合わすことになる。そのときをじっと待つというのも、一つの選せん択たく肢しかもしれない。それなのになぜこんなに焦ってしまうのか。

「なんだ、本当にわかってなかったのか」

　総一郎はまたもや呆れたように溜ため息を吐はき出した。

「お前は曖あい昧まいなままにさせときたいのかもしんねえけど、それで苦しむのは周りの人間だからな。水瀬先輩が出ていったのはそういうことなんじゃねえのか？　この前、薫ちゃんが無理というか無茶をしたのは何でなのか、本当はわかってんだろ？　あれはまあ、一いつ緒しよになって悪ノリした俺おれも悪かったんだけど……」

　学食で薫が響に突っかかるようにケンカを吹っかけたのも、その後、無茶を承しよう知ちで透と響に対立したのも、透は今まで気がつかない振りをしてきたが、そういうことなのだ。響はそれを敏びん感かんに感じ取って、透と薫の前から逃げ出した。

「お前がはっきりしないから、あの子は水瀬先輩に立ち向かわなくちゃいけないんだ」

　その気持ちが本物であればあるほど、勝てないとわかっていても、実力が足りなくても、足あ搔がかずにはいられないのだ。

「つまり俺に選べって言うのか？」

　透の問いに総一郎は静かに頷うなずいた。薫の楽しそうに笑う顔が頭に浮うかぶ。だけどそれはどこか痛いた々いたしい笑顔だった。

「まあ、余よ計けいなお世話だと思うんなら、好きにすればいいさ」

「いや……」

「なんかあったら俺んところに来い。話だけならいくらでも聞いてやる」

　総一郎はすれ違ちがいざまに透の肩かたをぽんと軽く叩たたいて階段を降りていった。いつものにやけ顔が、なんだか今だけは頼たのもしく見える。

「天文合宿……」

　渡わたり廊ろう下かを歩きながら、唐とう突とつに総一郎が言った。

「ほら、この前、行くって約束したろ？」

　そういえばそんなこともあった。天文部に所しよ属ぞくしている薫から、軽かる井い沢ざわで流星群ぐんを見る合宿に誘われていたのだ。確たしかそれは八月十二日、透の誕たん生じよう日びの夜だったはずだ。

「それまでに戻ってくるといいな」

「……そうだな」

「何かわかったら連れん絡らくするよ」

「ああ、頼む」

　期日まで三週間。それが長いのか短いのか、よくわからないまま、透は廊下の天てん井じようを見上げ、その向こうの青空を眺ながめながら、軽井沢の夜空に思いを馳はせた。
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　翌よく日じつ、つまり夏休み初日、透は大使館で負った怪け我がの治ち療りようで、一週間前まで入院していた病院に出向くことにした。今日も厳きびしい直ちよく射しや日光が容よう赦しやなく肌はだを突つき刺さす。ただ台風が近づいているのか結けつ構こう風が強い。半はん袖そでパーカーと破やぶれたジーンズに風が吹き込んでバタバタと波打った。

　里美と懇こん意いにしている病院なので、透を担たん当とうした医い師しも、透の異い常じよう体たい質しつについては了りよう解かいしており、余計な気き遣づかいは不要だった。

　病院などに来ている暇ひまがあるのなら響を捜していたかったのだが、生あい憎にくと手掛かりはまるでない。例の透視能力を使ったときの頭ず痛つうについて、検けん査さの結果が出たというので、足を延のばしてみることにした。

　ちょうど薫も、舞ま衣いの見舞いに行くつもりだと言うので、病院の最も寄より駅で待ち合わせた。薫はストライプ柄がらのワンピースに、白いリボンのついたミュールを履はいている。ノースリーブからすらりと伸びた両りよう腕うでは白く細い。

「今日も暑いですね」

「ああ」

　以前と変わらずにっこりと微ほほ笑えむ薫だったが、どこか浮かない翳かげを感じさせる。透の気分がそう感じさせているだけかもしれない。

「お前も来たのか」

　透は薫の足元で伸びをしている太った白黒のブチ猫ねこを見下ろした。猫は透の顔を見上げもせず、知らん振りで先を歩いていった。相変わらず愛あい想その欠片かけらもない。

「桃ももちゃんったら……」

　薫は透と猫を交こう互ごに見ながら、呆あきれたように溜ため息をついた。

　桃太郎という名のこのデブ猫、テレパス能力を介かいして人間と会話が出来るのだ。さらには人間以外の動物を操あやつることも出来てしまうという非ひ常じよう識しきな猫だった。体内には危き険けんなウィルスが潜せん伏ぷくしており、そのウィルスを狙ねらう組そ織しきもあって、しばしばトラブルの元になっている。

「響ちゃん、どこ行ったのかなあ……」

「ほんと、どこだろうな」

　病院へと向かう道すがら、薫とはあまり会話は弾はずまなかった。響のいないこの状じよう況きようが、二人の間に大きく影かげを落としている。相手の感情を匂においで読み取るという薫の特殊能のう力りよくからすると、もしかしたら透の気持ちを透以上に正確に把は握あくしているのかもしれない。

　薫が見舞いに訪おとずれる舞衣という小学生の少女は、かつての桃の飼かい主だ。しばらく前まで霧生の研究所で人体実験されていたらしく、体力の消しよう耗もうも激はげしかったので、精せい密みつ検査もかねて入院していた。父親はＡ国大使館での騒そう動どうで殺害され、母親はかなり前から行方ゆくえ不ふ明めい、兄はペット誘ゆう拐かいの実行犯はんとして警けい察さつに身み柄がらを拘こう束そくされたままだ。身寄りがないので、里美が一時的に身元引受人となっている。



















　結局、透の頭痛については何もわからないままだった。レントゲン写真でもＣＴスキャン画が像ぞうからも、腫しゆ瘍ようなどは見つからず、血管の詰つまっている箇か所しよも見当たらなかった。脳のう波はの測そく定ていでも異常は見当たらない。結果から言えば、一いつ般ぱん人じんとなんら変わらぬ健康体であった。

　だが透とう視しをしたときに限かぎって痛いたみが出る以上、その原げん因いんが能力の酷こく使しにあるのは間違いない。能力さえ使わなければ日常生活に支し障しようは全くないのだが、今この能力を封ふう印いんするわけにはいかない。少なくとも響を見つけ出すまでは、騙だまし騙し宥なだめながらやり過ごすしかない。

　診しん察さつ室しつを出ると、隣となりの病びよう棟とうに目を移うつした。かすかに側頭部が痛む。舞衣のいる病室では、薫が椅い子すに座すわって談だん笑しようしていた。桃は駐ちゆう車しや場じようで待機しているはずだ。

　透は廊下の窓から外の駐車場を見下ろした。

「あれ？」

　ふと一台の乗用車が目に入った。その乗用車には誰だれも乗っていないが見覚えがあった。何となく記き憶おくを辿たどる。

　そしてそれに思い当たったとき、透は病院内の隅すみ々ずみにまで目を凝こらした。途と端たんに激しい痛みがぎりぎりと側頭部に捻ねじ込まれる。

　その姿すがたを見つけると、透は看かん護ご師しの注意も聞かずに廊下を全力で走り出していた。




　最上階まで階かい段だんを駆かけ上がると、院長室にいた彼女は、廊下を駆ける透の方を見やって、呆あきれたように口をへの字に曲げた。

　院長室の扉とびらの前には、灰はい色いろのツナギに身を包んだずんぐりとした体型の男が、鋭するどい視し線せんで透を見み据すえていた。確たしか暁あかつきという名のエクサーだったはずだ。

「よお、ボウズ。久ひさし振ぶりだな」

　暁は前ぜん傾けい姿し勢せいで僅わずかに踵かかとを浮かせている。いつでも戦せん闘とうを開始出来る体勢だ。殺気は全く感じないが、透が妙みような動きを見せれば、即そく座ざに飛びかかってくるだろう。

　春先、薫が銀行強ごう盗とう事じ件けんに巻まき込こまれて、倒とう産さんしたゴルフ場のクラブハウスに連れ去られたときに、柴しば田た里美と一いつ緒しよに現あらわれたのがこの男だった。あのとき乗りつけた乗用車が、駐車場に停とまっているものと同じだった。

　気が逸はやったが、ケンカをしに来たのではない。半袖パーカーのポケットに忍しのばせたスタンガンを握にぎり締しめたまま、十メートルほどの距きよ離りを置いて立ち止まった。

「里美さんと話をしたいんだけど」

　この一週間、何度電話をしても、里美とは連れん絡らくがつかなかった。里美は電話に出るつもりがなかったのだろう。

　響の行方を捜そうとしてまず最初に行ったのは、里美と連絡を取ることだった。響がエクスプローラーの裏うら仕事にかかわっているのなら、里美と話をつけるのが一番手っ取り早いと判はん断だんしたからだが、連絡がつかないのではどうしようもなかった。

　透の問いに暁は返事をしない。睨にらみ合うだけでは事じ態たいは何も進まない。透が一歩足を踏ふみ出すと、暁はファスナーを下ろしてツナギの懐ふところに右腕を差し入れた。

「そこで止まっとけ。それからポケットから手を出すんだ」

　声が低められる。相変わらず暁から殺気は感じないが、逆に何の迷まよいもないことが感じ取れた。暁は睨みつけている透の視線を平然と受け止めている。

　院長室には、里美と院長らしき温おん厚こうそうな男がソファで向かい合っていた。里美はボブカットの髪かみに、隙すきのないベージュのスーツに身を包んでいる。里美はさりげない手つきで、テーブルの上の白い紙かみ袋ぶくろをポケットに仕し舞まった。

　里美の能力がどんなものかは知らないが、透の居い場ば所しよは正確に摑つかんでいるようで、壁かべ越ごしに透を真まっ直すぐに見据えたまま何かを呟つぶやいた。

　途端に暁は戦闘体勢を解といた。そして扉を大きく開いて、透に通れと目配せしてきた。暁の目め尻じりと口元が緩ゆるんで、どこかこの状じよう況きようを楽しんでいるようにも見える。

　扉をくぐると、温厚そうな男はソファから立ち上がった。そこに座れということなのだろう。透は部屋の入り口で立ち止まったまま動かない。

「電話ではよく話してたけど、会うのは久し振りね」

　里美と直接顔を合わすのは菱ひし川かわインダストリーの一件で、ハイテクビルの守しゆ衛えい室しつで事後処しよ理りを頼たのんだとき以来だった。

「紹しよう介かいするわ。彼が霧元透くん。私たちと同じ第三世代の一人よ」

「ほう、君が……。島しま木きくんとはあまり似にていないね」

　男の目が懐なつかしいものを見たように細められた。背せ中なかがこそばゆくなる。

「こちらがこの病院の院長を務つとめている小こ久く保ぼさん。彼も古ふる和泉いずみ村の出身で、色々と私たちの力になってくれてるの」

　男の年ねん齢れいは四十代半ばといったところだろうか。目元が柔やわらかい。口元の髭ひげも愛あい嬌きようがあって、温厚そうなその風ふう貌ぼうは、相手に親しみを与あたえる。

「すまないね。色々話を聞きたいのだが、生あい憎にくとこれから外せない用事があってね。申し訳わけないが失礼するよ。里美くん、あまり無茶はしないようにね。ああ、君はゆっくりしていってくれればいい。おっと、病院にゆっくりしていけと言うのは変だな。はっはっはっ」

　そう言って笑いながら小久保は部屋を出ていった。暁は扉の向こうで待機したままだ。

　部屋に残された里美と透の間に、濃のう密みつな空気が横たわり、透の項うなじがちりちりと粟あわ立だった。

「とりあえず座ったら？」

　里美が向かいのソファを指差した。透はどうしようか少し迷ったが、断る理由もなく柔らかなソファに腰を下ろした。

「何か飲む？　コーヒーならすぐに用意出来るわよ」

　デスク横のサイフォンから高級そうな豆のいい香かおりが漂ただよっている。透は首を振った。用件さえ済すめば、ここに長なが居いするつもりはない。

　里美はまるでこの部屋の主のように振ふる舞まっているが、先ほどの小久保院長とかなり親しいようなので、そう外れてもいないのだろう。

「それで用件は何かしら？　っていうのも白々しいわね。響さんのことでしょ？」

　透は返事をしない。頷うなずくまでもないことだ。

「居場所を教えて欲ほしいんだけど」

「困こまったわね……」

　里美は顎あごに手をやってテーブルの上のカップに視線を落とした。

「響さんから、あなたたちには内緒にするように言われてるのよ」

　里美が透からの電話に出ない時点で、多分そんなことだろうとは思っていた。

「じゃあ、何の仕事をしているのか教えてください」

「仲間になってくれるなら教えてあげてもいいわよ」

「またそれですか？」

　透はうんざりしたように顔を顰しかめた。

「だっていつ敵てきに回るかもわからない相手に、手の内は教えられないでしょ」

　言葉の端はしに少しだけ本音が混まじる。一瞬だけ透と里美の視線が絡からみ合って、すっと離はなれた。僅わずかだが緊きん張ちよう感が増ましたような気配が部屋の中を漂い始めたが、それもすぐに消えた。

「仲間になるって言ったら、響の居場所を教えてくれるんですか？」

「それは出来ないわ。あのね、私たちは響さんと取引をしたのは確たしかだけど、姿を消すことまでは強きよう制せいしてないわよ。彼女があなたたちの前から姿を消したのなら、それは彼女自身の意思よ。だから仕事の内ない容ようは教えてもいいけど、居場所はダメ。それが彼女との約束だから」

　なぜ響は姿を消したのか。もう何度も自問したことだ。不ふ敵てきに笑いながら、バーカと舌したを出している響の顔が頭に浮かんだ。思わず舌打ちが漏もれる。

　透の周りにいる奴やつときたら、本当に呆あきれるほど意地っ張りばかりだった。一度決めたら周りの迷めい惑わくなどお構かまいなしだ。もちろん透も、人のことは言えないことを自覚している。

「……ただのケンカじゃないんでしょ」

　そう言って里美は片かた目めを瞑つむると、悪戯いたずらっぽく笑った。意味ありげに隣となりの病びよう棟とうと透を交こう互ごに見つめた。舞衣の病室には、無む表ひよう情じようの舞衣と、穏おだやかに微ほほ笑えみながら頷いている薫がいた。

「若わかいわねー」

　見み透すかされているのがわかって、途と端たんに居い心地ごこちが悪くなる。だけど不思議と腹はらは立たなかった。里美が放つ姉のような包容力に満ちた空気のせいだ。

「迷える透くんに一つだけ忠ちゆう告こくしてあげるわ。三角関係のもつれっていうのは、頂点にいる子がしっかりすれば、すぐに解かい決けつするものなの。あなたがはっきりと答えを出せば、響さんはすぐに戻もどってくるんじゃないかしら？」

「皆みな、同じことを言うんですね」

　里美の言っていることは、昨日総一郎に言われたことと同じだった。

「院長先生はああ言ってたけど、あなたと島木くん、本当によく似てるわよ。もう笑っちゃうくらいにね」

　自じ嘲ちよう気味に笑う里美は、一瞬だけ寂さびしそうに見えた。そういえば島木は今頃どこで何をしているのか気になった。都合が悪くなると逃にげ出すのは、古和泉村出身者に共通の悪い癖くせなのかもしれない。

　窓まど枠わくが強風に煽あおられてガタガタと音を立てていた。大型の台風が近づいているようで、明日は嵐あらしになりそうだった。なんとなく透の未来を暗あん示じしているようで、低気圧と一緒に気分が沈しずみそうだった。
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　病院で薫と別れ、透は当てもなく響の姿を捜さがして街を彷徨さまよった。かつて響と一緒に仕事でかかわった場所を、無意味だと知りながら辿たどったりもしたが、何も成果は得られなかった。

　生なま温ぬるい風が雨の匂においを運んでくる。だが水すい滴てきはまだ落ちてこない。湿しつ度どの高い空気がぬめぬめと肌はだを這はっていく。

　透は空を見上げた。マンションまで戻ってきたが、最上階の部屋に明かりはない。

「響が姿すがたを消した理由……か」

　いつの間にこんなふうになってしまったのだろう。最初のうちは上う手まくいっていたはずだ。物事の優ゆう先せん順位ははっきりしていたし、お互い何が一番大切なのかも明めい確かくだった。軽口を叩たたき合いながら、お互いの身を案じ、薫のことを気にかけて、満ち足りた生活を送っていたはずだ。

　いつからおかしくなっていたのだろう。その境さかい目めが思い出せない。そんなものは最初からなかったのか、透が気がつかなかっただけなのか。ふと周りを見渡してみるとこうなっていた。

　三人のベクトルは向き合うことなく、明後日の方向に伸のびている。それを捻ねじ曲げることは可か能のうだろうか。受け止めるべきなのか、逸そらすべきなのか。透の矢印はどこに向いているのか。

　マンションのエレベーターがゆっくりと上じよう昇しようしていく。天てん井じようの蛍けい光こう灯とうが切れかけているのか、次し第だいに暗くなっていき、耳みみ障ざわりなノイズとともに明めい滅めつを始めた。到とう着ちやくを示しめすチャイムとともに扉とびらが開く。

「…………」

　透は一番奥おくの部屋まで、ゆっくりと通路を歩いた。強風が通路の埃ほこりを巻まき上げる。日が沈み、濃こい灰はい色いろに覆おおわれた空と街まち並なみは、どこかよそよそしさを醸かもし出して透を拒きよ絶ぜつしているようだ。明かりの消えた隣の部屋には意い識しき的に目を向けない。

　玄げん関かんのドアを開けた。薄うす暗ぐらいがらんとした空間から、湿しめった熱気が流れ出す。透はすぐには中に入ることが出来なかった。その場に立ち竦すくんで、呆ぼう然ぜんと無人の室内を眺めていた。

　別に期待していたわけではない。誰だれもいないことはエレベーターに乗る前からわかっていたことだ。それなのにどうしてこんなにも気持ちが塞ふさぎ込んでいくのだろう。

　一歩中に入って、そこからまた動けなくなる。ガシャンという扉の閉しまる音が、外界との絆きずなを断たち切って、透を袋小路の迷路の中に閉とじ込めた。玄関から差し込んでいた明かりが消えて、ブラインドを下ろした室内は真っ暗になった。心細さが急きゆう激げきに膨ふくれ上がる。

「そうか……」

　透はようやく思い出した。この気持ちがなんなのか……。不意にきゅっと胸が苦しくなって、無む性しように泣きたくなってくる。玄関のドアにもたれかかると、半はん袖そでパーカーの両ポケットに手を突っ込んで、天井を見上げた。滲にじみそうになる視界の中、屋上には誰もいない。

　養よう護ご施し設せつでも仲間を作らず、幼おさない頃からずっと一人で、それがいつも普ふ通つうだった。施設を脱だつ走そうした後も、一人で生きていくことを透は自分で決めた。だからそれを辛つらいと感じたことはなかったし、変だとも思わなかった。覚かく悟ごするまでもなく、それは透にとって当たり前のことだったのだ。無む駄だなものは切り捨すててきた。生きていく上で不必要な感情は、透の記き憶おくから失われた。それで特に困ったということもない。

　去年の冬の始まりのことだ。そこに響と薫という存そん在ざいが現れた。状況はいつも突とつ然ぜん変化する。心の準じゆん備びが出来るのを待ってはくれない。安定していた日々は、大きく搔かき乱みだされていく。

　だがそれは居心地のいい満たされた変化だった。最初こそ自分の生活を乱す厄やつ介かい者ものの登場にうんざりしていた透だったが、それも次第に慣なれて日常になっていた。楽しかったからだろう。刺し激げきに満ちた緊張感は、麻ま薬やくのように甘かん美びな毎日だったのだ。

　透は玄関を上がると、部屋の明かりをつけた。無む機き質しつな光こう沢たくを放つ電化製せい品ひんに、朝出ていくときのまま乱されたベッド、テーブルの上の飲みかけのグラスは、硬かたい表情を崩くずさない。

　透は冷蔵庫の中にあったペットボトルのお茶を三口ばかりラッパ飲みすると、ケトルに水を入れて火にかけた。そして疲つかれたようにドスンとベッドに腰かけると、エアコンのスイッチを入れて、蛍光灯の明かりを反はん射しやして光るグラスを見つめ続けた。

「はっきりしろ……か……」

　総一郎と里美は同じことを言った。透が答えを出しさえすれば、響は帰ってくると──。だけどどんな答えを出せば響が帰ってくるのか、透にはわからない。なぜ答えを出さなくてはならないのか、透にはわからない。

　響は危あぶなっかしい姉で、薫は可愛かわいい妹で、そういう家族ごっこのどこがいけないのだろうか。

　三人は正三角形を描えがいて、いくつかの困こん難なんを力を合わせて乗り越こえていくうちに、その繫つながりは強固になったはずだった。それなのにバランスは崩れてしまった。

──ふふん、あんたは甘あまいのよ

──透さんなんか嫌きらいですっ

　響の吸すい込まれるように大きな瞳ひとみが、透をからかうように悪戯っぽく光る。薫の可愛らしい小さな口元が、拗すねたように尖とがる。

　ひゅるひゅると笛を吹ふくようなケトルの音が遠くから聞こえてきた。それ以外に物音は全くしない。意識が部屋に戻ってくる。沸ふつ騰とうしたお湯の白い蒸じよう気きが、注ぎ口から勢いきおいよく漏もれ出していた。ガスを止めると、心細そうな力ない余よ韻いんを残して笛は鳴り止やんだ。再び静せい寂じやくが室内を包み込む。隣の部屋には誰もいない。

　透は部屋の中央に突っ立ったまま、身動き一つしなかった。何もする気力が湧わいてこない。




　どれくらいそうしていただろうか。透はふと室内に残されたかすかな違い和わ感に気がついた。何がおかしいというわけではないのだが、以前にもこれとよく似たことがあったような気がする。違和感の正体を探さぐろうと、じっと周囲に目を凝こらした。

──ブブブブブ

　突然ジーンズの尻しりポケットに入れていた携けい帯たいが震ふるえて、透は文字通り飛び上がる勢いきおいで背せ筋すじを伸ばした。集中し切っていたときだったので、心しん臓ぞうが三回転くらいしたかもしれない。

　ディスプレイには見知らぬ携帯番号が表示されていた。何となく通話ボタンを押す気になれない。そのまま手の中で震える携帯を見つめていると、相手は諦あきらめたのか呼び出しは途と切ぎれた。だがすぐに再度震え始めた。同じ相手だった。

「…………」

　胡う散さん臭くさく思いながら迷っていると、この相手が響ではないのかという気がしてきた。特に根こん拠きよがあるわけではない。そう感じただけだ。透は通話ボタンを押すと、携帯を耳に押し当てた。

『あまり元気じゃなさそうね』

　昼間聞いたのと同じ声だった。だけど雰ふん囲い気きはまるで違ちがう。真夏だというのに冷ややかさは少しも変わらない。腰こしまで届とどきそうな豊ゆたかな黒くろ髪かみが目に浮うかんだ。

「今はあんたと話をしたい気分じゃないんだ」

　双ふた子ごの姉が敵てきなのは考えるまでもない。だけど警けい戒かいすべき相手だというのに、今は落らく胆たんの思いが強過すぎて上う手まく頭が働かない。

『あら、冷たいのね』

「あんたほどじゃないさ。どうせロクな用じゃないんだろ？」

　透はありったけの嫌いや味みを込めて突つき放した。気分のいいときでも長電話したい相手ではない。マンション周辺に怪あやしい人物が潜ひそんでいないか、頭ず痛つうを堪こらえながら路地の隅すみ々ずみまで目を凝らす。

『あなたの知りたいことを教えてあげようって思ったんだけど、聞きたい？』

「知りたいこと？」

　そんなものは一つしかない。陽炎かげろうのように淡あわい響の姿すがたが、目の裏に浮かんですぐに消えた。

『あなたの大事なお姫ひめ様さまの行方ゆくえ』

「……てめえ、何を知ってる？」

　透は声の調子を一変させた。声だけで相手を呪のろい殺そうとでもするように剣けん吞のんな気配を全開にさせる。

『あら怖こわいわね。凄すごい殺気。電話越しでもびんびん伝わってくるわよ』

「今すぐ借りを返してもいいんだぜ」

　銀行強ごう盗とう事じ件けんのときに撃うたれた右みぎ胸むねの痛いたみは今でもはっきりと覚えている。

　透はどんな音も聞き漏もらすまいと、携帯を持つ手に力が入る。同時にサイドのボタンを押して録音を開始した。

『教えてあげたいんだけど、その代わり私のお願いも聞いてくれるかしら？』

「響の居場所が先だ」

『あなたの通う高校で待ち合わせましょう。私の方もあまり時間がないから急いでね』

　透の返事など聞かなかったかのように、霧生は自分の用件のみを伝えた。透がそれを聞き入れるものと端はなから決めつけている。もちろん透に選せん択たく肢しは与あたえられていない。

『出来れば一人で来てくれると嬉うれしいわ。怖いおじさんとか連れてきちゃダメよ』

「それは俺おれの台詞せりふだ」

『それじゃ、また後で』

　通話が切れたのを確かく認にんすると、透は部屋を飛び出した。

　透は焦あせりで気が急せいていたが、一方でこれは罠わなではないのかと冷静に判はん断だんしている自分もいた。だが霧生が響の情じよう報ほうを出してきた以上、出向かないわけにはいかないのだ。それが相手の思う壺つぼだとしても、だ。

　透は単車のエンジンを掛かけた。爆ばく音おんが駐車場を支し配はいする。ギアを蹴けりこむとクラッチを放して一気にアクセルを回した。弾だん丸がんのように流線型の車体が路地に飛び出した。

　横よこ殴なぐりの風はますます強くなって、大おお粒つぶの雨が一つ二つ降ふり始めていた。今夜は激しい嵐あらしになりそうだった。
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　夜の学校に忍しのび込こむのはこれが何度目だろうか。たいていがロクでもない用事ばかりだ。

　昼間はあれだけの生徒たちが集まるというのに、夜になると広大な敷しき地ち内は無人になる。ちょっとしたエアポケットだ。街灯の明かりは校こう舎しやの奥には差し込まず、不気味な暗くら闇やみがこの空間を制せい圧あつしている。

　ポツポツと降り始めていた大粒の雨は、いまだ本降りにはなっていない。

　透は裏門から校内に単車を乗り入れると、グラウンドの端に停とめて様子を窺うかがった。

「まだ来てないのかな」

　早く着き過すぎたのか、どこにも人ひと影かげはない。敷地の周囲にも不ふ審しんな車は停まっていない。

「いきなり狙そ撃げきされるとは思わんけど……」

　もちろん罠の可か能のう性せいも捨て切れない。というより今までの霧生の行いを考えれば、罠の可能性の方が遥はるかに高い。万が一戦せん闘とうになったときのことを考えて、透は窓ガラスを割わって校舎内に忍び込んだ。多勢を相手にするときは、場を複ふく雑ざつな地形に持ち込むのが鉄てつ則そくだ。身を隠かくせる場所が多ければ多いほどゲリラ戦は効こう力りよくを発はつ揮きする。

　相手は大型トラック一台でやってきた。正門から入り込んで、職しよく員いん用の駐車場に堂々と停車すると、中からぞろぞろと銃じゆうを手にした男たちが降りてくる。話し合いをするだけならその武ぶ装そうは明らかに不必要だ。

　だがそれよりも気になったのは、男たちに続いて数匹ひきの猫ねこが降おりてきたことだった。どの猫も白黒のブチというのが嫌いやな感じだった。

「ペットの散歩ってわけないよな……」

　透はやれやれと溜ため息をついた。怒いかりよりも落らく胆たんの方が大きかった。響の情報が得られると、僅わずかながらも期待していたのだ。

　もう敵と判断してもいいだろう。敵の数は、武装した人間が四人と、その人間の指示に従したがって動く怪しげな猫が四匹。霧生の姿は見当たらない。

　ちょうどそのとき、透の携けい帯たいが震ふるえた。嫌なタイミングだった。見計らっているとしか思えない。ヘッドセットを装そう着ちやくして通話ボタンを押おした。

『待たせたわね』

　冷え冷えとした声の中に、どこか嘲ちよう笑しようめいた響ひびきが入り混まじっている。話を信じて一人でのこのこと現れた透を馬ば鹿かにしているのだろう。

「別にいいさ。どうせこんなことだろうと思ってたから」

『噓うそばっかり。期待していたくせに。そんなに心配？』

「ああ」

　なぜか素す直なおに頷うなずいていた。

『うふふ、正直なのね』

「噓は泥どろ棒ぼうの始まりですから」

　思ってもいないことを口にする。

『あははは。あなたやっぱり面おも白しろいわね』

　愉ゆ快かいそうに笑う声が聞こえてきた。霧生の声が柔やわらか味を帯びている。一瞬、電話の相手は里美ではないのかと錯さつ覚かくしそうになった。声がそっくり同じだけに始末が悪い。

　透は廊ろう下かを駆かけ抜ぬけながら、どこから逃げ出すのが一番安全か、ルートを確かく認にんした。罠だと確定した以上、奴やつらの相手をする必要はない。

『どうして逃げるの？　話はまだなんだけど』

　不ふ機き嫌げんそうな低い声だ。

「追いかけられると逃げたくなるって言うじゃないですか」

　二組の人間と猫が、透が侵しん入にゆうしたのと同じ場所から校内に入り込んでいた。残りの二組は、校舎の周りを進んでいる。

『それは逆ぎやくじゃない？　あなたが逃げるから追いかけたくなるのよ』

「ははは。見けん解かいの相そう違いって奴ですね」

　白けた笑いを返しながら、透は一階の一年の教室に飛び込んだ。急いで窓を開ける。だがなぜか透の動きは察知されているようで、外を回っていた二組が走り寄よってきた。

『それじゃあ本題に入りましょうか』

　今さら何を話すというのだろう。舌した舐なめずりしたような、ぬちゃりという唇くちびるの音が癇かんに障さわる。

『最近、エクスプローラーの動きが活発になってるのは知ってるわよね』

「いいや、知らない」

　ここから出るのは止めて、反対側の校舎から出た方がいい。中を突っ切ることが出来る透よりも、外を回らなければならない敵てきの方が遠回りだからだ。校舎内の敵二組は、まだ隣の校舎を歩いている。

『あら、そうなの？　ふうん……、まあいいわ。私のお願いは、水瀬響に降りてもらいたいってことよ。彼女のせいで色々不都合が生じているの』

　何を言い出すかと思えば、それは透が願っていることと全く同じだった。そしてそれを透に要求してきたということは、透に響を説得しろと言っていることに他ほかならない。

「それはつまり、俺に協力しろって言ってるのか？　あんたたちの仲間になって」

『相変わらず話が早いわね』

「エクスプローラーの直ちよく属ぞく部隊が襲おそってくる場所で待ち伏ぶせしろってことか」

　響の居場所を教えるというのは、そういうことなのだ。

　思わず透の足が止まる。霧生の言うように、響のやってきそうな場所に先回りすることで、響を捕ほ捉そくすることが出来る可能性はかなり高い。ある意味、魅み力りよく的な提てい案あんと言えた。

　もう響の顔を十日近く見ていない。会えるものなら今すぐ会いたかった。

『どう？　悪い話ではないわよ』

「残念だけど、それは断る」

　透の返事は予想していたというように、霧生はふふんと鼻で笑った。

「あんたは信用出来ない。いつ背せ中なかから撃うたれるかもわかんない相手と組めるかよ」

　問題外だった。そもそも校舎内を逃げ回っている今のこの状じよう況きようこそが、霧生の意図を明確に表している。

「あんたは俺を人ひと質じちにしたいだけなんだろ？」

　邪じや魔まな響に圧力を掛けるためにだ。透が話に乗ってくれば、それはそれでいい。だが拒きよ絶ぜつした場合は、力ずくで捕つかまえるつもりだったのだろう。

　いくら響に会いたいとはいえ、今ここでそんな危あぶない橋を渡わたることは出来ない。それくらいの判はん断だん力りよくは残している。

『なら仕方ないわね。じゃあ最後に一つ、私からのお願い。盗ぬすんだものを返しなさいって妹に伝えてくれないかしら？』

「盗んだもの？　んなもん知るかよ。自分で言いな」

　透は問答無用で通話を切った。これ以上話をする必要はない。透はスタンガンを取り出すと、敵の位置をもう一度確認した。




　銃じゆうを持った人間はそれほど脅きよう威いではない。これまでにくぐってきた修しゆ羅ら場ばを考えれば、透のその判断は妥だ当とうなところだ。特に短銃ならよほどの至し近きん距きよ離りからでないと、訓練を受けていない人間では命中させることは難むずかしい。銃口の角度とトリガーにかける指の動きを見み極きわめながら適てき当とうに動き回っていればいい。

　だが問題は四匹の猫ねこだった。力こそ劣おとっているものの、敏びん捷しよう性せいは人間を遥はるかに上回っている。わざわざ霧生がこの場に送り込んできた猫だ。ただの猫のはずがない。人間は身体からだが大きいので見失うことはないのだが、外にいるはずの二匹の猫をいつの間にか透は見失っていた。

「やれやれ」

　追い詰つめられる前に、逃げ出してしまえばいい。戦うのは最後でいい。

　だが北校舎の北西の一角、階かい段だんの踊おどり場の手前で、透は反はん射しや的に足を止めていた。階段の手すりの上と踊り場で、それぞれ黄緑色に光る二つの水すい晶しよう体たいが暗くら闇やみに浮うかび上がった。

　二匹の猫の身体がぐっと沈しずみ込む。引き絞しぼった弓が放たれるがごとく、一直線に透の顔面を目がけて突っ込んできた。咄とつ嗟さに最初の一匹をぎりぎり半歩身を引いてかわしたところへ、もう一匹の猫が頭上から飛びかかった。

「くっ」

　もう半歩後こう退たいしてやり過ごす。だが最初の一匹は着地と同時に反転して、再ふたたび透の顔面を狙ねらった。前足から突き出た爪つめが見る見るうちに差し迫せまる。一いつ瞬しゆんにして背せ筋すじがぞくりと粟あわ立だった。

「なんだ？」

　なぜかはわからない。だが透は、あの爪にだけは引っかかれてはいけないと確かく信しんしていた。それまで、この状況でもどこかまだ余よ裕ゆうを保たもっていた透だったが、一気に警けい戒かい感が膨ふくれ上がる。

　透はさらに上体を捻ひねり、これをなんとかぎりぎりで避よけた。冷や汗あせが一いつ斉せいに噴ふき出る。だが問題はその次の攻こう撃げきの対たい処しよだった。二匹目の二撃げき目めは、無理な体たい勢せいで迎むかえたため、到とう底ていかわせるものではなかった。

　接せつ触しよくは避さけたかったが仕方がない。上体を無理に倒した反動を利用して右足を振り上げると、猫の腹ふく部ぶを狙った。タイミングはばっちり。勢いきおいの乗った蹴けりが炸さく裂れつするはずだった。

　だが二匹目の猫は、それを空中でひょいっと身を捻ってかわすと、一回転して反対側に着地した。人間では絶ぜつ対たいにありえない動きだった。

　休む間もなく、しつこく一匹目が透の顔面を狙う。スタンガンを突き出してこれを迎えたが、またも身を捻って避けられた。

「くそっ」

　すると一いつ旦たん、攻撃が止まった。二匹の猫は呼こ吸きゆうを乱みだすこともなく、透の様子を観察するかのように、四つの瞳ひとみでじいっと見み据すえている。非ひ常じよう口の案内板から放たれる黄緑色の光を集積した水晶体には、透の姿はどのように映うつっているのだろう。

　訓練されただけの猫とは思えない狡こう猾かつなコンビネーションは、明らかに透の動きを先読みした知ち性せいが感じられた。

　透はじりじりと後ずさった。だが背はい後ごから複ふく数すうの足音が響いてきた。さらに人間ではない小動物が走り寄ってくる音も聞こえた。

「マジかよ……」

　さすがに透もこれには焦あせった。二匹の猫が攻撃の手を止めたのは、もしかしたら援えん軍ぐんの到着を待っていたのかもしれない。嫌いやな汗が全身から滲にじみ出る。猫の口元がにやりと歪ゆがんだような気がした。

　その瞬間だった。

──ドガッ

　透は何が起きたのか、目の前のその光景を咄嗟に理り解かい出来ない。にやりと笑ったように見えた猫が、突然真横に吹っ飛んだ。何も飛んでこなかったし、何かが当たった様子もない。本当に突然、横に弾はじかれたように転がって、そのまま廊下の壁かべに叩たたきつけられたのだ。猫はぴくぴくと痙けい攣れんしたまま意い識しきを失っている。

　もう一匹の猫も、何が起きたのか理解出来なかったのだろう。啞あ然ぜんとしているうちに、同様に真横に吹き飛んでいた。こちらは窓ガラスを突き破って、外に大きく放ほうり出された。

　透ははっとすると、前方に出来た逃げ道を走り出した。後方から銃声がして、耳の横を銃弾が通り過ぎていく衝しよう撃げきが伝わったが、透は足を止めなかった。二発目の銃声が聞こえてきたときには、既すでに校舎を飛び出して、真っ暗闇のグラウンドを全力で駆けていた。今は一いつ刻こくも早くこの場から離はなれることだった。

　走りながら透は、今しがた起きた光景を思い返していた。猫には、予よ備び動作なく真横にジャンプ出来る能力などない。猫自身の行動でないのなら、外部からの働きかけによる結果だ。つまり何かが猫を真横から弾き飛ばした。そしてその何かを透は知覚出来ていない。そこから導みちびき出される結けつ論ろんは一つしか思いつかない。

　一体何が起きたのか。そして誰が助けてくれたのか。透はようやくその存そん在ざいに思い至いたった。
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　学校から逃げ出すまでぎりぎり持ちこたえていた雨も、今では本ほん降ぶりになって激はげしく路面を打っていた。

　透は尾び行こうを警戒して、単車でデタラメに街中を走行した後、適当なビジネスホテルにチェックインした。霧生が牙きばを剝むいた以上、マンションに戻るのは危き険けんだった。

　宛あてがわれた部屋は最上階の一つ下の階で、窓の向かいに隣となりのビルの壁が迫せまっていることもなく、窓越しの侵しん入にゆうも狙そ撃げきの可能性も低そうで多少は安心だった。透は鍵かぎ穴あなに鍵を差し込んだ。だがドアを開ける前に一つ確かく認にんしておきたかった。

「俺おれの前では能のう力りよくは使わない約束だったろ？」

　無人の通路に透の声が虚うつろに響ひびいた。聞いている者は誰もいない……はずだった。

『まあそう言うなよ』

　声だけが透のすぐ後ろから聞こえた。わかっていたとはいえ、そこまで接せつ近きんしているとは思わなかったので、反はん射しや的に背筋が強こわ張ばりそうになる。それを何とか我が慢まんすると、透は振り返ることもなくドアを開けて、部屋の中に入った。

　透はぐっしょりと濡ぬれそぼった半はん袖そでパーカーとジーンズを脱ぬぎ捨すてて、備そなえつけのバスローブを羽は織おった。真夏だというのに、雨のせいですっかり体温が奪うばわれて冷え込んでいる。

「で、何の用だ？」

　透は振ふり返って長身の男に言った。久ひさし振ぶりに姿を見せた島木だった。どうやって追いかけてきたのか不明だが、サマージャケットにチノパン姿すがたの島木は少しも雨に濡れていない。島木はテレビ台の下から椅い子すを引っ張り出してきてそこに座った。

「そうだな、強しいて言えば腑ふ抜ぬけた弟に活を入れに来たってところだな」

「んだと？」

　わざわざケンカを売りに来たのかとばかりに、透は島木を睨にらみつけた。

「お前が玲れい子こに狙ねらわれたことの意味を考えろ」

　島木はそんな透の視し線せんを平然と受け止めると諭さとすように言った。

「考えろって言ったって、響に対するカードとして、俺を利用しようとしたんだろ」

「まだわからないのか？　響くんに圧あつ力りよくを掛けるだけなら、別にお前でなくても可能だってことだ」

「あっ」

　ようやくそのことに思い至いたって、透は慌あわてて脱ぎ捨てたままのジーンズから携けい帯たいを取り出した。本当に腑抜けていたとしか思えない。

「薫くんと椎名くんには、俺から連れん絡らくを入れておいた。二人とも無事だ」

「くっ……そいつは……助かった」

　透は礼を言った後、唇くちびるを嚙かんだ。自分のあまりの迂う闊かつさに腹はらが立つ。

「大いに反省しろ。大事なものを守りたいならいつも冷静でいることだ」

「……ああ」

　自分のことで手て一いつ杯ぱいで、他の事にまで頭が回らなかったというのは、情なさけない限かぎりだった。握にぎり締しめた手のひらに爪つめが食い込む。

「とまあ厳きびしいことはそれくらいにして、単たん純じゆんに俺の用は、お前の顔を見に来ただけだ」

　島木は肩かたを竦すくめると、組んでいた長い足を解といて前方に投げ出した。途と端たんに空気が軽くなる。

「いつからいたんだ？」

　透も全身から力を抜いてベッドに腰かけた。

「夕方、マンションで待ってた」

「部屋のグラスは、やっぱりあんただったのか」

　部屋にいたときの違和感の正体がわかった。透は普ふ段だんグラスを使わない。ペットボトルはそのまま口をつけて飲む。何かおかしいということは感づいたのだが、その直後に霧生から電話がかかってきて、そのまま忘わすれてしまっていた。やはり気が抜けていたのは間ま違ちがいない。

「あんなあからさまなヒントを残してたのに、なかなか気がつかないんだからな。ちょっとした悪戯いたずら心って奴やつだ。悩なやめる少年を見ているのはなかなか楽しかったぞ」

「なっ」

　部屋での様子を見られていたと思うと、顔から火が出るかと思うほどの恥はずかしさだった。

「くそっ、悪あく趣しゆ味みな奴だな」

　透は悪あく態たいをつくと、ベッドにごろんと横になって島木に背を向けた。

「なんだ、ずいぶんと暗いじゃないか」

「俺は昔からこうだったんだよ」

　島木からすればいじけているように見えるかもしれない。

「そうなのか？　それはそれは……」

「何だよ」

　島木の笑いを含ふくんだような茶化した口調に、透は憮ぶ然ぜんとなって聞き返す。

「ずいぶんと響くんの影えい響きようを受けたってことだな。少し妬やけるよ」

「言ってろ」

　元々透は口数の多い方ではない。響と共同生活を始めるまでは、必要がなければ一日誰とも会話をしない日だって普通によくあることだった。

──あんた、バカねー

──うるせえっ

　漫まん才ざいのような掛け合いが日にち常じようになって、それがとても楽しいものだったのだと、今さらながらに思い知らされた。もう十日近くも響の声を聞いていない。胸が締しめつけられたように苦しくなる。

「うーん、恋こいの悩みか、青春だねえ。おお、そうだ、こういうときこそ兄あに貴きに相談しろ。人生の先せん輩ぱいとしてアドバイスしてやるぞ」

「あのなあ、何度言ったらわかるんだ、お前は兄なんかじゃねえっ」

「ははは、そう照れるな」

「照れてねえっ」

　がばりと身体からだを起こして島木に怒ど鳴なっていた。島木と話をしているといつもペースが乱みだされる。だけどそれほど不ふ快かいなものではない。透は胡坐あぐらをかいてベッドボードに寄りかかった。

「だいたい人のことが言えるのかよ。いくら同じ顔だからって二ふた股またはまずいんじゃねえの？」

　透の反撃に島木は一瞬言葉に詰つまった。その反はん応のうに透は内心にんまりする。里美の昼間の話し振りから、適当にカマをかけてみただけだったのだが、どうやら想そう像ぞうは当たっていたようだ。

「ほーう、やっぱりそうだったのか」

　透はニヤニヤと勝ち誇ほこりながら、島木の顔を覗のぞき込んだ。ようやく少し言い返せたことで、透は大いに満足した。島木は嫌いやそうにそっぽを向いた。

「性せい格かくの悪い奴だな」

「お互たがい様だ」

　窓まどの外は激はげしく雨が降ふっている。今いま頃ごろ響はどこで何をやっているのだろう。




　島木は調べごとがあるからと言って部屋を出ていった。少し気になることがあるらしい。また気が向いたら顔を出すそうだ。

　結局透は騙だまされただけで直ちよく接せつ的な情じよう報ほうが得られたわけではなかったが、霧生は透に重大なヒントをくれたのだ。響を見つけ出したいのなら、霧生の周辺を洗あらえということだ。響はエクスプローラーの裏うら仕事の中でも、霧生に関する案あん件けんにかかわっているのだろう。それがわかっただけでも大収しゆう穫かくと言えた。ある意味、霧生のちょっかいに感かん謝しやしなければならないくらいだ。総一郎に調べてもらえば、響がどこに現あらわれるのか予よ測そくがつくかもしれない。

　そしてもう一つ見み逃のがせないことがあった。

「あの猫ねこ……」

　眼がん前ぜんに迫る尖とがった爪つめが透の脳のう裏りに浮うかんだ。あのとき感じた得体の知れない不気味な恐きよう怖ふ感は、一体なんだったのだろうか。

　白黒のブチ猫──。四匹とも、揃そろいも揃って桃と姿がよく似にていた。もちろんシルエットは全く似ていなかったが、白黒の模も様ようや性しよう悪わるそうな顔つきはそっくりだったと言っていい。

　二ヶ月近く前から発生していたペット誘ゆう拐かい事じ件けんでは、桃の血けつ縁えんが狙ねらわれていたということが明らかとなっている。あの猫たちが桃と何らかのかかわりがあると考えるのは、無理な想像ではないだろう。

「やっぱりウィルスかな……」

　透は例のウィルスに対しての抗こう体たいを持っている。三年前の夏に養よう護ご施し設せつを脱だつ走そうして、公園でホームレス生活を送っていたときに、大怪け我がをして入院したことがあった。そのときの血けつ液えき抗体検けん査さで、陽性反応を示しめしたと島木が以前に言っていたので、恐おそらくそれは間違いない。いつ感かん染せんしたのか知らないが、古和泉村に住んでいた幼おさない頃だろう。

　仮かりにあの猫たちがウィルスの保有者キヤリアだとした場合、どの程てい度どの危き険けんがあるのか、慎しん重ちように考えないといけない。インフルエンザウィルスのように毎年異ことなるタイプが流行するような変へん異いの激しいウィルスだと、いくら抗体反応が陽性だといっても安心は出来ない。ウィルスに関して、もう少し詳くわしい情報が欲ほしいところだった。

　それにしても、里美がどういう思おも惑わくで霧生に手出しを始めたのかわからないが、透の知らないところで状況が大きく動き出しているような気がした。きっとその騒そう動どうの中央に、響がいるに違いない。

　透はもう一度自分のスタンスを確かく認にんした。霧生側にも里美側にもつかない。霧生も里美も味方ではないのだ。敵ではないからといって無条件に心を許ゆるすわけにはいかない。

　今のところ信用していいのは薫と総一郎、この二人だけだ。不本意だが島木もそこに含ふくめていいだろう。

「……この中にお前を入れてもいいんだよな？」

　透は響の顔を思い浮かべた。

　だが響が透たちの敵として、目の前に現れることも十分考えられた。組そ織しきの一員になるとはそういうことなのだ。

　万が一、響が透の前に立ちはだかったとしたら……、そのときにどのように行動すればいいのか、判はん断だんが出来なかった。願わくはそんな場面が来ることのないように祈いのるしかない。




　　　　§６




「だー、響、何やってんだよう、早く逃げろって。置いてくぞー」

　八や坂さか慶けい介すけは声を張はり上げた。彼女の能のう力りよくを考えれば、別に大声を出す必要はないのだが、そうでもしないと言うことを聞きそうになかったからだ。

　慶介は本当に響を置いていこうか逡しゆん巡じゆんしていると、ようやく彼女は引き返してきた。

「名前で呼よばないでって言ったでしょ」

　イヤホンから流れ出る感情を押し殺したような低い呟つぶやきが、慶介の鼓こ膜まくを刺し激げきする。

「ちょっと無茶しすぎだぞ。成果物は諦あきらめろって言っただろう？」

「これくらい別に無茶じゃないわよ」

　響は逃げる際さいに所長を脅おどしつけて隠かくし場所を吐はかせると、研究成果物を無理やり入手してきた。響が取った吐かせる手段は、本当に聞くに堪たえない酷ひどいもので、敵ながら同情してしまうほどだった。

「じゃあとっとと逃げるか」

　二人は二階の窓から地上に飛び降りると、裏門まで芝生しばふを突っ切った。通用口の前では数人の守しゆ衛えいが待ち構えていたが、響は問答無用で銃を発はつ砲ぽうした。敵が怯ひるんだ隙すきに慶介たちは裏門を強ごう引いんに突とつ破ぱすることに成功した。

　その直後に大規き模ぼな爆ばく発はつ音おんが立て続けに背後から響いてきたが、慶介も響も振り返ることもなく走り続けた。




　東海地方のとある臨りん海かい工業地帯の一角に、組織の息が掛かかった薬品工場兼けん研究施し設せつがある。そこに保ほ管かんされている重要機き密みつ情報と研究成果物の奪だつ取しゆ、そして工場の破は壊かい工作を命じられたのは、今から約十二時間前のことだ。慶介と響は首しゆ尾びよく任にん務むの遂すい行こうを完かん了りようし、後は奪取したものを引き渡わたして帰き還かんするだけだ。

　道路が組織の者によって封ふう鎖さされる前に、慶介と響は用意しておいた単車で工業地帯を抜け出した。市街地に入ってしまえば、警けい戒かいを緩ゆるめても問題ないだろう。

「追つい跡せきはないわ。それらしい相手は追ってこない」

　後部シートの響がヘルメット越ごしに伝えてきた。それを聞いて慶介は、コンビニの駐車場に単車を滑すべり込ませた。

　灰はい色いろのツナギは防ぼう水すい仕様だが、襟えり元もとから雨水が染しみ込んで、身体はすっかり冷え込んでいる。出来るならどこか落ち着ける場所で一息入れたかった。強風に煽あおられてハンドル操そう作さが覚おぼ束つかない。走行に支し障しようが出始めていた。

　二人はコンビニの軒のき下したでヘルメットを脱ぬぐと、額ひたいの雨と汗あせを拭ぬぐった。響はバレッタで髪かみを一ひと纏まとめにしていたが、雨に打たれてぐっしょりと濡ぬれそぼっている。

　水瀬響はとにかく有能な能力者だった。Ｓ級エクサーのエコーというコードネームは伊だ達てではなかった。腕うでは確かで精せい神しん力りよくも並なみではない。そしてとびきりの美人なのだ。彼女のファンだという者が依い頼らい者しやの中で多数いるというのも頷うなずける話だった。

　獲え物ものを横取りするとか、がめついとか、怒おこらせると恐おそろしいなどという噂うわさもあるが、それもある意味で一流の証あかしと言える。響と組まされた当初は、若わかすぎる容よう貌ぼうに不安を覚えていた慶介だったが、今ではかなりの信しん頼らいを彼女に置いていた。

　ただ、響は有能ではあるものの、どこか自や棄けになっているようなところがあって、その無む謀ぼうな行動は、見ていて危あぶなっかしく感じることがあった。慶介がフォローを入れなければ、自じ滅めつしていたのではないかと思うこともしばしばあったほどだ。

「それにしてもおっかない女だなあ。いきなり発はつ砲ぽうするとは思わなかったぞ。当たってたら、守しゆ衛えい所じよにいた男たち死んでたんじゃないかあ」

　気が強いというのは知っていたが、目の前の少女はまだ十七歳さいの女子高生なのだ。普通に街中で出会っていたら、ここまで危険な相手だとは認にん識しき出来ないだろう。

「大だい丈じよう夫ぶでしょ。ちゃんと外して撃うったし、仮かりに当たったとしても、防ぼう弾だんベスト着てたし、かすり傷きずよ」

「そりゃ胴どう体たいに当たればそうだけどさあ、首から上に当たってたら死んでるだろう？」

「そんなの、運のない奴やつが悪いのよ」

　響は感情の籠こもらない無表情で、殺さつ伐ばつとしたことを簡かん単たんに言ってのけた。背筋が薄うすら寒くなる。

「……でもナイフの方がいいわね。私の腕じゃ銃は運の要素が大き過すぎるもの。殺すも生かすも私次し第だいの方がしっくりくるわ」

「凄すごい台詞せりふだなあ」

　慶介が初めて響と会ったのは、二週間ほど前に起きたペット誘ゆう拐かい案あん件けんでの捜そう索さく活動中のことだ。あのときは一いつ緒しよにいた少年と、実に楽しそうにじゃれ合っていたことを覚えている。仲のいい恋こい人びと同士にしか見えなかったのだが、響の話ではただの仕事上の相あい棒ぼうに過ぎないそうだ。

　その後、その少年を救うために彼女が冒おかした危険や、里美と交わした取引を思えば、その言葉が本心とはとても思えなかったが、本人がそう言う以上、慶介が口を挟はさむ問題でもない。

　ただ、あのときに楽しそうに笑っていた少女と、今目の前にいる少女とのギャップが大き過ぎて、本当に同一人物なのか疑うたがわしく思えるほどだ。それくらい身に纏まとう空気が違っている。

「なんかキャラが違……」
















「気のせいよ」

　響はぴしゃりと慶介を遮さえぎって、その先を言わせない。にこりともしない響は、他人を寄せつけない孤こ高こうの戦士のようだった。きっとあの少年と離れたことで、その心に影かげを落としているのだろう。だがそれならそれで付け入る隙すきは大きそうだ。

「んー、でも俺おれはこっちの方が好みだなあ」

「何よ急に」

　響は不ふ審しんそうに眉まゆを顰ひそめた。

「いや、別にー」

　慶介はにっこり微ほほ笑えみながら、意い識しき的てきに目に気を集中させる。あの少年は無関係だと響が言う以上、別に遠えん慮りよすることなど何もない。

　慶介の能のう力りよくは、他人に警けい戒かい心しんを与あたえないという、精神感かん応のう能力の一種だ。力を使えば初対面の相手でも簡単に心を許してくれる。仕事をこなす上では、とても重ちよう宝ほうしているものだ。

　ただし万能の能力というわけではなく、相手に危害を加えれば、本能的に相手が抱いだく恐怖心や敵てき愾がい心しんまでを押さえ込むのは不可能だった。それに最初から敵意を抱いている相手にも通用しないので、肝かん心じんなときには役に立たない。

　もっとも、能力を上う手まく運用すれば、戦せん闘とう行こう為いが発生すること自体が稀まれなのであり、潜せん入にゆう、工作活動に特化した能力と言える。

　能力は地味に効こう力りよくを発はつ揮きする。繰くり返し精神感応を続けていれば、いずれ偽にせ物ものの気持ちを本物だと勘かん違ちがいするようになる。人間の心というのは、そのように出来ているのだ。

「あの少年、霧元くんって言ったよな？　彼はどんな奴だったんだ？」

「どうしてそんなことを聞くの？　別にどうだっていいじゃない」

　響の表情が僅わずかに強こわ張ばった。案の定返事は素そっ気けないものだったが、動どう揺ようしたのは確かだった。意外とわかりやすい性せい格かくをしているのかもしれない。

「こんないい女を放ほうっておくなんて、信じられない馬鹿だと思ってさあ」

　慶介はもう一度目に力を込めて悪戯いたずらっぽく微笑んでみた。

「ふん、食えない奴ね」

　響は呆あきれたように苦く笑しようした。慶介はその反応に満足して、こっそりとほくそえむ。

「そんなことより、合流地点に急ぎましょ。今日は疲つかれたから早く帰ってゆっくり寝ねたいの」

「俺はもっとゆっくりドライブしてたいんだけどな」

「この土ど砂しや降ぶりの中を？　勘かん弁べんしてよ」

　響は口調こそうんざりしていたが、その表情はそれほど不ふ愉ゆ快かいそうでもない。雨はいっそう激しく降ってきている。




　エクスプローラーのバックアップ要員との合流地点に到着すると、あれほど激しく渦うず巻まいていた暴ぼう風ふう雨うは、ピタリと止やんでしまった。

「なんだ？　気味悪いなあ」

「台風の目に入ったみたいね」

　台風の現在位置を、携けい帯たいサイトで確かく認にんしていた響が言った。生温かい空気が淀よどんでいる。響はガードレールに腰かけて空を見上げた。

　慶介も隣となりに並ならんで寄りかかると同じように上を向いた。頭上には雲の切れ間からいくつもの星が瞬またたいているのが見えた。

　バックアップ要員はまだ到着していない。このように遅おくれるのは珍めずらしいことだった。たいていは先に来ていて、慶介の報ほう告こくと目的の品を待ち構かまえている。

　すると慶介の携帯が震ふるえた。そういえば響の携帯が鳴ったところを見たことがない。

　電話の相手は柴田里美だった。里美から直接連れん絡らくが入ることも珍しいことだった。何かイレギュラーなことが起きたに違いない。今日という日は、まだ当分終わりそうもないらしい。

『ごめんなさい。予定が変わったわ。すぐに隣の県の黒くろ川かわ庄しよう村に飛んで欲ほしいの』

　案の定、追加仕事の依い頼らいだった。

『合わせて合流場所も変へん更こうになったからメールに送るわ。すぐにそちらに向かって。あなたたちの任務はそこで聞いてちょうだい』

「相変わらず人ひと遣づかい荒あらいなあ。ちゃんとボーナス弾はずんでくださいよー」

　愚ぐ痴ちの一つも言いたくなったが、響と一いつ緒しよの時間が増ふえるのは歓かん迎げいしてもいい。

　響は慶介と里美のやり取りが聞こえているはずだが、気のない様子で空を見上げたままだ。

『響さん、ごめんなさいね』

　里美が謝あやまると、響は慶介に顔も向けずに肩かたを竦すくめた。

「怒ってはいないようです」

　慶介は響の様子を里美に伝えた。

『そう。ならいいけど。響さんとは上手くやってるようね』

「そりゃもうバッチリ」

　慶介の返事に、里美はくすくすと笑った。

『ふーん、あなたのこと知ったら、弟じゃいられなくなりそうね』

「弟？」

『ううん、こっちの話よ。それじゃあよろしくね』

　慶介は電話を切ると、ヘルメットを被かぶって単車に跨またがった。響はまだ空を見上げている。

「星、好きなのか？」

「別に」

　響は素っ気ない声でガードレールから降りると、後部シートに跨った。

「……ねえ……軽井沢ってもっと星がきれいなのかしら？」

　響が慶介の耳元で囁ささやいた。びっくりするほど無む防ぼう備びそうな声だった。どこか意い識しきが遠くにあるような、そんなあやふやな頼たよりなさが背せ中なか越ごしに伝わってくる。

「軽井沢？　なんだよ、いきなり」

「なんでもないわ。それじゃ急ぎましょ。早く着き替がえないと風か邪ぜ引いちゃいそう」

　元の響に戻っていた。だが今のは、響が慶介に見せた初めての素の声だったのかもしれない。
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　日本の東南海上で発生した台風十五号は急速に発達しながら北上した後、房ぼう総そう半島沖おきで急に進路を、通常とは逆ぎやくの西に変えて、愛知県知ち多た半島から本州に上陸した。

　秋の台風と違って、夏に発生した台風は、日本近海にて予想もしない方向に進路を取ることがあり、進行速度も自転車並みのスピードであることが多い。

　台風十五号の強風域いきはあまり広くないのだが、上陸後も目がはっきりしており、中心付近ではかなりの暴風雨が吹ふき荒れているようだ。速度が遅おそいために停てい滞たいして大雨を降らせており、現在は東海、北陸、近きん畿き地方の各地にて大雨洪こう水ずい暴風警報が発令されていた。

「台風、こっちに来なくてよかったですね」

　薫は両手を空に翳かざして、嬉うれしそうに言った。空には雲の切れ間からいくつもの星が顔を覗のぞかせている。

「雨の中をタンデムするのはつらいもんな」

「えー、私は平気ですよ」

　薫は透と同様に、ジーンズにゆったりとした半はん袖そでのトレーナー、ベースボールキャップという身動きのしやすい格かつ好こうをしている。一見すると小学生の男の子のようだ。

　いつもはプリーツスカートやワンピースなど可愛かわいらしい服を着ていることが多いのだが、そういう格好で透の単車に二人乗りするわけにはいかない。

　透と薫は東京湾アクアラインを通つう過かして木き更さら津づに来ていた。

　昨日、透は霧生に襲おそわれたことで、響の現れそうなところを待ち伏ぶせした方がいいことに気がついた。それで総一郎に一日掛けて調べてもらい、首しゆ都と圏けん近きん郊こうで最も確かく率りつが高そうな場所という条じよう件けんで浮うかんできたのが、千葉県木更津市にある、菱川インダストリーが出しゆつ資ししている合弁会社の製せい薬やく工場兼けん研究施し設せつだった。

　総一郎の話によると、この一週間に大小含ふくめていくつかの研究所や工場で、小ぼ火やや爆ばく発はつ騒さわぎがあったらしい。死し傷しよう者しやが出ていないのでニュースにはなっていないが、それらの発生現場には明めい確かくな共通点があったそうだ。

　事じ故この発生時間が深夜であること、菱川インダストリーが何らかの形でかかわっている製薬系・薬品系の化学工場・研究所であること、警察や消しよう防ぼうに通報がなされていないことなど、通常の事故にしては不ふ審しんな点が多いのだ。

　工場や研究所が事故を公表していないのは、公おおやけには出来ない研究を行っていたからという可か能のう性せいもあり、そこで起きた深夜の小火・爆発事故とくれば、人じん為い的なものと考えても無理はない。それにかかわっているのが、響であるという想そう像ぞうもそう遠く外れてはいないだろう。

『あんまり自信はないぞ。首都圏でなくていいなら、本当は愛知県にある薬品工場の方が怪あやしいんだけどな。もう少し情報集めてみるから、なんかわかったら連絡入れる』

　総一郎は電話でそう言っていたが、今はそれだけでも十分だった。とにかく動かないことには始まらない。

　木更津の臨りん海かい埋うめ立たて地ちにあるこの研究所では、新薬の研究が行われている。薫の話では、響が出入りした匂においは感じ取れないそうなので、ここにはまだ来ていないのだろう。

　透たちは研究所を見下ろせる小高い丘に陣じん取どって、響たちが侵しん入にゆうするであろういくつかのポイントを見み張はっていた。やってくるとしたら海岸沿ぞいの一本道となっている連絡道路からで、工場を挟はさんだ反対側の丘の上にいる透と薫の存在は、響の能力を以もってしても先に気取られることは少ないはずだ。

「響ちゃん、来るかな……」

　薫のくぐもった声が、僅わずかに漏もれる息とともに透の頰ほおに触ふれた。薫は双そう眼がん鏡きようで海岸沿いの道路を見張っている。

「半々かな。今日来なくても明日来るかもしれないし、ずっと来ない可能性もある」

　響たちが何を考えて何を狙ねらっているのかは不明だし、待ち伏せするには総一郎の情報だけでは根こん拠きよもそれほど強くはない。だが他にすることもないのだ。こうして動いていた方が、少しは響に近づいていると実感出来るような気がする。

　ふと強風に煽あおられて樹じゆ木もくの擦こすれ合うざわめきがいっそう大きくなった。街がい灯とうがないので、月が雲で隠かくれてしまうとほとんど何も見えなくなってしまう。

　黙だまって研究所を見下ろしているだけというのも、何となく気き詰づまりな感じだった。

「あの……透さん、響ちゃんと会って何を言うか決まりましたか？」

　薫は思いつめた表ひよう情じようのまま真まっ直すぐに研究所を見下ろして、透の方を見ようとはしない。

「椎名から聞いたのか？」

「はい」

　薫はこくりと頷うなずいた。それでも薫は透の顔を見ようとはしなかった。その口元は、きゅっと引き締しめられていて、普ふ段だんの柔にゆう和わな様子はどこにも見られない。

　ふるふると揺ゆれる睫まつ毛げを見ていたら、適てき当とうにはぐらかして話題を逸そらしていい雰ふん囲い気きとは思えなかった。

「……俺さ、今まで十六年、いやもうすぐ十七年だな。それだけの間生きてきてさ、楽しかった思い出ってほとんどなかったんだ」

　透は何とか自分の気持ちを言葉にして表そうと、ゆっくり考えながら口を開いた。

「でもそれが悲しいとか辛つらいとか、そういうんじゃなくてさ、なんていうか、それがもうずっと当たり前だったんだよな。俺はどういうわけか、とにかく逃にげなけりゃならないって強きよう迫はく観念のように思い込んでいたし、誰かとのんびり笑いながら過すごすなんていうのは考えもつかなかった。一人で生きていくのが、生き延のびるのに一番いいと思ったし、実際にそうだった」

「そんな……」

　傍はたから聞けば、殺さつ伐ばつとした人生観かもしれない。薫は悲しそうに息を吞のんで、透のシャツの裾すそをそっと摑つかんだ。その手が微かすかに震えている。

「勘かん違ちがいしないで欲しいんだけど、別にそれを悔くやんでるわけじゃないんだ。結果的にはそれで正解だった。でなけりゃ今頃はどこかで野の垂たれ死んでただろうし、そうでなきゃ院長のペットになってたか、身体からだを売って生活してたはずだ」

　透は、寝しん室しつに連れ込まれそうになったので、院長を殴なぐって大怪け我がさせた挙あげ句くに施設を逃げ出したという、一人暮ぐらしをするに至いたった経緯いきさつを簡単に説明した。

「酷ひどい……」

　薫は垂たれ気味なはずの目を吊つり上げて怒おこっている。

「でまあ、俺には幸いなことに、一人でもやっていける力が備そなわっていた。危険もあったけど、エクスプローラーの仕事はそれなりに充じゆう実じつしてた。だから恵めぐまれていたんだと思う」

　透自身はそれでよかったのだと思っている。幼い頃の響とは異なり、自分の能力を疎うとんじたこともない。透は十分に満足していたのだ。

「前に薫ちゃんが言ったろ。大切なものはないのかってさ」

「はい」

「俺にはそういうのは必要なかったんだ。逆に言えば、それがあると身動き出来なくなりそうで、それが嫌いやだった。一人で身軽なら、自じ己こ完結して生きていけばいい」

　この国では、他人に干かん渉しようしないでも生きていける社会システムが完成してしまっている。人に会わずに金を稼かせぐことも可能だし、人に会わずに飯を食うことだって可能だ。

「でもさ、薫ちゃんや響と出会って、出生の経緯とか、そういうの知ってさ、もう逃げる必要はないって知ったんだ。なんか憑つき物が落ちたような感じだったよ。それで顔を上げて見回してみたらさ、凄すごいんだよ。俺の周りには眩まぶしいものがいっぱい。逆ぎやくに怖こわくなったね」

　自分一人で手て一いつ杯ぱいだった頃には、思いもしないことだった。煩わずらわしさと一緒に切り捨ててきたものの大きさに驚おどろかされた。

「大切過ぎて俺の手には余あまるんじゃないかってな。響や薫ちゃんがさ、そばで笑ってくれるだけで、もうお腹なかいっぱい。もったいなくてさ、それ以上望むと、罰ばちが当たりそうで怖かった」

　透が自分でも変わったと思えるのは、失いたくないものが出来たことだ。薫にとっては、透の言っていることは何の変へん哲てつもないことに聞こえるのかもしれない。だが透にとっては、それはとてつもない重荷であり、そして宝たから物ものでもあるのだ。誰かにくれてやるつもりはないし、捨てるつもりもさらさらない。勝手に透の背中から飛び降りることも許ゆるさない。

「だからさ、大切なものはないのかっていう問いの答えは、今のままで十分満足。これじゃダメ？」

　響に会って伝える言葉はこれで十分だろうか。薫は納なつ得とくしてくれただろうか。

　研究所の向こうはほとんど何もない暗くら闇やみだ。海上にはゆっくりと運航する貨か物もつ船せんの明かりが、ところどころで光っている。台風の影えい響きようからか、その数はあまり多くない。

「……透さんの気持ちはわかりました」

　透のシャツを摑む薫の手にぐっと力が込められた。シャツが引っ張られて、少しだけ首の周りが窮きゆう屈くつになる。

「でもそれじゃ響ちゃんは帰ってきませんっ」

　薫は初めて透の顔を見上げた。その目はどこか怒っているようでもあった。強く見み据すえられて、透は首根っこが竦すくみそうになる。

「透さんはやっぱり何もわかってない。人を大切に思うことと、人を好きになることって、少し違ちがうと思う。……透さんは多分、人を好きになったことがないんです。今までが人を寄せつけない生き方をしてたから……、だからそれは仕方ないのかもしれない。でもいつかそういう人が現れる。ううん、違う。本当はもう好きになってる。透さんはそれに気がついていないだけ。きっと響ちゃんもそれは一緒……」

　そう言うと薫は唇くちびるを嚙かんで俯うつむいてしまった。きつく目を閉じて、何かを堪こらえるように全身を踏ふん張ばっている。

　透は何も言えず、空を見上げるしか出来なかった。いつまでも曖あい昧まいなままにしておきたいという透の願いは、きっと周囲を傷きずつけてしまうのだろう。皆みなが透に決けつ断だんを迫せまるのは、透にしか解かい決けつ出来ないからなのだ。それはわかっている。だけどどんな答えを出せばいいのかはわからない。そこまでは誰も教えてはくれないのだ。

　天てん頂ちよう付近では、一等星のベガとアルタイルが天の川を挟はさんで瞬またたいていた。今頃もしかしたら、響もどこかでこの星空を眺ながめているのかもしれない。そのとき響は、何を思ってこの空を見上げるのだろうか。




　そして透の携けい帯たいが震えた。なんとなく予よ兆ちようはしていた。動き始めた時間は、もう止まることはない。里美の電話番号だということを確かく認にんして通話に出た。

『ごめんなさいね、いきなりで。緊きん急きゆう依い頼らいよ。どうしても請うけてもらうわ』

　珍めずらしく里美の声が切せつ羽ぱ詰つまっていた。ただ事ではない何かが起きたということだけは、その様子から伝わってくる。透の腕の中で薫がピクリと動いた。

「どうしたんですか？」

『東海地方に黒川庄村というところがあるんだけど、そこで疫えき病びようが発生したわ』

「疫病って……」

　その不ふ吉きつな響ひびきは、否いや応おうもなく透に過か去この古和泉村での出来事を思い起こさせた。

『そう、例のウィルスよ。だけど、ちょっと様子がおかしいの。どうも嫌いやな予感がするのよ』

「まさか……」

　古和泉村が土石流災さい害がいで土ど砂しやに埋うまったのは、今日のように嵐あらしの晩ばんだった。不安そうに薫が電話中の透を見上げている。

『それを確たしかめるためにも、現地に今すぐ飛んで。同じ悲ひ劇げきを繰くり返させるわけにはいかない。請けてくれるわよね？　それに透くんにとっても悪い話じゃないわよ。行けばわかるわ。彼女との約束だったけど、緊急事じ態たいだし大目に見てもらうから』

　つまり里美の直属部隊も現地に派は遣けんしたということなのだろう。それなら断ことわる理由はない。

「わかりました」

　電話を切ると、透は薫の腕を引いて駆け出した。走りながら状じよう況きようを説明する。

「響ちゃん、きっとそこに来ますっ」

「俺おれもそう思う」

「行こう、透さんっ」

　今度こそ響に会えるような気がした。会って何を言うべきなのか、きっとそのときになって溢あふれた想おもいがその答えなのだ。







　Interlude







　当直の医い師しと看かん護ご師し以外、皆が寝ね静しずまる午前二時──。

　長身の男は小こ久く保ぼ病院の院長室に忍しのび込こんだ。既すでに院長のＩＤとパスワードは盗ぬすみ出してある。昼間は人がいて触さわることが出来なかったが、今は無人だった。

　男の能のう力りよくは人々の意い識しきに自分という存そん在ざいを知覚させないものだ。実じつ際さいには消えていなくなるわけではないので、物理的な障しよう害がい物を素通りすることは出来ない。当然誰かがこのデスクに座すわってＰＣ端たん末まつを操そう作さしていれば、男が好き勝手に触ることは出来ない。

　モニターに映うつし出されたいくつかの記録。男はそれらを順にチェックしていく。目的のファイルはすぐに見つかったが、専せん門もん用語ばかりで意味不明だった。

　とりあえずＵＳＢメモリにデータを移うつし替かえると、独どく日にち翻ほん訳やくサイトで単語を調べた。文法は分からないが、単語さえわかれば、ある程てい度どの文意は摑つかみ取れる。

「そういうことか……」

　時間はかかったが、だいたいのところは把は握あくした。

　男の胸むねに後こう悔かいに似にた寂せき寥りよう感が去来する。男には、ずっと気になっていたことがあった。幼おさな馴な染じみの彼女たちが、なぜそこまで生き急ぐのか。

　彼女たちが目にした悲劇は、男の目から見ても残ざん酷こくで耐たえ難がたいものだった。もし男の弟がそのような目に遭あったとしたら、男は関係した者全すべてを皆殺しにしただろう。

　それくらい過か酷こくなものだったし、精神に異常を来たしたとしてもおかしくはない。いや、実際にあれの母親は狂くるっていた。

　これが本当なら、彼女たちの苦く悩のうはいかほどであったろう。古ふる和泉いずみ村の呪のろいは業ごうが深い。たった一本のＲＮＡ鎖さが引き起こした悲劇。

　男がエクサーを辞やめたのは、今から四年前のことだ。エクスプローラーはようやく軌き道どうに乗り、順調に拡かく大だいを続けていた頃だ。男は双ふた子ごの妹の思おも惑わくについていけなくなった。そこまでする必要を感じなかったし、双子の姉に対する気き兼がねもあった。

　それに男には弟を捜さがすという最大の目的もあった。袂たもとを分かったのは自然な流れだったように思う。

　だがこのファイルを見る限かぎりでは、それは早計だったのかもしれない。彼女には支ささえが必要だった。もしかしたら、男がここまで彼女を追い詰めてしまったのかもしれない。

　恐おそらく双子の姉も同じだろう。遺い伝でん子しはまるっきり同じ一いち卵らん性せい双生児なのだ。

「里さと美み……、玲れい子こ……」

　もう後戻りは出来ない。全ては手て遅おくれだった。







　第二章　暗くら闇やみに溶とける想おもい
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　車の外は風速二十五メートルもの暴ぼう風ふうが吹ふき荒あれており、暁あかつきはハンドルが持っていかれそうになるのを懸けん命めいに堪こらえていた。フロントガラスに叩たたきつけられる雨の勢いきおいは凄すごく、ワイパーは最速で動かしても、視し界かいは極きわめて悪かった。

　台風十五号は、本当に不ふ規き則そくな動きを見せて、いまだに本州上に留とどまったまま、各地に甚じん大だいな被ひ害がいをもたらしている。

　暁が運転するＲＶ車の中には、透とおると薫かおる、総そう一いち郎ろう、そして桃ももが乗っていた。助手席に総一郎、後部座ざ席せきに透と薫が並ならんで座すわっている。桃は薫の膝ひざの上だ。

　現げん在ざいの時じ刻こくは午前一時。里さと美みに連れん絡らくを貰もらった後、透と薫は総一郎と連絡を取り、大至し急きゆうで薫の自じ宅たくに戻もどって桃を連れ出した。その後、東名高速用賀ＩＣで暁、総一郎と合流して今に至いたる。依い頼らいを請うけてから既すでに五時間が経けい過かしていた。

　東海地方の黒くろ川かわ庄しよう村へと繫つながる道は、国道と県道の二つのルートがあるが、既すでに県道の方は、降り始めからの連続雨量が百八十ミリを越えたために通行止めになっており、遠回りになる国道を通るしかなかった。

　車内は重苦しい雰ふん囲い気きで、あまり会話も弾はずまない。隣に座っている薫はというと、顔色が悪く、気分も優すぐれない様子だった。曲がりくねった山道の上に、ときおり強風に煽あおられて走行が小さく蛇だ行こうするので、それも無理はない。

　だけど決して弱音を吐はこうとはしない。薫の中でも期するものがあるのだろう。大使館での一件けん以来、薫は明らかに意い識しきが変わったように思う。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「はい、大丈夫です」

　薫は真しん剣けんな面おも持もちで頷うなずいた。口元をきつく引き締しめて、もう一度、大丈夫ですと頷いた。

　気合が入り過すぎているというか、思い詰つめるところがあるのが薫の悪い点だった。響ひびきのようになれとまでは言わないが、もう少し肩かたの力を抜ぬいた方がいい。

「あのな、薫ちゃん」

「はい、無理もしないようにします」

　薫は透が忠ちゆう告こくする前に、にっこりと笑った。同時に大きく深しん呼こ吸きゆうをして、全身をリラックスさせる。自分でも力が入り過ぎていることを悟さとったのだろう。

（気楽にいこう）

「うん、桃ちゃんもよろしくね」

　先日エクサーになったばかりとはいえ、昨年暮くれから立て続けに中身の濃こい修しゆ羅ら場ばをかいくぐってきているのだ。透や響と比くらべるから見み劣おとりしてしまうだけで、並なみの新人エクサーよりは遥はるかに役に立つ。もちろん戦せん闘とう能のう力りよくはまるでないが、それは透がカバーすればいいことだ。

　僅わずかに車内の雰囲気がよくなったところで、暁がこの後の手て筈はずの確かく認にんを始めた。

「もう一度言うが、俺おれたちの任にん務むは現地での疫えき病びように関する調ちよう査さだ。それ以外のことについては首を突っ込んでいる暇ひまはないと思ってくれ」

　暁がバックミラー越ごしに透の顔を窺うかがう。暗に響のことは今回は忘わすれろと言っているのだろう。

　透は小さく頷いた。とはいえ、内心では忘れるつもりなどさらさらない。

「まずは村長に会って話を聞く。その後は疫病の広がり具合、感かん染せん者しやの症しよう状じようの確認、そこに不自然なものはないのか、それを確認するのが今回の依い頼らいだ。わかってるとは思うが、君らが選ばれたのは、あのウィルスに対して抗こう体たいを持っているからだ。だから椎しい名なくんはなるべく患かん者じやには近づかないように。情報面から彼らをサポートしてやってくれ」

「わかりました」

　総一郎は携けい帯たいのパケット通信を用いてノートパソコンで情報を取得し、逐ちく次じ透たちに指し示じを与あたえることになっている。

「それにしても、この病気はもう終わったものだと思ってたんだがな。ワクチンも開発されたし、治ち療りよう法ほうだって確立されているのに」

「ワクチン……ですか？」

　透は思わず聞き返していた。ワクチンの話が本当なら、なぜ霧生きりゆうは桃のことを執しつ拗ように狙ねらったのだろうか。既に解かい析せき済ずみで対たい策さくの取られたウィルスに、あまり利用価か値ちがあるとは思えない。

（つまり、当時流行したウィルスと、私の体内にいるウィルスは別ということではないかね）

「なるほど」

　変へん異いの激はげしい種類のものらしいので、それは十分に考えられる。

「この病気の流行は、今回が三度目だ。一回目が太平洋戦争中に旧きゆう古ふる和泉いずみ村で発生したもので、そのときは村人の三割わり以上が亡なくなったらしい」

　今から六十年以上も昔のことだ。当時のことを覚えている村人はほとんど残っていない。

「感染者の致ち死し率は五割を越えたそうだ。すぐに軍政せい府ふが村を封ふう鎖さしたから、それ以上の拡かく散さんは起きなかったようだが……」

「相当ヤバいウィルスみたいだな」

　総一郎はウィルスについての詳くわしい話を聞くのはこれが初めてで、暁の説明にゴクリと喉のどを鳴らしている。

「でも感染力はそんなに高くないんじゃなかったですか？」

　透は首を傾かしげた。以前、桃が霧生に捕とらえられていたときに、そのようなことを研究所の連中から盗ぬすみ聞いたと言っていた。蚊かやノミの吸きゆう血けつ行動による媒ばい介かいと、出血を伴ともなうような接せつ触しよく感染が主なルートで、日にち常じよう生活においては感染することはほとんどないということだった。

「まあ俺は専せん門もん家かじゃないから詳しいことはわからん」

　暁は首を振った。透は昼間に会った小こ久く保ぼ院長を思い出した。あの人なら詳しいことを知っているのかもしれない。この後に会う機会でもあれば、詳しく聞いてみてもいい。

「二回目の感染は、……今から十七年前になるかな。再ふたたびその疫病があの村を襲おそったんだ。そのときはすぐに被ひ害がいは終しゆう息そくしたそうだが、それでも十数人が亡くなったそうだ」

「確かそれが元で、霧生の母親が、霧生を連れて村を出たんだったな」

　霧生の母親は、両親と最愛の夫、幼おさない末の息子むすこを亡くしたそうだ。

「ああ。あれは地じ獄ごくだった。俺はチラッとしか見ていないが、酷ひどい有り様だったよ。自分の両親や旦だん那な、子どもたちが目の前であんなふうに死んだら、歪ゆがんでしまうのも仕方ないと思う」

　確か皮ひ膚ふや消化管など全身から出血を起こして死亡するという症しよう状じようだったはずだ。人が狂きよう気きに走るには、それなりの理由があるということだろうか。もっとも同情はするが、理り解かいは出来ないし、するつもりもない。

　外は相変わらず豪ごう雨うに埋うめ尽つくされている。

　陰いん鬱うつな話に、車内は再び重苦しい雰囲気に戻っていた。この道路は黒川庄村などではなく、冥めい界かいに繫つながっていると言われてもあまり違い和わ感はないくらい、ぽつんと一台だけが走行している。同じ方向に向かう車はもちろんのこと、対向車すら一台も通らない。

「……変だな」

　ふと透はそのことに気がついて、不ふ審しん感が頭をもたげる。この先には黒川庄村しかないが、それでも人口は数百人を越えている。商売をしている店も当然あるし、この時間なら朝市場に向かう車両があってもいいはずだ。

「もうすぐ峠とうげを越えるぞ」

　カーナビを見ていた総一郎が言った。

　透は遥はるか前方の暗くら闇やみに目を凝こらす。曲がりくねった道路と、生い茂しげった樹じゆ木もくを越えて、峠の頂ちよう上じようを見上げた。ぎりりと締しめつけられるような鈍にぶい痛いたみが、透の側頭部を貫つらぬいていく。

　そこには大型トレーラーが完全に道路を塞ふさぐ形で停車していた。

「ちょ、停とめてくれっ」

　透は前の運転席に身を乗り出して、暁の肩に手をかけた。急に透が暁の左肩を引っ張ったものだから、ハンドルがぶれて車内が不ふ快かいに揺れる。暁はブレーキを踏ふんで路肩に停車した。

「ライトも消してください」

　透の緊きん張ちようした様子に、暁は疑ぎ問もんを挟はさむことなくその指示に従したがう。

「どうした？」

　総一郎が声を低めて振り返った。

「事じ故こ……かな」

「例の組そ織しきの連中か？」

　暁も声を殺して透の返事を待つ。

「うーん、故こ障しようっぽいけど、ちょっと、わかりませんね」

　スリップした拍ひよう子しに道路を塞ぐ形でエンジンを停止したということだろう。ただそれが本当かどうかは、ここから見ているだけでは判はん断だんがつかなかった。

　運転席と助手席に、運送会社の作業服を着た男が二人いるだけで、貨か物もつ室の中は真っ暗で見えない。仮かりに中に誰だれか潜ひそんでいたとしても、これでは透の能のう力りよくを以もってしてもわからない。

　響がいれば、会話を聞き取って判断出来るのだが、いないものは仕方がない。

「一いち応おう警けい察さつに通つう報ほうしとくか？」

　総一郎は携けい帯たいを取り出した。だがすぐに不満気に舌した打うちしてポケットに仕し舞まった。携帯の電波がここでは届とどかないのだろう。峠の向こうに出れば電でん波ぱ状じよう況きようも変わるはずだ。

「ここで降おりた方がいい。幸いこの大雨で視し界かいは悪いし、迂う回かいして突とつ破ぱするのがいいと思う」

　この車のライトは、上からは見えていなかったようだが、一応どこかに隠かくした方がいい。峠から一番近い村の集落までは約三キロだ。下りなので走れば十五分ほどで到とう着ちやく出来る。

「そうしよう。お嬢じようちゃんは大だい丈じよう夫ぶだな？」

　暁は透の意見に同意すると、薫の状じよう態たいを確認した。

「フォローはしてください。あとは何とかついていきます」

　いい返事だった。

　透たちはツーピースの完全防ぼう水すいコートとジャングルブーツに身を包むと、土ど砂しや降ぶりの雨の中に降り立った。着き替がえや靴くつ、最さい低てい限げんの武ぶ器きなど、薫の荷物は透が受け持った。桃は暁のリュックの中に背せ負おわれた。

　夜目の利きく透を先頭に、そろそろと歩いていき、峠のトレーラーが直接視界に入る直前に、脇わきの山中に足を踏ふみ入れた。




　　　　§２




　暴ぼう風ふう雨うは一向に収おさまる気配はなく、体重の軽い薫は、強風に煽あおられて飛ばされそうになるほどだった。足場の脆もろくなった斜しや面めんを行くときなどは、薫と透の腰こしをロープで結んでいなかったら、谷底まで転がり落ちていたかもしれない。

　幸いにして、トレーラーの停まっている周辺は、それほど急きゆう峻しゆんな地形ではなかったので、そう苦労もせずに迂回して突とつ破ぱすることに成功した。

　ただしレインコートは完全防水なので、通気性は酷ひどく悪い。一番近い集落に着いたときには、全身汗だくになっていた。それでも雨に濡ぬれるよりは、体力の消しよう耗もうは抑おさえられているはずだ。

「車が欲ほしいところだな」
















「直結でいいなら調達しましょうか？　後で面めん倒どうになるかもしれないけど」

　透たちの任にん務むは、疫えき病びように関する調ちよう査さだ。あまり派は手でに動いて、トラブルの種を蒔まくのは避さけたいところだが、今は悠ゆう長ちように構えている場合ではない。

「透さん、泥どろ棒ぼうはよくないと思います」

「ちゃんと返すさ。緊きん急きゆう事じ態たいということで大目に見てもらおう」

　透は薫の突っ込みを受け流して暁の了りよう解かいを得ると、適てき当とうに見み繕つくろった軽トラックに狙ねらいをつけた。深夜に住民を叩たたき起こして事情を説明しても、そう簡かん単たんに貸かしてくれるとは思えない。

　激しい風雨のせいで、物音を立てることに注意しなくてもいい分、作業は楽だった。透は持参してきた特とく殊しゆな形状のマイナスドライバーを窓まど枠わくに差し込んで、あっさりロックを外すと、そのまま車内に乗り込んで、運転席のキーボックスを取り外してコードを直結した。

　この間、僅わずかに二分。

「どこでそんなの覚えたんだ？　車上ドロでも食っていけるな」

　暁は透の手口に感心している。

「三年前にホームレスのおっちゃんたちに教えてもらったんです。まあエクサーを首になったらそれも考えますよ」

「透さんっ」

「冗じよう談だんだって」

「噓うそばっかり。本当はそれもいいかなとか考えてるでしょ。ちゃーんとわかるんですから」

　薫は少しむくれたが、透はそれを宥なだめつつ、薫と一いつ緒しよに軽トラの荷台に乗り込んだ。雨の勢いきおいは全く衰おとろえない。

　総一郎は助手席でノートパソコンを立ち上げて、村長の自じ宅たく周辺の地図をディスプレイに表ひよう示じさせた。運転は暁だ。

　村の北部にある役場に向かって軽トラックは進んでいく。ほとんどの民家には明かりは灯ともされておらず、街灯がぽつんぽつんと淡あわい光を放っているだけだ。

　激しい勢いで叩たたきつけられる大おお粒つぶの雨は、なんだか生なま温あたたかく、ぬめぬめとしているような錯さつ覚かくを引き起こす。

「なんだか気配が変ですねっ」

　薫が透の耳元で怒ど鳴なった。

「何が起きるかわかんないからな。峠とうげにいた変な奴やつらのことも気になるし、気を抜ぬくなよっ」

　トラックのエンジン音と、風を切る音、そして風雨の吹き荒れる轟ごう音おんが渦うずとなって、大声を出さないとお互たがいの声が聞こえない。薫は返事の代わりに大きく頷うなずいた。




　村長の自宅は、役場の隣となりにある診しん療りよう所じよの裏うら手てにあった。診療所にだけ明かりが灯されている。

　問題なのは、ここ以外はこの辺り一帯、全すべての照明が消えていることだった。国道の峠から役場のすぐ南側までは、道路の街灯も点ついていたが、村を二分する渓けい流りゆうの橋を渡わたった北側一帯では、大規き模ぼな停電が起きているらしい。

　総一郎が何度村長宅に電話を掛かけても繫つながらなかったのはそういうわけだ。通常は停電でも一いつ般ぱん電話は使えるが、最近普ふ及きゆうしてきたＩＰ電話はルーターが落ちてしまうと繫がらない。

　暁が訪たずねても村長宅は無人のようだった。仕方なく診療所に顔を出すと、待合室に村の上役らしき数人の男たちが集まって、善ぜん後ご策さくを協議しているところだった。ピリピリとした空気に満ちており、突然現れた透たちを胡う散さん臭くさげに見ている。

　明らかに警けい戒かいされていたが、暁が国道の峠で大型トレーラーが往おう生じようしている様子を伝えると、彼らの様子が一変した。

「なんてこった。こんなときに……」

　見事な白髪しらがと白しろ髭ひげを蓄たくわえた老人がかっと目を見開いて唸うなった。

「やっぱりこちらから移い送そうした方が……」

「それはまずいと言ったじゃろっ。代わりに知り合いの医者を呼よんである。今騒さわぎにするわけにはいかんっ」

　老人は意見した中年の男を叱しかりつけた。中年の男は心配そうに扉とびらの奥おくを見やった。

　奥は病室になっており、ベッドには幼おさない子どもが四人、寝ねかされていた。老ろう婦ふと小さな女の子がその看かん病びように当たっている。子どもたちは四人とも高熱を発しているようで、苦しそうに荒あらい呼こ吸きゆうをしていた。

　透は何となくこの光景に既き視し感を感じた。ふと幼おさない頃ころの記き憶おくが蘇よみがえりそうになったが、今は感かん傷しように浸ひたっている場合ではない。

　看かん病びようをしている女の子はときおり、こちらの待合室を向いて不安そうにしていた。

「移送っていうのは、病気の子どもたちのことですか？」

　透の投げた質しつ問もんは、男たちの警戒心を一気に引き上げたようだ。

「なんだ、お前らは？」

　一番体たい格かくがよくて、厳いかつい顔をした若わかい男が、視し界かいを遮さえぎるように透たちの前にやってきて威い嚇かくした。嫌いやな目つきからすると、駐ちゆう在ざい所しよに勤きん務むする警官だろう。

「何のことじゃな？」

　老人は鷹おう揚ように笑いながら白を切ったが、その目は全く笑っていない。余よ所そ者ものに話すことなどないという閉へい鎖さ的な態たい度どが窺うかがえる。子どもの命よりも、村の体面の方が大事なのだろう。

「この疫えき病びようは実は十七年前にも、北陸地方の古和泉村というところで発生してるんです。今は一いつ刻こくも早くその情報を集めて、対策を取らなくては手て遅おくれになる」

「いきなりやってきて、おぬしは何を言っておるのじゃ」

　暁の説明を信じる様子もなく、老人は話を聞こうともしない。だが先ほど老人に意見した中年の男がそれを遮さえぎった。

「ちょっと待った。古和泉村？　どこかで聞いたことがあるな……。ああ、思い出した。あの土ど砂しや災さい害がいのっ」

　暁はかつての古和泉村で起きたことと合わせて、もう一度疫病についての説明をした後、協力してくれるよう頼たのんだ。

　説明を続けるうちに話くらいなら聞いてもいいという雰ふん囲い気きになり、さらに病気の症状と致ち死し率りつの高さを話したときには、男たちの顔色が変わり、真しん剣けんな面おも持もちとなった。

「彼らの記憶も参考になると思い、ここに連れてきました」

　かなり苦しい言い訳わけだったが、暁は透たちがその古和泉村での生き残りだと告げると、村人たちは多少納なつ得とくがいったようだ。高校生にしか見えない少年たちがこの場にいることを不自然に思っていたのだろう。

「最初の患者が出たのは一週間くらい前じゃった」

　老人が代表して説明を始めた。どうやらこの老人が村長らしく、名を喜き田た川がわ祐ゆう作さくといった。

　隣となりの部屋では十歳さいくらいの女の子が、ドアの向こうで突つっ立っている。

　患者は村の子どもたちを中心に、十人ばかりが発症したらしい。感かん染せんしただけでまだ発症していないキャリアとなると、もっと増ふえるかもしれない。この診療所のベッドは満まん杯ぱいなので、自宅にて治療を行っている者もいるそうだ。

　暁の話によると、このウィルスに感染してから発症するまでの潜せん伏ぷく期間は、個こ人じん差さはあるが約三日間ということなので、何かあったのは十日前ということになる。

「十日前……」

　透と桃が霧生の研究所に囚とらわれたのは二週間前だ。嫌なタイミングだった。

　ただ、今のところ犠ぎ牲せい者しやはまだ出ていないらしい。最初に発症した子どもは、幸いにして体力があったのか、回かい復ふくに向かったそうだ。だが感染者の多くは発症したばかりで、これから回復に向かうのか、それとも末期症状に至いたるのかは、本人の抵てい抗こう力りよく次し第だいなので、今後悲ひ惨さんなことになる可か能のう性せいはかなり高い。

「病気になった子どもたちはほとんどが小学生なんですよね？」

　今度は薫が確かく認にんするように質しつ問もんを口にした。

「黒川北小の児童ばかりじゃな。南小の子どもは一人も感染しとらん」

「そこだな」

　透と薫と総一郎は頷うなずき合った。この病気は感染力はそれほど高くない。接せつ触しよく感染のみで、空気感染はしないのだ。黒川北小学校に感染源げんがあるとみて間違いない。そしてこのウィルスの運び役となるのは人間ではない。

「問題は一番最初に発症した子どもは、どこからウィルスを貰もらってきたのかってことだな」

　暁が唸うなった。自然にやってきたのか、それとも誰だれかに人じん為い的に持ち込まれたものか。

「猫ねこに心当たりはないですか？　このウィルスは、猫が媒ばい介かいになって拡かく散さんするんです。猫さえ周囲に近づけなければ、感染することはまずありません」

「本当かっ？」

　予よ防ぼう法があることを知って、男たちは透の顔を食い入るように見つめた。

「それで、何か心当たりは？」

「そういえば……」

　それまで部屋の隅すみで大人しくしていた小こ柄がらな男が、横から口を挟はさんだ。村の助役をしている男だそうだ。

「学校で子猫を拾って飼かい始めたとか娘むすめが言ってました」

「もしかして白黒のブチ猫じゃなかったですか？」

「いや、そこまで詳くわしくは聞いておらんが……」

「白黒のブチだと？」

「俺おれ、見たことあるぞ。つい最近だ」

「わしもじゃ。役場の周りにもいたような気がする」

　透の問いに、助役の男は自信なさげに首を振ったが、他の男たちが口々に白黒のブチ猫を見たと言い出した。

　符ふ合ごうはかなり揃そろってきた。

　透と桃が霧生の研究所に捕とらえられてすぐに発生した疫病、村で出しゆつ没ぼつしている白黒のブチ猫、昨日透を国こく流りゆう高校に呼よび出した霧生、そのときに襲ってきた白黒のブチ猫。後は簡かん単たんな推すい測そくで答えは導みちびき出せる。

　一応麻ま酔すい銃じゆうも持ってきたので、真相を摑つかむにはそのブチ猫を捕らえてしまうのが一番手っ取り早いだろう。裏で暗あん躍やくしている者が姿を現すかどうかは、透たちの動き次第かもしれない。

「ところでここに来たときに、村長さんが子どもをこちらから移送した方がいいとか議論してたでしょう？　あれはどういうことですか？」

　透は気になっていたことを聞いてみた。こんな小さな診しん療りよう所じよでは、まともな治療が行えるとはとても思えない。

「実は……、今この村はダムの建けん設せつで揉もめておるんじゃ」

　喜田川は答えにくそうに口くち籠ごもっていたが、他の男たちの非ひ難なんする視し線せんを受けて、渋しぶ々しぶ話を始めた。

「ダム……ですか」

「この村は過か疎そ化が止まらんのじゃよ。冬のスキー客が一番の稼かせぎ時なのじゃが、最近は雪の量も減へって、観光客も激げき減げんしてのう。疫えき病びようが発生したなどと外部に漏もれたら、ますます客足は遠のく。そうなったらこの村はお終しまいじゃ。ダム建設賛さん成せい派はを勢いきおいづかせるだけだ」

　村に見切りをつけた連中が、立ち退のき料目当てにダムの建設を推進しているらしい。水没するのは、村の北側の集落ということだった。

　喜田川はダム建設反対派として、村を二分する村長選に立りつ候こう補ほして、つい今年の春先に激戦を制せいし当選したそうだ。

「なんか引っかかるんだが、それは脇わきに置いておくとして、ますます古和泉村と状じよう況きようが被かぶってきたな。突然現れた白黒のブチ猫といい、どうも反へ吐どが出そうな思おも惑わくが裏で蠢うごめいてそうだ」

　暁が吐はき捨すてる勢いで顔を顰しかめた。

　人為的に引き起こされた疫病騒そう動どうというのは、もう間ま違ちがいはないと思えた。問題は誰がどのような目的で行っているのか、ということだ。

「なあ、古和泉村が土砂災害に見み舞まわれたのって、今日みたいな嵐あらしの晩だったんだよな」

　透の一言は、暁と薫、そして総一郎の心の中にある疑ぎ念ねんを、はっきりと形あるものにしたに違いない。証しよう拠こは全すべて土砂の下。そのまま復ふつ旧きゆうを諦あきらめさせて、ダム建設で水没させるというシナリオが再び描えがかれた可能性はどれほどであろうか。

「さっきこの村の地形を地図で見たけど、渓けい流りゆうに沿そって細長く集落が点在している。上流側で何か起きたら、北側の集落のいくつかはあっという間に土砂にのみ込まれるんじゃないか？」

「何を言っている。危き険けん水すい域いきには達していないぞ。この程てい度どの嵐では、被ひ害がいなど起きはせん」

　駐ちゆう在ざい所しよの警けい官かんが不ふ謹きん慎しんなことを言うなと、透を咎とがめた。

「そりゃ自然災害は起きないけど、人災はやり方一つでどうとでもなるぞ。峠とうげ道みちは、県道は大雨で交通止め、国道は不ふ審しんな大型トレーラーによって封ふう鎖さ状じよう態たい。んで、村の北側は大規模な停電。感染者の子どもはそこに集中してる」

　透の物ぶつ騒そうな意見に、総一郎と薫が腰こしを浮うかせた。暁は壁かべの時計を睨にらんでいる。

「時じ刻こくは二時。夜明けまで三時間弱か。暁さん、古和泉村の襲しゆう撃げきはいつ始まったんだ？」

「えっ？　ああ、あのときは……三時頃ごろだったな」

　考えごとでもしていたのか、暁は透に呼ばれて驚おどろくと、すぐに昔を思い出すように遠くを見て答えた。

「襲撃？　君はさっきから何を言ってるんだね」

　中年の男が不審そうに言ったが、透はそれには返事をしなかった。実じつ際さいに事が目の前で起きない限かぎり、理り解かいなど出来ないだろう。

　もう時間がなかった。逃にげるのが一番だが、村の外には出られない。

「村長さんにちょっと質しつ問もん」

　総一郎が穏おだやかに微ほほ笑えみながら手を上げた。この状じよう況きようで笑っている総一郎に透は呆あきれたものだが、特に村の男たちに不ふ快かい感を与あたえた様子はない。

「最初に発症した子どもって、もう回かい復ふくしたって言ってたよな。その子って、おかしな後こう遺い症しようはなかった？」

「……っ!!」

　喜田川ははっきりとわかるくらいに顔色を変えた。他の男たちが不思議そうに喜田川を見ている。

　隣の部屋の女の子が、背せ筋すじを伸のばして身を強こわ張ばらせていた。よく見ると、女の子の顔がどことなく喜田川と似にている。

「そうか……、最初の感染者って、村長の孫だったのか」

　それで納なつ得とくがいった。おかしな能力を身につけた孫まご娘むすめのことも知られたくなかったのだろう。だから患者の移送に反対したわけだ。

　喜田川は子どもたちを大病院に移送して疫病と異い常じような後遺症の噂うわさが広がるのを恐おそれたのだ。まるっきり旧古和泉村で起きたときと同じ展てん開かいだった。

　被害者が出ていないので、これが命にかかわる危き険けんな疫病だとは認にん識しきしていなかったせいだが、それでも村のトップの人間として判断が甘あまいという非難は免まぬかれないだろう。

「大だい丈じよう夫ぶ、もう死にはしないし、便利な力が身についたとでも思えばいい。最初は気になるだろうけど、大した問題じゃないよ」

　透は隣の部屋で聞き耳を立てている女の子に向かって言った。もちろん、その声は村の男たちには聞こえない程てい度どに小さいものだったが、女の子はこくりと頷うなずいた。




　　　　§３




「すぐに移動しようぜ。組そ織しきの連中が襲おそってくるとしたら、狙ねらいは子どもたちなんだろ？」

　総一郎と薫が待合室の外に歩き出した。しかしそれまで黙だまって何かを考え込んでいた暁が、それを呼び止めた。

「待て。お前ら、何をしようって言うんだ？」

「何って、子どもたちを助けるに決まってるじゃないすか。土石流が起こされたら村人にだって被害が出るし」

　総一郎が何をわかりきったことを聞くのだと、不思議そうに答えた。

「俺たちの任にん務むは情報収集だ。村人の保ほ護ごじゃない」

「はあ？　おっさん何言ってんだ？」

　暁の意図を理り解かいした総一郎が、珍めずらしく表ひよう情じようから笑えみを消した。

「俺たちは速すみやかにこの場を離はなれて情報を持ち帰るだけだ。だいたいお前らに何が出来る？　車の運転も出来ない。ろくに武ぶ器きも持ってない。どうやって守るんだ？　どこに逃げる？」

「それは……」

　暁の矢や継つぎ早ばやな突つっ込こみに、総一郎は口くち籠ごもってしまった。

「警察を呼ぶのはダメですか？」

　横から薫が口を挟はさんだ。

「ここの駐在所に警官は何人いるんだ？　今から県警に応おう援えんを頼たのんでも二時間は掛かるぞ」

　暁が警官を横目に肩かたを竦すくめた。当の警官は、暁たちの会話についていけず当とう惑わくしている。

　薫は自分の意見を無む駄だだと指し摘てきされたにもかかわらず、特に怒おこったわけでもなく、やや釈しやく然ぜんとしない様子で暁を見ている。

　真っ先に反感を抱いだきそうな薫がその態たい度どなので、透はようやく暁の意図に気がついた。

「暁さん、芝しば居いはいいよ。時間ないんだからさ」

「何言ってるんだ？」

　突っ込みを入れた透に、総一郎がすかさず嚙かみついた。

「本当は俺たちは、最初から村人を保護するために派は遣けんされたんだよ。どうせこうなることはわかってたんですね？」

「なんだバレてたのか」

　暁は悪びれもせずににやりと笑った。

「どういうことだ？」

「俺たちがあんまり考えなしに見えたから、からかったんだよ」

「考えなしって……じゃあ何かいい方法があんのかよ」

　馬鹿だと言われたも同然の総一郎が、憮ぶ然ぜんとしながら口を尖とがらせた。

「まだ襲おそってくるって決まったわけじゃないけど、もし本当だったら暁さんの言う通り、俺たちだけでは防ふせぎ切れない。自分だけなら何とか出来るけど、子どもたちまで守るのは無理だ」

「まあ、そうだな」

　総一郎は渋しぶ々しぶ頷いた。総一郎も根こん性じよう論ろんで何とかなると思っているほどの大馬鹿ではない。

「でもまあ、守るのは無理でもどっかに隠かくれてやり過すごすのは出来るかもしれない。見つかっても、助けが来るまで逃げ回る。早ければ夜明けまで三時間。遅おそくても台風が去る数時間後まで粘ねばれば、何とかなりそうだ」

「ふむ……」

　総一郎は透の考えを自分でも検けん討とうして、納なつ得とくしたように唸うなった。暁も透の作戦で問題ないと判はん断だんしたのか、総一郎と同様に頷いた。

　方ほう針しんが決まれば、あとは村人の協力を取りつけるだけだ。さすがに透たちだけでは、十人もの子どもたちを連れて逃げ回るのは無理がある。

「というわけで、誰だれか協力してくれませんか？　車を出してくれるだけでもいいんですけど」

　透の説明を村人は訝いぶかしげに聞いているばかりで、やはり状じよう況きよう判断は鈍にぶい。まだ何も問題は起きていないので、話が信じられないのだろう。それも無理はないのだが、今はその悠ゆう長ちようさが命取りとなりかねない。

「それに、ここの子どもたちを今すぐ大きな病院に移うつしてください。峠とうげのトレーラーは……」

「先生っ」

　もどかしげに透が説明を続けていると、突とつ然ぜん診しん療りよう所じよの玄げん関かん扉とびらが開いて、びしょ濡ぬれの若わかい男が飛び込んできた。荒あらい息を吐はいて、子どもを抱だきかかえている。

「もう、どうなってんすかっ。うちの息子むすこの熱が急に上がって、何度も電話したのに発信音すら鳴らないし、携けい帯たいも圏けん外がいになってるしっ」

　若い男は八つ当たり気味に捲まくし立てた。

「圏外？」

　透と総一郎は、それぞれ携帯を取り出して電波状況を確かく認にんした。峠を越えてからは確かに三本立っていたのに、今は圏外になっていた。

「まずいな。もう始まってる。とにかく俺たちを信じてくれ。孫を死なせたくはないだろ？」

　暁が喜田川に近ちか寄よって、まるで脅きよう迫はくするかのように不ふ吉きつなことを言う。

　だが喜田川はこの期ごに及およんでまだ判断に迷まよっていた。どこの馬の骨ほねとも知れぬ者の言うことなど、戯ざれ言ごととして切り捨てたいのかもしれないが、状況は透たちの言う通りになっていくのが不安なのだ。

　そのとき、診療所の奥の部屋から、女の子が飛び出てきた。赤いほっぺをした純じゆん朴ぼくそうな少女だが、その瞳ひとみは強い意い志しに彩いろどられている。

「おじいちゃん、私この人たち信じてもいい。皆みんなを助けてあげてっ」

「志し穂ほ……」

　その一言が引き金となった。一いつ旦たん決断すると、喜田川の動きは素す早ばやかった。




　後からやってきた男だん性せいの息子を合わせて、五人の子どもは暁が面めん倒どうを見ることになった。他の大人たちもついているので、逃げ回るだけなら何とかなるだろう。

「霧きり元もと、気をつけろよ」

　診療所を出た透に、暁が話しかけた。

「わかってますよ。相手が霧生なら相当に荒っぽいこともしてくるでしょうし」

「いや、そうじゃない。どうもまだ、何か裏うらがあるような気がするんだが……、まあいい。今はとにかく子どもの救出を優ゆう先せんしよう。この後はもう連れん絡らくが取れないから臨りん機き応おう変へんに頼たのむぞ」

「暁さんこそ、子どもたちのこと頼みますよ」

　透たちと暁はそこで二手に分かれた。

　透と薫、総一郎、そして桃は、駐在所の警官がワンボックスカーの提てい供きようを申し出てくれたので、それで北の集落の子どもたちを保ほ護ごして回ることになった。

　ただし警官はまだ透たちのことを全面的に信用しているわけではないようで、見み張はりのつもりで名乗り出たようだった。

　それよりも一番助かったのは、志穂と呼ばれた先ほどの女の子がついてきてくれたことだ。警官と総一郎の間に座すわって、それぞれの家までの道のりを、総一郎のノートパソコンを見ながらナビゲートしていた。

　とにかく停電の影えい響きようで街灯などの明かりが一いつ切さいないので、普ふ段だん目にしている目印が見えず、曲がり角の確認すら一苦労だったのだ。

「あの家が最後です」

　ハイビームにしたヘッドライトに浮うかび上がった家に不自然なところはない。気を抜くのはまだまだ早はや過すぎるが、それでも少しだけ透は安心した。

「まだ俺おれたちの動きは摑つかまれてないみたいだな」

　なぜか思ったよりも敵てきの動きは鈍にぶいようで、今のところ邪じや魔まは入っていない。これなら先回り出来そうだ。

　子どもたちを家から連れ出すときは、この疫えき病びようが非ひ常じように危き険けんなもので、今すぐ大病院に移い送そうしないと命にかかわると両親を脅おどした。さらに二次感かん染せんのおそれがあるので、子どもとは別々に移動することになるが了りよう承しようして欲ほしいと頼んだ。ついでに両親も感染の疑うたがいがあるので、今すぐ南側の集落にある公民館に移って検けん査さを受けて欲しいと要よう請せいした。かなり無茶な要求だったが、なんとか信用してもらえたのは、警官と喜田川村長の孫の志穂が一いつ緒しよだったからだ。そうでなかったら、ここまでスムーズには連れ出せなかったはずだ。

　後部座ざ席せきに四人の子どもが座っている。まだ熱のある子もいて、この状況で動かすのは可哀かわい想そうだったが、しばらくの辛しん抱ぼうだ。朝まで持ちこたえることが出来ればいい。

　首しゆ尾びよく最後の一人を連れ出してワンボックスカーに乗せると、最後に透も乗り込もうとしたときだった。目の端はしを小さな何かが横切って、反はん射しや的にそれを目で追いかける。

　その何かは、家の軒のき下したに潜もぐり込んでしまった。

「と、透さん、今の……」

　先に車に乗り込んでいた薫も、透の背はい後ごにいたそれを目にしたらしい。

　小動物のように見えた何かは、白黒の入り交まじった灰はい色いろをしていた。透は薫が持っていたペンライトを受け取って、軒下を照らし出した。だが、そこには何も見当たらない。ペンライトの明かりの届とどかない物もの陰かげでは、透の透とう視しを以もってしても何も見えない。

　追いかけたかったが、麻ま酔すい銃じゆうなどの道具もなく、素す手でで捕つかまえるのは無理そうだった。

「悪意は？」

　薫は首を振った。特に怪あやしい人物はこの辺りには出没していないということだ。白黒のブチ猫ねこの存そん在ざいは気になったが、今は優先すべきことがある。




　月明かりもなく、街灯も灯ともされていない空間というのは、真に暗くら闇やみが訪おとずれる。その闇に溶とけ込んでしまったものを見通すには、透の透視能力は全くと言っていいほど役に立たない。いくら夜目が利きくといっても、どこにも光こう源げんがなかったのでは、反射光を網もう膜まくに集積出来ない。結果、目には何も映うつらない。それに透は、可視光の範はん囲いを超こえる紫し外がい線や赤外線を見ることも出来ない。ここが超人的な可か聴ちよう域いきを持つ響との違いで、透の限げん界かい点でもあった。

　だが逆ぎやくに、もし暗闇の中で光る何かがあれば、透は誰よりもそれをいち早く発見出来る。

「その角を右に曲がってくれっ」

　中央の座席から透が叫さけぶと、警官は渋しぶ々しぶ右折させた。敵てきが襲おそってくるという透たちの言うことなど、この若い警官はまだ半信半疑なのだろう。実際に襲われないとわからないこともある。

「ライトも消してくれっ」

　透は後方を振り返った。光源が遥はるか遠く、約一キロメートル先をこちら側に向かって動いていた。もう一度前を向くと、総一郎の肩かた越ごしにノートパソコンを覗のぞき込んで地図を確かく認にんする。

「子どもたちの両親なら、南側の集落に向かっているはずだ」

　逆に北方面に向かう車両は、明らかに不自然だった。その車両は、何の装そう飾しよくもない白のワゴンで、中には大人の男が四人乗り込んでいた。台風が猛もう威いを振ふるう山やま奥おくの集落で、深夜に男四人でのドライブが何を意味するのかは、考えるまでもない。

「どこを走ってる？」

「ここだ。回かい避ひ出来るか？」

　透が相手の位置を指し示しめすと、総一郎は警官と志穂とでルートの相談を始めた。

「皆、大だい丈じよう夫ぶだからね。お姉ちゃんたちに任まかせて」

　子どもたちの不安な気持ちを察した薫が、桃と一緒に安心させるように元気づけている。子どもたちは太った桃を見て、少しだけおかしそうに笑った。

　一台目を息を殺してやり過すごしたのだが、透はさらにもう一台のワゴンが、その後ろからやってくるのを確認した。前のワゴンと同様に、男が四人乗り込んでいる。そして三台目のワゴンを見つけると、相手が本気なのだということを実感した。

　これらの相手を敵にして、逃げ回らねばならないのだ。その難なん易い度どの高さに自然に息が詰つまりそうになる。

「この橋がポイントですよね。ここを越えられれば、隠かくれ場所は一いつ杯ぱいありそうなんですけど」

　薫がノートパソコンの地図を覗き込んで指差した。北側と南側の間には渓けい流りゆうが横切っており、集落を繫つなぐ橋は一つしかない。

　村の北側は細長く集落が連なっており、川沿いの太い道路と、山側の細い道路の二本しか縦たて方向には通っていない。

　敵はまだ透たちの動きに気がついていないようだが、ばれるのもいずれ時間の問題だった。

「行くしかないですよ。ここに隠れていても絶ぜつ対たいに見つかります」

　薫の言う通りだった。子どもたちを連れ出した直後だということは、すぐにわかることだ。あとは二本の道路を通って隈くまなく捜さがしに来るだろう。

「今のうちにこれを渡しとく」

　透は警官に聞かれないように薫にそっと耳打ちして、予よ備びのスタンガンを手て渡わたした。

　薫は渡されたものの重さと質感に驚おどろいている。

「使い方はわかるな？　相手の身体からだに押し当ててスイッチを入れるだけだ。少なくとも数秒は押し当てること。でも一番大事なことは、これを使わなきゃならないような状況を避さけるってことだ。いいな？」

「はいっ」

　力強い返事だった。今の薫なら、透がそう気に留とめなくても大丈夫そうだった。いざというときに肝きもが据すわっているのは響譲ゆずりだ。

　透はふと、響は今頃どこで何をしているのか気になった。だがすぐに頭から追い出すと、今はどうやってここから子どもたちを匿かくまいながら逃げ切るか、頭を働かせ始めた。
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「やっと着いたようだなあ」

　時じ刻こくは午前二時半。村の西側中央付近から南側の集落に出たところだった。

「やれやれ、気分わりー」

　八や坂さか慶けい介すけは、凝こり固まった筋きん肉にくを解ほぐすように、首をぐるぐると回した。

　ゲート封ふう鎖さされたはずの県道を強ごう引いんにこじ開けて突とつ破ぱしてきたが、特に崩ほう落らくや落石、倒とう木ぼく、道路の陥かん没ぼつなどの兆ちよう候こうもなく、無事に黒川庄村に入ることが出来た。

　八坂慶介と水みな瀬せ響は、中型トラックの荷台にて、現げん地ちに到とう着ちやくするのをひたすら待っていた。

　荷台の外は相変わらず荒あれているようで、暴ぼう風ふう雨うが止やむ気配は全くない。幌ほろを突き破やぶりそうな横よこ殴なぐりの大おお粒つぶの雨が降ふっている。だが悪条じよう件けんであればあるほど、能のう力りよくを保ほ持じしている方が有利なので、それは望むところでもあった。嵐あらしと闇やみに乗じてしまえば、工作活動は行いやすい。

　今回のチームはバックアップ要員を含ふくめて五人だが、荷台にいるのは慶介と響だけで、単車が一台ロープで固定されている。

　慶介は、ウェットスーツによく似にた雨天野外用の戦せん闘とう服を着き込こんだ。

　響も同様に準じゆん備びを進めていたが、ふと動きを止めて、前方をじっと注ちゆう視しした。真しん剣けんだった響の面おも持もちが、ふっと緩ゆるんだように綻ほころんだ。響のこんな柔やわらかな笑えみを見るのは初めてだった。

「なんだニヤニヤしたりして？　嬉うれしそうだなあ」

「えっ？」

　急に話しかけられた響は、何を言われたのか一いつ瞬しゆんわからなかったようで、きょとんとした顔を見せた後で、すぐに無表情に戻った。

「少しは成長したのかなってね」

　響の目は冷たいままだったが、口元が僅わずかに緩んでいた。

「何の話だ？」

「妹の話よ」

　意味はわからなかったが、慶介はそれ以上聞こうとは思わなかった。

　響は表情を崩くずそうとはしない。慶介の能力を以もってしてもこの頑かたくなさは、きっと別の理由がある。今の響は、慶介に対してというよりも、自分に対して心に壁かべを作っているのだろう。

「なんだか寂さびしそうに見えるんだけど気のせいかな？」

　もちろん当てずっぽうだが、外れていても問題はないし、当たっていればストライクだ。誰だって心の内側には闇を抱かかえているものだし、その部分を見られたくないと思っていると同時に、わかって欲ほしいという欲よつ求きゆうも合わせ持っているのが人間だ。

「ふーん、そんなふうに見えるんだ。なあに？　あんたが慰なぐさめてくれるってわけ？」

「俺でよければいつでも」

　目に力を込めておけば、そう不信感も抱いだかれない。

「別にそれでもいいか……」

　響はどこか投げ遣やりな態たい度どでそう言った。拗すねているようにも見える。本当は構かまって欲しいのに一人になりたがる奴やつは、どこか心が歪ゆがんでいる。

　慶介が響に足を一歩踏ふみ出すと、響は吊つり下げられた懐かい中ちゆう電でん灯とうの明かりを消してしまった。途と端たんに何も見えなくなる。

「あっ、何で消すんだよう」

「別に。もたもたしてるあんたが悪いのよ」

「まあいいか」

　気長にいくとしよう。チャンスはいくらでもあるのだ。慌あわてる必要はどこにもない。




　慶介たちの乗った中型トラックが北側の集落に入ると、すぐに響が敵てきの存そん在ざいを摑つかんだ。足の運びからすると、かなり訓練された手て練だれの者らしい。それが総そう勢ぜい十二人、北の集落を襲おそっていた。どうやら一足遅おそかったらしい。

　だが奴やつらが標的にしていた子どもたちは、既すでにエクサーの別働隊が連れ出した後だったようで、こちらはぎりぎりで間に合ったようだ。

　慶介と響は、無人となった人家から出てきた相手四人組を、玄げん関かん脇わきで待ち伏ぶせて襲いかかった。だがさすがに相手もよく訓練された工作員で、最初の二人を奇き襲しゆうで片かたづけたまではよかったが、残りの二人を倒すのはかなり手こずった。

　突き出される拳こぶしをかいくぐって鳩尾みぞおちに膝ひざを蹴けり入れた。綺き麗れいに急所に決まると、相手はもんどりうって泥どろだらけになりながら地面をのた打ち回った。すかさず慶介は苦しむ相手の脇わき腹ばらを蹴り上げて、相手を戦闘不能状じよう態たいに追い込む。

「はあ、はあ、はあっ」

　さすがに響と二人だけで、一度に四人を相手にするのは簡かん単たんではなかった。響は今も一人を相手にナイフで格かく闘とう戦を続けている。

　敵は全員拳けん銃じゆうを隠かくし持っているようだが、響はそれを抜ぬく暇いとまを与あたえずに、ひたすら切りかかっている。距きよ離りを取られたら撃うたれてしまうので、接せつ近きん戦を挑いどみ続けるしかないのだが、相手は巧たくみに響のナイフを避よけ続けていた。

　慶介は呼こ吸きゆうを落ち着かせると、加か勢せいに駆かけつけた。響もそれを待っていたのだろう。形勢は一気に慶介たちに傾かたむき、ようやく戦闘を終えることが出来た。

「もう奇襲は通用しないわね」

　響は倒れている男の頭からヘッドセットを取り上げた。今の襲撃の様子は、他の敵チームに筒つつ抜ぬけだったようだ。残りは二チーム、八人。

「何かいい武ぶ器きはないの？　バズーカ砲ほうとかロケットランチャーとかさ」

「無茶言うなよう」

　慶介は物ぶつ騒そうなことを言う響に苦く笑しようを返して、男たちの懐ふところから拳銃を奪うばった。

「じゃあ倒すのは諦あきらめた方がいいわね」

「ああ。ゲリラ的に奴らの動きを妨ぼう害がいする方向で、一つ行ってみるか」

　邪じや魔まをするだけでいいなら、たった二人でも何とか出来る。

「他の奴らはどこにいるんだ？」

「一台が南に向かってる。もう一台は……まずいわね。適てき当とうな民家に押おし入って子どもを捕つかまえてるわよ」

「そうきたかあ」

　発はつ症しようした子どもは既に連れ出されてしまったので、ターゲットを切り替かえたらしい。まだ発症していないが、感かん染せんしている可か能のう性せいの高い子どもを狙ねらい始めたということだ。

「襲ってる方を叩たたくぞ」

「わかったっっ」

　響が単車の後部シートに飛び乗ったのを確たしかめて、慶介は村人を襲っている連中の元に向かった。
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　北側の集落は、人口二百数十名、約六十戸が点在しているが、そのほとんどが渓けい流りゆうのそばに建っている。集落の両りよう脇わきは険けわしい山が迫せまっており、万が一そこが崩ほう落らくすると、一気に下流まで土ど砂しやでのみ込まれてしまいそうな、危き険けんな地形の元に存在していた。もっとも山やま肌はだは保ほ水すい力りよくも万全な自然林で覆おおわれ、そう簡単に崩れるとも思えない。

　透たちの乗ったワンボックスカーは一路、南側の集落を目指した。橋さえ渡ってしまえば、村の南側は大きく平地が広がっているので、隠かくれるにしても、逃げ回るにしても、融ゆう通ずうは利きく。

「あいつらの様子はっ？」

　総一郎がディスプレイの地図を睨にらみながら怒ど鳴なった。

　ワゴンは全部で三台が北側の集落に侵しん入にゆうしていた。それから中型トラックもその後を追うように北に向かっていた。恐おそらく奴らの仲間と見て間違いない。一番北に向かったワゴンは、既に透の透とう視し限げん界かい距離から外れてしまったので様子はわからないが、他の二台のうち一台が透たちのいる南側に戻ってきた。子どもたちを連れ出したことがばれたのだろう。

「一台追いかけてくる。もう一台は……」

　透はそこで言葉を濁にごした。村人を襲う奴らの姿すがたを捉とらえたからだ。

　薫がピクリと反はん応のうして、透の横顔を見つめた。透の内心の焦あせりを感じ取ったのだろう。

「このまま逃にげるぞ」

　襲われている村人を救うことは出来ない。今はこの子どもたちを匿かくまうことが最優ゆう先せんだった。

　ようやく橋付近までやってきたが、そこで透は自分の考えが甘あまかったことを思い知らされた。

「だめだっ、道が塞ふさがれてるっ」

　透は警けい官かんに怒鳴ってワンボックスカーを停とめさせた。

　大型トラックが橋の入り口で道を塞いでいるのが、ヘッドライトの明かりに浮かび上がった。トラックがエンジンを切っていて、停電で全すべての街灯が消えていたのが災わざわいした。

　きっと大型トラックの中にいる者は、急に停まったことを怪あやしんでいるに違いない。向こうからはこの車のヘッドライトが見えていたはずだからだ。

「くそっ」

　奴らの様子がわからないというのは、今まで散々能力に頼たよってきた透にとって、非ひ常じように不安にさせられるものだった。響の不在が透の背せ中なかに大きくのしかかる。

「あいつらが無線でやり取りしてたらアウトだな」

　前はトラックに道を塞がれ、後ろからはワゴンが追ってくる。他に逃げ道はない。

　警官に車をＵターンさせると、脇わきの細い道に入り込んでしばらく走らせ、そこでヘッドライトを消して様子を窺うかがった。液えき晶しようディスプレイの光が、真っ暗な車内を淡あわく照らし出す。

　素す通どおりしてくれればそれでいいが、やはりそう甘くはなかった。追ってきたワゴンは、透たちが脇道に入った辺りでスピードを落として一いつ旦たん停まった。

（やはり情じよう報ほうは伝わってるようだな）

　真ん中の座ざ席せきの足元にいる桃が、忌いま々いましげに透に伝えてくる。

　山側の細い道を再び北上して逃げてもいいが、さすがにこの暴ぼう風ふう雨うの中を、ヘッドライトを点つけずに走るのは無理だ。だが明かりを点ければ、この辺りは民家がまばらで見通しがよく、相手に見つかる可能性は高い。

「どうする？　逃げるか？」

　警官も本当にワゴンが追ってきたのを見て、透たちの切せつ羽ぱ詰つまった様子に、少しは信じる気になったらしい。その緊きん張ちようした面おも持もちには、もう疑うたがいを抱いだいているように見えない。

……どうする？

　見つかるのを覚かく悟ごで飛び出すか、このまま隠れてやり過すごすのか、決けつ断だんを迫せまられる。

　透たちの焦った様子に、比ひ較かく的元気な子どもが不安になったようで、泣きべそをかき始めた。高熱でぐったりとしている子どもは、状じよう況きようを把は握あくしていないようで大人しい。

　総一郎も薫も、透の決断を待っている。

……どうする？

　こんなときに響ならどうするだろうかと、一いつ瞬しゆんだけ頭をよぎる。

「あの空き地に入れてやり過ごそう」

　子どもを乗せたこの車で暴風雨の中、カーチェイスを演えんじるのは、どう考えても無む謀ぼうだったが、それは見つかってからの話だ。やり過ごせる可能性があるのなら、そうした方がいい。

　透は警官にペンライトで前方を示しめして、そろそろとワンボックスカーを発進させた。もちろんフットブレーキは使用せず、サイドブレーキで停車させて、エンジンを切った。

　するとワゴンはゆっくりと脇道に入ってきた。やはりこの辺りで曲がったことは気づいているようだ。だがどこに消えたのかはわからないらしく、のろのろと走っている。

　透と薫は窓まどの外から見えないように、子どもたちに頭を下げさせた。前の座席にいる警官と総一郎と志穂も、身体からだを重ねて窮きゆう屈くつそうに頭を下げている。

　ワゴンがじりじりと近づいてくる。激はげしい風雨の音に遮さえぎられてエンジンの音は聞こえないが、ヘッドライトの明かりが車内にも差し込んできた。

　息が詰まる緊張感で、じっとりと手に汗あせをかく。ごくりと唾つばを飲み込む音が、盛さかんに周囲から聞こえてくる。どうせ聞こえないのだから、息を殺す必要はないのだが、誰だれも声を発しない。

……そのまま、そのまま……

　透は小さく呟つぶやきながら、ワゴンの動きに目を凝こらした。先ほどから激はげしい頭ず痛つうに見み舞まわれていたが、今はそんなことに気を取られている場合ではない。

　ワゴンはゆっくりと空き地の前までやってくると、その前で一旦停まった。

……ちっ、見つかったか？

　ワゴンの後部座席に座っている男が、暗あん視しスコープ越ごしにこちらの車を凝ぎよう視ししている。

　透は両脇にいる薫と子どもの頭を押さえつけて、必死に様子を窺った。

　男たちは何か会話しているようだが、その内ない容ようは唇くちびるの動きを追っても読み取れない。

……行けよ、早く行けっ

　だが透の願いも空むなしく、後部座席の男が腰こしを伸のばすと、ドアに手をかけた。

「くそっ、ばれたっ」

　透の叫さけびに、警官が慌あわててエンジンを掛けようとする。だが男はドアを開けずに、その体たい勢せいのまま運転席の男と何かを言い争っていた。

「いや、ちょっと待ってっ」

　透はその様子を瞬まばたきすらせずに凝視し続けた。ぎりぎりとアイスピックが側頭部に捻ねじ込まれているようだ。

　暗視スコープを装そう着ちやくした男は、渋しぶ々しぶといった様子で座席に深く凭もたれると、ドアから手を離はなした。そして、ワゴンはそのまま何事もなかったように発進した。

「ふううう」

　透が盛せい大だいに息を吐き出すと、車内にいるほぼ全員が、同様に安あん堵どの溜ため息をついた。

「助かったのか？」

「何で降りてこなかったの？」

　総一郎と薫が釈しやく然ぜんとしない様子で、頭を下げたまま唸うなった。

　そのときだった。ワンボックスカーの屋根に何かが落下したような、ドンという音が響ひびいた。

　再び車内の空気が凍こおりついたように固まる。咄とつ嗟さに透は天てん井じようを見通したが、当たり前のことながら真っ暗で何も見えない。

　そして発進したはずのワゴンが、少し進んだところで再び停まっていた。ワゴンの前方には、ヘッドライトに照らし出された白黒のブチ猫ねこが、土ど砂しや降ぶりの雨の中を悠ゆう然ぜんと立ち止まっていた。

……猫？

　なぜ？　と思う暇ひまもなく、そのブチ猫がこちらに向かって真まっ直すぐに駆かけ出した。そしてこのワンボックスカーに取りつくと、屋根の上に飛び乗った。先ほどと同じ、ドンという軽い衝しよう撃げきが車体に伝わる。上で何か争うような物音がする。

　本ほん能のう的にまずいと悟さとった。
















「桃っっ、猫を追いやれっ」

（もうやってるっ。なんだこいつらっ、何を考えてるのか全然摑つかめないぞっ）

　珍めずらしく桃が切羽詰った様子で、意思を伝えてきた。だが猫が上から飛び降りた様子はない。

　ワゴンのテールランプに白い光が点ともった。あっと思ったときには、ワゴンは急バックで空き地の前に戻ってきたところだった。

「くっ、ばれたっ」

　今度は完全だった。ドアを開けて男たちが、この土砂降りの中を飛び出してくる。

「早くっっ」

　車を出せと総一郎が怒ど鳴なったが、警けい官かんが必死にキーを回すのに、エンジンが掛かからない。

「くそっ、なんでだっ？」

　警官が口くち汚ぎたなく罵ののしったが、エンジンは弱々しいセルモーターの音以外に、それ以上反はん応のうしない。

　このまま大人しく捕つかまって、逃にげ出す機を窺うかがうか、それとも応戦して血路を開くか。相手は四人。決断は一瞬だった。透はドアを開けた。途と端たんに雨が車内に吹ふき込んでくる。

「霧元っ」

「透さんっっ」

「ドアを閉しめたら鍵かぎをかけろっ。エンジンが掛かり次し第だい、とにかく逃げること。いいなっ」

　それだけを薫と総一郎に言い捨すてると、透はドアを開けて外に飛び出した。子どもたちは命を取られることはないだろう。透と薫は、相手に顔が知られていたら、利用価か値ちがあるとして生かされる可か能のう性せいもある。

　だが警官と総一郎は、単に邪じや魔まな目もく撃げき者しやだ。かつての古和泉村での奴らのやり口を考えれば、ここで始末される可能性の方が高い。

　背はい後ごではドアが閉められて、ロックされる音も聞こえてきた。振り返ると、窓の内側で、薫が必死の形相で透を見守っていた。以前の薫だったら、状じよう況きよう判はん断だんも出来ずに一いつ緒しよに飛び降りてきたはずだ。確かく実じつに薫は成長しているし、透はそれが嬉うれしくもあった。

　透は薫に小さく頷うなずくと、ワゴンに向かって駆け出した。子どもたちは薫に任まかせておけばいい。

　降りてきた男は二人。一人は運転席で待機しており、もう一人は助手席で無線機らしきものでどこかに連れん絡らくを取っている。

　ヘッドライトの近くで、少しでも視界の利きく場所で戦った方がいい。先手必勝。透は男たちに飛びかかった。




　　　　§６




　透は袖そで口ぐちから僅わずかにスタンガンを覗のぞかせると、手前にいる小こ柄がらな男に向かって突つっ込こんだ。

　突とつ然ぜんワンボックスカーから降りてきた少年が全速力で駆かけ寄よってくるので、相手も虚きよを突かれたようだ。手前の男は懐ふところから武ぶ器きを取り出そうとしているが、到とう底てい間に合わない。

　透は弧こを描えがくように回り込んで、万が一発はつ砲ぽうされても、背後のワンボックスカーに流れ弾だまが当たらないように移い動どうする。

　暗くら闇やみでは大いに威い力りよくを発はつ揮きする暗視スコープだが、欠点もいくつかある。極きよく端たんに視界が狭せばまるのがその一つだ。

　透は男にギリギリまで近づいたところで、サイドステップで強ごう引いんに右に方向を変えた。急きゆう激げきな制せい動どうに、足首と膝ひざが嫌いやな感じに軋きしむが、構かまわずに力を込める。

「はっ」

　身体からだの軸じくがぶれた反動を利用して、低い右回し蹴げりを放った。豪ごう雨うを切り裂さいて、鋭するどい鎌かまのような一撃が男の腰こしを襲う。

　その死角から飛んでくる攻撃を本能で察した男は、倒れ込むように後こう退たいして、透の蹴りはあっさりと空を切った。

　だが透は、そのまま身体を半回転させて正面に向き直ると、大きく身体を仰のけ反らせた男を、低い体勢で追い詰めて、すかさず左ひだり拳こぶしを鳩尾みぞおちに叩たたき込んだ。

　見事に急所に入ったようで、男の身体がくの字に折れ曲がった。透は目の前の後頭部を押さえつけて暗視スコープを剝はぎ取ると、男の顔面に右膝蹴りをぶち込んだ。メキッという嫌な感かん触しよくが伝わってきた。鼻と唇の間にある人じん中ちゆうの急所に入ったようで、男はそのまま大の字に倒れ込んだ。ピクリとも動かない。

……まず一人っ

「なっっ!!」

　もう一人の大柄な男は、あっという間に倒された仲間を見て驚きよう愕がくしている。慌あわてて透から距きよ離りを取ると、暗視スコープを着用したままの不利を悟さとったようで、取り外して素顔を晒さらした。

　相手は若わかい男だった。透とそれほど年が離れている感じはしない。

「なんだ、お前はっ？」

　もちろん名乗るつもりなどない。透は返事の代わりに一気に距離を詰めて、右手に持ったスタンガンを突き出した。フェイントも掛けていない右ジャブは、当然ながら簡かん単たんにかわされた。

　相手の右アッパーが、カウンター気味に透の顎あごを狙ねらう。だがその動きは、透の目からすればスローモーションもいいところだ。

　透は僅わずかに身体の軸を右側にずらして紙かみ一ひと重えで避よけると、相手の右みぎ腕うでを巻まき込みながら左フックを横っ面つらに放つ。これも視界の外から迫せまる拳なので、よほど戦せん闘とうに慣なれていないと避けられないはずだ。

　ガツッという硬かたい感触を残して、男の顔面が跳はね上がる。だが体重差があるせいか、あまりダメージを与あたえた感じではない。男は一、二歩よろめくように後退すると、目に怒いかりの炎ほのおを燃もやして、すかさず迫ってきた。

「むっ」

　男の右腕が腰の後ろに回されているのを、透の目は見み逃のがさない。

……ナイフか銃じゆうか？

　距離を詰めてきたところを見ると、恐らくはナイフ。透は敢あえて距離は取らずにそれを迎むかえ撃うつ。下手に離れると、今度は銃を取り出すかもしれない。接近戦ではなく、暗闇に紛まぎれて銃で応戦されるのが、透にとって一番厄やつ介かいなことなのだ。

　男はなかなか背後に回した手を出さない。

　ナイフ相手にカウンターを食らうわけにはいかないので、こちらからは先に手を出せない。

　透の拳が届とどかないぎりぎりのところまで二人の身体が接近すると、ようやく男が右腕を繰くり出してきた。案の定、大振りのサバイバルナイフがその手に握にぎられている。

　透はナイフが逆さか手てに握られていることを目の端はしに捉とらえると、一気に距離を詰めて、スタンガンを相手の胸むねに押し当てた。スイッチを入れると同時に、ナイフを握る相手の右手を、左手で包み込むように受け止める。

──バチバチバチッ

　青白い火花が炸さく裂れつして、左手を通して透にまで電流が流れ込んでくる。だが手を離すわけにはいかない。勢いきおいが衰おとろえることなく鋼はがねの刃やいばが透の頸けい動どう脈みやくに迫ってくるが、切り裂かれる前に、相手の力が抜けた。

　透は相手の膝がくずおれたのを確かめて、ナイフを奪うばい取ると、男を蹴り飛ばした。

……これで二人っ

　それでも気を抜くのはまだ早い。ドアの閉まる音が背後でした。助手席にいた男が、事じ態たいを察して降りてきたようだ。運転席の男はまだそこに座すわっている。

　だが幸いなことに、男は透の姿を捉えていない。透と降りてきた男は、ワゴンを挟はさんで反対側に位置しているので、上う手まく死角に潜ひそんだまま立ち回れば難なく倒せる。

　透はそろそろと車の陰かげに隠れながら背後に回り込もうとしたが、相手がわざわざ暗視スコープを装そう着ちやくしたのを見て足を止めた。

　その瞬間、ワゴンのヘッドライトが消えた。途と端たんに透の周囲は完全なる漆しつ黒こくの闇やみに包まれた。おまけに激しい雨のせいで、男の足音も全く感じ取れない。

……くっ、マジかよ

　さすがにこの状じよう況きようはまずい。どんなに目を凝こらしても、見えないものは見えないし、どんなに耳を澄すませても、聞こえないものは聞こえない。

　敵は暗視スコープを装着していた。透が相手の男だったら、迷まよわず銃で狙そ撃げきするだろう。目の見えない相手に接近戦を挑いどむ必要など全くない。

　こういうのを殺気と言うのだろうか。背筋に悪お寒かんが走るのを感じて、大きく跳とび退すさるのと、銃声が炸裂したのとがほぼ同時だった。左前方、約五メートルのところで火花が散ったのが、透の網もう膜まくに残ざん像ぞうとして大きく残った。銃口から漏もれた火薬の発火した炎だ。

　すかさずその方に向かおうとしたが、その場を離れる足音がして、男がどこに行ったのか全くわからなくなった。銃口が向けられていると思うと、恐きよう怖ふで足が竦すくみそうになる。

　逃げてもいいが、それでは相手を倒せないし、ワンボックスカーを飛び出てきた意味がない。警官が車のライトを点つけてくれればいいのだが、まだエンジンが掛かった様子はない。

「くそっ」

　このままではいつかはやられる。標的がじっとしていてはあっさりやられるに決まっている。とにかく動いて、少しでも的を絞しぼらせないようにするべきだった。

　透は前後左右にデタラメに動いて、さらに上半身を上下に揺ゆらした。傍はたから見れば、滑こつ稽けいなダンスに見えただろう。

　相手の銃を取り上げるか、暗視スコープを働かなくさせるか、明かりを点けるか。ペンライトは持っていない。この雨では何かを燃もやすのもダメだ。手て詰づまりの状況に、焦あせりが膨ふくれ上がって、パニックに陥おちいりそうになる。

（透、携けい帯たいを使うんだっ）

「桃っ!?」

　桃の意思が透の脳のうに叩たたき込まれた。その瞬しゆん間かんのことだった。

──パンッ

　今度は勘かんが働かなかったようだ。透の右側数メートル先で火花が炸裂して、右肩に焼けた火ひ箸ばしが突き刺さったような激げき痛つうが走る。

「ぐあっ」

　堪こらえているのに自然と苦痛の声が喉のどの奥おくから漏もれてくる。だが透は敢あえてそれを無む視しして、右側に走り寄った。それと合わせて、左手でポケットから携帯を取り出すと、カメラモードに切り替かえた。

　透から逃げるように移い動どうする足音が微かすかに聞こえてきて、透はそちらに近づいた。次の銃じゆう弾だんが発はつ射しやされる前に、何とかしなくてはならない。相手は今、透を凝ぎよう視ししているはずだ。

「馬ば鹿かがっ、死ねっ」

　思ったよりも近くで聞こえた声に透は戦せん慄りつする。咄とつ嗟さに身体を捻ひねったのと、銃弾が耳のそばを通つう過かしたのが同時だった。どっと冷や汗あせが噴ふき出す。だがチャンスは今しかない。

「食らえっ」

　透は火花の散った方にカメラを向けてシャッターを押おした。眩まばゆいばかりの閃せん光こうが一瞬だけ男の姿を照らし出す。男の位置は、透から僅かに二メートル先。

　男は視力を奪うばわれて立ち止まっていた。強きよう烈れつなフラッシュの光で、光を増ぞう幅ふくする回路がショートしたのだ。

　目の見えない者同士。だが、最初からそうだった者と、突然その状じよう態たいに放ほうり込まれた者。どちらが有利なのかは言うまでもない。

　透は回し蹴げりで相手の足を払はらうと、携帯ディスプレイの淡あわい光を頼たよりに男の銃を奪い、スタンガンで無力化した。

……これで三人

　残るは一人だ。

「透さんっ、これを使ってっ!!」

　点灯したままのペンライトが回転しながら飛んできた。フラッシュの一瞬の光で状況を悟さとった薫が、車の窓まどから投げて寄よ越こしたのだ。しかも幸運なことに、それはワゴン車を照らし出す形で、濡ぬれた地面に転がっていた。運転席にいる男の慌てた表情に、透はつい笑みを漏もらした。

　透はペンライトを拾わずに、直ちよく接せつワゴン車に向かう。

　だが嫌いやな感覚が突然に膨ふくれ上がったのはそのときだった。左の頰ほおがぞわぞわと粟あわ立だって、反射的に二人目の男から奪ったナイフを振ふり上げていた。

　さっくりと何かを引き裂いたような感触を残して、それは地面に転がった。わき腹ばらを切りつけられた白黒のブチ猫ねこだった。

「マジかよ……」

　周囲からねっとりとした悪意のような何かが伝わってくる。一瞬ペンライトのビームの中を白黒の猫が横切って消えた。

──フゴーッ

──シャーッ

　一体何匹びきいるのだろうか。猫の威い嚇かくするような声が、至いたるところから聞こえてきた。いつの間にか囲まれていた。一匹や二匹ではない。ペンライトの光が僅かでも届とどく範はん囲いに、姿すがたを確かく認にん出来たものが少なくとも四匹。

「桃っ!!」

（ダメだ。やはり私の命令を受けつけない）

「どういうことだっ」

（恐おそらくその猫は、私ほどではないがかなりの知ち能のうを持っている）

「ウソだろ……」

（私の能力は、相手の知能が高いと効きかないのだ。人間を操あやつれないのはそういうわけだ）

　ワンボックスカーのエンジンが掛からなくなったのは、きっとこの猫が何かを仕掛けたのだ。

「窓は閉しめとけっ。こいつらを絶ぜつ対たいに中に入れるなっ」

　透は怒ど鳴なった。警けい官かんと総一郎は抗こう体たいを持っていないのだ。かすり傷きずを負っただけでも、致ち命めい傷しようになりかねない。

「よし、そのままそいつを仕し留とめろっ」

　運転席にいる男の怒鳴り声が、豪ごう雨うの中に響ひびき渡わたる。それを合図に、ブチ猫が一いつ斉せいに透に飛びかかってきた。

　とにかく爪つめと牙きばが厄やつ介かいなのだ。これに触ふれてはいけないという気がして仕方ない。透は抗体を持っているので、少々の接せつ触しよくは大だい丈じよう夫ぶなはずだとわかっていても、本能的な恐怖感を抑おさえつけることは出来ない。

　身体からだを捻ひねって攻撃をかわしながら、ナイフとスタンガンを突き出し、蹴りを入れ、肘ひじを落とす。人間以上に素早い動きをする相手に必死に応戦するが、全く状況は好転しないし、一匹も仕留められなかった。

　この統とう率そつされた猫の動きは、誰だれかに命令されたものとしか思えない。命令を下しているのは、あの運転席にいる男で間違いない。そういうときは頭を潰つぶすに限かぎる。

　埒らちが明かないので、ワゴンに向かって走り出した途と端たん、再ふたたび視界が闇やみに閉とざされた。ペンライトを口にくわえた猫が、スイッチを切ってしまったのだ。

　透はスタンガンをポケットに仕し舞まって、代わりに携けい帯たいを取り出すと、ディスプレイの光で周囲を照らした。だが僅か数十センチほど視界が広がっただけで、あまり意味がなかった。

　ドンと猫の体当たりを背中に食らう。避よけ切れなくて脇わき腹ばらを爪で裂かれた。辛かろうじて防ぼう水すいコートが破やぶれたに留まったが、そこから大量の雨水が滲しみ込んできた。

　顔面に何かが迫せまってくる気配を感じて頭を下げたが、すかさず他の猫が透の目を狙ねらってきた。それも何とかナイフで振り払ったが、今度は膝ひざの裏うらに体当たりされたようで、バランスを崩くずしてしまった。咄とつ嗟さに足を伸のばして踏ふん張ばったが、ぬかるんだ地面に滑すべって、あっと思ったときには、腰から地面に転倒していた。顔面に直接雨水が降り注ぐ。

……やばいっ

　咄嗟に両腕で顔をガードするも、その腕に猫が嚙かみついた。牙が皮ひ膚ふに突き刺ささる前に、透はナイフを猫の背中に突き立てた。だが抵てい抗こう出来たのはそこまでだった。多勢に無勢では、勝負にならないのはわかりきっていた。

　何とかその場に跳はね起きたが、倒れた拍ひよう子しに携帯を落としてしまったので、猫の姿は全く見えなかった。そろそろ覚かく悟ごを決めなければならない。

　何匹ものブチ猫が一斉に透の全身に食らいつく。その瞬しゆん間かんだった。

「透っっ!!」

　その叫さけび声がすぐ近くから聞こえてきた。

　それがなんなのか、誰の声なのか、なぜここで聞こえるのか。そんな疑ぎ問もんを抱いだく前に、透は何かに突き飛ばされた。まるで透をかばうように、突き飛ばした相手は透を強く抱だきしめながら、地面をごろごろと転げ回った。

　丸みを帯びた柔やわらかい感触が、透の記き憶おくを刺し激げきする。ほんの一秒にも満たない一いつ瞬しゆんの間に、全すべてのことがどうでもよくなってしまいそうな想おもいが溢あふれ出そうになる。

　だがそんな余よ韻いんに浸ひたる暇ひまもなく、相手は透から身体を離はなして腕を振るった。いや、実じつ際さいに見えたわけではない。なのに透にはその動きが目に見えるようだった。

　二人同時に飛び起きると、背せ中なか合わせにナイフを構かまえた。雨に濡ぬれた長い髪かみが、風に吹ふかれて透の頰ほおに触ふれる。

「左っ!!」

　その声に反はん応のうして、透は左腕に握にぎり締しめていたナイフを振り上げた。当たりはしなかったが、十分に牽けん制せいになったようで追撃は来ない。

「しゃがんでっ!!」

　透は膝をついてやり過ごす。そして飛びかかってきた猫が着地したらしき場所を、背中の相手はすかさず蹴けり飛ばした。

「にゃごあっ」

　奇き妙みような呻うめき声を漏らしながら、その猫は遥はるか遠くへと吹っ飛んでいったようだ。それで周囲から猫の気配が消えた。全て倒したか、逃げ出したかしたのだろう。

　伝えたい言葉は山ほどあるのに、想いばかりが膨ふくらんで、上う手まく言葉にならない。

「まだよっ。もう一人残ってる」

　気を抜きかけた透を察したのか、注意を促うながされた。透はワゴンの運転席にいた男のことを思い出した。だがワゴンがどこに停まっているのか、既すでに方向感覚はなくなっている。

「気をつけて、相手は銃じゆうで狙ってる」

　背中の相手は、透の左手を手て探さぐりで摑つかむと、透を男のいる方向に向き直らせた。いつの間にか男はワゴンを降りてきたらしい。

　透は仕し舞まっていたスタンガンを、ポケットから取り出した。

「トリガーを引く音が聞こえたら、手を強く握ってくれ」

「わかった」

　透が何を言っているのか、そしてこれから何をしようとしているのか、即そく座ざに理り解かいした相手は、指を絡からめた右手を楽しそうに軽く振った。そして二人同時に前方に向かって走り出す。

「なっ」

　いきなり暗闇の中を暗視スコープも装そう着ちやくしていない二人が、真まっ直すぐに突っ込んできたのだ。男が驚おどろきの声を上げてうろたえたのがわかった。

　その直後に左手の指がきつく締めつけられた。透は咄とつ嗟さに手を伸ばして、二人は両横に大きく広がった。だけどその手は決して離さない。

　二人の間を銃じゆう弾だんが突き抜ける。だが二発目を撃うたせる暇いとまは与あたえない。

　透は銃口から発した火花を目がけて適てき当とうに蹴りを入れると、僅かにブーツの先に掠かすったような感触がした。距離さえ摑めればこっちのものだった。後は体当たりをするように身体ごとぶつかっていって、スタンガンを押し当てるだけだった。

「ぐあああぁぁっ、……くっ、よ、横取りは、失敗か……」

「横取り？」

「お前らの、やってることは無む駄だだ。この村は、土ど砂しやに、沈しずむことになってるんだからな……」

　そう言い残して男は気を失った。

「馬鹿ねー、黙だまってればいいものを」

　呆あきれたように左手の先の彼女は言った。

「じゃあそれも阻そ止しするだけだな」

「それは私の仕事ね。あんたはあの子たちを逃にがすのが仕事」

　透の強気の発言に、釘くぎを刺さすような言葉が返ってきた。仕事と強調する声が、どこか冷たく響ひびいて、透は咄嗟に言い返せない。

　二人の間に微び妙みような空気が流れて、降り続ける雨が次し第だいに鋭するどくなっていく。火ほ照てった身体からだも冷さめていく。

「……もう行かなきゃ」

　透の左手に絡まった指から力が抜けた。手を離そうとしているのか、左腕が微かすかに引かれる。透は指から力を抜いた。呆あつ気けなく触れ合う肌は離れてしまい、だらんと腕が落ちる。指先が頼たよりなげに名残なごりを惜おしんでいた。すぐそこにいるはずなのに、またどこかに消えてしまったような気がして、泣きたいくらいに不安になる。

　気がついたら手探りで彼女を背後から抱き止めていた。

「……離してよ」

　透は両腕にさらに力を込めた。彼女の背中が小さく震ふるえている。ぎゅっと身体を包み込むように覆おおい被かぶさる。長い髪かみの上から、彼女の耳に唇くちびるを軽く押おし当てた。

「もど……」

「薫っ。薫……は元気？」

　戻もどってこいと言おうとしたが、それを遮さえぎるように言葉を被かぶせられた。それが彼女の答えなのだろう。出かかっていた言葉は、どこかに消えていく。

「……ああ、元気だよ」

　彼女にとって透はいつまでも二番目なのだ。それが悔くやしくもあり、情なさけなくもあり、そんな変わらない彼女が嬉うれしくもあった。

　だが素す直なおでないのはお互たがい様だ。答えが出ているのなら消える必要だって最初からないのだ。このまま後頭部に思いっきり頭ず突つきをしたくなる。

「まったく……」

　強ごう情じような女だと言おうとしたが止やめた。言えば、さらに意地を張るのは目に見えていたからだ。

「おーい、響ー。どこにいるー。生きてるかー。勝手に先に行くなって言ったろー」

　場ば違ちがいに陽気な声が聞こえてきた。つい最近、どこかで聞いたことのあるような声だが、すぐには思い出せない。

「名前で呼よぶなって言ったのに……」

「誰だれだ？」

「今の私のパートナーよ。意外といい奴やつなのよ。誰かみたいに嫌いや味みじゃないしね」

「むっ……」

　軽い冗じよう談だんだったのだろう。だが透はそれに返事をすることが出来なかった。なぜかムカッときたし、どこか焦あせるような気持ちもあった。何に腹はらを立てたのか、何に慌あわてたのか、透は自分の気持ちに気がつかない振りをする。

「どうしたの？」

　くすくすとからかうような笑いを返して、彼女は透の腕の中でくるりと振り返った。だけどこんなに近くにいるのに、その顔は見えない。

「そのうち戻るわよ」

　それじゃ遅おそいと言おうとしたのに、口を開く前に何かが透の唇くちびるを塞ふさいだ。雨に濡ぬれた柔やわらかい感かん触しよくが、少しだけしょっぱかった。

「じゃあね、ばいばいっ」

　透の腕を振ふり解ほどいて、彼女は去っていった。最後の口調はとても楽しそうだった。

　透も嬉しかった。それなのに唇に残る余よ韻いんが、こんなにも寂さびしさを残すのはどうしてだろう。

　ぎりぎりまで耐たえていた何かが壊こわれてしまったような気がして、透は無む性しように苦しかった。多分、たった今、一つの区切りがついたのだと思う。

「響ちゃん、いたんですね」

「ああ」

　ワンボックスカーを降りてきた薫が、携けい帯たいカメラのバックライトを点てん灯とうさせてやってきた。その表ひよう情じようはどこか悲しそうだった。

「もう一人は……、エクサーの人です。確たしか八坂慶介さんっていう人です」

「あいつか……」

　人好きのする、お気楽そうな青年だったという印象しか残っていない。その横に響が並ならんで立っている姿が想像されて、再ふたたび胸むねが苦しくなった。撃うたれた右みぎ肩かたよりもずっと痛いたい。

「そういうことか……」

　透は胸の前の防水コートを強く握り締めて、納なつ得とくがいったと頷うなずいた。

　何のことはない。とっくに答えは出ていたのだ。単たん純じゆんに今までそれを見ない振り、気づかない振りをしていただけだったのだ。

　ようやく透は、自分の本当の気持ちを自覚したのだった。
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　うっすらと東の空が紫むらさき色いろに変わり始めていた。合わせて風雨も少しは弱まったようで、叩たたきつけるような勢いきおいではなく、しとしとと緩ゆるやかに降ふっている。

「で、あいつは無事だったのか？」

　慶介は単車を停とめて、後ろに跨またがる響に話しかけた。だが返事はない。

「まーったく見つけるの苦労したぞ。勝手に俺おれを置いていっちまうんだからなあ」

「……悪かったわよ」

「そんなに心配だったのか？」

「そんなんじゃないわよっ」

　拗すねたような返事だった。顔は見えないが、きっと口を尖とがらせているのだろう。だがその声はどこか明るく、華はなやいでいた。今までのどこか投げ遣やりっぽい暗く沈しずんだ雰ふん囲い気きが、あまり感じられない。

　あのとき、村人を襲おそっていた二台目のワゴンの連中を、距きよ離りを保たもちつつ奪うばった銃じゆうで狙そ撃げきしたり、住民に避ひ難なんを呼よびかけたりなどの邪じや魔まを続けていると、突とつ然ぜん響が持ち場を離れて走り出したのだ。そのまま響は乗ってきた単車に跨ると、慶介を置いていってしまった。

　何とか連中を出し抜ぬいて、慶介も敵てきのワゴン車を奪ってその後を追ったのだが、現げん場ばを探さがし当てたときには、既すでに事じ態たいは決着がついた後だった。

　どうやら南に向かったワゴンは、逃にげた子どもたちを追っていたようで、その子どもたちを逃がしたのが、例の少年だったらしい。別働隊のエクサーが派は遣けんされているのは知っていたが、彼らだとは思わなかった。

　なかなか腕が立つらしく、真っ暗くら闇やみの中、ほぼ素手で暗視スコープを装そう備びした敵を相手に、三人まで片してしまったらしい。さすがに戦せん闘とうに慣なれている慶介でも、視界の利きかないところで、銃で武装した相手に素手で接近戦を挑いどむのは避けたいところだった。

「一度手合わせしたいもんだなあ」

「いい勝負しそうね」

「へえ……」

　贔屓ひいき目めが含まれているとしても、響からは互ご角かくに見えるらしい。ますます興きよう味みが募つのったが、とりあえず今は、先に片付けなければならない問題がある。響が聞いた土ど砂しや崩くずれの件けんだ。

　崩ほう落らくを阻止出来るのならそれが一番だが、恐おそらく発動はリモートで作動する爆ばく発はつ物によるものだろう。だが山中に仕掛けられた発はつ破ぱを見つけ出すのは、どう考えても時間的に無理だ。

　慶介たちに出来ることと言えば、住人に避難を促うながすことだ。北側の集落は約六十戸。

「やるしかないわね」

「やるしかないなあ」

　慶介がギアを蹴けり込むと、響は慶介に身体を密みつ着ちやくさせた。

　ふと慶介は腰に回された響の腕に目を走らせてそれに気がついた。左手首から覗のぞかせた白い素肌に血が滲にじんでいた。

「なんだ怪け我がしたのか？」

「かすり傷きずよ」

　軽けい傷しようとはいえ、響が負傷したのを見たのはこれが初めてだった。やはり先ほどの行動は、響にとって相当に無茶なものだったのだろう。なんだかあの少年のことが妬ねたましくなる。

　慶介はクラッチを離すと同時に、アクセルを回した。単車はウィリー気味に急発進すると、集落の北を目指して道路を駆け抜けた。




　土石流が発生したのは、それから約一時間後のことであった。慶介たちの必死の捜そう索さくにもかかわらず、二台目のワゴンに乗っていた者たちは、完全に姿を消してしまっており、起爆装そう置ちを持っているはずの者も、見つけることは出来なかった。

　ただ、なぜ敵はすぐに爆破しなかったのか不思議だった。逃とう走そうするのに手間が掛かったからだろうか。

　土砂にのまれた戸数は約四十戸。未明の出来事であり、普ふ通つうであれば死者・行方ゆくえ不明者は相当数に上るところだが、慶介たちの避難誘ゆう導どうが功こうを奏そうし、実じつ際さいに土砂にのみ込まれたのは、逃げ遅おくれた僅わずか数名だけであった。

　しかもその数名でさえ、響が心音を聞き取って場所を割わり出し、南側の集落から運んできた重機で土砂を掘ほり起こして、窒ちつ息そく死しする前に掘り出すことが出来た。

　あれだけの規き模ぼで起きた最大級と言える土砂災さい害がいにもかかわらず、死傷者はゼロという奇き跡せきだった。







　Interlude 2







　ソファに深く腰こしかけたボブカットの女性は、たった今報ほう告こくを受けていた携けい帯たいを折り畳たたんで、胸むねポケットに仕し舞まった。そして疲つかれたように溜ため息を吐はき出す。

「どうやら、なんとか凌しのげたわ」

「そのようだね」

　中年の温和そうな表情をたたえた男は、口ひげを撫なでつけてカップにコーヒーを注いだ。

「あの子たち、勘かんが鋭するどいから気がつくんじゃないか心配だったけど……」

「今のところ、気がついたのは彼だけのようだね」

「一いち応おう話をしてみるけど、賛さん同どうしてくれるかしら……」

「それは多分無理だろうね。彼は清せい濁だく併あわせ吞のむような男ではないよ」

　中年の男は天てん井じようを見上げると、目を瞑つむって唸うなった。

「そう……。じゃあ、残念だけど仕方ないわね……」

　ボブカットの女性は悲しげに呟つぶやいた。そして瞼まぶたの上をぐりぐりと揉もみしだくと、次に首と肩をさすった。その仕草はとても二十代半ばとは思えないだろう。

「だいぶ、疲れているね」

「仕方ないわ……。姉さんもなりふり構かまっていられなくなってきたみたいだし、こういうとき、やっぱり双ふた子ごなのねって思うわ」

　中年の男は女性の前にカップを置いた。コーヒーの強い香かおりが、僅かだが女性の気分を落ち着かせた。女性はカップを持ち上げて口をつけた。

「……時間がないのよ」

　女性はポケットから白い小さな紙かみ袋ぶくろを取り出すと、中からカプセル薬を何錠じようか抜き出した。そしてコーヒーと一いつ緒しよに飲み込む。

「それはわかっている。だが今回のように急ぎ過すぎると、いつか墓ぼ穴けつを掘りかねんよ」

　中年の男は女性を諫いさめるように注意を促した。

「そうならないように努力するしかないわね。マスコミには手を打っておくわ」

　女性はソファから立ち上がった。一瞬立ちくらみを起こしたかのように足元をふらつかせたが、すぐに気力を振り絞しぼってドアに向かう。

「それより第三のウィルスの方が問題だわ。あの猫ねこ、対たい策さくを取らないと致ち命めい的よ」

「あれは確かにまずいね。下手をすると人類が滅ほろびる」

「彼らが戻ってきたら連れん絡らくをくださいな。今度はこちらから打って出ないと……」

　女性はそう言うと、中年の男に振り返ることなく院長室を出ていった。







　第三章　束つかの間まの幸しあわせ
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　台風は依い然ぜんとして本州から出ておらず、夜明け直前に発生した黒くろ川かわ庄しよう村での土ど砂しや災さい害がいは、本来であれば暴ぼう風ふう雨うの中での救出作業を強しいられて、相当に難なん航こうするはずだった。

　だが透とおるたちの働きもあって、事前に住人の大部分が避ひ難なん済ずみであったため、人的被ひ害がいはほとんどなく奇き跡せき的に死者・行方ゆくえ不明者はゼロだったようだ。

　ある程てい度ど状況が落ち着いたのを見計らって、透たちは速すみやかにその場から離り脱だつした。透たちは村人に顔を見られていたし、軽トラの無む断だん借用や、サバイバルナイフやスタンガンなど非ひ合法なものまで持ち歩いていたわけで、面めん倒どうなことになる前に逃げ出したと言った方が正しい。

　怪あやしい集しゆう団だんによる子どもたちの拉ら致ち未み遂すいなども合わせて、それらの対応はエクスプローラーの上じよう層そう部ぶに任まかせた。そのために培つちかってきた政せい治じ力であるはずなので、ここは里さと美みに大いに活かつ躍やくしてもらえばいいだろう。

　拳けん銃じゆうで撃うたれた肩かたの治ち療りようも、その辺の病院で行うわけにはいかず、昼過ぎに都内の例の病院に戻もどってくるまで、透は痛いたみを我が慢まんし続けた。傷きず口ぐちは塞ふさがりかけていたものの、銃じゆう弾だんの摘てき出しゆつのために再ふたたび開かねばならず、驚きよう異いの回かい復ふく力もこうなっては逆ぎやく効こう果かだった。

　手しゆ術じゆつ後、透は病院側が用意してくれた仮か眠みん室しつで泥どろのように眠ねむった。これほどの深い眠りはいつ以来だろうか。響ひびきがいなくなってからは、夜遅おそくまで捜さがし回っていたし、その前の入院中は、研究所に捕とらわれたときに受けた拷ごう問もんの悪あく夢むのせいで、これまた浅い眠りに終始していた。

　一いつ瞬しゆんのこととはいえ、その声を聞くことが出来たのが、透の気持ちを楽にさせたのかもしれない。ようやく自分の気持ちを自覚して、曖あい昧まいなままにしていたもやもやがすっきりとしたせいもあった。

　もっとも、それはそれで別の悩なやみも生じていたのだが、それこそ得意の考えない振り、見ない振りでごまかすことにした。




　黒川庄村での事じ件けん発生の翌よく日じつ、台風一いつ過かの快かい晴せいとなった日本列島は、台風の運んできた南からの熱風のせいで、各所でこの夏一番の最高気温を記録しそうだった。

　空調が効きいているとはいえ、ここは病院なので設せつ定てい温度はかなり高めだ。翌よく朝あさ、透が眠りから覚めたのは暑さのせいだ。Ｔシャツとジーンズが汗あせで肌はだに張はりつくのが不快だった。

　総そう一いち郎ろうや薫かおるはお腹なかが空すいたので目が覚めたらしい。そう言われて透も腹が鳴った。

　薫はコットンレースのスカートにチェックのタンクトップ姿で、胸むな元もとと肩のフリルが可愛かわいらしい。総一郎は相変わらずカーゴパンツにぴったりしたＴシャツ姿で寛くつろいでいる。

　ジャンケンで負けた透が、病院前のコンビニで、適てき当とうにパンやおにぎりを購こう入にゆうして仮眠室に戻ると、朝早くから小こ久く保ぼ院長が会いに来ていた。

「もう怪け我がの具合はいいみたいだね」

「お陰かげさまで」

　小久保は以前会ったときと変わらず、口くち髭ひげを揺ゆらしながら穏おだやかに微ほほ笑えんでいた。

　ふと透は、黒川庄村での作戦遂すい行こう中に抱いだいた疑ぎ問もんを思い出した。暁あかつきはあまり詳くわしく知らなかったようだが、さすがに専せん門もん家かともなれば、答えを知っているかもしれない。

「ちょっと聞きたいことがあるんですけど、いいですか？」

「なんだい？」

「ウィルスについて」

　透は単刀直入に切り出した。

「ふむ、それなら場所を変えよう」

　小久保はおもむろに頷うなずくと、透たちについてくるように言って仮眠室を出た。周囲では当直のナースや医い師し、職しよく員いんが、慌あわただしく朝の準じゆん備びを始めており、落ち着いて話が出来る雰ふん囲い気きではなかった。それに無関係の人たちに聞かれていい話でもない。

　院長室に通されると、透たちは小久保に促うながされて、まずは腹ごしらえを済すませた。以前は断ことわったコーヒーをありがたく頂いただいたが、その味は想そう像ぞうしていた通り、格かく別べつの美う味まさだった。

　腹がくちくなったところで本題に入る。

「君の言うウィルスというのは、六十年以上前に古ふる和泉いずみ村で流行したフルイズミ出血熱ウィルスと考えていいね？」

「フルイズミ出血熱？」

「そう。あの病の名めい称しようだよ。まだ仮かりの名前だけどね。その病気を引き起こす原げん因いんとなるウィルスを、とりあえずフルイズミ出血熱ウィルスと言うんだ」

「へえ……」

「とはいえ、最近は色々と亜種が出てきてね。それは後でおいおい説明するとして、まずは一番の取っかかりのところから話をしようか」

「はい、それでお願いします」

　透はソファにもたれていた身体からだを起こして、ガラス製せいの机つくえの上にカップを置いた。

「ええとその前に確かく認にんだけど、君は古和泉村出身者ではないし、能のう力りよく者でもないのだね？」

「そうだけど」

　小久保は透の向かい側のソファに座っている総一郎に話しかけた。部外者だからと興きよう味みのなさそうにしていた総一郎だが、怪け訝げんそうに頷き返す。

「では君から見て、この二人や私はどのように見えるのかな？」

「どうって言われても特に何も……。霧きり元もとはこの通り捻ひねくれてるけど悪い奴やつじゃないし、薫ちゃんは素直ないい子っすよ、時々突っ走るけど」

　総一郎は透と薫を見てにやりと笑った。薫は恥はずかしそうに俯うつむいてしまった。捻くれていると言われた透は苦笑を返しただけだ。自分でも自覚しているだけに文もん句くは言えない。

「では能力についてはどう思うかね？」

「あれば便利かなって思うこともあるけど、見ていて辛つらそうだなって思うときもあるし、でも気味が悪いとか、危き険けんだとかは思わないなあ」

　総一郎は何気ない口調で続けたが、慎しん重ちように言葉を選んでいるのはなんとなくわかった。

「もしそんな能力が与あたえられるとしたら欲ほしいかい？」

　小久保は矢や継つぎ早ばやに総一郎に問いかけていく。

「それは……、そのときになってみないとわからないな。霧元や薫ちゃんを助けるにはそれしかないってんなら、迷まようことはないだろうけど、それ以外ではデメリットも多そうだし……」

　霧生きりゆうに付け狙ねらわれて、安全と引き換かえにしてまで欲しがるものではないということだろう。

「もし周囲の人間たちが、皆みなこの能力保ほ持じ者しやになったらどうだい？」

「それなら考えてもいいっすよ」

　今度は総一郎は即そく答とうした。

　だが透は小久保の質しつ問もんの意図がわからない。総一郎にこんなことを聞いて何が言いたいのだろうか。正直言って、総一郎と透たちの違ちがいを強調されるのは、差別化されているようで、あまり気分のいいものではない。薫も居い心地ごこちが悪そうに、もぞもぞと身体からだを揺ゆらしている。

　だが小久保の質問は続けられる。

「致ち死し率りつ五十パーセントだとしても？」

「ああ、そっか。それがあったんだな。やっぱり止やめ。まだ死にたくないから、そんな賭かけには乗れないよ」

　総一郎は前言を撤てつ回かいすると、顔の前で右手をぱたぱたと振った。

「ははは。まあ普通の人はそう考えるだろうね。だけど、中にはそうじゃない人もいる。菱ひし川かわインダストリーの会長さんなんかは、後者に属ぞくする人だった」

「そうだったんですか？」

　透はつい横から口を挟はさんでいた。あの会長の目的が、そんな下らないものだったというのが、情なさけなくなる。あれだけの富とみと権けん力りよくと名声を手にしながら、一体何が不満だったというのか。

「菱川バイオケミストリー社は、今でも研究を続けているしね」

「確たしか霧生のバックについている会社の一つだったな。襲おそわれたっていう研究所も、そこが投とう資ししているところが多いんだ」

　総一郎が中空を見上げて思い出すように言った。先日、総一郎に霧生についての動向を調べてもらったので、その辺りの金の流れや協力関係は透よりも詳しいはずだ。

「まあ特別な人間になりたがる人というのは、存外いるものだよ」

「はあ」

　透は曖あい昧まいな返事をするしか出来ない。その気持ちはわからないではないが、その代わりに失うものや、要いらぬ敵てきを作ることを考えれば、そう単たん純じゆんな代しろ物ものではないはずだ。

「だけど、そうならざるを得ない人も、時にはいるんだよ」

　小久保の声の質が変わった。適温に調節されたはずの院長室で、背せ筋すじがひんやりと強こわ張ばる。

「それではここから本題に入ろう。……亡ぼう国こくの危き機きに瀕ひんしていて、敵に打ち勝つには、自分たち自身が強くなる必要があると考えた人たちが、六十年以上前にいた……」

……六十年前？

「ちょ、ちょっと待ってください。それって……」

　小久保の言わんとしていることについて、想像が先走って、透の腰が浮きかける。

「君はこのウィルスが、偶ぐう然ぜんに古和泉村で突然変へん異いを起こして、感かん染せんが拡かく大だいしたと思うのかい？　運よく人里から隔かく離りされた山やま奥おくの村で、感染率の低いこのウィルスに村人の六割わり以上もの人たちが感染したんだ。不自然だとは思わないかい？」

「まさか……」

　かつて桃ももが盗ぬすみ聞いたという話では、偶然に発生した疫えき病びようということだった。透はそこに疑問を抱いたことはなかった。だが確かに小久保の言う通り不自然な点はある。

「このウィルスが偶然見つかったのか、人にん為い的に作り出されたのかは定かではないが、当時のウィルス分子技ぎ術じゆつを考えれば、恐おそらくは前者だろうね」

　ウィルスは偶然の発見によるもの。だけど疫病の流行自体は違うということか。

「破は滅めつに向かってまっしぐらに突き進んでいた戦時中の大日本帝てい国こくが、起死回生の方法を探さぐっていたとしても不思議ではないよ」

　もう六十年以上も昔のことだ。どうせ資し料りようなど残っていない。証しよう拠こはどこにもないだろうし、あれば今いま頃ごろもっと大騒さわぎしているはずだ。追い込まれた軍政せい府ふがなりふり構かまわずに、非ひ常じよう手しゆ段だんに手を染そめるというのはありえない話ではない。

「でもそれだと、なんで古和泉村だけだったんですか？」

　他の村でも病気が流行したという話は聞いていない。もっとも実じつ際さいに多くの場所で行われたとしても、戦局を左右する力になったかどうかは疑問だ。感覚器官が僅わずかに鋭するどくなるといった程てい度どの個こ人じんの能力アップで、どうにかなる戦争ではなかったはずだ。

「私が思うに、このウィルスは致死率があまりに高過ぎた。それに引き換かえ、得られる能力は大したことがない。だから最初の実験で使い物にならないと判はん断だんされたのではないかな」

　やはりデメリットの方が大き過ぎたということか。大おお幅はばな能力アップをもたらして、尚なお且かつ副作用もない、そんな都合のいいウィルスがそうそう出現するわけがない。

「戦後、連合国による占せん領りよう政せい策さくの過か程ていで、このウィルスのことは闇やみに葬ほうむられたのだろう。他国に情報が渡わたるのだけは避さけたかっただろうし、村を潰つぶして人体実験を行っていたなど、決して表に出せる内ない容ようではなかった。それに日本の再さい興こうが始まって高度経けい済ざい成長期を迎むかえると、ウィルスの必要性も薄うすれていった」

　小久保の話を裏うらづける証しよう拠こはどこにもないが、ある程度筋は通っているように思える。ただ、それが本当であろうと間ま違ちがっていようと、今の透たちにはあまり関係しない。それよりは、もっと身近に起きたことの方が気になってくる。

「じゃあ二回目の疫病の流行は何だったんですか？」

　最初が人じん為い的なものだったというのなら、十数年前に起きたという二度目はどういうことなのか。透の投げた質問に、小久保はぎゅっと口元を引き締しめてしばらく押し黙だまった。

「…………古和泉村と言えば、土ど砂しや災さい害がいを記き憶おくに残している人は多いが、疫病流行についてはほとんど知る人が居いないし、話題にも上らない。これはおかしいと思わないかい？　疫病流行があったのは事実なのに。ましてや致死率の高い伝染病だ。普通は大騒ぎになるだろう」

　つまり普通ではないことが起きた、ということになる。

「当時の政府の動きは素す早ばやかったよ。情報もほとんど出ないし、すぐにマスコミも大人しくなった。パニックを恐れたのか、徹てつ底ていした情報統とう制せいが行われたわけだが……」

「手て際ぎわがよ過すぎたってことですか？」

「流行が事前に予知されていた。もしくは流行自体が管理されていたというのはどうだい？」

「そんな……」

　薫は言葉を失っている。総一郎も事じ態たいの大きさに戸と惑まどっている。それはつまり政府主しゆ導どう、もしくは政府黙もく認にんで行われた、人体実験だったということになってしまう。

「二回目の流行が何者かに人為的に起こされたものだとしたら、何十年も経たってから、再び同じことが行われた理由は何ですか？」

　疑問は山ほどあるが、一回目で使えない危き険けんな代しろ物ものと判断されたウィルスが、なぜ十数年前に再び世に放たれたのか、透はこれが一番気になった。

「理由は色々あるよ。とても一言では言えないんだが、それでも一番の理由と言ったら……」

「君たち第三世代の登場よ」

　突然ドアの向こうから、柔やわらかな女じよ性せいの声が聞こえてきた。そしてそのドアが開かれた。

「里美さん」

　エクスプローラーの主しゆ宰さい者しやが、優すぐれない顔色で立っていた。そしてその背後には、あの八や坂さか慶けい介すけが控ひかえていた。
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　里美はよほど疲つかれているのか、その足取りにいつもの軽けい快かいさはまるでない。同じスーツ姿すがたでも、普段は隙すきのないパリッとした身のこなしなのに、今はどこかくたびれた様子だ。一昨日から対応に追われて、ほとんど寝ねていないのだろう。目の下の濃こい隈くまがそれを物語っていた。

　慶介は飄ひよう々ひようとした様子で、興きよう味み深そうに透たちを眺ながめている。

　その視し線せんが気に入らない透だったが、敢あえて頭から追い出すと、本題に意い識しきを切り替かえた。

「そういや以前も、そんなことをここで言ってましたよね。第三世代って何なんですか？」

　里美は透の質しつ問もんには答えずに、自分でサイフォンからカップにコーヒーを注ぎ入れた。そしてデスクに腰かけるように身体を預けると、一口カップを啜すすってゆっくりと息を吐いた。やっと落ち着いたというような長い長い溜ため息だった。

　代わりに小久保が話を始める。

「最初の流行で感かん染せんして生き残った子どもたちが、能のう力りよく者しやの第一世代だ。彼らの能力は大したものではなかったそうだよ。多少目や耳がよくなっていた程てい度どでね。それでも他の村の住人からすれば、十分に気味の悪い現象だったようで、村人は迫はく害がいを恐れてひた隠しにした」

　その話は、以前どこかで聞いた覚えがあった。

「その子どもたち同士が村落内で婚こん姻いんして、新たに生まれた子どもが第二世代だよ。私や暁くんなんかがそうだな」

　小久保の年ねん齢れいは四十代半ばくらいだろう。とすると、小久保が生まれたのは、戦争が終わって十五年ほど過ぎてからのこととなる。戦時中の幼おさない子どもたちが成人するとしたらちょうどその頃だ。時間的にはぴったり合う。

「そしてさらに血が濃こくなって、八十年代以い降こうに生まれた子どもたちを第三世代と呼んだんだ。君たちのことだよ。里美くんや島しま木きくん、そこの八坂くんもそうだね」

　慶介は軽く肩かたを竦すくめただけで黙だまって話を聞いている。

「問題はその第三世代なのよ」

　ようやく口を開いた里美が、小久保の後を引き継ついで話し始めた。

「第一世代の人たちから比くらべれば、第二世代の人たちは、能力の感度は上がっていたけど、でもそれだけなの。人間の限界を超こえるような不思議な力は誰だれも持っていなかった」

　その程度であれば、その後の悲ひ劇げきは起きなかったのだろう。

「ところが、最初に第三世代である私たちが生まれて成長するにつれて、村の人たちも尋じん常じようではないことが起き始めたことを理り解かいしたわ。だって遥はるか遠くにいる人間の気配を手に取るように察知する能力だとか、姿すがたを消してしまう能力、人間を洗せん脳のうしてしまう能力……」

　姿を消すというのは、多分島木の事を指しているのだろう。洗脳する能力とは、しばらく前にハイテクビルで死んだ、強力な暗あん示じをかける少女のことだろうか。

「あなたのように透とう視し出来る子とか、植物の声を聞いたなんていう子もいたし、どう考えても常じよう軌きを逸いつしてるでしょ？」

　当時の大人たちの混こん乱らん振りは、想像するに難かたくない。色々な意見が噴ふん出しゆつして収しゆう拾しゆうがつかなくなったそうだ。そして村の中で深しん刻こくな意見の対立が起きる。

　その過程でどこかに第三世代についての情報が流出してしまった。その能力は軍事的利用価か値ちが高い。八十年代前半は、デタントが終わり新冷戦が始まった時期と重なる。秘ひ密みつ裏りにウィルスについての研究が再さい開かいされたのだろう。

　そして二度目の疫えき病びよう流行が発生することになる。その後、急進派はだった双ふた子ごの母親は、霧生だけを連れて村を出た。

　だがその直後にソ連が崩ほう壊かいし、冷戦が終結すると、再ふたたび能力者とウィルスの必要性が薄うすれることになる。逆に村ごと巻き込んだ人体実験などが明るみに出れば、政府が転てん覆ぷくしかねない大スキャンダルだ。

「国はあっさり関かん与よから手を引いたみたいね。ま、迫害する側に回らなかっただけ、まだマシと言えるけどね」

　本来であればそこで終わるはずだった。犠ぎ牲せい者しやは出たが、後は大人しく村で暮くらしていくだけでいいはずだった。だが悪意というものは、一度芽生えると取り返しがつかないところにまで突き進んでしまうものなのだろうか。

　霧生の母親が手を組んだ相手は、菱川インダストリーであり、某ぼう国こくの諜ちよう報ほう組そ織しきであった。

「その後の悲劇は、今さら説明は必要ないわね」

　昔話はこれで終わりとばかりに、里美は冷めたコーヒーを一口で飲み干ほすと、寄りかかっていたデスクから身体からだを起こした。その途と端たん、重苦しかった室内の空気が僅わずかに軽やかになる。慶介は相変わらず、透のことを観察するように、視し線せんを逸そらさずに見つめている。

　だが話はまだ終わっていない。重要なのはここからだ。

「で、今回の流行は何なんですか？」

　これをはっきりさせておかなくてはならない。せっかく緩ゆるみかけた空気が再び固くなる。

「国は手を引いたんでしょう？　じゃあ今度の相手はどこの誰だれなんですか？」

　答えは聞かなくてもわかっているが、透は敢あえて確かく認にんのために問い質ただした。

「霧生と、そのバックにいる者たち……でしょうね」

　話の流れから行けば一番妥だ当とうなところだろう。

　総一郎は気を引き締しめるように居い住ずまいを正した。薫も険けわしい顔で里美を凝ぎよう視ししていたが、一瞬だけ透に何か言いたげな表ひよう情じようを見せた。だが透にはそれが何を意味するのかわからない。

　慶介は目を細めて透を見ていた。その視線が先ほどからやたらと癇かんに障さわる。

「でも何で今いま頃ごろになって？　前回の流行から十七年ですよね」

「それは姉さんに直ちよく接せつ聞いてみないとわからないけど、新たな何かがピースとして加わったからでしょうね」

　透と桃が霧生の研究所に捕とらえられたのは、今から二週間以上前のことだが、そのことと全くの無関係とは思えない。一番危あぶない奴やつに、一番危き険けんなものを渡わたしてしまったのだ。下手をすると、相当数の人間が死にかねない。実際に今回も多くの子どもたちが病気になった。恐らく今後は死し亡ぼう者しやも出てくるだろう。

　薫がそっと透の手に触ふれてきた。透の内心の焦あせりを察したのだろう。薫は透をじっと見つめた。とても力強い目をしている。そしてにっこりと微ほほ笑えんだ。

「じゃあ、あと一つ。あの猫、あれは一体何なんですか？」

　透は学校で襲おそわれたときの猫ねこと、黒川庄村空き地で襲われたときの猫を思い出した。どちらも性しよう悪わるそうな顔つきの白黒のブチ猫で、どこかのふてぶてしいデブ猫とそっくりだった。

「現げん場ばにうろついていたというブチ猫のことね」

　里美は思案顔で顎あごに手をやった。どこか言葉を選んでいるようにも見える。

　当の桃は、中庭の木こ陰かげで暇ひまそうに寝ねそべっていた。台風の影えい響きようでまだ風が強いので、日の当たらないところだと、それほど暑くは感じないのだろう。気持ちよさそうに目を閉とじている。

「組織的な動きを見せる、知能の高い猫という話だったわね」

「ちょっと戦せん闘とうになったんですけど、とにかくヤバいってことだけ伝わってきたんですよ」

　あの爪つめと牙きばが間近に迫せまったとき、得体の知れない恐きよう怖ふ感が、透の背せ筋すじを鋭するどく這はい上がったのだ。今思い起こしても、身み震ぶるいしそうな嫌けん悪お感がするくらいだ。

「村の子どもたちから証しよう言げんを集めてみたんだけど、その猫が感かん染せん源げんになったというのは、確かみたいね。その猫が最初に現れたのは、十二日前のことだそうよ」

　喜き田た川がわ村長の孫まご娘むすめである喜田川志し穂ほが最初の標的となったらしい。学校の校庭の隅すみで、ブチ猫が腹はらを空すかせて倒たおれていたところを、餌えさをやったり水をやったりしているうちに、感染したということだった。

　優やさしさにつけ込んだ卑ひ劣れつなやり方だが、子どもだけを狙ねらったのだとしたら、狡こう猾かつなやり方だとも思う。家に連れ帰って飼かうのは、親の説得が必要となるが、学校で飼し育いくするとなると、給食の残りを与あたえるなどすれば、そう難むずかしくはない。

「ただ、一つはっきりしてるのは、今回流行しているウィルスは、以前のものとは少し違ちがうということだよ。治ち療りよう薬やくもあまり効きかないみたいだし、恐おそらくワクチンも効こう果かがないのではないだろうか」

　小久保が纏まとめるように、里美から話を引き継いだ。

「それってかなりまずいんじゃ……」

「対策が後手後手に回るということだよ。それに君たちも感染、発はつ症しようする可能性があるよ。まあ、完全に別種というわけではないから、君たちなら多少は免めん疫えきも働くだろうし、そう酷ひどい症状にはならないだろうがね」

「で、でも、今感染してる子どもたちは、抗こう体たいなんて持ってないですよね。じゃあ、治らないってことですか？」

　薫が横から口を挟はさむ。その表情は痛いた々いたしいまでに苦しそうだ。

「そうなる可能性は高いね」

「そんな……」

　小久保の非ひ情じような宣せん告こくに、薫は絶ぜつ句くしてしまい、それ以上何も言えなくなってしまったようだ。薫の両りよう肩かたがぶるぶると小さく震ふるえている。




「そこで本題に入らせてもらうわよ」

　タイミングを見計らったように、里美がそう切り出した。

「二時間ばかり前に、黒川庄村の喜田川村長から、正式に依い頼らいされたわ。この疫えき病びようの治療薬とワクチンを入手して欲ほしいとね」

「入手？」

　その言い回しに、里美が何をするつもりなのか、透は悟さとってしまった。開発でも捜索でもない。入手なのだ。

　危き険けん極きわまりないウィルスとはいえ、治療法があるからこそ、有効利用出来るのだ。バラ撒まいた本人が感染したのでは意味がない。今回の件けんを主しゆ導どうした者は、自分だけは助かる手しゆ段だんを必ず確かく保ほしているはずだ。

「この案あん件けんは主しゆ宰さい者しや預あずかりで、霧生の研究所から治療薬とワクチンを奪だつ取しゆする」

「じゃあ、本題ってのは？」

「あなたたちにも作戦に参加して欲しいの。というよりチームの中心となって動いて欲しい」

　里美からのお願いだった。その目はぴくりとも揺ゆるがない。今までの貸かしは纏めてここで返しなさいよと、無言のまま圧あつ力りよくをかけられているような気がして、甚はなはだ居い心地ごこちが悪い。

「それは正式に里美さんの配下として、霧生に敵てき対たいしろってことですか？」

「そうなるわね」

　即そく答とうだった。ごまかすつもりのない、力ずくでも指示に従したがわせるという鋼こう鉄てつの意い志しを感じる。

　透は返事が出来なかった。どちらの陣じん営えいにも与くみしないのが、透たちのスタンスなのだ。この原げん則そくはどんな状じよう況きようにあっても曲げたくはなかった。

　だが、このまま放ほうっておいていい問題でもない。馬ば鹿かからはハサミを取り上げないと安心して眠れない。判はん断だんに迷まようところだった。

　こんなとき響なら、どういう答えを出すのだろうか。ここにはいない彼女を頼たよりたくなる。

──チッ

　ドアのところから舌した打うちが聞こえてきた。それまでずっと黙だまって話を聞いていた慶介が、うんざりしたように口を開く。

「柴しば田たさん、要いらないっすよ、こんな煮にえ切らない奴やつ」

　その暴ぼう言げんにムッとなった透だが、挑ちよう発はつに乗るほど頭に血は上っていない。

「あいつも一いつ緒しよなんですか？」

　透の問いに里美は困こまったわねといったふうに曖あい昧まいに頷いた。

「だいたい、こいつ本当に役に立つんですかあ？　俺おれと響の二人で十分だと思うけどなあ」

　響という名がその口から出てきた瞬しゆん間かんだった。見下した目で話す慶介に対して、透の中に怒いかりが膨ふくれ上がる。

「んだ、てめえは？　雑ざ魚こは引っ込んでろよ」

　売られた口ゲンカを言い値ねで買うなど、自分でもらしくないと透は思ったが、なぜか言葉を止められない。

　以前会ったときは、笑えみを絶たやさない陽気な青年という印象しか残っていなかったのに、今はその視線、仕草、言動、その全すべてが気に入らない。

「響の奴も、何だってこんな情なさけない奴と手を組んでいたんだか」

　再ふたたびその名を口にした相手に、透の自じ制せいのヒューズはあっさり切れた。敵てき意いが圧あつ倒とう的な殺意に転化する。

「ダメっ」

　透が腰こしを上げるのと、薫が横から透に飛びついて、止めに入るのが同時だった。少しでも薫のタイミングが遅おそかったら、今頃あの憎にくたらしい顔に拳こぶしを叩たたき込こんでいただろう。

　だが、飛びかかるタイミングを外されて、透は少しだけ冷静になる。

「一つ忠ちゆう告こくしてやる。ぽっと出はぽっと出らしく大人しくしてろ。後で大おお恥はじかくぜ」

「ふん。どうせ響におんぶされっ放しだったんだろ。恥をかくのはお前の方だな」

　まただ。ふざけた挑発は聞き流せても、これだけは我が慢まんならない。響の顔が脳のう裏りに浮かぶ。

「あいつのことを名前で呼よぶのはやめろっっ!!　響って呼び捨てていいのは俺だけだっっ!!」

　透は怒ど鳴なっていた。薫が透に抱だきつきながら目を丸くして驚おどろいている。総一郎も里美も呆あつ気けに取られたように、口をあんぐりと開けて透を見つめていた。

　それを見て初めて、透は自分が何を口走ったのか気がついた。撤てつ回かいしたいが、もう後の祭りだった。途と端たんに皆みなの表情がニヤニヤしたものに変化する。

　そして里美は悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべると、とんでもないことを言った。

「って透くんは言ってるんだけど、どう？　響さん。そんなところに隠かくれてないで、こっちにいらっしゃいな」

「なっ」

　透は絶ぜつ句くした。

　里美がドアの外、エレベーター横の非常階段の方向を目で指し示して、楽しそうに透に片かた目めを瞑つむった。

　今だけは、透とう視しをしても側頭部に痛いたみなどまるで感じない。

　そこには顔を真っ赤にさせた響が、決まり悪そうに立っていた。顔が赤いのは、照れているからか、それとも怒っているからなのか、透には判断がつかない。だがきっと透も同じ顔色をしていることだろう。

　総一郎が携けい帯たいを取り出して、実に嬉うれしそうに透の顔を撮さつ影えいしたので、思いっきりぶん殴なぐってやった。
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「てめえ、逃にげんなっつってんだろっ」

　いい加か減げん息が切れてきて、苛いら立だちもこれ以上ないほどに募つのる。昼前からずっとこれの繰くり返しだった。透は売店の前の長椅い子すに座すわり込むと、がっくりと肩かたを落とした。

　追いかけている相手は、反対側の病びよう棟とうの廊ろう下かを、向こうを見ながらのんびりと歩いていた。このクソ暑い日に長なが袖そでのサマーセーターを着て、ベルボトムのジーンズを穿はいている。決してこちらを見ようとはしない。

　この病院は中庭をぐるりと囲むように病棟が建っており、階段やエレベーターも多い。学校の校こう舎しやとよく似にた構こう造ぞうになっている。

　どんなに追いかけても、常つねに透の対角線上をキープするので、一向に追いつけないのだ。歩き方や走り方を変えてみても、呼こ吸きゆうを止めてみても、恐ろしい精せい度どで感知された。よく知った相手に対して、集中したときの感度のよさは、本当に舌を巻まく思いだった。本当は挟はさみ撃うちにしたかったのだが、薫も総一郎も、仕返しが怖こわいからか、こういうときは協力してくれない。

「透さん、もう諦あきらめたらどうですか？　響ちゃんは意地っ張りで天邪鬼あまのじやくだから、こんなふうに追いかけたらいつまででも逃げますよ」
















　薫が苦笑いをしながら透を慰なぐさめた。

「くっそー、あの女……」

　どれだけ透が会いたいと思っていたのか、きっと知らないのだ。




　朝方、院長室での一件けんで、約二週間振りに見た響の顔だったが、透が部屋を出ようとした途と端たんに、響は踵きびすを返して逃げ出してしまった。

　透はすぐに追いかけたかったのだが、里美に作戦に参加するのかどうか決断を迫られて、機を逸いつしてしまった。

　もし参加するなら、慶介、響との共同作戦になるだろうということで、慶介の存そん在ざいは気に入らなかったが、今回限かぎりという約束で、里美に手を貸かすことになった。

　もちろん薫も賛さん成せいだったし、総一郎はとても面おも白しろそうなので、ぜひとも協力したいと言っていた。何が面白そうなのかは言葉を濁にごしていたが、霧生の研究所に仕掛けることでないのは確たしかだ。総一郎のにやけた忍しのび笑いがそれを物語っている。




　透は少しずつ腹はらが立ってきた。こう頑かたくなだと、意地でも振り向かせたくなってくる。本当は響と会って話をしたかっただけなのに、段々と目的が変わりつつあった。

　わかってはいたが、とにかく響は頑がん固こだった。響のこういうところを知っているから、薫もときどき同じように暴ぼう走そうするのだ。あれは明らかに悪影えい響きようを受けている。

　しかも響の場合、道理の通らないことでも、無理やり押し通してしまう実力を持っているのが、薫と違うところだ。下手をすると、全く非のない透の方が理り不ふ尽じんな目に遭あうこともある。

　だから響を相手にするときは、正せい攻こう法ほうでは話にならない。相手を上回る非ひ常じよう識しきさが求められるのだ。やるからには徹てつ底てい的に、自分すらも騙だましてしまうほどに演えんじきること。

「透さん、なんかよくないこと考えてるでしょ」

　突とつ然ぜん話しかけられて、ここがどこなのか、誰だれが何をしていて、自分は何をやろうとしているのか、一いつ瞬しゆんだけ思考が乱みだれる。我われに返ると薫が不ふ審しんそうに透を見ていた。

「えっ？　あ、いや、何が？」

「ここは病院なんですから、暴あばれちゃダメですよって言ったんです」

　薫が口を尖とがらせて、ちょっとだけ頰ほおを膨ふくらませた。つい突つつきたくなる。

「手て厳きびしいね。そんなふうに見えた？」

「見えないけど、そういう香かおりがしました」

　企たくらんでいるのは確かだが、さすがにここで暴れるつもりはない。

「響じゃあるまいし、そこまで無茶はしないよ」

「えー？　さっきはあの人に飛びかかろうとしたじゃないですか」

「えっと、あれは……」

　なるほど、薫が突っかかるのは、先ほどのあれが気になっているからだろう。透も思い出してしまい、再ふたたび赤面しそうになる。頭に血が上っていたとはいえ、あんなことを真っ昼間から口走るとは、さすがにどうかしている。

「はあ、やれやれ。あいつさあ、こっちを見ようともしないんだぜ。何でそこまで避さけるかな。ちょっと薫ちゃんからも、あいつになんか言ってやってよ」

「えっ？　私がですか？」

　薫はきょとんと目を見開いた。響は相変わらず透のいる方に背せを向けて、話を聞いているのかいないのか、吞のん気きに窓まどの外を眺ながめている。

「薫ちゃんも言ってたじゃん。こんなのは望んでないし、勝ち逃げなんて許ゆるさないってさ」

「そ、それはそうですけど……」

　響の背せ中なかがぴくりと反はん応のうしたのを透は見み逃のがさない。やはり薫のことは気になるのだろう。思わず透はほくそえんだ。薫には申し訳わけないが、ここは敢あえて捨すて駒ごまになってもらう。

「響ちゃんなんて、胸むねはないし、足も太いし、怒いかり肩がただし、私よりも全然可愛かわいくないって言ってたじゃん」

　窓まど枠わくに置かれた響の拳こぶしが、ぎゅっと握にぎり締しめられる。

「えええっ？　い、言ってませんよ、そ、そんなことっ」

「根こん性じよう捻ねじ曲がってて、貸かしたお金は返さないし、超ちよう性せい格かくブス女だって、あんな人いなくなってよかったねって、言ってたじゃん」

　響の両肩がブルブルと震ふるえている。髪かみの隙すき間まから覗のぞかせた耳が真っ赤だ。

「だ、だから言ってませんってっっ!!」

「でも心の中では思ってたんだろ？」

「えっ？　あ、そ、そんなことないですっ」

「あれっ、一瞬間があったけど、まさかっ」

「ち、ち、違いますっっ!!　もうっ、なんてこと言うんですかっっ。響ちゃんに聞かれたら、どうするんですかっ」

　薫は小声になって必死に弁べん解かいするが、響相手にそれはあまり意味がない。

　ごめん、もう聞かれてると、心の中で薫に謝あやまりつつ、透は響の様子を見み逃のがすまいと、目を凝こらした。響は全身に力を込めている。振り向こうか迷まよっているのだろう。もう一押しだった。

　だがこういうときに限って、邪じや魔まが入るのはなぜだろう。唐とう突とつに慶介が響の元にやってきて、何やら話しかけたのだ。

「あの馬鹿、また邪魔しやがって……」

　透は内心でそう呟つぶやくと、本気で殺意が膨ふくれ上がった。

　ところがその直後に響は、慶介を問答無用で蹴け飛とばしていた。どう見ても、ただの八つ当たりだった。慶介はなぜ蹴られたのかわかっていないようで、憮ぶ然ぜんとしている。

　透はそれを見て、ようやくざまあみろと溜りゆう飲いんを下げた。気の毒に思うとか、悪いことをしたとかは一切思わない。慶介に対しては、自分でも意地が悪くなっているとわかっていたが、その理由までは敢えて深く追求しない。

　だが響はそれで落ち着きを取り戻してしまったらしい。大きく深呼こ吸きゆうをすると、凝こった身体からだを解ほぐすように首をぐるぐると回しながら、指の関節を鳴らしていた。

「くそっ」

　あと少しだったのに、これでまた振り出しに戻ってしまった。しかし、ますます腹はらが立ってくる。顔を見たいだけなのに、なぜここまで苦労しなければならないのか。

「なあ、響。何でお前が俺を避さけるのかは、何となく見当はつくけどさ、正直言って本当のところはわからない。でもさ、こういうのって、ずるいと思わないか？」

　今度は身動き一つしない。響は固まってしまったように、じっと窓の外を見ている。

「皆の前から消えてさ、残された俺たちがどんな気持ちになるか、お前考えてないだろ？」

　薫は透の隣で静かに頷うなずいている。

「あのさ、頼たのむから……、逃にげないでくれよ」

　泣き落としでも何でも、振り向かせればそれでよかった。今は、その顔を見たかったのだ。怒っている顔でもいい。笑ってなくてもいい。勝気で、生意気そうで、高飛車で、高こう慢まんちきな、だけど目にしているだけで元気の出てくるその顔を見たかった。

　そして出来るなら、直接会って話をしたかった。

「俺おれ、お前のことをずっと捜さがしてて……、夜寝ねるときも、朝起きたときも、いつも真っ先にお前のこと考えたよ。今何してんのかな、無茶してんじゃないかなとか、怪け我がしてないかなとか……心配で、気になって仕方なかった。それは多分、薫ちゃんも一いつ緒しよだったと思うし、椎しい名なの奴やつだって、お前のことを心配してた」

　それくらい大切な存在だったのだ。そこに噓うそは一つも混まじっていない。心からの本心だ。

「隣を見ればいつもお前がいて、たった四ヶ月のことだったけど、それが当たり前になっててさ、俺は楽しかったんだ。生まれてから、あんなに楽しかった瞬しゆん間かんはなかったよ」

　話していて、次し第だいに熱を帯びてくる。

「それなのに、いや、だからこそ、急にいなくなっちまって……」

　透は一いつ旦たんそこで言葉を切ると、その後は一息に言った。

「すげー寂さびしかった」

　この言葉は響の心に届とどいただろうか。薫はどこか不思議そうに透を見ている。

「ずっと会いたかったよ」

　だけど響は振り向かない。まだその壁かべを越こえることは出来ないのだろうか。

「響、マジな話だ。こっちを、向いてくれっ」

　悲ひ痛つうな叫さけびになっていたかもしれない。透の素直な想おもいをぶつけたつもりだった。

　響は窓枠から両手を下ろすと、俯うつむき加か減げんになって、拳を握り締めた。そしてその長い栗くり色いろの髪が、ふわりと宙ちゆうを舞まう。仏ぶつ頂ちよう面づらの響がそこにいた。仕方ないわねとその表情が物語っている。

「勝った……」

　思わず透はそう呟つぶやいていた。

「透さん？」

　薫が怪け訝げんそうに透を見た。

「ふっふっふ、なーんつって、ばーか、ばーか、ば─────────────っかっ」

　透は長なが椅い子すから立ち上がると、何度も馬鹿と叫さけんだ。

　何が起きたのかわからないという表情の響だったが、ようやく騙だまされたことに気がついたようで、顔を真っ赤にさせて鬼おにの形相になる。

「いよっしゃー、俺の勝ちっ。やりぃっ」

「あの、透さん？」

　透は痛つう快かいとばかりに、薫の両肩をバンバンと叩たたいた。

「いやー、あんまりあいつが頑がん固こだからさ、ちょっとムキになっちゃったけど、あー、これですっきりしたぜ。あー、もういいよ、響クン、目め障ざわりだからどっか消えてくれる？」

　今までのもやもやを全すべて吹ふき飛ばす勢いきおいで、透は響に勝ち誇ほこった。

　響は悔くやしさ全開で、何かを早口に捲まくし立てているようだが、さすがにその速さでは唇くちびるを読むことも出来ない。

「ぜーんぜん、きっ、こっ、えっ、ま、せーん」

　透は長椅子に座り込むと、腹を抱かかえてゲラゲラ笑った。売店のおばちゃんや、他の患かん者じやが奇き妙みようなものを見るような目で、胡う散さん臭くさそうに透を見ているが全然気にならない。

　薫もまるで透を軽けい蔑べつするかのように、ジト目で見下ろしている。というより、霧生とタメを張れるのではないかと思うくらいの冷ややかな視し線せんだ。

「あれ？　薫さん？」

「はい、なんですか、霧元さん」

　小首を傾かしげてにっこり微ほほ笑えんだようだが、薫の目は全く笑っていない。

「うわっ、もしかしてマジ怒おこってる？」

「当たり前ですっっ!!」

　鼓こ膜まくが破やぶれるのではないかと思うくらい、耳元で怒ど鳴なられた。その小こ柄がらな身体からだのどこに隠かくされていたのか不思議なほどの、迫はく力りよくのある怒声だった。

　行き交かう人々までが何ごとだと、足を止めて透たちに注目する。

「あー、やっぱやり過すぎだったかな？」

「何なんですかっ、今のは？　それにさっきのあれ、私あんなこと言ってないのにっっ」

「いや、薫ちゃんの心の内側を代だい弁べんしてあげたんだけど……」

「余よ計けいなお世話ですっっ!!」

　再び耳元で怒鳴られた。キーンと耳鳴りがして、頭がくらくらする。

「ううっ、そうだね。ごめんなさい」

　頭を下げた透だったが、薫は透を睨にらみ続けていた。許ゆるすつもりはないと全身が言っている。

　ところが、薫は急に表情を緩ゆるめて微ほほ笑えむと、するすると透から離はなれていった。

「あ、あの、反省してくださいね」

　なんか変だなと思ったときには、背はい後ごからバタバタと近づく足音がすぐそばまで迫っていた。

　咄とつ嗟さに先ほどまで響がいた反対側の病びよう棟とうを覗のぞいたが、そこには誰もいない。一瞬にして透の顔面から血の気が引く。逃げ出そうとしたのに、恐きよう怖ふで固まったように足は動かなかった。

「バカッ、アホ、ボケッ、死ねーっっ!!」

　振り返った透が見たものは、病院で口走るにはあまりに不ふ穏おん当とうな呪のろいの言葉を吐はきながら、全力で走り寄ってくる鬼の姿すがただった。
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　その夜、透は何もすることがなく、手持ち無ぶ沙さ汰たに病院のロビーでテレビを眺ながめていると、総一郎が疲つかれた足取りでやってきた。消しよう灯とう時間はとっくに過すぎて、病棟の廊ろう下かは明かりが消されて薄うす暗ぐらい。ロビーにいるのも透と総一郎の二人だけだ。

　総一郎は午前中の打ち合わせの後、今までずっと里美たちと一緒に情じよう報ほうを集めていたようだが、今のところ霧生の動向に関して、芳かんばしい成果は得られていない。

「なんか里美さんピリピリしてるし、暁さんともときどき何か言い合ってるし、余よ裕ゆうのない大人は嫌いやだねえ……」

　情報屋というのは人脈屋と言い換かえても過か言ごんではないくらい、顔の広さが決め手となるらしい。そういう意味で、エクスプローラーの上じよう層そう部ぶと一緒に仕事をするというのは、大きなメリットになると喜んでいた総一郎だったが、さすがに疲れたようだ。

「それにしてもあれだけボコボコにされても、すぐ治っちまうんだから、やっぱ霧元って優ゆう秀しゆうなサンドバッグだよな」

「お前さ、そういう不ふ吉きつなこと言うなよな」

　響が今どこにいるのか知らないが、恐らくどこかで聞いているはずだ。透にダメージがないと知ったら、再び殴なぐりかかってこないとも限らない。

　ビクビクしている透を見て、総一郎はにやりと笑う。

「ストレス解かい消しように、俺おれにも殴らせろよ」

　そう言って総一郎は、本気で左ジャブを入れてきたが、透は難なんなくそれをかわした。

「それで、響さんの機き嫌げんは直ったのか？」

　総一郎は、「さん」の部分に必要以上にアクセントを込めて言った。

　思わず言い返したくなったが、透はそれをぐっと我が慢まんして、肩を竦すくめただけで何も答えない。からかいに対しては、絶ぜつ対たいにムキになって反はん応のうしてはダメなのだ。

　総一郎は相変わらずにやにや笑っている。意地の悪い笑みだが、不ふ快かい感はそれほどない。すると総一郎は天てん井じようを指差して、「おくじょう」と声を出さずに口をパクパクさせた。

　屋上を見通すと、響はフェンスにもたれて空を見上げていた。周囲には誰もいない。

　確かに今から向かえば逃げ道はないので、響と顔を合わせることは確かく実じつだが、真夜中に二人きりで会うというのは、何となく抵てい抗こうがあった。昼間は単に顔が見たかっただけだし、そばに薫もいたから、追いかけることも出来た。だけど今は違う。抜き差しならない会話になりそうで、それが怖こわい。

「決着つけてこい。それが皆みなのためだ」

　それでも煮にえ切らない態たい度どの透だったが、最後は総一郎に背せ中なかを蹴け飛とばされた。

　透は深呼吸とともに複ふく雑ざつなもやもやの塊かたまりを胸むねから吐き出すと、ゆっくりと階段を上った。




　屋上の昇しよう降こう口ぐちの扉とびらの前で立ち止まると、透は金かな縛しばりの魔ま法ほうでもかけられたかのように、そこから一歩も動けなくなった。扉を開けて外に出れば、きっと何かから解かい放ほうされる。それはわかっているのに、その何かが透の足を押おし留とどめていた。

「なあに？　仕返しに来たんじゃないの？　それとも謝あやまりに来たとか？」

　その声は上から聞こえてきた。いつの間にか響は、昇降口の上に立っていた。透が返事をしないでいると、響は扉の前に飛び降おりた。栗くり色いろの髪が重力に逆さからって大きく広がったが、それもすぐに落ち着いた。扉一枚隔へだてた先に響がいた。相変わらず透には背を向けている。そしてそのまま扉に寄よりかかると、響はその場に腰こしを下ろした。

「あんたも座りなさいよ。話があって来たんでしょ？」

「ああ」

　透は扉一枚を挟はさんで、響と背中合わせに座った。鉄てつ製せいのその扉はひんやりと冷たかった。

　しばらくそうしたまま、お互たがいずっと黙だまっていた。透は身動き一つ出来ないでいる。

　だが沈ちん黙もくを破やぶったのは響だった。そういえば、イニシアチブはいつも響からで、透はいつも受け身だった。振り回されていたと言った方が正確だろう。

「何か言いなさいよ」

「何か」

　ガキの返事だった。透も負けず劣おとらず意地っ張りなのかもしれないが、自分のことは存外わからないものだ。

「……あんた馬ば鹿かでしょ」

「お前ほどじゃない」

「ふーん、まだケンカし足りないんだ」

　ゴンッと扉が叩たたかれる。

「うっ、いや、悪かった」

　昼間の惨さん劇げきを思い出して、透は顔を顰しかめた。すぐに怪け我がが治なおると思ったのか、響は本当に容よう赦しやしなかったのだ。とはいえあそこまで怒らせた透が悪いので、自じ業ごう自じ得とくだと納なつ得とくはしている。

「ふんっ、わかればいいのよ」

　言葉は辛しん辣らつだったが、口調はどことなく楽しそうだった。馬鹿なやり取りをしたお陰かげか、雰ふん囲い気きは軽くなっていた。聞けるとしたら、今をおいて他にない。

「なあ、何で出ていったんだ？」

「…………メモに書いたでしょ。あの生活に単たん純じゆんに飽あきたのよ」

　長い長い沈黙の後、響は言った。その声は再び硬こう質しつの冷たさを帯びていた。

「噓うそつけ。飽きる前に面白いこと見つけ出すのがお前じゃねえか。んで、それに無理やり付き合わされるのが俺だ」

「酷ひどい言いようね。それじゃ、私がとっても嫌な女みたいじゃない」

「みたい、じゃねえだろ」

　つい軽口で答えてしまう。

「なんだ、やっぱりケンカ売ってるんじゃない」

……違ちがう。言いたいのはこんなことじゃない

　再び沈黙が降りて、胃の辺りを圧あつ迫ぱくされるような重苦しさが漂ただよう。

「……戻って来いよ。お前がいないと楽しくない」

「そうなの？　私は楽しかったわよ。あんたと違って慶介といると笑ってばっかり」

　ここぞとばかりに明るく弾はずんだ声で言う響が、少しばかり憎にくたらしくなる。あの不快な男の顔を思い出すと、無む性しように敵てき意いが湧わいてくる。醜みにくい感情だとわかっていても、それを抑おさえる術すべを透は知らない。

「あんな奴やつのどこがいいんだか」

「なあに？　もしかして嫉しつ妬としてるの？」

「ちげーよ」

　くすくす笑う響の様子に、ついムッとなって憮ぶ然ぜんとした口調になってしまう。

「ふふん。心配しなくても、懐なつかしくなったら、そのうち戻るわよ」

「それじゃ遅おそい」

「遅くないよ。……それで、ちょうどいいの」

　間かん髪はつ入れずに返した透だったが、響はそれを諭さとすように、そしてまるで自分に言い聞かすように言った。

「やっぱり、まだ会うのは早かったかな」

　ぽつりと声が聞こえた。すぐ後ろから聞こえているはずなのに、なぜか響がずっと遠くにいるような心細さが、透の身体を薄うすく覆おおう。

　後頭部をコンと軽く扉にぶつけた。しばらくして同じ場所にコンという振動が伝わってくる。

「じゃあ、いつ会うつもりだったんだよ」

　天てん井じようの向こうを見上げると、僅わずかに欠けた月が空高く上っていた。

「……お姉さんになれたとき……かな」

「姉？　今までだって、ちゃんと薫ちゃんの姉をやってたじゃないか」

「そうね」

「そうねって……」

　響は薫の姉という役やく割わりをきっちり果たしている。では誰の姉になれないと言っているのか。答えは一つしかない。

「俺の姉にはなれないってことなのか？」

「今はまだ……ってことよ」

……今はまだ……か

「薫ちゃんのことが引っかかってんのか？」

「まあね。でもそれだけじゃないわよ」

　薫に遠えん慮りよしているのは確かだろう。だけど響自身も言っている通り、遠慮だけが理由だというなら、透の姉になるのは別に難むずかしくないはずだ。

「なあに、そんなに戻ってきて欲ほしいの？　あんた、本当に私にメロメロなのねー」

「はあ？」

……ちょ、ちょっと待てっつの

　お前がそれを言うか？　と突っ込みを入れたくなるが、先手を打たれて、防ぼう戦せん気分に陥おとしいれられる。嫌いやな汗あせが背中から噴ふき出してきて止まらない。

　受け流しておけばいいのに、なぜか反撃しないと気が済すまなくなるのは、透も負けず嫌いだからだろうか。

「お前こそ、俺のことが好きで好きで堪たまらなくなったから、逃げ出したんだろうがっ」

「ち、違うわよっ。あんた、今の話、何を聞いてたのよっ」

　焦あせったような早口の言葉と一緒に、響が立ち上がる音が聞こえた。透も立ち上がって扉とびらに向かう。そこには顔を真っ赤にさせた響が、目を吊つり上げて立っていた。

「だってそうじゃねえか。でなきゃ逃げ出す必要なんてどこにもねーじゃん」

「な、なんですってっ」

「じゃあ、何でそんなに真っ赤になってんだよ」

　すると響は、ついに扉を大きく全開にして、透の前に立ちはだかった。

「なんだ？　今まで散々逃げてたくせに」

「だってあんたからは見えるのに、私だけ見えないって、なんかずるいじゃないっ」

　僅わずか数十センチ先に響がいた。昼間ボコボコにされているときは、じっくり見る余よ裕ゆうなんてなかったが、実は今も変わらない。胸がドキドキして、目を合わすのすら強きよう靭じんな意い志しがいる。

「ふんっ、顔が赤いのはあんたも一緒じゃないのっ。あんたの心しん臓ぞう、滅め茶ちや苦く茶ちやうるさいわよ」

「気のせいだ。俺は平へい常じよう心しんだね。平常心」

「うわっ、よく言うわ。あんたこそ、あのとき、私のこと後ろから抱だきしめて、『どこにも行くな～、戻ってきてくれ～』って泣きべそ搔かいてたくせにっ」

「んなこと言ってねえ。ぜってー言ってねえっ」

　かっと透の全身が熱くなる。だがあのときの腕うでに残された記き憶おくは、決して忘わすれられない。

「噓うそばっかり」

　ふふんと鼻で笑う響に、透はムキになって言い返す。

「なんだよ、勝手にキスしたのは誰だったっけっ？」

「なっ!?　あ、あれはっ、指、そうよ指よっ、何、勝手に都合のいい勘かん違ちがいしてんのよっ」

「指ぃ？」

　柔やわらかな、微かすかにしょっぱかったあの感かん触しよくは、絶対に指なんかではなかった。

「あーっ、あんた何思い出してんのよ、やらしい奴ねっ。やっぱりあんたって、根がむっつりスケベーなのねっ」
















「誰がむっつりスケベだっ。だいたい、勝手に汚きたねーもん、押しつけんなっ」

「な、何ですってっ、私の口のどこが汚いってのよっ」

「なんだ、やっぱり唇なんじゃねーかっ」

「あっ、うっ、あうっ」

　響は口をパクパクさせると、いきなり拳こぶしで透の顔面を殴なぐりつけてきた。もちろんそれは予よ測そく済ずみなので、難なくかわす。昼間あれだけ殴られれば、その軌き道どうを見切るくらい容た易やすい。

　ひょいひょいとかわし続けていると、響は両拳をブルブルと握り締めて、ついに大声で怒ど鳴なりつけた。

「う～～～～、むっきー、あんたねっ、年下のくせに生意気なのよっっ!!」

「手の掛かる姉ちゃんがいると、弟は皆そうなるんだよっ」

　透も負けじと怒鳴り返す。

「誰が姉よっ」

「お前がなりたいって言ったんじゃねーかっ」

　もう既すでに会話になっていないのはわかっていたが、売り言葉に買い言葉で収しゆう拾しゆうがつかなくなっている。

　それを中ちゆう断だんさせたのは、階かい段だんを上ってきた総一郎だった。

「おーい、そこまでにしとけよ。下まで丸聞こえだぞー」

　総一郎は心底呆あきれたとでも言うように、やれやれと盛せい大だいな溜ため息をついた。

「お前らガキだな。今どき小学生でも、そんな恥はずかしいケンカしねえぞ」

「うるせえっ」

「うるさいっ」

　二人の声がきれいに重なる。

「はあー、そういうときは息がぴったりなんだな、全く。俺おれは決着つけろって言ったのに……。まあいいや。目標が決まったから、降おりてきてくれ。これから襲しゆう撃げき作戦の説明をするから」

　総一郎はそれだけを伝えると、馬鹿らしくてこれ以上相手にしてられんと、ぶつぶつ文もん句くを言いながら、階段を降りていった。

　残された二人は、ただ気まずい沈ちん黙もくを残して、しばらくその場から動けなかった。

　途と中ちゆうまではいい雰ふん囲い気きだったのに、一体どこからおかしくなったのだろう。頭上の満月に聞いてみたかったのだが、きっと月にいるウサギも呆れているに違いない。
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　中野区にあるこの小久保病院から一番近くて、尚なお且かつワクチンと治ち療りよう薬やくが保ほ管かんされているような場所となると、菱川インダストリーが出しゆつ資ししている合ごう弁べん会社の製せい薬やく工場が真っ先に浮うかび上がった。前に透と薫で見み張はった、木き更さら津づにあるあの研究所のことだ。

「ほらな、俺の情じよう報ほうもほとんど当たってたわけだ」

　総一郎が得意そうに胸を張った。黒川庄村の事じ件けんさえ起きなければ、響と慶介の次のターゲットはそこだったらしい。

　総一郎が木更津の研究所よりもっと怪あやしいと言っていた愛知県の製薬工場は、あの夜に本当に襲撃していたらしく、逆にそこまで完全に動きを読まれていた里美たちは、総一郎の情報収集能力を本物と認みとめたようだ。現げん在ざいの総一郎のエクサーランクはＣ級だが、それを今すぐＡ級に上げてあげるから、直ちよく属ぞくの配下に入らないかと盛んに勧かん誘ゆうしていた。

　総一郎も満ざらではなさそうだったが、丁てい重ちように断ことわっていた。理由は透たちと同じだった。元々エクサーになった動機からして、透たちが面白そうなことをやっているからという程てい度どだったので、エクサー稼か業ぎように興きよう味みがあるわけではないようだ。金に不自由しているわけでもないので、わざわざ霧生と対立して命を危き険けんに晒さらす意味などないのだろう。

「はあ、最近の子は薄うすいのねえ」

　そう言って里美は嘆なげいたものだ。

　それで、木更津の研究施設にどうやって忍しのび込こんで、どのように目的の物を奪うばうか、夜遅くから半日かけて話し合っていると、現地に潜もぐり込ませた配下の者から、一台の輸ゆ送そう車が出たという連れん絡らくが入った。

　病院の会議室には、里美、小久保院長、慶介、暁、薫、総一郎、そして透と響が集まっていた。他にも見知らぬエクサーらしき者が数人ばかりいたが、特に話しかけてきたりはしない。皆思い思いの場所に陣じん取どって、スクリーンに投とう影えいされた輸送車の画像を見つめている。

　その輸送車の目的地は不明だが、ひらがなの部分がアルファベットのＭになっているナンバープレートをつけた乗用車と一緒に出ていったらしい。その乗用車は福ふつ生さ市から来たと受付で応おう答とうしていたそうだ。

　問題なのは、どうやらその輸送車で、ワクチンと治療薬を運び出したということらしい。

「研究所に忍び込むより、それ襲おそった方が楽そうね」

　響が腕うでを組んだまま言った。

「ナンバーからすると軍ぐん属ぞくの私し有ゆう車両みたいだけど……」

「じゃあ福生ってのは、横田基き地ちか？」

　里美と暁が顔を見合わせて頷うなずき合っている。

「とするとアクアラインから湾わん岸がん線、首都高を通って、中央道、んで八はち王おう子じから16号かな」

「アクアラインから府ふ中ちゆう街かい道どう、川かわ崎さき街道で多た摩ま川がわ沿ぞいに北上するんじゃない？」

　総一郎の予よ測そくに、響が別の可か能のう性せいを示し唆さした。薫は何も言わずに、皆の話を聞いている。

「でもさ、なんか怪あやしくないか？　俺たちが狙ねらってるの知って、奪われないように先に運び出そうとしたのか、それとも誘おびき出す罠わなか……」

　このタイミングで降ってきたこんな都合のいい話に、透は何か裏うらがあるのではないかと勘かん繰ぐってしまう。当然里美もそれは考えているはずで、渋しぶい表ひよう情じようで思案していた。

「なんだあ？　怖おじ気けづいたんなら、来なくてもいいんだぜー」

　悪意のこもった揶や揄ゆが壁かべ際ぎわから飛んできた。慶介が嘲ちよう笑しようを浮かべて透を見ている。

「あー、雑ざ魚この意見なんか聞いてねーから、黙だまっててくれる？」

　透も言葉を選ばない。不快感そのままに思ったことを口走る。すかさず薫が透の腕を引っ張って嗜たしなめた。総一郎は肩を竦すくめて呆あきれている。

　響は慶介の頭をぺしっと叩たたいて、下らない言い合いになる前に、慶介の顔をスクリーンに無理やり曲げた。

「はあ、先が思いやられるわね……」

「お前ら、ケンカするのはいいが、仕事はちゃんとやれよ」

　里美と暁がやれやれと溜め息をついた。

　結局、輸送車はアクアラインを通って湾岸線に入った。高速道路で移い動どう中となると、襲しゆう撃げきポイントはそう多くはない。逆に高速を降りてしまうと、ルートが読めなくなる。今から準じゆん備びをして間に合う場所となると、さらに限られる。

　透たちはワゴンに乗り込むと、永えい福ふくＩＣに向かった。勝負は中央自動車道の始点、三み鷹たか料金所だ。




「到とう着ちやくまであと三分くらいだな」

　透の視し界かい限げん界かい距きよ離りギリギリのところに、標的の輸送車が姿すがたを現あらわした。ちょうど環かん八ぱちの真上を通つう過かしたところだ。距離は約四キロ。さすがに激はげしい頭ず痛つうが伴ともなったが、顔を顰しかめるのだけは堪こらえた。慶介の前なので、瘦やせ我が慢まんをしてしまう。

「本当に来たわねー」

　透の隣、ワゴンの後部座席で、響も同じように耳を澄すませている。もっとも対象がどんな音を発するのか知らないので、響の聴ちよう力りよくはここでは役に立たない。響はドスンと背もたれに体重を預あずけた。ふうと小さく息を吐いている。

　透たちは、三鷹料金所を越こえてすぐのところで、端はしに寄よせて停車したワゴンの中にいた。運転席に暁、助手席に慶介、後部座席に透と響が座っている。四人とも灰はい色いろの作業着を着ていて、道路工事の作業員というふうに見えなくもない。薫と総一郎と桃は病院で待機中だ。

　透たちの立てた作戦は、三鷹料金所で白昼堂々と強ごう奪だつするという乱らん暴ぼうなものだった。高速を降りてしまうと、どの一いつ般ぱん道を通って基き地ちに向かうのかわからない。なので、確実に通過して、かつ停車する場所となると、基地の前の検けん問もん所じよか、ここしか選せん択たく肢しがなかったのだ。事じ故こを装よそおって無理やり停車させる方法も考えられたが、周囲の車両を巻まき添ぞえにしないで誘ゆう導どうするのは難しい。結局この場所が一番襲撃するにはベストだった。

　透は輸送車の様子を詳くわしく探さぐった。輸送車は白のライトバンで、乗員は三人。運転席に一人、後部座ざ席せきに二人が座っている。三人とも普通の研究員のようで、特に武ぶ装そうしている様子もない。

　後部座席の後ろの荷台スペースには、大型の金庫が備そなえつけられており、目的のワクチンと治ち療りよう薬やくはその中に保ほ管かんされているようだ。ただし大きな問題が一つ発覚する。

「まずいな。金庫はダイヤルロックされてるぞ」

「ダイヤル？　じゃあ私に任まかせて。音で開けるから」

　なるほどと透は思った。ギアが嚙かみ合う音を聞き取るわけだ。

「だけど時間はかかるよな」

「それはまあ、ある程てい度どは仕方ないわね」

　だが、それだともう一つの問題が厄やつ介かいだった。

「護ご衛えいをどうやって片かたすかだな。私し有ゆう車両のくせにサブマシンガン持ってるぞ」

　透は輸送車のすぐ前を走っている乗用車に目を向けた。カーキ色の戦せん闘とう服を着た青い目の兵士が、運転席と助手席に一人ずつ。そして後部座席にはスーツ姿の日本人らしき男が二人。四人とも雰ふん囲い気きは明らかに堅かた気ぎではないものを醸かもし出している。

　目的の品を取り出すのにあまりもたもたしていると、返り討うちに遭あいかねない。

「だったら車ごと乗っ取ればいいんじゃない？」

　響があっさりとそう言ってのけた。また無茶を言うと、透は呆あきれかかったが、考えてみると確かにその方法が一番無む駄だがなかった。

　急いで作戦を変へん更こうする。慶介は料金所の係員に扮ふんして騙だます役、襲しゆう撃げき役は透と響、暁の三人が行う。一人が一人を倒たおせばいい計算だ。

　あと一分。透たちは帽ぼう子しを深く被かぶるとワゴンから降おりた。

「うへえ、なんだこれ、勘かん弁べんしてくれよ」

「あっつーい」

　灼しやく熱ねつの太陽光線とアスファルトからの照り返し、そして排はい気きガスとで、路上温度はとんでもないことになっていた。気を抜くと意い識しきを持っていかれそうで、響もげんなりしている。

「足引っ張るんじゃねーぞー」

　慶介は憎にくたらしい捨すて台詞ぜりふを残して、ＥＴＣと一般車兼けん用ようの料金ボックスに近づいていった。

「仲悪いわね」

　誰のせいだと透は突っ込みたかったが、さすがにそれは口に出せない。

「ま、余よ計けいなことは考えずに集中することね。スルーさん」

「エコーさんこそ、やり過ぎて相手を殺さないように頼たのむぜ」

　透も響も、下らない嫌いや味みとともに乾かわいた笑いを交かわしながら配置についた。暁は二人のじゃれ合いには関かん与よしないことに決めたらしい。それは賢けん明めいな判はん断だんだ。

　護衛の乗用車と輸送車は、ともに左端のＥＴＣ専用レーンに向かってくる。透たちは料金ボックスの陰かげに隠かくれて機を窺うかがった。配置は、透が運転席の男を、その後ろの席は暁が、反対側の後部座席を響が受け持つ。

　全すべてはタイミングの問題だった。既すでに慶介は能力でも駆く使ししたのか、係員を騙して中に入り込んでいる。乗用車の護衛も輸送車も特に異い変へんに気がついた様子はない。

　スピードを落とした護衛の乗用車がレーンに進入してくる。ＥＴＣのバーが素早い動きで跳はね上がって素通りさせた。

　透たちは全員、いつでも飛び出せるようにぐっと身を屈かがめた。透は細工を施ほどこした例のマイナスドライバーを左手に、右手にスタンガンを握にぎり締しめた。そして息を詰つめてタイミングを計る。

　続けて輸送車がレーンに入ってくる。透はすっと小さく息を吸すって、そのまま呼こ吸きゆうを止めた。上がるはずのバーが上がらない。急ブレーキをかけて輸送車が停車する。慶介が操そう作さしてバーの動作を上う手まいこと止めたのだ。

「今だっ」

　その瞬しゆん間かん、透たちは隠かくれていた料金ボックスの陰から飛び出した。透が低い体たい勢せいのまま、運転席の窓まど枠わくにドライバーを差し込んでロックを外すと、ドアを開けて運転席の男にスタンガンを押しつけた。そしてドア横のスイッチを操作して全てのロックを外す。

「よしっ」

　ここまでで僅わずかに七秒。すかさず響が左の後部座席を、暁が右の後部座席のドアを開けて、スタンガンでそれぞれ呆あつ気けに取られている研究員の男たちを無力化した。

　暁は透と場所を入れ替かえると、運転席のシートベルトをナイフで切せつ断だんして、男を引きずり出した。透と響も、暁に僅かに遅おくれて後部座席の男を引きずり出すと、輸送車に乗り込んだ。

「ＯＫだっ」

「こっちもいいわよっ」

　行動開始からここまで二十二秒。最後に慶介が機械を操作してバーを上げた。その顔がまあまあの動きだなと言っていた。暁が輸送車を急発進させる。

　前を行く護衛の乗用車が、輸送車の異変に気がついて急停車していたが、さすがに高速道路上では、バックまではしてこない。だが停とまったのは奴やつらの失敗だった。

　スピードを上げた輸送車は、あっという間に乗用車を追い抜いていった。みるみるうちに差が広がっていく。

　追い抜く際に撃うたれるのではないかと思ったが、護衛兵はサブマシンガンを構かまえるどころか、窓を開ける暇ひまもなかったようだ。

　後は調ちよう布ふＩＣまで追いつかれなければいい。たったの四キロメートルだ。そこで車を乗り捨てて追っ手を撒まく。作戦は完かん璧ぺきだった。

「よっしゃー」

「やったわね」

　透は響と手のひらを叩たたき合わせて喜んだ。響の手はほんのりと温かかった。よほど集中して興こう奮ふんしていたのだろう。




　　　　§６




　響が後部座席から後ろ向きに身を乗り出して、金庫のダイヤル式ロックを外している間、透は後続の様子を窺ったが、護ご衛えいの車両は一向に追いかけてくる気配はなかった。

　変だなと思ったが、追っ手がかからないのなら、それはそれでいい。

「あれ？」

　金庫と格かく闘とうしている響が、首を傾かしげている。

「どうした？」

「ううん、なんでもない。ちょっと失敗しただけ」

　響は額ひたいの汗あせを拭ぬぐってもう一度作業に取りかかる。

「おいおい、しっかりしろよ。あんまり時間ないんだからさ」

「わかってるわよっ。あんたは黙だまってて」

「へいへい」

　透は口を噤つぐんで目を凝こらす。係員が放ほうり出された研究員の対応に戸と惑まどっていて、料金所は一時的な交通止め状じよう態たいになっていた。護衛の車両は発進していたが、速度はあまり変わらないので、追いつかれるのは当分先だろう。

　だが猛もうスピードで迫せまってくる単車が一台あった。しかも高速道路では珍めずらしい二人乗りだった。二人は派は手でなツナギを着ていて、フルフェイスのメットを被かぶっている。

　この輸送車をぶっちぎる勢いで、あっという間に直接視界に入るところまで迫ってきた。ただし仮かりに敵てきだとしても、高速移い動どう中に単車で四輪車を攻撃するのは無む謀ぼうもいいところなので、それほど危き険けん視しはしていない。激はげしい風圧で、腕一本動かすのも容よう易いではないからだ。

　問題はそれが追つい跡せき者しやの場合、振り切れないことなのだ。燃ねん費ぴは明らかに単車の方が勝まさっているし、加速性せい能のうは段だん違ちがいだ。暁も気がついたようで、バックミラーで確かく認にんしている。

　響はまだダイヤルロックに手こずっているようで、金庫は開いていない。

　単車はあっという間に追おい越こし車線を疾しつ走そうして、この輸送車の右側に並ならびかけた。だがなぜか追い抜かずに、併へい走そうするようにスピードを落とした。その様子に不自然なものを感じる。

　後部シートの男は、左手を前で運転している男の腰に回し、右手はツナギの胸むねの中に忍しのばせていた。つまり片手だけで前の男にしがみついている格かつ好こうだ。酷ひどく不安定な体勢と言える。

　暁も不審に思ったようで、スピードを落とし僅わずかに輸送車を左に寄せる。

　だが単車も合わせて速度を落とすと、輸送車との間かん隔かくを狭せばめてきた。

「くそっ、こいつ、やっぱり敵だっ」

　里美は何をやっていたのだと文もん句くを言いたくなる。護衛は輸送車の前を走っていた乗用車だけではなかったということだ。単車の追跡部隊を見落とすなど、分ぶん析せきが甘あますぎる。

　銃じゆうで応戦しようと窓まどを開けようとして、透は後部シートの男の脇わき下したが微かすかに尖とがっていることに気がついた。まさかとは思ったが、その想そう像ぞうが当たっていたらかなりやばい。

「まさかっ、お前らっ」

　暁が驚きよう愕がくしている。

「単車から離はなれろっっ!!」

　透が叫さけぶのと、その脇下から火が噴ふくのが同時だった。

「きゃっ」

　透は咄とつ嗟さに響を押し倒して頭を押さえつけた。サイドウィンドウが粉々に砕くだけて、風がびゅうびゅうと舞まい込んだ。そしてぬるっとしたものが、飛沫しぶきとなって透の顔面を打つ。視界が真っ赤に染そまった。

「透っっ!!」

　響が透の顔を見て、悲鳴を上げた。

　透は右腕で顔を拭ぬぐうと、そこには真っ赤な血がべっとりとついていた。

「俺おれじゃないっ。暁さんっっ!?」

　透は響に怒ど鳴なり返して、暁に目を向ける。暁はだらりと頭を揺ゆらせていた。ぽたぽたと赤いものが暁の顎あごから滴したたり落ちている。

「き……りも……と……」

「暁さん、しっかりしてくれっっ!!」

「これ……は……わな……だ。てきは……りゅう……だけ……ない。だまさ……るな」

　だが暁はそこで意い識しきを失ったのか、透の声にはぴくりとも反はん応のうしなくなった。

「大だい丈じよう夫ぶっ、まだ生きてるわよっ。それよりぶつかるっ」

　響が横を指差して怒鳴った。ハンドルはコントロールを失い、途と端たんに輸送車は蛇だ行こうを始めていた。側そく壁へきがどんどん迫ってくる。時速百二十キロでコンクリート製の側壁に接せつ触しよくすれば、あっという間にこの輸送車は横転する。シートベルトもしていない透たちは、車外に放ほうり出されてそこでジ・エンドだ。

「くそっ」

　単車はまだ併へい走そうしていた。頭を上げるわけにはいかない。

　後部シートに跨またがっていた男が、胸の前で銃身の短いサブマシンガンを抱かかえていたのだ。前の男の背中と挟はさみ込むことで、片かた手てでもトリガーが引けるようにしたのだろう。

　それにしても、いきなり発はつ砲ぽうしてくるとは思わなかった。白昼堂々、高速道路上で銃じゆう撃げき戦せんを仕掛けてくるなど、非ひ常じよう識しきにもほどがある。逆に言えば、それだけこのワクチンと治療薬が重要だということかもしれない。

　透は暁の身体からだを助手席側に倒たおすと、その上に覆おおい被かぶさった。後部座席から手を伸のばして、何とかハンドルを摑つかむと、トラックに追つい突とつしそうだったのを車線変へん更こうして追い抜く。

　透とう視しをすれば、この体勢でも方向のコントロールは出来る。だがスピードは変えられない。というよりもむしろスピードが上がっていた。暁の右足がアクセルを踏ふみ込んだままなのだ。さすがにアクセルにまでは手が届かない。

「お前は単車に応戦っ。運転は俺が何とかするっ」

「応戦って武ぶ器きはっ？　私ナイフとスタンガンしか持ってないわよっ!!」

「俺のポケットにリボルバーが入ってるから使えっ」

「わかったっ」

　うつ伏ぶせになってハンドルに手を伸ばしている透の腰に、響の手がするすると伸びてきて、ポケットをまさぐった。

「ちょ、変なとこ触さわんなっ」

「あっれー、おっかしーなー」

　響は透の下半身に触ふれて、楽しそうにさわさわと両手を動かしている。

「お前、ふざけてる場合じゃねえだろっ」

　相変わらず緊きん張ちよう感の欠片かけらも感じさせない、どこまで本気なのかわからない響がいた。本当にこの度ど胸きようのよさには恐れ入る。

「んもー、心に余よ裕ゆうのない奴やつねー。そんなんじゃハゲるわよ」

「ハゲるって、あのな、このまま停とまれないと、少なくとも八王子で俺たち死ぬんだぞっ」

「あっ」

　さすがに響も事じ態たいを悟さとったらしい。

　とっくに調布ＩＣは過ぎていた。このまま走り続けると、いずれ八王子料金所で前の車両に追つい突とつすることになる。あと十五キロメートルほどだ。時間にして約七分程てい度どしかない。

　かといって今は停まるわけにもいかない。そのときはサブマシンガンを持った単車の二人組に蜂はちの巣にされる。

　響は透の腰の上に重なるようにしてうつ伏せになると、拳けん銃じゆうを窓の外に構かまえた。

「絶ぜつ対たい、頭上げんなよっ」

「それほど馬ば鹿かじゃないわよっ」

「はん、どうだか」

──タタタタッ

「うわっ」

「きゃあああぁぁっ」

　言ってるそばから再ふたたび斉せい射しやを浴びた。今度はフロントガラスも砕け散って、凄すさまじい風圧が透たちを襲おそった。

「あんた、あの単車に体当たりしなさいよっ」

　響が怒鳴った。大声を張り上げないと声が聞こえないのだ。

「うるせえっ、今やるとこだったんだよっ」

　響は腕だけ出して適てき当とうに発はつ砲ぽうしたが、当然当たりはしない。

「ちゃんと狙ねらえよっ。弾たま数かず限かぎられてんだからさあっ」

「だったらもっと近づきなさいよっ」

　響は透の太ももをぎゅうっと抓つねった。

「いてっ、やめろ、ヴォケっ」

　時速百三十キロの超スピードで疾しつ走そうする輸送車を、アクロバットな体勢で運転しているという極きわめて危き険けんな状じよう況きようなのに、二人とも軽口を叩たたくのは忘わすれない。

「あははは、やっぱりこうよね」

　透は響が何を言おうとしたのか、何となくわかった。

「俺もだ」

　響の高めの体温が、背せ中なかに熱く伝わってくる。暁が死にかけていて、透たちもいつ路上に叩たたきつけられるかわからない。蜂の巣にされるかわからない。そんな状況だというのに、実は心が躍おどっていた。生死を共にしているという極限状じよう態たい。その弾はずんだ声を透は望んでいたのだ。きっと響も同じだったと思いたい。




「うりゃっ」

　透はハンドルを右に切って、単車に幅はば寄よせした。だが当然ながら単車はそれを避さけた。機動性でも四輪車より単車の方が遥はるかに上だ。だが今はこれでいい。真横に並ならばれさえしなければ、銃撃はされないのだ。だがそうは問屋が卸おろしてはくれない。

「あっ、なんかもう一台来たみたいよ。左後ろ」

「マジかよ、鬱うつ陶とうしい奴やつらだな」

　首を捻ひねって背はい後ごを見通すと、左後方に同じく二人乗りの単車がいた。サブマシンガンを隠かくし持っているのも同じだ。しかも銃口は逆ぎやくに向いている。一台は銃口を右に向けて、もう一台は左に向けていた。それが左右に分かれて、輸送車を挟はさみ込こむように両側から迫ってくる。

　両側から交こう互ごに斉射を受けて、透たちの頭上を鉛なまり弾だまがひゅんひゅんと飛び交う。

「もうドアの鉄板も持たないわよっ」

「くそっ、勘かん弁べんしてくれよ……」

　透はハンドルを左右に振って体当たりを敢かん行こうするが、難なんなく反対側に回り込まれてしまう。タイヤを狙ねらわれないだけマシだが、一番怖こわいのはガソリンタンクに被ひ弾だんすることだった。

「透っ、あのトラックの横につけてっ」

「スピード調整は無理だっ」

「なんで？　これ、オートマでしょ？　だったらオーバードライブの切り替かえで何とか出来るじゃないっ。ギアを落とすのも簡かん単たんよっ」

「オーバードライブ？　なんだそれっ？」

　マニュアル車ならまだしも、透はオートマ車の仕組みなど知らないので、意味がわからない。

「ギアの横にスイッチあるでしょ？　それにクラッチなんてないんだから、ギアを動かすだけでいいのっ」

　オートマ車はギアチェンジにクラッチを踏ふむ必要がないらしい。単車と違ってその単たん純じゆんさに驚おどろく。透は響に言われたまま、オーバードライブのオン・オフを切り替えて、エンジンブレーキで小こ刻きざみにスピード調整を図る。これなら単車に横から銃撃される心配はない。

　単車は二台とも輸送車の背後についた。

「チャンスっ」

　響は後部座席から身を乗り出して銃を構えた。だが猛もう烈れつな風ふう圧あつに、帽ぼう子しごと髪かみが吹き飛ばされて、自分で視界を悪くさせていた。

「あーもうっ、自分の髪ながら鬱うつ陶とうしいっっ」

　響は苛いら立だたしげに叫さけんでいる。だけど却かえってそれがカモフラージュになったようで、単車からは響の構かまえる銃が見えなかったようだ。

　響が立て続けに発砲すると、直撃はしなかったようだが、単車は避けようとバランスを崩くずしていた。急ブレーキをかけたのか、あっという間に二台とも後こう退たいしていく。

　そこに慶介の運転するワゴンがようやく追いついてきた。ライトバンに負けず劣おとらずボロボロなところを見ると、護ご衛えい車両と一戦交えていたらしい。慶介は荒あらっぽい運転で単車に体当たりをかまそうとワゴンを左右に蛇だ行こうさせている。

　それで単車は諦あきらめたのか、するするとワゴンのさらに後方まで後退していった。




　　　　§７




　透たちは国くに立たち府中ＩＣで高速を降りると、慶介の運転するボロボロのワゴンに乗り換かえた。暁は辛かろうじてまだ息があったが、右頭部に銃じゆう弾だんが命中したらしく、生きているのが不思議なほどだった。一いつ刻こくを争うというので、近くの都立病院に向かった。

　だが病院に着く直前に、護衛の乗用車に襲おそわれた。狙いはワクチンと治療薬と思われたので、暁の搬はん送そうを優ゆう先せんさせるべく、透と響は、クーラーボックスを抱かかえてワゴンから降りた。

　クーラーボックスに発信機でも仕掛けられていたのかもしれない。どんなに追っ手を撒まいても、あっという間に捕ほ捉そくされた。透と響は散々走り回って、発車ギリギリになるタイミングを見計らって駅に向かった。

「だー、ちょっ、閉しまるの待てっ」

　透と響はズダダダダと階かい段だんを飛び降りるような勢いきおいで降りると、電車の閉まるドアを手で押さえつけて、無理やり駆かけ込んだ。

　電車が動き出すと、追ってきた男たちがホームで悔くやしそうにしている姿すがたが見えた。どこかに電話で連れん絡らくを入れている。

　とりあえずこれで、三鷹駅に着くまでの数分間は、時間の余よ裕ゆうが出来た。

「はあ、はあ、しばらくは落ち着けそうね」

「ああ……」

　透と響は、国こく分ぶん寺じ駅から中央特別快速に乗ったところだった。響は苦しそうに呼こ吸きゆうを整えている。既すでに里美には、中野駅に迎むかえに来てもらうように連れん絡らくしてあった。

　ここまで逃にげ惑まどいながら切せつ羽ぱ詰つまった展てん開かいの連続だったので、二人だけで落ち着いて話をするのは昨夜の屋上以来だった。こうしてふっと我われに返る瞬間が少しだけ辛つらい。

「だけど、あいつらも本当にしつこいな」

　電車の走る音はうるさいのに、二人の間に横たわる無言の空気が重苦しい。適てき当とうに話題を振って口を開いていないと、間が持たない。

「それくらいの切り札なんでしょ、それ」

　響が透の肩にかけられたクーラーボックスを指差した。汗あせで髪の毛が張りついた響の頰ほおが、妙みように色っぽく感じてしまう。

「そのわりには警けい戒かいが薄うすかったよな」

「そう？　私たちの手て際ぎわがよかったのよ」

「そうかなあ……」

　電車内は比ひ較かく的空すいているものの、座ざ席せきは全すべて埋うまっている。透はクーラーボックスを床ゆかに置いてその上に座すわり込んだ。だけどすかさず響に突き飛ばされて、その場所を奪うばわれた。

「へっへー、もーらいっ」

「お前な……」

　以前と変わらない響に、透は少しだけ戸と惑まどった。会えなかったあの期間とは、一体なんだったのか自分でもわからなくなってしまう。響との距きよ離り感が上う手まく摑つかめない。

「何よ、こういうのはレディファーストだって、保ほ育いく園えんで習ったでしょー」

「習うか、ヴォケ。っていうか俺もお前も、保育園なんか通ったことねえだろがっ」

「ふんふーん」

……聞いちゃいない

　響は後ろのドアに寄りかかると、小さくふうふうと息を吐き出して、かなり暑そうに作業着の胸むな元もとをバタバタと扇あおいだ。顔も暑さで上気したように赤い。だが電車内はエアコンが効きいているので、透はむしろ汗が冷えて気持ち悪いくらいだ。

「お前も脱ぬげばいいじゃん」

　透はとっくに作業着の上着は脱ぎ捨すてており、Ｔシャツ一枚まいだ。

「やーねー、このスケベはっ」

　響はジト目で透を見上げた。

「スケベって……」

　今までも響は、ノースリーブのキャミやピッタリとしたＴシャツ姿でいることが多かったくらいで、何がスケベなのか全く意味がわからない。その疑ぎ問もんが顔に出ていたのだろう。

「汗でシャツがスケスケなのよ」

　透は一瞬その姿を思い浮うかべそうになって、すぐに頭から追いやった。響から目を逸そらして窓まどの外を眺ながめやる。

「あれ？　想像しちゃった？　普ふ段だん、いつも覗のぞきしまくってるくせにぃ」

「してねえっ」

　あっさり挑ちよう発はつに乗ってしまい、ムキになって言い返してしまう。響は悪戯いたずらっぽい上うわ目め遣づかいで、にやにやと笑えみを浮かべていた。

「なんなら見せてあげてもいいわよ」

　響はなぜか嬉うれしそうに胸むねを張った。心なしか以前より大きくなっている気がするのだが、多分気のせいだろう。

「ガッカリするからやめとくわ」

「むうっ」

　蹴けりでも飛んでくるのではないかと身み構がまえたが、響は口を尖とがらせただけで何もしてこなかった。だがその顔は暑さのせいか多少赤いものの、相変わらず楽しそうにしている。

　そのうち、電車のスピードが落ち始めて、透たちは駅のホームに意い識しきを集中させた。

　だが三鷹駅には、それらしい者たちは待ち伏ぶせしていなかった。透も響もかなり警けい戒かいしていたので、拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。

　無事に電車は発車して、再びスピードを増ましていく。

「それにしても、よくよく考えてみたら、これってはた迷めい惑わくな姉妹きようだいゲンカよね」

「まったくだ」

「仲直りしてくれれば、私たちもこんな苦労しなくて済すむのに」

「ああ、そうだった。そのことで新事実発覚」

「何よ？」

「この前さ、島木に会ったんだよ」

「へえ、お兄様、無事だったんだ」

「お前な、その呼び方はやめろよ」

　透は露ろ骨こつに顔を顰しかめると、霧生に学校に誘おびき出されたときの一件けんを話した。

「へえ、でもそこまでいくと、ブラコンというよりストーカーよねー。実は今もその辺であんたのこと見守ってたりして」

「うへっ、気味悪いこと言うなよ」

　つい、周囲の乗客を見回してしまう。とはいえ、本当にいたとしても、どうせ認にん識しきは出来ないので意味はない。

「で、まあ、あの姉妹二人が対立してる原げん因いんって、実は……」

「実は？」

　透は自分で話題を振っておきながら、これは失敗したと思った。だが口に出した以上、途と中ちゆうで切るのは不自然だった。

「えっと、島木が絡からんでるみたいなんだ」

「……それってまさか三角関係？」

　響も目を丸くして驚いたが、すぐに微び妙みような表ひよう情じようになってしまい、それ以上言葉が続かない。お互い、他人のことを言えないと気がついて、気まずい沈ちん黙もくが続く。電車のガタゴト走る音が、やけに小さくしか感じられない。

　響は目を閉とじたまま、頭をドアにもたれさせていた。ときおり眉み間けんに皺しわを寄せて、何かを我が慢まんするような表情を見せる。

「……薫とは上う手まくいってるの？」

「まあな。別に問題はない」

「そう」

「お前は全然しゃべってないよな」

　昨日再さい会かいしてから、響と薫が話をしているところを、透はまだ見ていなかった。響が逃にげ回っていたからだろう。

「怒おこってるんでしょうね」

「そりゃあな……」

「あの子にきつく言い過すぎちゃったしね。あんたを見み捨すてたことも許ゆるせなかったみたいだし」

「は？　それって大使館での話か？」

「そうよ」

　総一郎の話では、薫は響に激げき怒どしたらしい。透を置いて自分たちの安全を優ゆう先せんしたことについて、響を激しく詰なじったということだ。だがそれは自分の力不足に対する八つ当たりだったと、その後に猛もう烈れつに自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいっていたそうだ。薫の意識が変わったのはそれからなのだろう。

「薫ちゃんがお前に怒ってるのは、そんなことじゃないよ」

「え？」

「俺おれたちの前から逃げ出したからだ」

「別に逃げたわけじゃ……」

「逃げたんだよ」

　響を遮さえぎって透は言葉を被かぶせた。自分でも驚くくらい強い口調になっていた。

　昨夜は曖あい昧まいなままで終わってしまった話だが、避さけては通れない話題でもある。

「そうね……。これじゃ、今までと変わんないわね。やっぱり戻もどるのは早かったな……」

　響が肩かたを落として、しょんぼりと俯うつむいた。

　今のようなじゃれ合いは確たしかに楽しい。だけどそれでは、以前と変わらない。結局苦しむのは響であり、薫であり、最終的には透自身に跳はね返ってくる。

「じゃあ何で戻ってきたんだよ。里美さんの命令なんかぶっ飛ばしちまえばよかったのに」

　心にもないことを言っていた。戻ってきて一番嬉うれしいのは透なのに、なぜ咎とがめるようなことを口走っているのだろう。

「だって、私だって……」

　一いつ瞬しゆん、響の目が涙なみだぐんでるように見えたのは透の目の錯さつ覚かくだろうか。顔を覗のぞき込もうとしたが背そむけられた。

「響……」

「名前で呼ぶな……」

　何か変だった。先ほどからやけに響は赤い顔をしている。暑さで参っているせいかと思っていたが、それほどやわな身体ではないはずだ。だいたい響は、こんな弱音らしきことを口走ったりしない。

「おい」

　透は響の肩かたを揺ゆさぶろうとして手を置いた瞬間、異い常じように気がついた。激しい発はつ汗かんで作業着の上着はありえないほどにじっとりと濡ぬれていた。上着でこれなら、確かに下のＴシャツはぐっしょりだろう。

　咄とつ嗟さに手を伸のばして響の額ひたいに触ふれる。その手はすぐに振り払われたが、案の定、火が点つくかと思うくらい熱かった。

「風か邪ぜか？」

「あー、誰だれかさんのせいで昨日夜風に当たり過ぎたかな」

　響は、はははと乾かわいた笑い声を上げた。そしてすぐにいつもの勝気な表情に戻る。だがその熱で上気した顔色は痛いた々いたし過すぎた。

　そういえば輸送車を襲おそった時点で、既すでにおかしな素そ振ぶりはいくつもあった。金庫の開かい錠じように失敗したり、興こう奮ふんして火ほ照てったような体温も感じられたではないか。今だって疲つかれたようにクーラーボックスにへたり込んでいる。

「何で言わねえんだよっ」

「出発前までは我が慢まん出来そうだったのよ。ちょっと身体からだが重いかなって程てい度どで。でも大だい丈じよう夫ぶよ、これくらい。ちゃんと動けるから」

　散々走ったせいで、どんどん具合が悪くなっていったのだろう。今まで気がつかなかった透のミスだった。言われなくても気がつくのがパートナーの役やく割わりではないか。何をやっていたんだと自分を罵ののしりたくなるが、自己嫌悪に陥おちいる暇いとまもなく、電車に急ブレーキがかかった。

「なんだ？」

　電車の前方を見通すと、歩道橋のちょうど真下で、誰か人が倒たおれていた。歩道橋の脇わきには、大型トラックが停まっている。国こく流りゆう高校で霧生の手の者が襲ってきたときと同じ車種で、既すでに例の猫ねこと男たちが、歩道橋の下で待ち構かまえていた。それぞれ目立たないようにカジュアルな格かつ好こうをしているが、ポケットには非ひ合法な代しろ物ものを隠かくし持っているはずだ。

　どうやら中野駅に着く前に、強ごう引いんに仕し掛かけてきたようだ。他の乗客を巻まき添ぞえにすることなど、なんとも思っていないに違いない。

　響が緩かん慢まんな動きで立ち上がる。自分では精せい一いつ杯ぱいの動きをしているのだろうが、とてもではないが、ちゃんと動けるというレベルではなかった。だが、だからといってここに留とどまっているわけにもいかない。透は響の手を引くと、後ろの車両にどんどん移い動どうしていった。火傷やけどしそうなくらいに響の肌はだが熱かった。どう考えても、立って動けるような熱ではない。

　敵てきは透たちのいる車両がどこなのかわかっているようで、線路の両側から走ってやってくる。

　透たちは完全に停車するのを待って、非常レバーで敵の数が少ない方の扉とびらを開け放つと、電車から飛び降りた。

　どうやらそこは、中野駅と高こう円えん寺じ駅のちょうど中間地点のようだった。

「くそっ」

　敵の動きが早い。しかも響はいつ倒たおれてもおかしくない状じよう態たいだ。クーラーボックスは諦あきらめて、逃とう走そうを優ゆう先せんするべきか判はん断だんに迷まよう。

　そのとき透の携けい帯たいが震ふるえた。透はディスプレイで相手を確かく認にんすると即そく座ざに通話に出る。

『透さんっ。そこから高円寺の方に向かってくださいっ』

　相手は薫だった。しかも薫は透がどこにいるのか把は握あくしている。

『環かん七ななと交差するところにいますっ!!』

「わかったっっ!!」

　透は薫が何を意図しているのかもすぐに悟さとった。響の手を引いて走り出す。高こう架かの下には、中型トラックの荷台に薫と総一郎、そして桃が控ひかえていた。運転しているのは、里美配下の者だろう。荷台には準じゆん備びよろしく、マットに毛もう布ふまで用意されている。高さは結構あるが、それなら怪け我がのしようもない。

（行けっ）

　桃の思念が伝わると同時に、高架の下から、数十羽というカラスが一いつ斉せいに上空へと舞まい上がった。漆しつ黒こくの大群が、そしてそのまま透と響を飛び越こえて、追い縋すがっていた猫と男たちに襲いかかった。

　背後から聞こえてくる悲鳴は無む視しして、透と響はトラックに向かって飛び降りた。そして着地と同時にトラックが発進する。

「霧元っ、水みな瀬せ先せん輩ぱいっ」

「透さん、響ちゃんっ」

　透は二人に礼を言う暇ひまもなく、荷台にうつ伏せに倒れ込んだままの響を抱だき起こす。既に響は意い識しきがなかった。

　最後まで足を引っ張らないところはさすがだが、やはりよほどの無理をしていたのだ。

「おいっ、しっかりしろっ」

　響を仰あお向むけにひっくり返すと、頭を抱きかかえて肩かたを揺ゆすった。そのとき透は、響の左腕の袖そで口ぐちから僅わずかに覗のぞいている、三本の赤い線に目が留とまった。

──ドクンッ

　心しん臓ぞうが早はや鐘がねのように動き出す。あまりに不ふ吉きつで嫌いやな予感が膨ふくれ上がる。これはただの風邪ではないのではないか。そういえば、響は再会してからずっと長袖を着用していた。それは一体なぜなのか。

　透は震ふるえ出しそうになる自分の手を無理やり動かして、響の左袖を捲まくり上げた。そしてはっと息を吞のむ。一緒に覗のぞき込んでいた総一郎と薫も、時間が止まったかのように固まった。

　そこには明らかに獣けものに引っ搔かかれたものと思われる、三本の傷きず跡あとが走っていた。
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「そろそろかしら……」

　背中まである長い髪かみの妖よう艶えんな女は、決着をつけるときだと思った。

　今までは、ほとんど向こうからは手を出してこなかったというのに、あの少年たちが妹の味方をするようになってから、少しずつ様相は変わり始めた。

　最初に少年たちとかかわったのは、去年の冬の始まりだった。小こ平だいら研究所を潰つぶされ、猫の捕ほ獲かくにも失敗し、銀行強ごう盗とうには成せい功こうするも目的のものは奪うばい返された。

　組そ織しき内での立場が危あやうくなった彼女だったが、逆ぎやくにあの少年たちを利用することで、トップに上りつめた。幼おさな馴な染じみの助力を得られたことも大きい。

　今はその幼馴染との協力関係も解かい消しようしているが、妹との争いに限り、どちらの陣じん営えいにも与くみしないことを約束している。

　既に女に残された時間は少ない。決着をつけるには、もう今しかなかった。

「桃ももという名前だったかしら……」

　神をも恐おそれぬ女の野望を実現するには、あの猫が必要だった。クローンの生成には時間がかかるし、血が近い程てい度どの兄弟猫では、あのウィルスに耐たえられずに三日ともたないのだ。

　このウィルスが実際に生物兵器として使用されれば、相当数の死者が出るだろう。今は感かん染せん力は低いが、最終的には人から人へ空気感染するように変異させたい。

「そうすれば、もう誰にも破は滅めつを止めることは出来ないわ……」

　女の母親もそれを目指したが、結局最後は精せい神しんを崩ほう壊かいさせて死んだ。狂きよう気きを宿したあの目には、復ふく讐しゆうの光しか宿っていなかった。あの地じ獄ごくを見て正気を保たもてる方がどうかしているのだ。

　祖そ父ふ母ぼの死、父の死、そして弟の死を前にして、妹はなぜ平気だったのだろうか。女には理り解かい出来ない。何があの妹を支ささえているのだろう。最初は幼馴染の存そん在ざいが大きいと思っていたのだが、どうもそうではないらしい。

　もしかしたら女と同じように、壮大な目的を胸むねに秘ひめているのかもしれない。狂気に侵おかされないためには、より大きな狂気が必要なのだ。

「だけど……」

　どうして母親は妹も一いつ緒しよに連れてこなかったのだろうか。どうして女だけを連れて村を出たのだろうか。もしかしたら、どちらかだけでも生き残って欲ほしいと願ったのかもしれない。だけどその願いが叶かなうことはないだろう。

「考えても無む駄だね。もう遅おそいわ」

　動き出した時計の針は止まらない。既すでに手遅れだからだ。







　第四章　指ゆび先さきの記き憶おくと許ゆるせぬ結けつ末まつ










　　　　§１




　響ひびきが倒たおれてから丸一日が過すぎた。依い然ぜんとして響は四十度近い高熱を発したまま、意い識しき不明の状じよう態たいが続いている。

　響の体内からはフルイズミウィルスが検けん出しゆつされた。暁あかつきはウィルスの潜せん伏ぷく期間は約三日間だと言っていた。透とおると一いつ緒しよに響が白黒のブチ猫ねこと戦ったのは、今から三日と十二時間前。半日のタイムラグは、誤ご差さの範はん疇ちゆうに入るだろう。

　あのとき響が間かん一いつ髪ぱつのタイミングで助けに来てくれなかったら、今いま頃ごろ倒れていたのは、響ではなく透だった。つまり響は透の身代わりになって感染したとも言えるのだ。

　幸いだと思ったのは、ちょうど透たちが持ち帰ったワクチンと治ち療りよう薬やくがあったからだ。実じつ際さいに黒くろ川かわ庄しよう村の子どもたちは、この治療薬を投とう与よしたお陰かげで、症しよう状じようが軽けい減げんしたのか、皆一様に病びよう状じようは回かい復ふくに向かい始めたそうだ。だから響もきっとすぐに治るはずだと思っていた。

　それなのに、響にはその治療薬が全く効こう果かを発はつ揮きしなかった。響は一向に回復せず、むしろ悪化しているほどだった。

「くそっ、どうなってんだよっっ」

　透は様子を見にきた里さと美みと小こ久く保ぼに詰つめ寄よった。集中治療室前の廊ろう下かに透の怒ど号ごうが響ひびき渡わたる。

「なあ、何で治らないんだよっ」

　さらに透は、里美の襟えり首くびを摑つかんで廊下の壁かべに押しつけた。

　里美は悲しそうに透を見返すだけで何も言わない。里美はそっと透の腕うでに触ふれた。

　ただの八つ当たりだということはわかっている。里美が悪いわけではない。だが響が苦しんでいるこのときに、自分は何も出来ないということが、透には辛つらすぎた。今までどんな困こん難なんなことにぶつかっても、何かしらやるべきことはあった。だけど今はただ待つことしか出来ない。

「透さん……」

「霧きり元もと……」

　薫かおると総そう一いち郎ろうが両側から透を宥なだめた。辛いのは透だけではない。透は里美から手を放すと、長なが椅い子すに力なく座すわり込こんだ。

　女じよ性せいの看かん護ご師しは慌あわただしく廊下を行き交かっているが、患かん者じやの見み舞まい客など他の通行人たちは、透たちのいるこの一角には近寄ってこない。それくらい重い雰ふん囲い気きが、この空間を支し配はいしていた。快かい晴せいの昼下がりだというのに、日が翳かげっているのではないかと思うほどに暗く感じる。

　響はきっと感染したことを知っていたのだ。ずっと長なが袖そでを着ていたし、透が気づくまで病気のことを隠かくそうとしていた。誰だれにも言わなかったのは、あの時点で作戦を成功させる以外に対たい処しよ法がないことを知っていたからだ。透たちに心配を掛かけさせないためとしか考えられない。そして透のせいで感染してしまったことで、透が自身を苛さいなむことをわかっていたのだろう。

「馬鹿が……」

　響は相変わらず意識が戻らない。

　透に出来るのは、ただ見守ることだけだ。無事を祈いのって、またあの憎にくたらしい笑顔を見せてくれることを願うしかない。




　その夜、透たちは響の状態について、小久保から説明を受けた。院長室には小久保の他ほかに、透と薫、総一郎がソファに腰掛けている。

「このフルイズミウィルスには、戦中に流行したオリジナルの他に、現在のところ二つの亜あ種しゆが確かく認にんされているんだ。一つは、先日黒川庄村で広まったもので、これについては、昨日君たちが持ち帰ってきてくれた治療薬で対処することが出来る。恐おそらくは組そ織しきで新たに作り出されたウィルスなのだろう。症状もそれほど酷ひどくはならないみたいだし、治療薬が何とか間に合ったこともあって、今のところ死者も出ていない。能のう力りよく異い常じようも今のところ顕けん著ちよではない。多少感覚器官が鋭するどくなる事例があるという程度だね。全く変化のない子もいたよ」

「んなことはどうでもいいっ」

　問題なのは響の病気が治るのかどうかということだ。

「まあ、待ちなさい。話は最後まで聞いて」

　結論を急ぐ透に、小久保は落ち着くように言って説明を続ける。

「残る亜種が、水みな瀬せさんが感染したと思われるものだ。こちらは感染から発症までの期間が比ひ較かく的短いのと、症状が明らかに黒川庄村型よりも重い。治療薬も従じゆう来らいのもの、君たちが持ち帰った黒川庄村型のもの、どちらも効きかないんだ」

　小久保の話では、これといった治療法がないので、今は響の体力に賭かけるしかないのが実情なのだそうだ。

「彼女に感染したウィルスの由来ははっきりしないんだが、霧元くんの話を勘かん案あんすると、恐らく桃ももくんのものだろうね。玲れい子こくんが狙ねらっていたのも、この桃型ウィルスの方なんだろう？」

「ああ」

　その桃型ウィルスとやらにどんな効果があって、どんな症状が出るのか知らないが、霧生きりゆうが悪用するつもりでいるのは間違いない。断言出来る。

「だけど、ここまで劇げき症しよう化するとは思わなかった。もしかしたら彼女は、フルイズミウィルスの抗こう体たいそのものを持っていなかったんじゃないか？」

「は？　何言ってんすか？　だって響は能力者ですよ」

　透は意味がわからないと、小久保の質しつ問もんに首を振った。

「能力者かどうかは関係ない。君たちが特とく殊しゆ能力を保ほ持じしているのは、両親から遺い伝でんしたからであって、ウィルス感染によって引き起こされたものではないよ」

「そうなんですか？」

　総一郎が意外そうに言った。透と同じように勘かん違ちがいしていたのだろう。

　この特殊能力は、てっきりウィルスによるものと思っていたが、そうではないらしい。ということは透の子どもたち、つまり第四世代にも、この力は受け継つがれるということになる。

「えっと、じゃあ、私と透さんが抗体を持っているというのはどういうことなんですか？」

「……それは君らが幼おさない頃に感染したんだろう。そして辛かろうじて一命を取り留とめた。だが水瀬くんは感染そのものを免まぬがれたということじゃないかな。元々感染率りつの高い病気じゃないしね」

　小久保は薫の質問に、少し考え込んでから答えた。薫は険けわしい表ひよう情じようで眉まゆ根ねを寄よせている。

　薫と透が抗体を持っているというのは、以前に聞いたことがある。だから多分響も一緒だろうと思っていたのだが、どうやら違ったらしい。二回目の疫えき病びよう流行は短期間で終しゆう息そくしたそうだから、そのときに村にいなかったのなら、感染しなかったということもありえそうだ。

「じゃあ、抗体を持っていない響はどうなるんですか？」

「……厳きびしいね」

　小久保は渋しぶい表情でそう答えた。それ以外に言いようがないのだろう。

　響は今も苦しみ続けていた。一時目が覚めたらしいが、朦もう朧ろうとしていてすぐにまた意識を失ったそうだ。

「……だけど、全く手がないわけでもない」

「ほ、ほんとですかっ？」

　透は机つくえの上に身を乗り出していた。早くその方法を言いやがれとばかりに小久保に迫せまる。薫と総一郎も、透と同じように前まえ屈かがみになって小久保を凝ぎよう視ししている。

　小久保は三人の突つき刺さすような視し線せんを受けて少し怯ひるんだのか、身体からだを僅わずかに引いた。だが相変わらずその口調は穏おだやかで柔やわらかいままだ。それが逆に真しん剣けん味みが足りないのではないかと、透の苛いら立だちを増ぞう加かさせる。

「人間の身体には、侵しん入にゆうしてきた異物を排はい除じよする仕組みが備そなわっているんだが……」

「免めん疫えきですね」

　今までずっとその話をしていたのだ。いちいち説明など要いらないから、肝きもの部分をさっさと言えと、透は先回りして話を促うながした。

「その免疫システムが有効に働けば、病気には罹かからないし、罹ってもいずれ治るわけだ。水瀬くんの身体では、桃型のウィルスに対する抗体を今必死に作り上げているところだ。だけどそれには時間が掛かるんだ。感染から数日は掛かる。問題は水瀬くんの身体がそれまで耐たえられるかどうかだ」

　そんなことはわかっている。

「だけど間に合わないかもしれない。症状の進行具合を診みる限りでは、このままだとそうなる可能性は高い」

　小久保はそこで一いつ旦たん区切って一呼吸入れると、湯飲みからお茶を啜すすった。

　苛立ちが頂ちよう点てんを迎むかえる。透はぶん殴なぐってやろうかと腰が浮きかけて、薫に押おさえつけられた。

「そこで、既すでに桃型のフルイズミ出血熱ウィルスの抗体を持っている人から、その人の血清を分けてもらって、水瀬くんに投とう与よすれば……、自分で抗体を作れるようになるまでの一時しのぎにはなるかもしれない」

……血清？　抗体？

　つまり他人の作った抗体で、桃型ウィルスを叩たたこうということか。詳くわしくはわからないが、そんなことが出来るのなら、早くやれと言いたいが、すぐにおかしなことに気がついた。

「ちょっと待てよ。既に抗体を持ってる奴やつ？　そんな奴がどこにいるんだ？　桃のウィルスに感染して助かった人なんているのかよ」

　既に透は敬けい語ごで話をする余よ裕ゆうなどなくしていた。だが小久保は特に気を悪くした様子はない。

「幸いなことにこの病院に一人だけいるよ」

「どこだよっっ!!」

　淡たん々たんと言う小久保に、透は怒ど鳴なっていた。

「桃くんのかつての飼かい主である彼女だ」

「あーっ、舞ま衣いちゃんですかっ？」

　珍めずらしく薫が素すっ頓とん狂きような声を出して驚おどろいている。

　そうだった。藤ふじ倉くら舞衣は、桃のかつての飼い主であり、桃が売られていった後に、発症したと言っていた。

「じゃあ今すぐ……」

　迫せまる透に対して、小久保は両りよう腕うでを前に掲かかげて、そう簡かん単たんな問題ではないと首を振ふる。

「血清療法というのは、実は問題も多いんだ。ウィルスによっては効果がないどころか、却かえって症状を悪化させる場合もあるし、他のウィルスの感染症を招まねいてしまうこともある。リスクもかなり大きいんだよ」

　確たしかに問題がないのなら、とっくにやっているはずだ。

「俺おれは専せん門もん家じゃないしリスクの判はん断だんなんか出来ません。院長の判断に任まかせます。とにかくあいつを助けてください。お願いしますっ」

　透は机に両手をついて、小久保に頭を下げていた。薫と総一郎も透に倣ならって懇こん願がんする。

　そうなのだ。結局透はこうして誰だれかにお願いして、響の回かい復ふくを祈いのることしか出来ないのだ。無力感というものがこんなに苦しいものだとは知らなかった。大切な人が次々と目の前で朽くちていく姿すがたを見せつけられた霧生の母親の胸きよう中ちゆうは、一体いかほどであったろうか。
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　透は再ふたたび響のいる集中治療室の前に来ていた。響は相変わらず意識を失ったままだ。色々な管を身体中に取りつけられて、様々な機械が響の眠ねむるベッドを取り囲んでいる。

　そんな響を、透は病室の外から見守ることしか出来ない。

「女一人に情なさけない奴やつだなあ」

　透は顔も上げなかった。噴ふき出しそうになる殺気を抑おさえるので精せい一いつ杯ぱいだった。

　とはいえ、慶けい介すけもわざわざそんな憎にくまれ口を叩きにきたわけではないようで、響を心配しているのは同じらしい。

「あいつ……、お前といるときは笑ってばっかりだったけど、いつもあんな感じなのか？」

「……ああ」

「そうか」

「……それがどうかしたのか？」

「俺と一いつ緒しよのときとは大違ちがいだったからなあ。笑ってる姿は一回も見たことがなかった」

　やはり響が言っていたことはデタラメだったのだ。何が「慶介と一緒にいるときは笑ってばっかり」だ。大おお噓うそじゃねえかと透は毒づいた。

　そんな噓をつかなければならない響は、透たちから離れてどんな心しん境きようで戦っていたのだろう。心細くはなかったのだろうか。そして今もたった一人で戦っている。

「頑がん張ばれっ。お前はこんなことでは負けない奴だ」

　透は何度もそう呟つぶやいた。響の耳に届とどいているのかわからないが、そばで励はげましてくれている奴がいると思えば、きっと響も心強いはずだ。透と響の間には、壁など存そん在ざいしないも同然だ。

「俺さ、病気が治ったら、お前に言いたいことがあるんだ。だからちゃんと戻ってこい」

　透の想おもいは響に届いただろうか。響が小さく頷うなずいたように見えたのは、気のせいではないと思いたい。

　その瞬しゆん間かんだった。廊ろう下かの照明が一いつ斉せいに消えた。

「なんだ？」

「全部消えてるぞっ」

　慶介は中庭に面した窓まどから、病びよう棟とうを眺ながめ回して言った。

　透も追って病院内に目を走らせた。非ひ常じよう口ぐちを示しめす緑のランプと消火栓せんの赤いランプを除のぞいて、全すべての明かりが消えていた。

　そして中庭の奥おくにある正面の病棟の一階、正面玄げん関かんに幾いく人にんもの黒い人ひと影かげが蠢うごめいていた。

　突然消えた照明は、数秒後に再さい点灯したが、微かすかな爆ばく発はつ音とともに再度消えてしまった。恐らく自家発電装そう置ちを爆破されたのだろう。

　だが今夜は晴れているし、空には満月に近い月が出ている。外の街灯からも僅わずかに光が差し込んでいる。黒川庄村で経けい験けんした真の暗くら闇やみと比べれば、全然大したことはない。
















　正面玄関では既すでに戦せん闘とうが始まっていた。元々この病院に詰つめていた里美直ちよく属ぞくのエクサーが、侵しん入にゆうしてきた賊ぞくに応戦している。

　敵てきは霧生の手の者に違いない。それ以外に誰が考えられるというのか。敵の思おも惑わくが何なのか知らないが、この病院そのものを破は壊かいするのが目的ではない限り、正面から突っ込んでくるのは、陽動としか思えない。狙ねらいはきっと他ほかにある。

　透は総一郎と薫と桃の姿を捜さがした。総一郎は左側の病棟にいた。会議室で状じよう況きよう確かく認にんに追われていた。パソコンの電でん源げんも飛んだようで、ディスプレイには何も表ひよう示じされていない。

　桃は中庭でじっとしていた。迂う闊かつに動く前に状況を見み極きわめようと様子を窺うかがっているのだろう。

　薫は右側の病棟にある舞衣の病室にいた。不安そうにしている舞衣を励ましているのか、何か声を掛けている。同じ部屋にいる他の入院患かん者じやにも、大だい丈じよう夫ぶだと励ましているようだ。

……うん、落ち着いている

　その薫が携けい帯たいに電源を入れていた。ディスプレイが淡あわく光ったのが見えた。

　すかさず透も電源を入れて薫に掛けた。病院内だが非常事じ態たいなので大目に見てもらう。

『透さんっ』

「襲しゆう撃げきだっ。舞衣ちゃんが狙われる可か能のう性せいもある。今すぐそこから移うつった方がいいっ」

『えっ、でもっ』

　どこに行けというのか疑ぎ問もんに思ったのだろう。とりあえず院長室に行くように言おうとして、その男に気がついた。

　一人の患者が舞衣たちのいる病室に入ってきて、のそりと薫の背はい後ごに近づいた。

……やっぱりっ

　男はパジャマを着ているが、その足取りには隙すきがない。正面玄関は囮おとりでこちらが本命なのだ。透が気をつけろと叫さけぶ前に、薫が振り返って素早くナイフを翳かざした。

『来ないでっ』

　薫が警けい告こくを発する。それは透に言ったのか、怪あやしい男に言ったのか、判はん然ぜんとしない。

　透は薫のいる病室まで駆かけ出そうとして、廊下の奥おくに怪しい人ひと影かげが二つ佇たたずんでいるのに気がついた。身を刺さすような殺気がびんびんに伝わってくる。

「くそっ」

「仕方ないな。俺が行くわ。貸し一つなー」

　一いつ瞬しゆんだけ透と慶介の視し線せんが絡からみ合う。その代わりここは何があっても死守しろと目が言っていた。言われなくてもそのつもりだ。

　慶介は背後に向かって走り出した。方向は逆だが、戦闘を避さけるためだろう。

　透は廊下の奥の影に正対した。男たちは白衣を纏まとっているし、胸むねには名札も着けていたが、どう見てもこの病院の医い師しとは思えなかった。身に纏う雰ふん囲い気きがまるで違う。

　廊下は大混こん乱らんに陥おちいった看かん護ご師しや職しよく員いんがバタバタと走り回っているが、誰もその二人には気がつかない。他の事に気を回している余よ裕ゆうがないのだろう。

　目的は透だろうか。それとも響だろうか。相手は透の様子を窺うかがうばかりで、近づいてこない。今のところ背後から敵てきがやってくる気配はしないが、透もここを離れるわけにはいかない。

　ベッドの上では、それまでぴくりとも動かなかった響が、魘うなされたように苦しげに悶もだえ始めていた。もしかしたら、眠ねむっていながらも、病院内の異い常じようを察知したのかもしれない。

「誰かっ!!」

　透は大声を上げて医師か看護師を呼んだ。いくら混乱しているからといっても、響の異常に誰も気がつかないのでは、集中治療室の意味がない。

　駆けつけた女性の看護師が、響を一目見て慌あわてて飛び出してきた。血相を変えている。

「先生っ、先生っ!!」

　彼女はそう叫びながら詰つめ所しよに走っていくが、二人組の男のそばまで行くと、ぴたりと足を止めた。小こ柄がらな男の方が白衣の懐ふところから拳けん銃じゆうを取り出して突きつけていたからだ。

　もう一人の体格のいい男が、悲鳴を上げそうになった彼女に近寄ると、背後から抱だきすくめて、片かた手てで喉のどを締しめ上げた。もう片方の手は、彼女の両手を押さえつけている。

「霧元透だな。我われ々われと一緒に来てもらおう。抵てい抗こうするなら、この女が死ぬことになる」

　銃を持った男がそう言った。その声は酷ひどく聞き取りにくい。よく見ると男の前歯が二本ともなかった。

「あんた、黒川庄村にいた男だな」

　透の膝ひざ蹴げり一発で気き絶ぜつした男だった。憎にく々にくしげにニタリとその唇くちびるが歪ゆがむ。隣となりで看護師の首を絞しめている体格のいい男も、あのとき黒川庄村にいたことを思い出した。

　いつの間にか多くの看護師や医師が廊下に顔を覗のぞかせていた。皆、息を吞のんで見つめている。

「響をお願いします」

　透が声を掛けると、勇気ある一人の若わかい医師が男たちの横を通って、集中治療室に向かった。その医師の背せ中なかに男が銃を構かまえると、躊躇ためらう素そ振ぶりも見せずにあっさりと引き金を引いた。

　乾かわいた破は裂れつ音とともに銃口から火が噴ふき出すのと、黒い人影が横から飛び出してきて、男の腕に飛びつくのが同時だった。けたたましい悲鳴が、女性の看護師たちから口々に漏もれる。

　銃じゆう弾だんは医師の背中から僅わずかに逸それて、窓まどガラスを突き破やぶっていた。

「ナイスっ」

　透は飛び出してきた総一郎に叫ぶと、看護師の首を絞めている体格のいい男に飛びかかった。女性を抱きかかえたままの男など透の敵ではない。一瞬でスタンガンを押し当てて無力化した。

　銃を持っていた男はその場に倒れていた。腹はらからは少しだけ血が流れている。総一郎が荒あらい息で、ぬらぬらと赤く染そまったナイフを構えていた。

「お、お、俺、さ、刺しちゃったよっ」

　総一郎は顔面を蒼そう白はくにしてぶるぶると震ふるえている。

　透は男の持っていた銃を取り上げて、ジーンズの腰こしの後ろに差し込んだ。

「まあ、これでお前も一人前だな。一回くらいは人を刺さないとエクサーは務つとまらんし」

　透は冗じよう談だんで言ったのだが、総一郎には通じなかったようだ。だが刃渡り数センチ程てい度どの護ご身しん用ナイフでは、よほどの急所に直撃しないと、腹を刺した程度では死にはしない。それにここには医療のエキスパートが揃そろっている。せいぜい全治一週間から十日といった程度だ。

「まあ気にすんな。正当防ぼう衛えいっつーか、緊きん急きゆう避ひ難なんだな。ここにいる皆が証しよう言げんしてくれるさ」

　撃たれかかった若い医師と人ひと質じちにされた女性の看護師が、何度も縦たてに首を振って頷うなずいている。

「で、でもよ……」

「んなことより、覚かく悟ごを決めろ。この程度でブルってたら話にならん。これ以上にヤバいことが起きそうなんだ」

　透は医師と看護師に、集中治療室で魘されている響を頼たのんだ。

　状況は抜き差しならなくなっていた。響はもう一いつ刻こくの猶ゆう予よもないほどに衰すい弱じやくしており、最後の頼たのみの綱つなとして、今すぐにでも血清療法に取りかかるしかないらしい。

　だがまだ舞衣からは血清を採さい取しゆしておらず、ここに連れてきて欲ほしいということだった。

　その舞衣は薫と一緒にこちらに向かっているようだが、今は他の男たちに襲おそわれていた。薫と慶介が舞衣を守って必死に応戦している。今すぐそこに駆けつけたかったが、透たちはこの場から動くことが出来なかった。

　あの白黒のブチ猫ねこが病院内に忍しのび込こんでおり、透たちの前に立ち塞ふさがったからだ。

「この猫に近づくなっ」

　透が怒ど鳴なると、医師と看護師は詰所の奥おくに引っ込んで扉とびらを閉しめ切った。

「まったく、次から次と……」

「ホントだよな」

　すぐ後ろから総一郎の声が聞こえて驚おどろいた。

「なんだ、お前も中に入ってろよ」

「ああ？　覚悟を決めろって言ったの、お前だろ」

「そりゃそうだけど」

　戦せん闘とう経けい験けんがほとんどない総一郎では、どうしても心こころ許もとない。だが本当に覚悟が決まったのか、総一郎はもう震えてなどいなかった。多少強こわ張ばってはいたものの、うっすらと笑えみまで浮うかべている。一皮剝むけたのかもしれない。

「大丈夫。舞衣ちゃんの血清があれば助かるんだろ？　水瀬先せん輩ぱいや薫ちゃんが頑がん張ばってるのに、俺だけ隠かくれてるわけにはいかねえもんな」

「俺は勘かん定じように入ってねえのかよ」

「お前が頑張るのは当然だ。女を弄もてあそぶ奴は苦労しないと釣つり合いが取れないからな」

「人聞きの悪いことを言うなっ」

　透は苦く笑しようするしかなかった。

　別に戦力として計算出来るようになったわけではない。だけどそれでもなぜか心強かった。血清が効きくかどうかなどまだ未知数だというのに、その心意気が嬉うれしい。透の全身に力が湧わいてくる。
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「来ないでっ」

　薫は小振りのサバイバルナイフを素早くポケットから取り出すと、鞘さやから抜いて男に向けて構かまえた。少し前に響に貰もらったもので、小振りといっても、刃はの部分は十五センチもある凶きよう悪あくなものだ。月明かりを反はん射しやして、ギラリと銀色に輝かがやいている。

　携けい帯たいは邪じや魔まなので舞衣のベッドの上に放ほうり投げた。

「来ないでくださいっ」

　もう一度同じことを叫さけぶ。病室の患者たちは、一体何事かと不思議そうに薫と男を見ている。

　男はパジャマ姿すがたで、一見すると他の病室の入院患者と見分けがつかない。だけど薫には、その男が敵てきであることはすぐにわかった。顔を見るまでもなく、男がこの病室に入ってきた瞬間から、気分が悪くなるほどの悪意の籠こもった臭においに、神経が逆さか撫なでされる。

「ほーう、お嬢じようちゃん、おっかないねえ」

　相手の男は、薫の構えるナイフを、まるで意に介かいしてないかのように、げひひと笑った。だけど男の足が止まったのは確かだ。

　相手の狙ねらいが自分にあるのか、それとも舞衣にあるのか、薫には判はん断だんがつかない。

「薫さん……」

　舞衣の怯おびえた声が背後から聞こえた。舞衣だけはなんとしても守らなくてはならない。響を助けるには、舞衣にいてもらわないといけないのだ。

　薫に出来るのは、今はとにかく時間を稼かせぐことだ。まともに戦っては勝ち目などない。自分に戦闘能のう力りよくがないことは、今までに嫌いやというほど思い知らされている。それでも戦わなくてはならないとしたら、後は頭を使うしかない。

　薫は震ふるえ出しそうになる喉のどをぐっと堪こらえると、腹はらに力を入れて声を絞しぼり出す。

「何が目的なんですか？」

「何が目的なんでちゅか？」

　男は薫の声こわ色いろを真ま似ねて鸚鵡おうむ返しにした後、馬ば鹿かにしたように声を上げて笑った。

　薫はすいっと目を細める。いい傾けい向こうだった。相手が薫のことを馬鹿にして舐なめてくれれば、それだけ隙すきも生まれる。

「この停電はあなたたちのせいですか？」

「そうだと言ったらどうするんだい？」

　つまり敵は複ふく数すうで、この男以外にもいるということだ。

「ここは一人で大だい丈じよう夫ぶってことですか？」

「お嬢ちゃんたちには俺おれだけで十分さ。本当はあのおっかない姉ちゃんの相手がしたかったんだが、病気だっていうからな」

　狙ねらっているのは薫だけではなく、舞衣もということか。そして響のことも知っている。響の病気のことも正しく把は握あくしている。だとすると、響や透、総一郎のところにも敵が押し寄せている可能性が高い。応おう援えんが来るとしても当分先になる。

「さあ、怪け我がしたくなかったらナイフを下ろしな。子どもがそんなもの振り回しちゃいかん」

　大人だってダメですと言い返したくなったが、さすがにそんなことは言わない。

「舞衣ちゃんに危害は加えないと約束してください」

　薫は男の目の奥を覗のぞき込むように、じっと凝ぎよう視しした。人は目を見つめられると、心を見み透すかされるような気になるものだ。それをごまかそうとして壁かべを作れば、匂においとなって現あらわれる。だから薫には噓うそが通じない。

「わかった。その子にもお嬢ちゃんにも手は出さない」

　心の中で嘲あざ笑わらうような二面性を感じた。明らかに男は噓をついている。薫がナイフを下ろした瞬しゆん間かんに飛びかかってくるだろう。

　だけどそれなら、それを逆さか手てに取ればいい。相手の行動が読めるなら、薫でも適てき切せつに対処出来るはずだ。

　薫は男に少しずつ半身の体たい勢せいになると、左手をポケットに忍しのばせて中の物を握にぎった。男からは薫の手の動きは見えていないはずだ。

「だから諦あきらめなって」

　男は苛いら立だったようにじりじりと近づいてくるが、薫も合わせて後こう退たいした。このままだと、強ごう引いんに飛びかかってくるのは目に見えていた。主しゆ導どう権けんを渡わたしてはいけない。戦うなら戦うで、絶対に勝たなければならない。薫は男の動きに全神経を集中する。

「わかりました。本当に危き害がいは加えないでくださいね」

　そう言って薫は腕を下ろすと、舞衣のベッドにナイフを放り投げた。その瞬間、男の右拳こぶしが薫の腹に真まっ直すぐ放たれた。

……やっぱりっっ!!

　薫は爪つま先さき立っていた両足を素す早ばやく動かして身を捻ひねると、その一撃げきを間かん一いつ髪ぱつでかわした。男の表情が驚きよう愕がくに変わる。

　あとは黒川庄村で透から貰もらった左手の中の物を、がら空きとなった男の右脇わき腹ばらに押しつけるだけだった。

「えいっ」

　青白い電撃が、暗くら闇やみの中で思いのほか明るくスパークする。

　男の右みぎ肘ひじが飛んできたが、それをしゃがんでかわす。もちろんスタンガンは腕を伸ばして押し当てたままだ。

　完全に無力化させるには、数秒は必要だと透が言っていた。薫はそれを必死に当て続けた。チリチリチリという嫌いやな音とともに、高電圧で生成されたオゾン臭しゆうが辺りに広がっていく。

　無限にも思える数秒が過ぎると、男は口から泡あわを噴ふきこぼしながら、その場にドサリとくずおれた。

「はあ、はあ、はあっ」

　緊きん張ちようの糸が切れかけて、薫の腰からも力が抜けそうになる。だけどまだ気を抜くのは早い。

　誰かに自分の意思で危害を加えたのは、これが初めてだった。襲われたことよりも、そのことの方が怖こわかった。床ゆかの上で男がピクピクと痙けい攣れんしているのは、自分が手を下したからなのだ。そのことが薫は恐おそろしい。今ならこの無抵抗の男を、薫はナイフで刺し殺すことも可能なのだ。それがとてつもなく恐ろしい。戦うとはそういうことなのだ。相手を倒たおすとはそういうことで、自分が倒されるとはそういうことなのだ。気を抜けば、一瞬にして立場は入れ替かわる。

「薫さん、大丈夫ですか？」

　舞衣が心配そうに薫を見つめている。薫が放心したように固まっているので、不安になったのだろう。

「えっ？　あっ、だ、大丈夫っ。さあ、逃にげよっ」

　薫は舞衣の手を引いて病室を出ようとすると、そこに慶介が駆かけ込んできた。慶介は床で気絶している男に驚いたが、薫が手に持っているスタンガンを見て、にやりと笑った。その陽気とも不ふ敵てきとも言える笑顔に、薫はなぜか安心する。

「やるじゃねえか。これなら足あし手で纏まといにはならないな。しっかりついてこいよー」

　慶介は、響のいる集中治療室に移い動どうすると言って走り出した。廊ろう下かには、長引く停電に不安になった患かん者じやたちが出歩いていた。その軽い混こん乱らん状じよう態たいの中を、慶介は縫ぬうように進んでいく。

「待ってっ!!」

　薫は鋭するどく叫ぶ。慶介が先頭を行ったのでは意味がない。敵は患者に紛まぎれているのだ。もしかしたら医い師しや看かん護ご師しの格かつ好こうをしているかもしれない。だけど薫の嗅きゆう覚かくなら一瞬で見分けがつく。

「この人、敵ですっっ!!」

　すぐそばまで何気ない様子で近寄ってきた患者が、ぎょっとしたように飛び退すさった。慶介が薫の判はん断だんに従したがって、いきなり襲おそいかかったからだ。

「ちっ」

　患者を装よそおった男は舌した打うちとともに本ほん性しようを露あらわにする。だがものの数秒も持たずに、慶介に殴なぐり倒された。慶介は感心したように、口笛を吹ふいた。

「鼻って言ったよな？　その力便利だなあ。よし、その調子で警けい戒かいしてくれ」

「はいっ」

　薫が敵を見分け、慶介がそれを無力化する。そうやって階段まで辿たどりついて、下の階に移動しようとしたときだった。薫の携けい帯たいにメールが入った。慶介の携帯にも同じようにメール着信があったようだ。

『棟とう内ないに爆ばく薬やくを仕掛けた。十分以内に全すべてのエクサーは投とう降こうしろ』

　薫が文面を確かく認にんして、慶介と顔を見合わせた瞬間だった。反対側の病びよう棟とうの一階付近で大規き模ぼな爆発音が聞こえてきた。足元にズズンという振しん動どうが響いてくる。
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　爆発が起こったのは一階の外来用診しん察さつ室しつ付近だった。診療時間を過すぎていたために被ひ害がい者は少ないはずだが、それでも夜間外来の受付は行っていたので、皆かい無むというわけではない。

「今のは警けい告こくだな」

　総一郎が険けわしい表ひよう情じようで唸うなっている。

　透は総一郎と連れん携けいして、白黒のブチ猫ねこを倒したばかりだが、すぐに別の猫と患者の格好をした男たちが集まってきていた。

　たった今届とどいたメールには十分以内に投降しろとあったが、爆薬まで仕掛けているとなると、さすがに無視するわけにもいかない。

　透は適てき当とうに男たちに向かって一発発はつ砲ぽうすると、集中治療室に引っ込んだ。銃を持っていると思えば、向こうも迂う闊かつには突っ込んでこないだろう。

　薫たちはこちらに向かっているようだが、階かい段だん付近で足止めを食らっていて動けそうにない。

　周囲の医療機器がブーンという微かすかなノイズを発した直後に、透の携帯が鳴った。ディスプレイに表ひよう示じされた番号は、先日学校で襲われたときに掛かってきたものと同じだった。

『諦あきらめる決心はついたかしら？』

「俺たちって、揃そろいも揃って皆、往おう生じよう際ぎわが悪いんですよ。どっかのおばさんみたいにね」

『本当に口のきき方を知らない子ね』

　霧生は愉ゆ快かいそうに笑う。圧倒的に有利な立場にいるという余よ裕ゆうなのだろう。

「何が目的なんだよ。わざわざこんなところまで襲ってきてさ。ワクチンと治ち療りよう薬やくくらい予よ備びがあるだろう？」

　電話の相手が霧生だとわかったのだろう。総一郎が近寄ってきて耳をそばだてた。

『あら心外ね。今回に限って言えば、先に仕掛けてきたのはそっちでしょ。単にあなたたちはやりすぎたのよ。言ってみればこれは自じ衛えいのための戦い。君は手を組む相手を間違えたのよ。あのとき素直に仲間になってればよかったのに』

　つまり霧生は、エクスプローラーそのものにダメージを与あたえるために襲しゆう撃げきしてきたということだ。ワクチンや治療薬を奪うばい返しにきたわけではないらしい。

『でも今からでも遅くはないわよ。別に妹の仲間になったわけじゃないんでしょ。今度は私の依い頼らいを聞いてくれればいいだけよ』

　なるほどと思った。確かに里美から依頼を請うけたのは、黒川庄村型ウィルスのワクチンと治療薬の奪だつ取しゆまでだ。響の治療のこともあってここに留とどまっていたが、それ以後のことは、里美に従したがう義ぎ理りはない。

　既すでに里美直ちよく属ぞくのエクサーは全員倒されてしまったようで、玄げん関かんロビー付近は完全に制せい圧あつされていた。里美は最初から不ふ在ざいなのか、病びよう棟とう内にその姿は見当たらない。

　決断は一瞬だった。迷まよう余よ地ちなどどこにもない。

「桃の身体からだにいたウィルスの治療薬があるなら、投とう降こうしてもいい。それで響を助けろ。薫ちゃんと椎しい名なにも危害を加えない。それが絶ぜつ対たい条じよう件けんだ」

　総一郎が隣となりで息を吞のむ。

『そんなことでいいならお安い御ご用ようよ』

　妖よう艶えんで狡こう猾かつそうな笑みを浮うかべた霧生が目に浮かぶ。だが透に選せん択たく肢しはない。

　それなのに背中から聞こえてきたのは、透の決けつ断だんに反対する声だった。

「透、騙だまされちゃダメ……」

「響っ」

「先せん輩ぱいっ」

　いつの間に目を覚ましたのか、響がベッドから起き上がっていた。看護師が慌あわててその身体を寝ねかそうとするが、響はいやいやをするように、緩かん慢まんな動きで払はらいのけた。病院から貸たい与よされた白の寝ね巻まきが酷ひどく痛いた々いたしい。

『ちっ』

　舌打ちと同時に通話は切れていた。

「ムカつく、声が、聞こえてきたから、目が覚めちゃったじゃないのよ……」

「お前は大人しく寝てろっ」

「何よ……、挫くじけそうになってたくせに……」

　息も絶たえ絶だえにそう言う響を、透は見ていられなかった。

「治ち療りよう薬やくなんてないわよ……。あいつが桃からウィルスを入手したのは、たった二週間前よ……。そんなのすぐ簡かん単たんに出来るわけないじゃない……」

　透は言葉に詰つまる。

「電話を切ったのだって、私に居い場ば所しよを知られたくなかったのよ……」

「どういう意味だ？」

「あいつ、すぐ近くにいるはずよ」

　そう言って響は、ゼエゼエと肩かたで息をしながら、あろうことかベッドから降りようとした。駆け寄る透と総一郎を、響は目で遮さえぎる。

「いいから……」

　瀕ひん死しの状態だというのに、その大きな瞳ひとみの光は全く死んでいない。それどころか、誰だれよりも強い意い志しを持って輝かがやいている。

「私はあんたの指し示じに従うわよ……。でもこれだけは言っておくわ。投降するのは無む駄だ。ついでに希望を言わせてもらえば……、あの女はここでぶっ飛ばす。いつまでも狙ねらわれるのは勘かん弁べんして欲ほしいから……」

「指示に従うって言ってるくせに、注文が多い奴やつだな」

　透は苦笑を漏もらしながら響の身体からだを支ささえた。今度は響も抵てい抗こうしないで一いつ緒しよに口元を緩ゆるめた。

「だそうだ。お前はどう思う？」

　透は総一郎にも意見を求める。

「俺も霧元に従うさ。だけど敢あえて言うなら、水瀬先輩の治療を最さい優ゆう先せんにすべきだと思う」

「あんたは黙だまって……」

「いいや、これはたとえ先輩といえども譲ゆずれないっすよ」

「舞衣ちゃんの血清か……」

　薫たちは階段脇わきのトイレに立て籠こもっていた。慶介が拳けん銃じゆうで応おう戦せんしているようで、何とか奴らの侵しん入にゆうを防ふせいでいるようだ。そういえば遠くから銃声が聞こえている。

　透は薫に電話をかけると、ワンコールもしないうちに通話が繫つながった。

『透さん無事ですか？　よかった。何度掛けても話し中だったから』

「ああ、霧生と話していたから」

　電話の向こうで薫は息を吞のむ。

『そ、それでっ？』

「交こう渉しようは決けつ裂れつ。あいつを倒たおすことにした」

『ええっ？　で、でも時間がないです。もうあと八分しか……』

「それまでに倒す。方法はこれから考える。患かん者じやたちにも被ひ害がいは出さない」

　透は自分で言いながら、いかに無む謀ぼうなことをやろうとしているか、再さい認にん識しきさせられる。

「とにかく薫ちゃんは舞衣ちゃんを連れてきてくれ。響がかなりヤバいことになってるんだ」

　響は私はまだ大だい丈じよう夫ぶだと目を剝むいて見せたが、透は敢あえてそれを無む視しした。

『爆ばく弾だんの解かい除じよは出来ないですか？　それが出来たら時間を稼かせげます。私なら仕掛けてある場所を探さがせますっ』

「爆弾を探すって……」

『爆薬の匂においは独どく特とくだから、多分すぐにわかります』

「んなこと言ったって、解体の仕方なんてわかるのか？」

『それは……外に運ぶとかで、何とかします』

「ちょっと待った。爆弾は俺が何とか出来るかも。警けい視し庁ちようの爆発物処しよ理り係にいる奴を知っているんだ。写メで指し示じをもらえばいい」

　薫の提てい案あんに総一郎が横から乗っかかる。

『舞衣ちゃんは八や坂さかさんにお願いしますからっ』

　透は薫の提案を素す早ばやく検けん討とうした。敵てきは爆薬を仕掛けっ放しなのだろう。仕掛けた要所全すべてに人員を配置するほどの余よ裕ゆうはないはずだし、それ以前に本気で爆ばく破はするつもりなら、そこにはもう近づかないはずだ。

　襲しゆう撃げきが始まってから十分近くが過すぎた。そろそろ通つう報ほうを受けた警けい察さつもやってくる頃ころだ。奴らが警察の手から逃のがれて撤てつ退たいしようとするなら、病院を爆破して混こん乱らんさせるのが一番確かく実じつと思えた。エクスプローラーにダメージを与あたえたいのなら、この病院が邪じや魔まなのも確たしかだろう。

　爆薬を仕掛けたというのは霧生のハッタリの可か能のう性せいもあるが、それならそれでいい。逆ぎやくに爆薬が本当だった場合、薫と総一郎が解除に成功すれば、相手のカードを一枚まい減へらせるのは確かだ。危き険けんは大きいが試ためす価か値ちはある。本人の言う通り、薫が適てき任にんなのも確かだ。

「……わかった。頼たのむ。ただし……」

『無理はするなでしょ。わかってます。自分の実力は過か信しんしません』

　薫は透たちのいる集中治療室の方を見上げてにっこり微ほほ笑えんだ。透が覗のぞいているのを知っているのだろう。決意溢あふれる透すき通ったいい目をしていた。

「今そっちに椎名が行くから一いつ緒しよに行動してくれ」

　最後にもう一度気をつけるように言って通話を切った。爆薬についてはこれでいい。

「どんどん頼もしくなっていくわね……」

　響は嬉うれしそうに頷うなずいている。

「誰かのスパルタの賜たま物ものだな」

　薫は急速に力をつけてきている。思い込こみのあまり暴ぼう走そうさえしなければ、頭の回転も速いし、判はん断だん力にも秀ひいでている。ここ一番の度ど胸きようのよさは響譲ゆずりだ。きっと優ゆう秀しゆうなエクサーに成長するだろう。

「じゃあ行ってくると言いたいところだけど、敵はどこにいる？　ここを出た瞬しゆん間かん撃うたれるのは勘かん弁べんして欲ほしいからな」

　総一郎がドアの手前で立ち止まって言った。だが既すでに廊ろう下かの両側を押おさえられており、総一郎一人で突とつ破ぱするのは難むずかしい。響を置いて透がついていくわけにもいかない。

「くそっ、やっぱ駒こまが足りないな」

　せめてあと一人いて欲しいのだが、主だったエクサーは既にやられていた。桃は中庭から姿すがたを消しており、どこに行ったのかわからない。時間は刻こく々こくと過ぎていく。

『やれやれ、最後まで手助けはしないでおこうと思ってたんだがな』

　その声は集中治療室の隅すみから聞こえてきた。それなのにその姿は見えない。

　そういえばもう一人頼たよりになる奴がいたことを思い出した。というより、これ以上の助っ人は恐おそらく存そん在ざいしないだろう。
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　透の機き嫌げんが一気に悪くなる。

「あのさあ、いたんならもっと早くに出てこいよな」

「そうは言うが、彼女にまたストーカー呼よばわりされたら、俺おれだって凹へこむじゃないか」

　島しま木きが姿を現あらわした。看かん護ご師しと医い師しが、突とつ然ぜん現れた島木に腰こしを抜ぬかしそうなほどに驚おどろいている。

……くそっ、こいつ、やっぱりあのときもそばにいたんだな

　透は苦々しげに心の中で吐はき捨すてた。

「あ、お兄様」

「やあ、響くん、久ひさし振ぶりだね。あんまり元気じゃなさそうだが」

「あ、初めまして。椎名です」

　総一郎がぺこりと会え釈しやくした。

「あ、いや島木です。これは丁てい寧ねいにどうも。いつも弟が世話に……」

「だー、吞のん気きに挨あい拶さつしてる場合じゃねえだろっっ」

「なんだ？　心に余よ裕ゆうがないとハゲるぞ？」

　そう言って島木はにやりと笑う。その言い回しに透どころか響まで固まる。高速道路でドンパチやっていたときもそばにいたということだろうか。だがあの車に乗り込んだのは透と響と暁の三人だけのはずだ。

　いや、そんなことは今はどうでもいい。

「困こまってるみたいだからな。気が変わったのさ。このまま強ごう引いんに椎名くんが出ていっても、十中八九死ぬだろうから」

　その台詞せりふに、総一郎はぎょっとしたように顎あごを引いた。

「じゃあ、こいつの護ご衛えいをしてやってくれないか」

「構かまわんよ。そのために出てきたんだ。ただし、一つだけ条じよう件けんがある」

「何だよ」

　だが島木はそれには答えずに、無む造ぞう作さにドアを開けると、廊ろう下かの右に向けて一発だけ銃じゆうを発はつ砲ぽうした。こっそり忍しのび寄よっていた男がその場にくずおれる。反対側から忍び寄っていた男は慌てて引き返していった。

「あー、俺は島木だ。かかってくるなら、そのつもりで来いよー」

　廊下に向かって大声で宣せん言げんする。奥おくに潜ひそんでいた男たちが動どう揺ようして色めき立ったのがわかった。島木の名はそれほどに恐れられているということだ。島木自身もその効こう果かを十分に理り解かいしているし、それを最さい大だい限げんに利用している。

「さて条件だが……」

　島木は何事もなかったかのようにドアを閉めると、透に向き直って真顔で切り出した。

「だから何だよ」

「……俺のことを『お兄ちゃん』と呼べ」

「はっ？」

　透は一瞬何を言われたのかわからず、一時的に思考が停止する。響も熱で赤い顔をしながらも、ぽかんと口を開けて固まった。医師と看護師まで固まっている。

　我われに返った透は、反はん射しや的に大声で叫さけぶ。

「誰だれが呼ぶかっっ!!」

　島木は拗すねたように口を尖とがらせた。

「お、お兄様、キャラが違ちがくない？」

「イ、イメージが違う……」

　響と総一郎が情なさけない顔で呟つぶやいている。

「そんなこと言わずに、さあっ」

　島木がずずいっと透に迫せまる。

「お、おにい……って言えるかヴォケっっ!!」

「やれやれ、透は照てれ屋やさんだな……」

　島木は残念そうに肩を竦すくめた。下らないやり取りを見て多少は元気が湧わいたのか、響は微び妙みような表情で曖あい昧まいに笑えみを浮うかべている。

「アホなこと言ってんじゃねえっ!!」

　そんな場合ではないとわかっているのに、なぜか下らないことでヒートアップしてしまう。

「くそっ、だったら霧生もやっつけてくれよっ」

「それはダメだ。俺の能のう力りよくはあいつには通じんからな」

「通じないって、なんでだよ。あいつの能力って何なんだ？」

　島木の能力は、人間相手ならほぼ無む敵てきだ。予よ測そくして罠わなを張はらない限かぎり、迎むかえ撃うつことは難しいし、逆にこちらから仕し留とめるとなると不ふ可か能のうと言っていい。

「一定範はん囲い内ないにいる者の存そん在ざいを知覚する能力だ。誰がいるのかまではわからないらしいが、その位置を把は握あく出来るらしい。それは俺も例外ではない。あの双ふた子ごの能力は全く一緒だ。それに本当は、あいつとの約束で俺は動かないことになってる。さあ時間はない。あいつは爆ばく破はすると言ったら本当にするぞ。椎名くん、俺に触ふれてくれ」

　総一郎が島木の腕うでに手を伸のばすと、すうっと姿を消した。透の感覚器官では何も感じられなくなる。そこにいるはずなのに、その存在を知覚出来ない。

「あっ、ちょ、俺たちも連れてってくれっ」

『意い識しきから消せるのは俺ともう一人だけだ。残念だが自分で何とかしろ。ついでに舞衣ちゃんとやらもここに連れてこよう』

　声だけが聞こえて、今度こそ気配は完全に消えた。

　すると突然、透の横っ面がじんじんと痛いたんだ。何が起きたのかわからなかったが、状じよう況きようから考えるに、多分総一郎が透を悪戯いたずら半分でぶん殴なぐったのだろう。

「てめえっ、覚えとけよっ」

　もちろん返事などない。

　残された透と響は、舞衣を待つだけだった。そのつもりだったのに、響がとんでもないことを言い出す。

「さあ、じゃあ行くわよ……」

「どこに？」

「霧生をぶっ飛ばしに決まってるでしょっ」

　響は拳こぶしを震ふるわせて力説した。幾いく分ぶん元気が出てきたように見えるが、響のことなので瘦やせ我が慢まんをしているに違いない。

「舞衣ちゃんが来るのはしばらく時間が掛かかるし、血清を分ぶん離りするのにも時間が掛かるわよ。その間、ここで大人しく待ってるのは時間の無む駄だってもんよ」

「んなこと言ったって、お前、まともに動けないだろう？」

　透は嚙かんで含ふくめるように言い聞かす。まるで我わが儘ままを言う幼おさない子どもをあやすようだ。だけど響はにんまりと怪あやしげな笑みを浮かべる。

「うん、だからあんたが負おぶってくれればいいわ」

「はあ？」

　さっきから口をあんぐりと開けてばかりのような気がする。

　医い師しと看かん護ご師しは、とんでもないとばかりに響の後ろでぶんぶんと首を左右に振ふっていた。

「私の力、今はかなり落ちてるの。ある程てい度ど近づかないと、霧生の音が聞こえない」

「だけど……」

　響の身体からだのことを考えたら、無む視しするのが当然だ。ベッドに縛しばりつけてでも大人しくさせるべきだ。それはわかっている。

　だけどそれでは間に合わない。透一人では、時間内に霧生を見つけ出すことが無理なのはわかっていた。薫と総一郎が爆ばく弾だんの解かい除じよに奔ほん走そうしているが、それも無駄に終わる。

「ねえ、透……。私とあんたはワンセットなの。二人揃そろわないと力は発はつ揮き出来ないのよ……」

　目と耳。姿すがたを確かく認にんしてその音を聞く。音を捉とらえてその姿を見る。片かた方ほうしかなかったら、その威い力りよくは半はん減げんどころか、数分の一にまでなってしまう。二人の力は足し算ではなく掛け算なのだ。

──透と響はワンセット……

「ほら、さっさと決けつ断だんする。霧生をやっつけたら、いくらでも大人しくするわよ。あんたの言うこともなんだって聞いてあげるから……」

　壁かべの時計を見ると、リミットまであと五分を切っていた。

「わかんねーよ」

　なぜ響がここまで拘こだわるのか、正直透には理解出来ない。このままここで大人しくしていて、舞衣の血清を投とう与よすれば助かるかもしれないのだ。それなのにどうしてわざわざ命を危き険けんに晒さらす必要があるのか。

「でも……」

　多分、それが響なのだろう。いつも高飛車で負けず嫌ぎらいで傲ごう慢まんで、それが響の存在理由なのだ。直感で生きる響は、今は引いてはいけないときと感じているのだ。

　響の直感を信じるのか、透の理り屈くつを優ゆう先せんするのか。

「仕方ない……のかな」

「透……」

　躊ちゆう躇ちよすればするだけ響の命は削けずられていく。迷まようことは罪つみなのだ。

「すみません。こいつ、ほんのちょっとの間だけ連れていきます」

　もう医師も看護師もダメとは言わなかった。言っても無駄だと悟さとったのだろうか。

　透は響を背せ負おうと、ベッドから腰こしを上げた。前に抱だき上げたときよりも僅わずかに重く感じる。響は身体に力が入らないからだろう。脱だつ力りよくした相手を担かつぐのは酷ひどく力が要いるのだ。

　響の髪かみが透の頰ほおに触ふれる。

「脂あぶら髪がみでごめんね。それに汗あせ臭くさいでしょ」

　殊しゆ勝しようにも響にそんなことを言われては、透も匂においを嗅かがずにはいられない。

「んー、どれどれ。くんくん……って、あいたっ」

　なぜか横で響を支ささえていた看護師に頭を叩たたかれた。しかも軽けい蔑べつの目で見下ろされている。看護師は、邪じや魔まにならないように響の髪をゴムで一まとめにしてくれたようだ。

「じゃあ、二十分ほどで解かい決けつさせて戻もどってくるんで、それまでに血清の準じゆん備びをお願いします」

　透は医師と看護師に告げる。

「うわ、自信家ねー」

　耳元で囁ささやかれる響の声がくすぐったい。

「俺とお前が揃えば無む敵てきなんだろ？」

「ふふん、そうよ」

　透は片手で響のお尻しりを支えながら、病室の隅すみの消火器を手に取った。ドアを開けて、それを煙えん幕まく代わりに廊ろう下かにぶちまけると、目を閉とじ、息を止めて廊下を突つっ切った。

　狙ねらうは霧生ただ一人。必ずこの近くにいるはずだ。
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　意気揚よう々ようと出ていったのに、霧生の姿は見当たらない。この病院内かそれに準ずる近場にいるはずだと、透と響の勘かんが囁くというのに、影かげも形も物音一つ摑つかめない。

　背中の響はどんどん病びよう態たいが悪化していくのがわかるほど衰すい弱じやくしていた。燃もえるように熱い背中と、耳元に当たる熱い息が、響の身体で尋じん常じようではないことが起きていることを、透に嫌いやというほど思い知らしめる。透に出来ることは一いつ刻こくも早く霧生の姿を見つけることだ。

　響は自分の肩かたに頭を乗せたまま、じっと耳を澄すませている。

　病院内を正面玄げん関かんまでやってきたが、霧生は見つからない。

　そのとき透の肩に、熱いものが滴したたっていることに気がついた。

「泣いてんのか？」

「私が泣くわけないでしょ」

　その鼻にかかったような声に驚おどろいた。だが本当に泣いてるのかと首を捻ひねって、さらにぎょっとさせられた。

　響は鼻から血を流していて、それを押さえようと白い寝ね巻まきの肩の辺りが真っ赤だった。よく見ると目も真っ赤に充じゆう血けつしてる。

「おいっ!!」

「あー気にしないで」

「気にするわっ!!」

　もうダメだと思った。響をこのままにはしておけない。

「もう、耳元で怒ど鳴ならないでよ……」
















　鼻で息が出来ないのか、酷ひどく呼こ吸きゆうが辛つらそうだ。

「やっぱりダメかもね……」

「何言ってんだ？」

「全身から出血が始まったら終わりだって、院長さんに言われたわ。いくら血清でウィルスやっつけても……、破は壊かいされた身体の組そ織しきが治るわけじゃないからね……」

　もう限げん界かいだった。組織の弱い粘ねん膜まくから出血が始まったのだろう。この分では消化管からの出血も始まっているはずで、既すでに全身を激げき痛つうが襲おそっているはずだ。

　集中治ち療りよう室しつを振ふり返ってみたが、舞衣はまだ来ていない。

「響……」

　言葉にならない想おもいが溢あふれ出てきて、涙なみだが出そうになってくる。

「最後くらいは……な人の背中にいたいって思ってもいいよね」

「だから何言ってんだよ。まさか、そんな理由で出たいって言ったのか？　んな戯ざれ言ごとは治ってから言えっ。いくらでも聞いてやるからっ!!」

「…………」

「おいっ、聞いてんのか？」

「…………ねえ、流れ星、見えるかな……」

「天文合宿のことか？　楽しみにしとけ。何が何でも、絶ぜつ対たい連れていくからっ」

「約束よ……」

「ああ、わかってる。わかってるからもうしゃべるな」

　霧生のことはもうどうでもよかった。だがだからといって、舞衣の血清以外に治療法のないこの状じよう態たいで、一体響に何がしてやれるのだろう。

……やはり霧生に頼たよるしかないのか？

　響は噓うそに決まっていると言ったが、本当は治療薬があるのかもしれない。もうそれに賭かけるしかなかった。

　透は片かた手てで響を支ささえると、もう片方の手で携けい帯たいを取り出した。着信履り歴れきから霧生の番号に掛ける。だが無情にも呼よび出し音は鳴らず、話し中の音が流れるだけだった。本当に話し中なのか、着信拒きよ否ひされているのか。

「くそっ」

　携帯を叩たたき壊こわしたい衝しよう動どうに駆かられる。舞衣の血清はまだ出来ていない。もうどうすればいいのか、透にはわからない。無力感が透の精せい神しんを蝕むしばみ始める。

　そのとき響がすっと窓まどの外を指差した。細く白い指先が窓からの月明かりに照らされている。

「ノイズが聞こえた……」

「えっ？」

　そう言って響は黙だまり込む。もう話す元気もないのか、病院の向かいのビルを指し続けるだけだ。腕を持ち上げていることすらも辛そうだ。

　病院から二区画離はなれたところに建っている高こう層そうビル。その五階辺りだろうか。真っ暗な室内で、そのシルエットが窓の下を見下ろしていた。豊ゆたかな黒くろ髪かみをたたえた女が悠ゆう然ぜんと立っている。

　その女はサングラスを掛けており、表ひよう情じようもわからない。だが透の目が見み間ま違ちがえるはずがない。

「見つけたぞ、あの野や郎ろう……」

「私も行くわよ……」

　響をどこに置いていこうか思案した瞬しゆん間かん、透の思考を先回りしたのか、響がそれを咎とがめた。

「最後まで一いつ緒しよよ……」

「……ああ、最後まで一緒だ」

　後は霧生をとっ捕つかまえて、治療薬のありかを直ちよく接せつ聞き出すしかない。

　響が死んだら自分も死ぬ。そう思いながら透は病院を飛び出した。




　　　　§７




──パンッ、パンッ

「うらあっ」

　透が守しゆ衛えい室を片かた手てで銃じゆう撃げきして強ごう引いんにそのビルに侵しん入にゆうするのと、霧生に察知されるのが同時だった。弾たま切ぎれになった銃はすぐに投げ捨すてて、響を支え直す。

　霧生と同じ階に控ひかえていた男たちが、物ぶつ騒そうな銃器を手に、階かい段だんを駆かけ降りてくるのが見えたが、敢あえて透も敵てきと出くわすギリギリまで階段を駆け上がる。少しでも霧生との距きよ離りを縮ちぢめておきたかった。

「待って、一いつ斉せいに、依い頼らいメール……」

「メールが何だって？」

　響が小声で囁ささやく。だが既すでに意い識しきが朦もう朧ろうとしているのか、聞き返した透に返事はない。既に肩かたの部分では吸きゆう収しゆうし切れなくなった血が、響の腕うでを伝って透の襟えり元もとをも濡ぬらしている。

　二階のフロアを駆けながら、響が何を言おうとしていたのか、透は悟さとった。

　荒あら事ごとに慣なれた雰ふん囲い気きの者たちが、透が破やぶってきた守衛室脇わきから、一斉に侵入してきたのだ。

「エクスプローラーの緊きん急きゆうメールかっ!!」

　スリッドやリリ・クラフトなど、中には見知った顔もあった。かなりの数に動員が掛かっているようで、既に十人以上が入り込んでおり、早さつ速そく階上から降りてきた武ぶ装そうした男たちと、派は手でな銃撃戦を繰くり広げている。さらに多くのエクサーが、続々とこのビルに集結しつつあった。

　だが問題は、透にはその依頼メールが届いていないことだった。そういえば霧生の襲しゆう撃げきが始まってから、里美の姿すがたは一度も見ていない。何か変だと警けい戒かい心が湧わき起こるが、今はこのチャンスを逃のがすときではない。

　透は別の階段から一気に五階まで駆け上がると、目的の部屋のドアを蹴け破やぶって中に飛び込んだ。室内に霧生しかいないのは確かく認にん済ずみだ。

　髪の長い女が、妖よう艶えんに微ほほ笑えみながら振り返った。黒っぽいスーツに身を包んだ霧生は、優ゆう雅がな手つきでサングラスを外すと、胸むねポケットに折り畳たたんで仕し舞まい込んだ。

　机つくえの上にはパソコンとシステムコンポが置かれている。携帯の電波を拾ったのはこれだろう。そこから発したノイズを響が感知したのだ。

「久ひさし振りね……」

「治ち療りよう薬はどこだっ!!」

　透はありったけの殺気を込めて怒ど鳴なりつけた。悠ゆう長ちように挨あい拶さつしている場合ではない。

　だが霧生は透の質しつ問もんには答えずに、何やらスイッチのようなものを二つ取り出した。

「片方はあの病院に仕掛けたもの。もう片方はこの部屋に仕掛けたものよ」

　霧生は重じゆう厚こうそうな机の下を目で示しめした。あなたなら透とう視しで見えるでしょと目が語っている。その通り、プラスチック爆ばく弾だんと思われる樹じゆ脂し製せいのものが電子回路に繫つなげられて置かれていた。

「さて、これで話が出来るかしら？」

「だから治療薬はどこだって聞いてんだろっっ!!」

「透……、落ち着きなよ……」

　激げつ昂こうする透に響が細い声で窘たしなめた。頭に血が上っていては、まともな判はん断だんなど出来やしないのはわかっている。

「彼女の言う通りよ」

「てめえ……っ!!」

　それでも霧生が馬鹿にしたように、冷え冷えとした目で嘲あざ笑わらうと、透は焦あせりと怒いかりを抑おさえることが出来ない。

　だが霧生はまるで意に介かいさない。

「こんなにあっさり見つけられるとは思ってなかったわ。あなたたちの能のう力りよくを見くびっていたつもりもなかったんだけどね」

　複ふく数すうの足音が駆け寄よってきた。壁かべの向こうを見ると、どうやら敵工作員を倒たおしたエクサーたちのようだ。一瞬気が削そがれて、そのせいで少しだけ冷静さが戻もどる。

「来るなっ!!　爆弾が仕掛けられてるっ!!」

　透が叫さけぶとエクサーたちは足を止めた。奴やつらに踏ふみ込まれては、交こう渉しようもろくにまとまらない。

「約束を破ったのはそちらだから病院の患かん者じやさんたちには死んでもらうわ」

「約束なんかしてねえだろっ。あれは脅きよう迫はくだっ」

「別にどっちでもいいわ」

──カチッ

　いきなり窓の向こうで閃せん光こうが走ったと思ったら、病院の敷しき地ちで爆ばく炎えんが噴ふき上がった。そしてコンマ数秒遅おくれてズズズンという音が伝わってくる。

「なっっ!!」

　爆弾の解体に当たっていたはずの薫と総一郎のことが頭をよぎる。

　通路の向こうの男たちは、爆弾の話が本物であると判はん断だんしたようで、一時退たい避ひすることに決めたようだ。そのままそろそろと引き返していく。

　だがそのエクサーたちと入れ替かわりに、別の階段からこの部屋にやってきた人物を目にして、透はほっと胸むねを撫なで下ろした。

「響ちゃんっ、透さん、無事ですか、って響ちゃんっっ!!」

「先せん輩ぱいっっ!!」

　血だらけの響の様子を見て、薫と総一郎が取り乱みだした。

「薫にも最後に会えてよかったわ……」

「響ちゃん……」

　まるで今際いまわのような響の台詞せりふに、薫は嗚お咽えつを我が慢まんしているのか口元を手で覆おおった。

「それより、役目は果たせたの？」

「か、解体出来なかった爆弾は駐ちゆう車しや場じように移い動どうさせたよ。あの爆発では怪け我が人は出てないはず」

「そう……。よくやったわね……」

　響は安心したのか小さく息を吐はいた。それがまるで肩の荷が下りたと言わんばかりに思えて、透は鳥とり肌はだが立つ。何を悟さとったように満足してるんだと怒鳴りたくなる。

「響ちゃん……」

　薫はぽろぽろと涙なみだを流していた。既すでに間に合わないことを匂においで察してしまったのだろうか。

「治療薬をくれっ。頼たのむっ!!」

　透は霧生に縋すがりつく勢いきおいで迫せまった。もう一いつ刻こくの猶ゆう予よもない。

「だから彼女も言ってたでしょ、そんなものはないって」

「じゃあ何だってこんなウィルスをばら撒まくんだ？　治療法がないなんてナンセンスだろ!!」

　そんなふざけた危き険けんな代しろ物もの、生物兵器にもなりはしない。

「だってそれが目的なんだから、それでいいのよ」

「はあっ？」

　霧生に潜ひそむ狂きよう気き──。治療法のないウィルスを拡かく散さんすることが目的だなど、狂くるっているとしか思えない。霧生の根底には憎にくしみが、それもとてつもない憎ぞう悪おが渦うず巻まいている。透はそれを理り解かい出来るとは思わないし、理解しようとも思わない。それでも透は聞かずにはいられない。

「も、目的って何なんだよ」

　答えは意外なところから返ってきた。開け放たれたままのドアから、霧生と同じ顔、同じ声をしたボブカットの女が姿すがたを現あらわした。その女も霧生と同じ、黒っぽいスーツに身を包んでいる。

「姉さんは人類を滅ほろぼすつもりなのよ」

「里美……」

　霧生は最初からそこに里美がいることを知っていたようで、特に驚おどろいた様子はない。

「正せい確かくには旧きゆう人類を滅ぼすつもりで、私たち能力者の支し配はいする世界を目指そうとしたのね」

「旧人類って……」

　総一郎が呆あつ気けに取られている。人類滅めつ亡ぼう、世界征せい服ふくなど荒こう唐とう無む稽けいな与よ太た話ばなしもいいところだが、それをクソ真ま面じ目めに実じつ現げんを目指したのが、この目の前にいる女ということなのだろうか。

「狂気に侵おかされそうになった人間が、自分を保たもつにはどうしたらいいと思う？　より大きな狂気を自分の中に見み出いだすのよ。そうすれば少なくとも最初の狂気に吞のみ込こまれることはないわ。だってあのときはそうするしかなかったもの。母さんがあの道を選んだのは当然よ」

　あのときとはいつのことを指しているのか、透にはよくわからない。だが恐おそらくは二度目のフルイズミ出血熱が流行したときだろう。人が狂気に陥おちいっても仕方のない地じ獄ごくだったと暁が言っていた。透だって今にも死にそうな響を前にして、どうにかなりそうなのだ。

「だ、だからウィルスを蔓まん延えんさせて、生き残った人だけで世界を動かそうって言うの？」

　震ふるえる声で薫は霧生を咎とがめた。そんなのは間違っていると訴うつたえる。

「そうよ。人類を強きよう制せい的に進化させるの。それが私の計画。人間は愚おろかな人間のままだから醜みにくい争いを止めないのよ。だからもっと賢かしこくしてあげるの。精神感かん応のう能のう力りよくが進めば、相そう互ご不ふ理り解かいによる争いは減へるじゃない」

　霧生は薫の問いを、真正面から受け止めて平然と言ってのけた。

「それにいずれ近いうちに必ず起きる食しよく糧りよう危き機きだって、口が減れば解かい決けつするでしょ。別にこの程てい度どの災さい害がいは悪ではないわ。ちゃんとコントロール出来れば、適てき度どな経けい済ざい活かつ性せい化かのためのカンフル剤ざいになるわ。戦争って何で起きるか知ってる？　武ぶ器きを消費するためよ」

　馬鹿馬鹿しくて誰だれも反はん論ろんなどしない。

「でもね、戦争って全然スマートじゃないでしょう？　だから人間同士で殺し合う代わりに、ウィルスに殺してもらうの。生き残った人は能力を使って平和的に生きていけばいい。こっちの方がずっと穏おだやかだと思わない？」

　霧生はドア付近の誰もいない空間を向いて言った。

『それを言うなら、今回のやり方はスマートじゃないと思うがな。まるで戦争そのものだ。最初から猫ねこだけを狙ねらっておけばいいものを……、元はといえばエクスプローラーは俺おれが作った組織だぞ。壊かい滅めつなんか出来るわけがない』

　声だけが聞こえる。いつの間にか島木もこの場に来ていたようだ。

「やっぱりあなたは妹の味方についたのね」

「俺はどっちの味方にもならないって言ったろ。今回も、彼らが死なないように、ただ見守っていただけだ。単たん純じゆんにお前が、またこの子たちに負けたってだけの話さ」

「……そう」

「じゃあ、本当に治ち療りよう薬はないんだな？」

　透は絶ぜつ望ぼう感に囚とらわれながら、最後の望みを賭かけて再さい度ど聞いた。その問いにはもう答えたというように、霧生は否ひ定ていも肯こう定ていもしない。ドス黒いものが、透の胸むねの内に溜たまっていく。

「あのとき本当は何が起きていたのか。そして今回、本当は何が起きていたのか、それを知ったら、あなたたちも自分を保たもてるかしら？」

　霧生は血走った目を輝かがやかせて、実に嬉うれしそうに言った。

「うるせえよ……」

　本当の殺意というのは、静かなものなのだと知った。研とぎ澄すまされて、頭の芯しんの奥おくから真まっ直すぐに突つき出る、一本の細い細い針はりのようなもので出来ている。

「透さんっ、ダメっっ!!」

　薫が透の胸に抱だきついて、全力で押おし留とどめようとする。もう背中の響からは息遣づかいが感じられない。

　総一郎と島木も透を止めに入った。敢あえてそれに抵てい抗こうはしないで、身体からだの力を抜ぬいた。だが意い識しきはますます鋭するどさを増ましていく。薫はカタカタと震ふるえながらも、決して透から離はなれようとはしない。

「違ちがうわ。姉さんが狂ったのは、そんなことが理由じゃないでしょ。そんなの噓うそっぱちよ」

　それまで黙だまっていた里美が霧生に正対した。髪の長さ以外に全く瓜うり二ふたつの二人は、目の奥に揺ゆらめく怜れい悧りな光まで同じだった。いつもの快かい活かつそうな里美はどこにもいない。

「私たちには本当は弟がいたの。年は私たちの二つ下だったわ」

「や、やめなさいっっ!!」

　里美の語りだした内容に、霧生が血相を変えて取り乱みだす。

「あのとき、あの子は真っ先に感かん染せんして、そして一番最初に奇き跡せき的に回かい復ふくしたの。だけど他ほかの子どもや大人たちは次々と死んでいく。そのときはまだワクチンも治療薬もなかったしね。それでどうしたと思う？」

「やめなさいって言ってるでしょっっ!!」

　霧生は里美に摑つかみかかったが、里美はふわりふわりとその腕をかわしていく。

「大人たちはね、あの子の血を残らず絞しぼり取ったのよ。他の村人たちが助かるためには、血清療法しかないと言ってね」

「そんな……」

　薫は透に抱だきつきながら絶ぜつ句くした。

「この血は汚よごれているのよ。比ひ喩ゆでもなんでもなくね。私も姉さんも……」

　里美は静かに自じ嘲ちようの言葉を紡つむぎだす。

「そうよ。あなたも私と変わらないっ。いいえ、それ以上よっ。全ての元げん凶きようはそもそも身を売ったあなたたちのせいじゃないっ。私は絶対に許ゆるさないっ。自分もっ!!　あなたたちもっ!!」

　霧生は握にぎっていたリモコンのスイッチを胸の前に持ち上げた。はっとしたように里美はそれを遮さえぎろうと手を伸のばす。

　その瞬しゆん間かん、透は響を背負ったまま、島木と総一郎と薫の三人を振り切ると、薫の腰こしから抜ぬき取ったナイフを掲かかげて、霧生の顔面に突き立てた。

　だが突き刺ささるはずの刃はは、霧生にかすりもしないで空から振ぶった。霧生は額ひたいの真ん中に黒い穴あなを開けて倒れていく。遅おくれて、ターンという銃じゆう声せいが響いてきた。

「さよなら、姉さん。どうせお互たがい短い命だったのよ。業の深さは私も変わらないわ。いずれ地じ獄ごくで会いましょう」

　窓まどにも小さな穴が開いている。その直線上に、病院の屋上でライフルを構かまえる慶介がいた。




　　　　§８




「響、しっかりしろっ」

　何度その名を呼よんだだろうか。

「響っ!!」

　だが既すでに響は意い識しきがなく、呼吸も止まっているのではないかと思うほどに弱々しい。今心しん臓ぞうが止まってもおかしくないほどに思えた。

　なぜ殺したんだと言い争っている島木と里美をその場に残して、透たちはビルを出た。

　透が宣せん言げんした通り、きっかり二十分後に集中治ち療りよう室しつに戻ったところ、ちょうど遠心分ぶん離り機で生成された舞衣の血清のウィルスチェックが終わったところだった。特に感かん染せん症しように罹かかっていることもなく、その血清には何も問題がないということだった。

　あとはこれを投とう与よして、症しよう状じようが軽けい減げんされるのを祈いのるだけだった。もうそれしか残された道はない。効こう果かがあるかどうかは五分五分ということで、逆ぎやくに症状が悪化する場合もあって、そのときは最悪の結果も覚かく悟ごしてくれということだった。

　響を医い師しに任まかせた透は、侵しん入にゆうしていた敵てき工作員を、八つ当たり気味に片かたっ端ぱしからぶちのめした。とてもじっとなどしていられなかったからだ。少しでも身体からだを動かしていないと、響を失うかもしれないという恐きよう怖ふに押し潰つぶされてしまいそうだった。

「頑がん張ばれ、響っ」

　そう何度も口にして、その声が響に届とどくように念じながら戦い続けた。敵を一いつ掃そうした後は、集中治療室前の通路の掃そう除じをした。透がぶちまけた消火器の粉を集めて、雑ぞう巾きん掛がけまでやった。

　それが終わると、今度は近くの神社に行ってお参りした。神様などこれっぽっちも信じていないが、それでも残るは神頼だのみしかなかった。総一郎に頼んで、周辺の地図を調べてもらうと、他の寺や神社にも足を延のばした。

　願うことは一つだけ。

……響を助けてください

……代わりに俺が死んだっていい。だから響を助けてください

　響の死を思うと、カタカタと全身が震ふるえ出す。

　空が明るくなり始めた頃ころ、透は病院に戻った。響は相変わらず意識が戻らないまま、昏こん睡すいしていた。集中治療室の前では、薫が真っ赤に泣き腫はらした目で椅い子すに座すわっていた。総一郎はイライラしながら、何度も通路を行ったり来たりを繰くり返している。

「透さん……」

「霧元……」

「響ちゃん、治りますよね。絶対元気になりますよねっ」

　薫が泣きじゃくりながら透の胸に縋すがりつく。

　透は薫を片手で抱だき締しめて呆ぼう然ぜんと病室を見た。既に思考が麻ま痺ひしていた。心配するあまり、もう他の事は一いつ切さい考えられない。ここまで、どうやって単車を運転して、どうやって歩いて戻ってきたのか、全く覚えていない。

　すると、集中治療室の中にいた女性の看かん護ご師しが、響のベッドに走り寄った。機器のモニターに目を走らせると、血相を変えて枕まくらもとのスイッチを押して、何やら口走った。

……何だ？

　いつの間にか響が苦しそうにもがいていた。必死にその手が何かを求めているように見える。

　すぐさま隣となりの控ひかえ室から、担たん当とうの医師と数名の看護師が駆けつけてきた。

「な、何なの？」

　薫の心細そうな声が、透の不安を煽あおり立てる。震え出しそうになる身体を押さえつけるように、透は薫を抱き締める腕に力を込めた。

　医師はざっと響を診しん察さつすると、響の口元に耳を傾かたむけたあと、身体を起こして天を仰あおいだ。そのまましばらく動かない。そして看護師に何かを言った。

……何だ？

　眉まゆ根ねを寄よせて苦しげな表情をした若わかい女の看護師は、集中治療室のドアの前まで来ると、そこで小さく深しん呼こ吸きゆうをした。そして表情を消すとドアを開けて出てきた。その顔には、もう何の感かん情じようも見当たらない。そして極きわめて事じ務む的に言った。

「水瀬さんから、皆みなさんにお話があるそうです。……覚かく悟ごはしておいてください」

「……覚悟って何だよ」

　怒ど気きを孕はらんだ声で、透は看護師に詰つめ寄った。総一郎が透の肩かたを引っ張って睨にらみつける。その目が、先せん輩ぱいに聞こえるだろと言っていた。透は薫ごと総一郎に無理やり引き摺ずられながら、集中治療室に入った。

　天てん井じようがとても遠くに感じる。足元がぐにゃりとぬかるんだような気がする。

　響のベッドの脇わきにいる医師は、沈ちん鬱うつな表情で佇たたずんでいる。

　張りを失って土気色の肌はだをした響は、たった今、意識を取り戻したようだった。響は何かを言いたそうにしているが、声は聞こえてこない。医師が響の酸さん素そマスクを外した。

「透……、薫……、椎名も……」

　酷ひどく聞き取りにくい、弱々しい声だった。こんなのは響ではないと叫さけびたかった。あの勝気で生意気で高飛車な女など、どこにも見当たらない。

「響……」

「響ちゃんっ、頑張って」

「先輩っ」

　透たちは響のベッドを取り囲むと、口々に言った。透は床ゆかに膝ひざをついて響と目線を合わせる。

「私、もうダメみたい……」

「何言ってんだよ……」

　弱気になるなと言いたいのに、透の方が先に言葉に詰まって参ってしまう。もう響の顔が滲にじんだようにぼやけて、はっきりと見えない。

　響の指先が透の頰ほおに触ふれる。涙なみだを拭ぬぐう力もないのか、すっと離はなれてしまう。透はその右手を両手で握にぎり締しめた。響の手はこんなに小さくて細かっただろうか。

　響の指が僅わずかに力が込められたように動く。透の指が黒川庄村でのことを覚えていた。指を交こう互ごに絡からめると、響の手から安心したように力が抜ける。その手にぽたぽたと透の涙が落ちる。

「今まで……ありがと」

……待てよ。今までって何だよ……。何まとめに入ってんだよっ

　なのに透の喉のどからは嗚お咽えつしか出てこない。言いたいことは山ほどあるのに、言葉にすることすら出来ない。

──心しん拍ぱく、血けつ圧あつ、ともに低下してますっ

　透たちの背はい後ごが慌あわただしくなる。

　薫は大きくびくっと震えて口元を手で覆おおった。大おお粒つぶの涙を止め処どなく溢あふれさせている。

「楽しかったよ……。あんたと会えてよかった……」

……なんでそんな幸せそうな顔をするんだよ

　響は怒おこっている顔が一番似に合あうのだ。挑ちよう戦せん的な笑えみを浮うかべているときが一番魅み力りよく的なのだ。それは誰だれよりも透が一番よく知っている。吸すい込まれそうなほどの大きな瞳ひとみは、もうほとんど閉とじかかっている。

「透……、薫をよろしくね……」

　それが響の最期の言葉だった。

　響は目を閉じると、力なく首が枕まくらに沈しずんだ。握り締めた響の手から完全に力が抜ける。

──ピ────

　弱々しいながらもリズムを刻きざんでいた心拍モニターが、単調の音を放つ。すぐに看護師がボリュームを下げて、何も聞こえなくなった。

……うそだ

「……うそだっ」

……ありえるはずがない

「ありえないっ」

「響ちゃんっっ!!」

　薫がわっとばかりに響の身体からだに覆い被かぶさった。そして声を上げて泣き始める。

「勝手に死ぬなっ、ヴォケっ!!　誰が死んでいいっつったっ!?」

　透は響の手を力いっぱい握り締しめた。だけど握り返される気配はまるでない。

「おい、目を覚ませよっ!!」

　響は安らかな笑え顔がおのまま、まるで眠ねむっているように見える。あんなに苦しんでいたのが噓うそのようだった。それなのに一向に目を覚まさない。

「流れ星、見にいく約束しただろっ」

　勝手に約束破やぶるなよと泣き縋すがる。

「霧元……」

　総一郎も目を真っ赤に腫はらして、ぐっと耐たえていた。

「俺、お前にまだ何も言ってない……」

　伝えたい言葉があったはずなのに、それを告げる前に、相手は永えい遠えんにこの世から去ってしまった。この想おもいは一体どこに向かえばいいのだろう。

　ある日突とつ然ぜんに透の胸の真ん中に居い座すわって、透を孤こ独どくという底なし沼ぬまから引き上げてくれた、そんなかけがえのないたからもの。

「響、俺っ、俺っ……、お前のことが……、お前のことが……ずっと……」

……ずっと……

　後はもう言葉にならなかった。声を上げて泣くしか出来ない。

「あーもう、じれったいわね。早く言いなさいよっ」

……えっ？

　透は反はん射しや的にがばっと顔を上げた。

「響ちゃん……？」

　響の眉み間けんに皺しわが寄っていた。薫が不自然そうに響の顔を覗のぞき込こむ。

　透は握り締めていた響の指を離はなして、手首の脈を取った。そこには弱々しいながらも、はっきりとした脈動が感じられた。

「あれ？」

　透はしばらくその意味がわからなかった。だがようやく何が起きたのか悟さとると、嬉うれしさよりも凄すさまじいばかりの怒いかりが湧わき起こった。

　響がしまったという表情で口元をへの字に曲げている。

　驚おどろいた若わかい看かん護ご師しが総一郎の横に割り込んで布ふ団とんを捲まくった。響の胸に取りつけられていたはずの心電図モニターの電極センサーが寝巻きの上に転がっていた。自分でタイミングを見計らって取り外したとしか思えなかった。

「み、水瀬さんっっ!!」

　看護師の怒鳴り声が病室に響き渡る。

「ふんふーん、やっぱりあんた、私にメロメロだったのねー」

　その動きは緩かん慢まんで弱々しいながらも、響はこれ以上ないというほどに嬉しそうに勝ち誇ほこった笑顔を見せていた。

　嬉しいやらホッとしたのやら、腹はら立だたしいのやら、もう何がなんだか自分でもわからない。だけどすぐに、極きよく限げんまでの心配と、極限までの悲しみ、そして極限までの嬉しさは、全て極限を超こえた怒りへと変化した。

「ぐぬぬぬぬぬぬぬ～～～～」

　世の中にはやっていいことと悪いことがある。透は袖そでで涙なみだを拭ぬぐうと、歯が砕くだけるのではないかと思うくらい、きつく嚙かみ締めた。恐おそらく今まで生きてきた中で、ここまでの怒りを抱いだいたことはないだろう。

『あっはっはっ、響くん凄すごいよ。この状じよう況きようでその身体からだを張はったギャグ、いや、素す晴ばらしいっ』

　姿すがたを現あらわした島木が我が慢まん出来ないというふうに笑い転げていた。

「てめえは引っ込んでろっっ!!」

　本気で島木にナイフを投げつけた。完全な八つ当たりだが、病人の響に当たれない以上、相手はもう誰でもいい。

　だが島木は、それを両手で挟はさみこんで受け止めてしまった。さらに透の怒りが膨ふくれ上がる。

「で、私のことが何だって？」

　赤味の差してきた響の頰ほおが、妙みように色っぽくて艶なまめかしい。血清が効きいたのか、それとも響の回かい復ふく力りよくがウィルスに勝ったのか、症しよう状じようは明らかに改かい善ぜんしていた。

　しかし透の我が慢まんもそこまでだった。病人相手に無む茶ちやは出来ないと思っていたが、さすがに堪かん忍にん袋ぶくろの緒おは切れた。

「お前のこと、ずっと……救いようのない大馬鹿女だと思ってたんだよっ。お前みたいな性しよう悪わる女は死ねっ。その方が世の中のためだっ。死ねっ。つーか、今のうちに俺おれが殺してやるっ!!」

　響に飛びかかった透を薫と総一郎が止めなかったら、本気でぶん殴なぐっていたかもしれない。







　Interlude 4







　少年と少女の影かげは、ときには重なり合い、ときには離はなれて、流れるように建物の中を駆かけ抜ぬけていく。

　大事な場面では、その動きには一いつ切さいの無む駄だはなく、息もぴったりなのだが、少しでも気を抜くと途と端たんにじゃれ合い始めるのは、仲がいいのか悪いのか、いまいち判はん然ぜんとしない。

　とはいえ、目的を遂すい行こうすることに関しては、足の引っ張り合いはしないので、右に出る者たちはそうはいないだろう。

　少女は入院中の病院を抜け出して研究所に来ていた。どうせ明日退たい院いんするのだから、一日くらい早めに無茶をしたところで、何も問題はあるまいというのが少女の意見だ。

　少年は少女の意見に反対する気はないようだ。どうせ言っても聞かないと諦あきらめているようで、ある意味それは賢けん明めいな判断と言える。無駄なことはしないのが彼のモットーらしい。

　二人は研究所の責せき任にん者しやが控ひかえている一室に忍しのび込んだ。そこにいた男は少女の顔を覚えていたようで、酷ひどく怯おびえていた。

「お前何やったんだよ」

「まあ、ちょっとね」

　少年は胡う散さん臭くさげに少女を見やると、求めていた情じよう報ほうを男から聞き出した。男は以前の出来事でよほど懲こりていたのか、聞いていないことまでペラペラと話した。

　それは少年の予想を裏うらづける最悪のものとなった。

「やっぱりな……」

「あんたの勘かん、当たったようね」

「勘じゃない。推すい理りと言えよ」

　二人は軽口を叩たたき合いながら、来たルートを戻もどっていく。

「あそこ、結けつ構こう居い心地ごこちよかったんだけどなあ」

　少女は単車の後部シートに跨またがると、ヘルメットを被かぶりつつぼやいた。

「金を稼かせぐだけなら、どこでも出来るさ」

「それもそうだけどね……」

　いざとなったら、少年と少女が手を組んで、どこかの企き業ぎようの会議室でも監かん視しすればいい。面おも白しろいとも思えないが、インサイダー取引に手を出せば、簡かん単たんに莫ばく大だいな利り益えきを得られるはずだ。

　何にせよ、明日全すべての決着をつけることになりそうだ。

　空は曇くもっていた。明日は何が何でも晴れてもらわないと困こまるのだが、予よ報ほうでは微び妙みような天てん候こうになりそうだった。外れてくれることを祈いのるしかない。







　第五章　決けつ別べつの湖みずうみ
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　バスの外は澄すんだ青い空と、巨きよ大だいな入道雲が湧わき立っていて、夏真っ盛さかりを感じさせた。

「響ひびきぃ～、俺おれ、ずっとお前のことがぁ～。響ぃ～、俺、ずっとお前のことがぁ～♪」

「うるせえっ」

　透とおるは響が座すわっている前の座ぜ席せきの背せ中なかを思いっきり蹴け飛とばした。ベルボトムのジーンズにカーキ色のギャザーノースリーブシャツ姿の響は、窓まどの外を眺ながめながら、実に気持ちよさそうに、勝手にメロディをつけた鼻歌を口ずさんでいる。

「もうっ。次それ言ったら、怒おこるからね、響ちゃんっ」

　響の隣となりの席に座っている薫かおるは、そう言いながらほっぺたを膨ふくらませて怒った。薫は薄うす黄き色いろのカラーシャツにジーンズを穿はいている。最近はスカートやワンピース姿ではなくて、パンツルックでいることが多い。

「ええ～？、いい歌じゃない～」
















　透は今度は響の脳のう天てんにチョップを繰くり出したのだが、後ろに目がついているかのように、さっと避よけられてしまった。

「ぬうう、この野や郎ろうっ」

「もう諦あきらめろ……」

　総そう一いち郎ろうがぽんぽんと透の肩を叩たたいて宥なだめた。相変わらずタンクトップ姿でいい色に焼けた筋きん肉にくを誇こ示じしている。

（アホは相手にしてはいけないと、いつになったら学習するのかね）

　桃ももは薫と響の間で立ち上がると、座席の背もたれから顔だけ覗のぞかせて言った。

「肝かん心じんなときに眠ねむってた役立たずが、偉えらそうに言うなっ」

　透は桃の顔面を光速のパンチでぶっ飛ばす。そして座席から転げ落ちた桃を響が蹴け飛とばした。

　バスは山道をどんどん登っていく。左手には、巨大な人工の湖が見えてきた。水面は緑の木々を反はん射しやして、見事なコントラストを描えがいている。




　あの集中治ち療りよう室しつでの一件けんの後、大おお暴あばれした透は比ひ較かく的早くに怒りは収おそまったのだが、薫と総一郎は透を宥なだめていて乗り遅おくれた分、後から沸ふつ々ふつと怒りが湧いてきたらしい。響が今朝退たん院いんするまでの二週間以上、二人は毎日見み舞まいにやってきては説教をしていたくらいだ。

　でもそのお陰かげで響と薫との間で会話がなされたので、あれはあれでよかったのかもしれない。響と決着をつけると言っていた薫だったが、どういう話し合いをしたのか、今では二人は以前よりもさらに親しん密みつな姉妹しまい関係を結んでいた。むしろ今では透が除のけ者にされているような気がするほどだ。

　響の症しよう状じようは、実じつ際さいのところは本当にいつ死んでもおかしくないほど酷ひどいものだったようだ。だが血清を投とう与よした後の回かい復ふく力は、明らかに常じよう人じんをかけ離はなれた驚きよう異い的なものだった。小こ久く保ぼの推すい測そくでは、透と同じく何らかの体たい質しつ変化があったのではないかということだったが、そんな短期間での劇げき的な変化は考えにくいので、恐らくは元から持っていたゴキブリ並なみの生命力が、ウィルス感かん染せんをきっかけにして覚かく醒せいしたと考えた方がいいだろう。

「誰だれがゴキブリよっ」

　透の推すい理りを聞いてご立りつ腹ぷくの響だったが、自分でも胡う散さん臭くさく思っていたようなので、理由がわかればそれでいいと満足したようだった。こういうとき、あの単たん純じゆんな性せい格かくが羨うらやましく思える。

　実は透も桃型のウィルスには感染していた。出血した響とあれだけ接せつ触しよくしていればそれは仕方がない。ただし透の場合は、別種とはいえ類るい似じのウィルスの抗こう体たいを持っていたのと、血清療法が効きくことがわかっていたため、いち早く治療を行ったことで、あっさり完治してしまった。

　透だけずるいとか、わけのわからないことを言っていた響だったが、支し離り滅めつ裂れつなのはいつものことなので、もうその言動を深く考えるのはやめにした。

　霧生きりゆうが死んで、その後「組そ織しき」がどういう体たい制せいになったのか、透は何も知らない。警けい察さつが今回の病院襲しゆう撃げき事件をどのように処理したのかも知らない。一いつ切さいニュースにはならなかったからだ。さらには黒くろ川かわ庄しよう村での疫えき病びよう流行すら記事にならなかったのには驚おどろかされた。

　里さと美みに聞けば教えてくれたのだろうが、色々思うこともあって、接触は今日まで避さけていた。

「見えてきたわね」

　ダムを越こえてしばらく進んだ辺りに、慰い霊れい碑ひが建っている。その場所で透たちはバスから降おり立った。東京と違ちがって空気がひんやりとしていて美う味まい。

「ここが旧きゆう古ふる和泉いずみ村、お前らの生まれ故こ郷きようってことか……」

　総一郎が湖を眺ながめて、感かん慨がい深そうに呟つぶやいた。

　慰霊碑には、かつての土ど砂しや災さい害がいで亡なくなったり、行方ゆくえ不明になった人たちの名前が彫ほり込まれている。今から十五年も前のことだ。

「響ちゃんと透さんのも、私の名前もあるね。そっか、私の本当の名字ってこれなんだ……」

　霧きり元もとという名字も水みな瀬せという名字も、養よう護ご施し設せつでつけて貰もらったものだ。透という名前だけが元からのもので、響もそれは同じだろう。

　透と同じ名字の男の名前がすぐ上に刻きざまれていたが、もしかしたらこれが島しま木きの本名なのかもしれない。だがわかるのはそれだけのことで、特に何も感かん傷しようめいたものは浮うかんでこない。

　標高が高いせいか、昼前のこの時間は、乾かわいた風がとても気持ちいい。のんびりとここで昼ひる寝ねをしたくなるが、あいにくと、夕方までには軽井沢に向かわなくてはならない。

　朝一番の電車で出発してきたとはいえ、既すでに日はだいぶ高くなっている。

　里美たちがやってきたのは、それからしばらくしてからのことだった。




　　　　§２




　里美は小久保と一緒にハイブリットカーから降り立った。その手には供く花げが握にぎられている。

　後続のワゴンからは慶けい介すけも降りてきたが、その中にはまだ数名のエクサーらしき者が待機していた。窓の奥おくから透たちを覗のぞく目が、何気に厳きびしい感じがする。里美の護ご衛えいなのだろう。組織がどのように変化するのか読めない分、不ふ測そくの事じ態たいに対たい処しよしているのかもしれない。

「ここに来るのは何年振りですか？」

「私は年に一回は来てたわよ」

「私もそうだね」

　里美と小久保は透の問いに答えて、慰霊碑を見上げた。青い空と緑の木々、銀色に光る水面をバックに、黒い御み影かげ石いしの石碑が輝くばかりに浮き立っている。

「……俺は初めてだな」

　慶介はさりげなく響の隣となりに立ってぽつりと呟つぶやいた。いつもの場違いとも言えるような陽気さではなく、珍めずらしく神しん妙みような顔をしている。

　里美は慰霊碑の前に花束とサングラスを置いた。多分霧生が掛けていた物だろう。里美の姉であり島木の幼おさな馴な染じみでもあった彼女に黙もく禱とうを捧ささげるくらいは、透もやぶさかではない。

　爽さわやかな風と一緒に沈ちん黙もくが流れる。

「それで、一緒にここに来たいと言い出した目的は何かしら？　ただお参りしたいってだけじゃないんでしょ」

「ええまあ。俺たちなりのけじめをつけようと思いまして」

「けじめ？」

　里美は小首を傾かしげた。

「俺たち、エクサーを辞やめようかなと思うんです。まだ完全に決めたわけじゃないですけど」

　響と薫、総一郎も一緒に頷うなずいた。野鳥の鳴く声が涼すずしげに響ひびき渡る。

　透たちは里美たちの風下に移い動どうした。位置関係はこれでいい。

「理由を聞いていいかしら？」

「他人の思おも惑わくに乗せられて、いいように操あやつられるのは御ご免めんだなってことですよ」

「何のことかしら？　意味がよくわからないんだけど」

　透と里美の視し線せんが一いつ瞬しゆんだけピリッと絡からみ合った。だがすぐにいつものようにお互たがい親しん密みつそうな空気を取り繕つくろう。

「今回の黒川庄村から始まった一連の騒そう動どう。これ全部、仕組んだ奴やつがいたんですよ。俺たちはそれにまんまと乗せられただけ」

「私はそれに巻まき込こまれて危あやうく死ぬところだったしね」

　響が肩かたを竦すくめて、大変な目に遭あったものよと愚ぐ痴ちをこぼした。

「いや、お前は死んだ方がよかったよ。それが世の中のためだ」

「そこ、茶化さない」

　響の蹴けりを余よ裕ゆうでかわすと、透は話を続けた。

「一番最初に変だと気がついたのは、俺おれと薫ちゃんがウィルスの抗こう体たいを持ってることでした」

　里美は表情を変えなかったが、小久保の目め尻じりがぴくりと動いたのを透は見み逃のがさない。

「二回目のフルイズミ出血熱が流行したのは、今から約十七年前ということですが、これっておかしいですよね。俺はともかく薫ちゃんはまだ十五歳さいだ。何で抗体を持ってるんだ？」

　島木の記き憶おくでは、二回目の流行が終しゆう息そくした後に土砂災害で村が壊かい滅めつするまでの間、感かん染せんした者は一人もいなかったということだった。だから薫が感染していないのは確たしかだ。

「暁あかつきさんが言ってました。オリジナルのフルイズミウィルスは、既すでに治療薬もワクチンも開発されていると……。ということは、俺と薫ちゃんは、ワクチンを投与されていたということになりますよね。だけどこれもまたおかしなことになります」

　透は肩かたを竦すくめた。一度湧わき上がった疑ぎ問もんを辿たどると、次から次へとおかしなことが浮うかび上がる。今まで気がつかなかったのが不思議なくらいだ。

「ちょっと気になったので、どこのメーカーがワクチンを開発したのか調べてみました。だけど国内メーカーはおろか、海外メーカーでもワクチンの製せい造ぞうを行ったという記録はありませんでした。しかも不思議なことに、研究開発を行ったという事実すら発見出来ませんでした」

　総一郎がこの二週間の間、ずっと調べていたので、まず間ま違ちがいない。総一郎は桃を肩に乗せて、苦労したぜとぼやいている。

「だいたい、マイナーな感染症の専せん用ようワクチンや治療薬など、製薬会社は作りたがりません。採さい算さんが取れないからです。ある程てい度どの患かん者じや数が見込まれて、ある程度の薬が捌さばけるような病気じゃないと、研究、開発、製造まではいかないんですよ」

　世せ知ち辛がらい話だが、製薬メーカーにしてみれば、病気も飯の種ということなのだろう。ましてやこのウィルスは、その存そん在ざい自体が秘ひ密みつにされてきたものだ。どこかの大学や研究所が、手軽に扱あつかえる代しろ物ものでもない。

「ではそのワクチンは一体誰だれが研究開発して製造したのか。このフルイズミウィルスの歴史を考えれば、自おのずと答えが出ます」

　そこで透は一いつ旦たん言葉を切った。唇くちびるを唾つばで湿しめらせて、再ふたたび口を開く。

「……答えは国だ。大日本帝てい国こくから受け継つがれたフルイズミウィルスは、歴史の闇やみに葬ほうむられたように見えて、実は密ひそかに研究開発が続けられていた。多分、国のバックアップを受けたどこかの研究機関でしょう。そしてそこで開発されたばかりのワクチンが、幼い頃の俺と薫ちゃんに接せつ種しゆされた」

　透の持つ最も古い記き憶おくの一つ。不思議な機械の並ならぶ小部屋で、銀色に鈍にぶく光る台の上に乗せられて、何かをじっと待っていた光景。

　黒川庄村の診しん療りよう所じよに行ったとき、透は奇き妙みような既き視し感に襲おそわれたのだが、それはその幼い頃の記憶と重なるところがあったからだろう。

　当時の古和泉村で開かれていた診療所の名前は、小久保診療所だ。恐らく小久保の父親が経けい営えいしていたものと思われる。そして小久保はちょうどその頃、とある大学院の研究室で、とあるウィルスの研究を行っていた。つまりそういうことなのだ。

　もしかしたら、透と薫に注射を打ったのは、小久保自身かもしれない。透たちは実験体だったのではないだろうか。

「ところで、国が密かに管理していたこのフルイズミウィルスですが、なぜか十七年前、突とつ如じよとして偶ぐう然ぜんにも古和泉村で再流行します。しかも感かん染せん率りつは低いはずなのに、これまた偶然に数十人が同時に感染して、十数人が亡なくなったと聞いています。これはこの前、小久保院長から聞きました。そうですよね」

　小久保は曖あい昧まいに頷うなずいた。小久保の話では、二度目の流行は国が主しゆ導どうして行った人体実験だったのではないかというものだった。

　だが国という総そう称しようで呼ばれはしても、実際には上からの命令を受けて誰かがそれに携たずさわるわけだ。それは一体誰だったのか。

「しかも、当時村の中では深しん刻こくな対立が起きていたんですよね。前にも聞きましたが、対立点は、能のう力りよくのことを公表して世界に役立てるべきか、否いなかでしたっけ？」

　里美が、ええそうよと頷いた。

「霧生が死ぬ直前に言ってたことが気になって、島木に聞いてみました。亡くなった十数人のほとんどが公表するべきという急進派はの人間でした。俺にはこれが偶然とは思えない」

「私も同感ね」

　響が透に合わせて頷いた。腕を組んで静かに里美と小久保を見み据すえている。

「村の中の誰かが絵を描かいたというのは、考えが飛ひ躍やくし過すぎですかね？　霧生の母親が村人に復ふく讐しゆうを誓ちかったという理由も、その後、土砂災害に見せかけて大人たちを殺害し、子どもたちを拉ら致ちした強ごう引いんなやり方も、これなら納なつ得とくがいきます」

　村の中に国と結けつ託たくした者がいたのだ。小久保がその中心にいたのかどうかはわからないが、重要な役やく割わりを果たしたのはまず間違いない。そしてその小久保と手を組んでいる里美。

「そんな与よ太た話ばなし、誰が信じるというの？　だいたい証しよう拠こなんてどこにもないでしょ」

　里美の表ひよう情じようからは既すでに笑えみが消えていた。透たちがここに里美を呼び出した真の理由に気がついたのかもしれない。

　透は薫を手て招まねきしてそばに呼よび寄よせた。これからが本番だ。ここまでは過か去この人間たちのやらかしたことで、小久保以外には直接関係はない。

「そうですね。証拠なんてあるはずがない。そんな物を手にした者は、あっという間に消されたでしょうからね。暁さんのように」

　一いつ瞬しゆんにして空気が張はり詰つめた。里美の視し線せんが冷ややかに研とぎ澄すまされていく。

　暁は今も意い識しき不明の重体のままだ。もしかしたらこのまま一生目を覚まさないかもしれない。暁が最後に言っていた言葉が頭を巡めぐる。

「意味がわからないわ」

　開放された空間なのに、妙に圧あつ迫ぱく感を感じるのは、目の前の里美が放つ、不ふ穏おん当とうな気配のせいだ。薫が透の腕を握にぎり締しめてくる。

「今回の黒川庄村でのフルイズミウィルスの流行ですが、やはり変だと思ったのは、マスコミに一いつ切さいの情報が流れなかったことです。まるで十七年前のときと同じ様相ですよね」

　透は軽くジャブを放った。

「それは当然でしょう？　知らせてもパニックになるだけだし、差別を助長させるだけだわ」

　里美は平然と受け流す。

「そのわりには随ずい分ぶんと手て際ぎわがいいんですよね。まるで事前に流行がわかってたみたいに」

「気のせいじゃないの？　私たちの努力を認みとめてくれないかしら」

　透と里美の視線がピリピリと絡からみつく。既すでにお互たがい敵てき意いを隠かくしていない。

「ところで、里美さんはどこから黒川庄村の疫えき病びよう流行の情報を得たんですか？　あの時点では、村長は知り合いの医者以外には知らせていないはずでしたし、フルイズミ出血熱だと確かく信しんするような情報はどこからも出てないはずなんですよね」

「…………」

　里美は無表情で黙だまっている。薫がか細い声で怖こわいと呟つぶやいた。

「ずっと不思議だったんですよ。霧生たちが黒川庄村にウィルスを蔓まん延えんさせたにしては、動きがどうも後ご手てに回ってるような感じだったんです。あいつらは子どもたちの居い場ば所しよを把は握あくしていなかったようですし、土ど砂しや崩くずれだって発生するのはかなり遅おくれた。山道をトレーラーで塞ふさいでいたわりに、実際に襲おそってきたのは二時間も後だった」

　今思えば、あのトレーラーは本当に霧生たちの手の者だったのだろうか。

「それでふと思ったんですよ。今まではてっきり霧生が主しゆ犯はんなんだと思ってた。与あたえられた状況証拠からいって、それ以外の可能性なんて考えもつかなかった。だけど、その状況証拠がことごとく不自然だとわかったら、別の答えが見えてきました」

　明らかにミスリードさせようとしていた者がいる。その者から与えられた情報を全すべてフィルタリングすると、実に面おも白しろい可能性が浮かび上がってきた。

「もしかして、あれは全部逆だったんじゃないですか？」

　あのとき起きた出来事についてではない。あの出来事に至いたるまでの道みち筋すじについてだ。

「つまりウィルスをばら撒まいたのは別の誰かだ。霧生たちはそれを嗅かぎつけて、子どもたちの横取りを目もく論ろんだ。だから動きが中ちゆう途と半はん端ぱだったんだ。じゃあ、あのとき派は遣けんされた俺たちは一体なんだったのか？　それは、霧生たちに子どもを奪うばわれるのを防ふせぐためだ」

　里美は肩を竦すくめて薄うすく笑った。全く仕方ないわねと、困ったように苦笑して見せたが、あいにくとこちらには薫がいる。わざわざ里美の風下に移い動どうしたのはそういうわけだ。

「……里美さん、俺たちに噓うそは通じないって知らないんだっけ？」

「私、里美さんや小久保院長が、ときどき噓を交えて説明していたことを知ってます。何が噓なのかはわからなかったけど、騙だましているってことは感じてました。私と透さんの抗体の話をしていたときとか、今回の流行は霧生が行ったと言ったときとか……」

　薫は険けわしい顔つきで里美を見み据すえた。

「響が八や坂さかさんと、各地の研究所を襲おそいまくってたのは聞いてます。響は奪ってきたものの中身には興きよう味みがなかったようですが、奪われたものが何だったのか、昨日、響ともう一度そこに忍しのび込んで聞き出してきましたよ」

　初めて里美に動どう揺ようらしきものが窺うかがえた。それは透の推すい理りが当たっていることを表している。

「最初に響たちが奪ったのは、白黒のブチ猫ねこで黒川庄村型ウィルスのキャリアでした。それから治療薬とワクチンも。だから黒川庄村にウィルスをばら撒くことが出来たのは、霧生だけじゃなかったんです」

　つまり黒川庄村での夜、透が見かけたのは二種類の猫だったのだ。黒川庄村型ウィルスのキャリアで里美が放ったもの、そして桃型ウィルスのキャリアで霧生が放ったもの。

　透が学校に呼び出された夜、霧生は盗ぬすんだものを返せと言っていた。あのとき透には何のことかわからなかったが、今なら理り解かい出来る。

「今の話が事実とすると、首都高でのワクチンと治ち療りよう薬やくの奪だつ取しゆ作戦だっておかしいですよね。すでに黒川庄村型ウィルスのワクチンも治療薬も里美さんたちは入手していたはずだ。つまりあれは事じ故こに見せかけて邪じや魔まになった暁さんを消すのと、桃型ウィルスのワクチンと治療薬を入手することが目的だったんだ」

　黒川庄村での防ぼう衛えい戦せんで、新たに桃型ウィルスのキャリアである第三の猫が投入されていることを知った里美たちは、後手に回ることを恐おそれた。それで桃型に対するワクチンと治療薬があるはずだと思い、木き更さら津づの研究施し設せつを監かん視しした。そこにタイミングよく輸送車が出た。

　暁は黒川庄村で起きた出来事に関して、そのカラクリを感づいたのではないだろうか。総一郎は暁が里美と何か口こう論ろんしていた姿すがたを見ていたし、暁の最後のアドバイスも耳に残っている。

──これは罠わなだ。敵てきは霧生だけじゃない。騙されるな

　暁は里美の仕組んだことを知って、任にん務むに就つきながらも納なつ得とく出来なかったのかもしれない。

　そんな暁をいずれは障しよう害がいになると思い、里美は敵の襲しゆう撃げきに見せかけて消した。

「あのとき、俺は四キロ手前から監視を続けていたけど、前を走っていた乗用車以外に護ご衛えいはいなかったはずだ。それなのに突とつ然ぜん単車二台が現あらわれた。あれは凄すごい不自然だった。最初から暁さんを狙ねらい撃うちにするのが目的で、永えい福ふくＩＣから高速に入ってきたんだ。もっとも、俺たちが入手してきたワクチンと治療薬は、黒川庄村型のもので、桃型じゃなかったのは予想外だったんでしょうけど」

　その後はあのバイクに乗っていた男たちは、最後まで現れなかった。霧生とは別の組そ織しきに属するものだったと考えた方が自然だ。

「病院に霧生たちが仕掛けてきたときも、今思えば不自然極きわまりない。桃は襲撃があった直後に直ちよく属ぞくのエクサーに眠ねむらされて、地下の倉庫に隔かく離りされていたそうだ。だけど、霧生たちの本当の狙いが桃だと見み抜ぬいたのはいいとしても、僅わずか数十秒の間に麻ま酔すい銃じゆうを用意して桃を狙そ撃げき、回収して地下に隔離だなんて、恐ろしく手際がよくないか？　どさくさに紛まぎれるタイミングを計っていたってのは考えすぎかな？」

　当然、桃の体内にいるウィルスを、里美たちは入手しているはずだ。透たちの警けい戒かいが逸それる瞬間を逃のがすはずがない。

「俺たちには内緒で他のエクサーにも緊きん急きゆう招しよう集しゆうを掛けていて、ずっと俺たちの動きを監視していた。俺と響が霧生の居場所を見つけるやいなや、そこに動員された全エクサーが集結。最後は霧生が何かを口走る前に、挑ちよう発はつした挙あげ句くに狙撃して口くち封ふうじか」

　別に味方だと思っていたわけではない。心を許ゆるしていたわけでもない。その遣やり口を非ひ難なんするほど子どものつもりもないし、非難出来るほど自分たちがきれいだとも思っていない。

　だけど里美のことを、どこか年の離れた姉のように慕したっていた部分もあったのだ。ときどき透に対して見せた優やさしさのようなものは、単に駒こまとして見ていたからだったのだろうか。

「なあ、里美さんの目的は一体何なんだ？」

「姉さんは周りの人を自分たちと同じ高さまで引き上げようとしたけど、私は普通の人たちの上に立つことを目指してるの。早い話が、エクスプローラーを利用した裏うらからの世界支し配はいね」

　透の問いに、里美はあっさり返事をした。それはつまり透の推理を認みとめたことになる。

　里美の決意は変わらない。きっと最初からその方ほう針しんもぶれはないのだろう。透が単たん純じゆんに表面的な部分しか見てこなかっただけのことだ。

「エクスプローラーの影えい響きよう力を高めるためなら、何だってやるわよ。それこそどこかの村を丸ごと潰つぶそうともね」

　黒川庄村の一件けんは、戦力を高めるために、能のう力りよく者を意図的に作り出そうとしたのだろうか。霧生が襲おそってくることも予定通りで、それを防ぼう衛えいするエクサーの有能さを示しめす意図もあったのかもしれない。もしかしたら霧生にリークしたのは里美自身だったのではないだろうか。ウィルスの効こう果かを知らしめるためのデモンストレーションということも考えられる。近年の日本国周辺の軍事的緊張の高まりも、無関係ではないはずだ。

　だが結局は、やっていることは霧生と変わらない。

　島木はその姿し勢せいを危あやういと思いエクサーを辞やめたと言っていたが、透たちも同じ考えだった。

「俺おれたちのような能力保ほ持じ者しやの勢せい力りよくがでかくなれば、必ず目の敵かたきにする者たちが出てくる。ガチでやり合えば絶ぜつ対たいに負ける。俺たちは圧あつ倒とう的に数が少ないからな」

「上う手まくやりきる自信はあるわよ」

「どこがだよ。俺たちに真相を見み破やぶられておいてさ。いずれ他ほかにも気がつく奴やつが出てくるぞ」

「それを抑え込む力はもうつけたわよ。今回、マスコミは完全に沈ちん黙もくしてるじゃない」

　里美のことだから、用意周到に今回のことも準じゆん備びしたのだろう。響が感かん染せんすることすら、計算に入れていたのではないかと思うくらいだ。

　だが透は首を振った。それでも里美の認にん識しきは甘あますぎる。今はネットがある。いくらマスコミを抑えたところで、匿とく名めいの口コミを抑えることは不可能なのだ。いずれ黒川庄村の疫えき病びようの話も、小久保病院の襲撃事件も、噂うわさとして広がっていくだろう。

「あのね、透くん。私たちは放ほうっておいても迫はく害がいされる立場にあるのよ。だったら動くしかないでしょ。あなたたちに何かあったら、守ってあげられるのは私たちだけなのよ」

「前にも言ったよな。俺は今の生活が気に入ってるんだって。余よ計けいな争いに首なんか突つっ込みたくないんだよ。自分たちの身は自分で守るさ」

「私も透と同じ意見よ。捻ひねくれた奴だけど、透は何があっても私の敵にならないってことだけは確かく信しんしてるしね」

「私も透さんのこと信じてます」

「俺も霧元を信じてる。霧元といると面白いことが山ほど起きるからな。それも楽しみだ」

　桃は興きよう味みのなさそうな顔で、総一郎の肩の上で欠伸あくびをしている。

「わかったわ。だけどエクサーを辞めるのは待って。依い頼らいを請うけるだけならいいでしょ？」

　里美は虚うつろな目で、情なさけを欲ほしがるように縋すがった。

「くどいよ、里美さん。俺はエクスプローラーの存在自体が既すでに危ういと思ってるんだ」

「……そう……残念ね。本当に残念だわ……」

　多少申し訳ない気持ちになるが、もう決めたことだった。

「なあ、だいたい何でそこまで俺たちに拘こだわるんだ？」

「そんなの決まってるじゃない。敵にしたくなかったからよ」

　里美の声が急に冷たく響ひびく。ぞっとするような冷れい酷こくな目だった。髪かみが長ければ、霧生と見み間ま違ちがえてもおかしくない。

　透と里美の間を、強い風が通り抜けていく。もうそこには敵意しか残っていなかった。




　　　　§３




　里美は片かた手てを上げると、背はい後ごのワゴンから、エクサーと思われる男女がぞろぞろと降おりてきた。中には姿すがたが揺ゆれているものもいる。能力者なのだろう。皆みな思い思いの銃じゆう器きを手にしている。

「自分の身は自分で守れるのよね」

　透は身み構がまえた。こうなることは一いち応おう予想していたので、悲しくはあるが驚おどろきはしない。

「俺たち自身も成長してるんだ。立て続けに中身の濃こい経けい験けんをしてきたからな。薫ちゃんや椎しい名なだって、実力から言えば既にＢ級、Ａ級レベルにまでなってる。この調子で鍛きたえていけば、あっという間にＳ級にだってなれたさ。もちろん俺たちも、もっともっと強くなる」

　透はジーンズの尻しりポケットから、使い慣なれたスタンガンと、今朝響に貰もらったばかりのサバイバルナイフを取り出した。

　里美の前に慶介が立ち塞ふさがった。なぜかその表情は嬉うれしそうに輝かがやいている。

「一度やり合いたかったんだ。お前はどこか気に入らなくてなあ」

「雑ざ魚こは引っ込んでろって前に言わなかったか？」

　透は鬱うつ陶とうしそうに辛しん辣らつな台詞せりふを投げつけた。それが慶介の癇かんに障さわったのだろう。

「誰だれが雑魚だっ」

「里美さんは抜かないのか？」

　透は慶介を無む視しして、里美の注意を引きつける。ほんの数秒、気づくのが遅おくれればそれでいい。数秒あれば、あの男には十分だろう。

　すると、里美の背後から透たちに迫せまっていたエクサーの動きが突然乱みだれた。倒された者は、自分がなぜ地面に倒れているのか、理り解かい出来ないはずだ。

「そう、あなたも来てたの……」

　ようやく事じ態たいを悟さとった里美は、どこか悲しそうに何もない場所を見つめて言った。

『彼らと同じバスで来たんだが、ちょいと隠かくれて話だけ聞いていた。野外にいるときのお前の警けい戒かいの網あみは、だいたい半径三十メートルだってのは、昔から知ってるからな』

　声だけが聞こえてくる。恐おそらく里美の見つめている場所にいるのだろう。

『飛び道具を持ってる奴は片かたした。後はお前らだけで何とかしろ』

「言われなくてもそのつもりよ。いくわよ薫っ」

「はいっ」

　響と薫は連れ立って、混こん乱らんしているエクサーたちに飛びかかっていった。

　響が動けるようになってからのこの一週間というもの、病院の屋上で、響と薫は暇ひまさえあれば、格かく闘とう戦せんの特訓をしていた。とにかく響が薫に教え込んだのは、相手から逃げ回る方法だった。倒すのは他の奴に任まかせてしまえばいい。

　教え方が上う手まいのか、薫の勘かんがよかったのか、かわすという一点に関してのみ、薫はめきめきと上達していった。元々の運動神しん経けいもよかったのだろう。一対一の戦闘なら、それでもいずれは捉とらえられてしまうだろうが、乱戦においては相手を攪かく乱らんする意味で十分に役に立つ。

　総一郎と桃は小久保と対たい峙じしている。何やら話をしているようだが、その会話の内ない容ようまでは聞き取れない。

「無視するんじゃねえよっと」

　慶介の右みぎ拳こぶしが繰くり出される。何の変へん哲てつもないただの右ストレートだ。だが何の仕掛けもなされていないはずがない。暗器か目め潰つぶしか、それともフェイントか。慶介の右拳が伸のびきった瞬しゆん間かん、ぐっと何かを握にぎり潰つぶすように拳が収しゆう縮しゆくする。

──ブシュッ

　指の隙すき間まから透の目を目掛けて飛んでくる何かの液えき体たい──。

　透は咄とつ嗟さに両手を目の前で交差させてガードするも、気化された物質もあるのか、直撃したわけでもないのに猛もう烈れつに目に滲しみた。だがきつく目を閉とじていれば、痛いたみは小さい。

　慶介は防ふせがれることも想定済ずみだったのだろう。その瞬間、慶介の左手首が翻ひるがえった。キラキラ光る細い何かが放たれたのが、一瞬だけ目ま蓋ぶたと腕の向こうに見えた。

「ちっ」

　さすがにこれはまずい。恐おそらくは針はり。当然ただの針ではないだろう。毒か睡すい眠みん薬やくか痺しびれ薬か。

　透は針の飛んでくる軌き道どう上にナイフの刃はを翳かざして、それを全すべて受け止めた。弾はじき飛ばされた針に触ふれないように飛び退すさる。

「なっっ!?」

　まさかこれをかわされることまでは想定外だったようで、慶介は驚きで一瞬動きを止める。

　その隙を透は見逃さない。目を閉じたまま、一瞬で間合いを詰めると、スタンガンを押し当てようと手を伸ばした。

　当然これは避よけられたが、立て続けにナイフとスタンガンを繰くり出した。

「あんたはなんで里美さんに従したがってるんだっ？」

「別に……。あの人は俺の命の恩おん人じんってだけじゃ理由にならねえかなあ」

　再び慶介の左腕が翻る。今度は至し近きん距きよ離りからかわしにくい下半身を狙ねらって針が放たれた。飛び上がって避けたが、着地の瞬間を再び狙われた。太ももに何本かの針が突き刺さる。

「くっ」

　あっという間に透の足の動きが鈍にぶり始めた。下半身から力が抜ける。

　慶介は針が尽つきたのか、いつの間にか左手にはナイフを握っていた。あれで嬲なぶり殺しにする気だろう。だが接せつ近きん戦は透も望むところだ。

「じゃあなー。恨うらむなよ」

　慶介は透の身体からだの中心に真っ直ぐナイフを突つき出した。鋭するどい刃が日光を反はん射しやしてキラキラと輝いている。

　足は思うように動かない。だから透は最初から避けなかった。ナイフの切っ先をスタンガンで受け止める。勢いを削そぎ損そこねた刃が、スタンガンを弾き飛ばして胸むねに突き刺ささる。透は激げき痛つうに顔を顰しかめたが、大した深手ではない。肋ろつ骨こつで止まればそれで十分だ。

　透はナイフをくるりと逆さか手てに持ち替えて、慶介の顎あご先さきにカウンターをぶち込んだ。顎先を掠かするようにショートフックをヒットさせたので、激しく脳のうを揺さぶられたはずだ。慶介は両りよう膝ひざが言うことをきかなくなって、もんどりうって倒れたまま、地面に這はいつくばった。

「ふうっ、目潰しに毒針かよ。ったく、たちが悪いなあ」

　透はスタンガンを拾い上げると、いつも以上に念入りに押し当てて慶介を無力化させた。

　透が立ち上がると、ちょうど響たちも形勢を決したところだった。何を話していたのか知らないが、総一郎と桃の前で小久保は膝をついてうな垂だれていた。勝負あったと言っていい。

　里美は呆ぼう然ぜんと立っていた。

「……あなたたちには、いずれエクスプローラーを率ひきいて欲ほしかったのに……」

「はあ？　何言ってんだ？」

　里美の呟つぶやきに、思わず透は聞き返していた。

「エクスプローラーの本当の目的は、仲間捜さがしであり、仲間の保ほ護ごよ」

　エクスプローラーの成り立ちは以前に聞いた。島木と一いつ緒しよに里美が始めた組そ織しきだったはずだ。だが里美の話からは、当初の目的と今とでは大きくずれが生じているように感じる。

「なあ、里美さん、何でそんなに急ぐんだ？　それが目的なら、こんなやり方しなくても、じっくり腰こしを据すえていけばいいじゃないか」

「…………」

　里美は疲つかれた表ひよう情じようを見せると、その場にへたり込んだ。一時に老ふけ込んでしまったような気さえする。

『残りの命は穏おだやかに過すごせばいい』

「何だ、知ってたんだ……」

　里美が宙ちゆうを見上げて、気が抜けたように言った。

「何を言ってるんだ？」

　透は横から口を挟はさんだ。

「里美は癌がんなんだよ。もうこの先は長くない」

　島木が里美の傍かたわらに姿を現あらわして、里美に手を伸ばす。

「ついでに言うと玲れい子こも同じ病気だった」

　透も響も咄とつ嗟さに声が出ない。薫と総一郎も同じように驚おどろいている。

「玲子が死んだときこの二人が言ってただろ。弟の血清を搾しぼり取った連中がいたって」

「あ、ああ……」

「その弟はＣ型肝かん炎えんウィルスに感かん染せんしてたんだ。生まれてすぐの頃に大怪け我がで血けつ液えき製せい剤ざいを使用したんだが、それが汚お染せんされててな。今も薬害訴そ訟しようで問題になってるの聞いたことないか？」

　薬害肝炎訴訟の話は透も聞いたことがあった。一時期かなりのニュースになった記き憶おくがある。

「で、血清を貰もらった連中は皆、肝炎ウィルスに感染したんだ。小久保院長が言ってたろ。血清療りよう法ほうは諸もろ刃はの剣つるぎだって。急性肝炎から慢まん性せい肝炎、肝かん硬こう変へん、肝細胞癌へと進行する感染症だ。全員が慢性に移い行こうするわけじゃないし、普ふ通つうはそこまで進行するのにも二十年以上かかるんだが、なぜかこの双ふた子ごは早くてな」

　確か肝炎は酷ひどく疲れやすいと聞いたことがある。里美がいつも快かい活かつそうにしていたのは、意図して無理やり演えんじていたわけだ。そういえば、黒川庄村での一件の後は、酷く疲労した顔をしていたのを覚えている。

「これはあの子から下された天てん罰ばつなのよ。フルイズミウィルスを退たい治じするためにＣ型肝炎ウィルスを貰ってくるなんて、笑い話もいいところだわ」

「お前が頼たのんだわけじゃないだろ」

　空を仰あおいだ里美の両目から涙なみだが溢あふれ出す。悲しいくらいに空は青い。

「里美、もういいんじゃないか？　あの悲ひ劇げきはお前のせいじゃない。責せき任にんを負うべき奴やつらはとっくに死んだ」

「何言ってるのよっ、島木くんが出ていったからじゃないっ。私は生き残った者として、仲間を救う義ぎ務むがあるわ。じゃないと弟に顔向け出来ないっ。一人で頑がん張ばるしかなかった私の気持ち、考えたことがある？」

「だからあのときも言ったろ。方法が違うって。お前が義務を感じるのは勝手だが、別に助けを求めてない奴だっているんだ。現にここにいる」

　島木は透たちを顎あごでしゃくった。

「人間っていうのは強いんだ。与あたえられた環かん境きようで、生きていく術すべをちゃんと身につけるもんだ。それでもどうしても手助けがしたいっていうなら、俺たちに出来るのは、その場を与えることだ。これがエクスプローラーを立ち上げた当初の目的だったろ？　勢力を拡かく大だいして、普ふ通つうの人間を支し配はいなんかしなくてもいい。本当に困こまっていたら、いずれエクスプローラーに辿たどりつく。辿りつかないなら、幸せに暮くらしてるってことだ。それでいいじゃないか」

　島木は手を差し出して里美の頰ほおに触ふれた。

「あのときはお前が急ぐ理由はわからなかったが、今ならわかるさ。俺が戻れば、後のことは心配しなくてもいいだろ？　そうすれば支配体制の確立なんて無茶なことも考えなくていい」

「ほんとに戻ってきてくれるの？」

「ああ。もう弟も見つかったしな。俺のやりたいことはとっくに終わった。後はお前と一緒に、玲子の弔とむらいをしながら生きていくのも悪くはないさ。だからもう無理はするな」

　里美は島木の手を取ると、嗚お咽えつを漏もらしながら泣き続けた。その慟どう哭こくは、静かな水面みなもに溶とけ込んでいく。ここに眠ねむる幾いく柱はしらもの魂たましいに、その声は届とどくのだろうか。

　今この瞬間に、一つの時代が終わったことを透は感じていた。







　エピローグ







　透とおるたちは旅館を出て少し離はなれた駐ちゆう車しや場じようまで歩いてきた。よく見ると吐く息が僅わずかに白い。真夏だというのに、軽井沢の夜は、気温も一桁けた台近くにまで落ち込んでいた。風が少し出てきて、体感温度はますます下がっていく。

　透は持ってきた革かわジャンに袖そでを通したが、かなり冷え込んでいた。薫かおるはダウンジャケットにしっかり身を包んでいる。響ひびきは透たちの少し前で、悠ゆう然ぜんと空を見上げていた。白のロングコートが鮮あざやかに夜空の下で浮うき立っている。

　顧こ問もんの臨りん時じ教きよう師しである佐さ々さ木き由ゆ美み子こは、天体望ぼう遠えん鏡きようを設せつ置ちしながら、透たちの担たん任にんの岡おか本もと一かず樹きとイチャついている。透と総そう一いち郎ろうとで先ほどまで散々冷やかしていたのだが、どうやら二人は開き直ることにしたらしい。馬ば鹿か馬ば鹿かしいので、もう相手にはしていない。

　部外者である透たちが天文部の合宿に参加するというので、監かん督とく役として岡本もついてくることになったが、単に由美子と一いつ緒しよに来たかっただけなのだろう。公こう私し混こん同どうだと非ひ難なんしたが、エクスプローラーなどというおかしなアルバイトを問題にするぞと脅おどされては文もん句くも言えまい。

　本当はもうエクサーを辞やめるつもりでいたのだが、島しま木きが里さと美みの代わりにトップに立つことになり、その運うん営えい方ほう針しんも変わりそうなので、ひとまず保留にした。

　里美は治ち療りように専せん念ねんすることになりそうだ。とはいえ、回かい復ふくの見込みはないようなので、いずれはホスピスでの緩かん和わケアになるだろうとのことだった。

　薫のクラスメイトで、同じ天文部員の長なが野の美み幸ゆきは、桃ももとじゃれ合っているが、桃は迷めい惑わくそうにしている。総一郎がその美幸に盛さかんにアプローチをかけているが、あまり功こうを奏そうしていない。つい先日は薫のことが可愛かわいいとか散々言っていたのに、節せつ操そうがないというかめげない男である。

　夜も零れい時じ近くになり、半月も完全に地平線の下に沈しずんだ。流星を観かん測そくするには絶ぜつ好こうのコンディションとなったようだ。

「晴れてよかったですね」

　薫と並んで地面に寝ね転ころぶと、東京の空とは比ひ較かくにならないほどの、満天の星が瞬またたいていた。

「すげーな……」

　それ以外に言葉が出てこない。それくらい、数多あまたの星に圧あつ倒とうされていた。数が多すぎて、手を伸ばせばすくい取れそうな気がしてしまう。

「透さん、摑つかめそうですか？」

　薫が隣となりでくすくすと笑っている。

「あっ、流れたっ」

　一分に一回か二回くらいの割合で、ペルセウス座から放ほう射しや状じように星が流れる。だけどお願い事をするにはあまりに短い一瞬の出来事だった。

「透さん、お誕たん生じよう日びおめでとうございます。はあ、よかった、まだ間に合いますよね」

　薫が携けい帯たいで時間を確かく認にんしている。あと十分で日付は変わるが、まだ十二日だった。

「あー、そうか。今日だったっけ……」

　書類上のどうでもいい日付だとしか思っていなかったが、改めておめでとうと言われると、これはこれで嬉うれしいものがあった。考えてみれば、誰だれかに誕生日にお祝いの言葉を言ってもらったのは、初めてのことかもしれない。

「はい、これプレゼントです」

　薫は起き上がって紙かみ袋ぶくろを手て渡わたした。

　渡されたのは、あのギミック仕掛けのナイフと、新品のアルバムだった。

「あー、これはあのときのナイフだよな。あんまりいい想おもい出じゃないんだけど」

　薫が響の胸むねを刺さしたナイフだ。完全に騙だまされたが、あれも貴き重ちような体験だったと言えるかもしれない。あのときの絶ぜつ望ぼう感は、生しよう涯がい忘わすれることはないだろう。

「こっちは？」

　透はアルバムを指差した。

「これは、透さんの想い出を残していってください。透さんの大切なもの、ここに残してどんどん増ふやしていって欲ほしいなって……」

　プレゼントを貰もらえることもそうだが、何よりもその気持ちが嬉しかった。

「そっか……、嬉しいよ。マジありがと、薫ちゃん。じゃあ、早さつ速そく一枚まい」

「えっ？」

　透は薫をそばに抱だき寄よせて、自分たちに向けて携帯カメラのシャッターを押した。フラッシュが強きよう烈れつな残像を残して、透たちを照らし出す。

　ディスプレイには、あっと驚おどろいた顔の薫と、にやりと笑う透が写っていた。

「えっ、ちょっと、ダメです。この写真ダメっ」

　変な顔で写ってしまったと思っている薫が、慌あわてて透から携帯を取り上げようと手を伸ばす。だけど透も手を高く伸ばして触ふれさせない。

「だーめ。これも大切な想い出って奴やつだからな。アルバム第一号はこれに決定」

「えー」

　透は膨ふくれ面つらの薫のほっぺたを突つついて笑った。冷え切った身体からだとは逆に心がぐっと温かくなる。

　だけど薫はひとしきり透と一緒に笑った後、急に強こわ張ばったような真顔になって居い住ずまいを正した。

「あの、透さん……」

　薫は透に呼びかけたきり黙だまってしまい、自分で作り出した沈ちん黙もくに耐たえられなくなったのか、俯うつむいてしまった。

「わ、私……」

　薫の声が震ふるえている。透はいつかこういうときが来ることを覚かく悟ごしていた。

「私、透さんのことが好きですっ」

　薫のお下げも震えていた。猫ねこの形をした髪留めがよく似に合あっている。

　薫はどれほどの想いで、この言葉を口にしたのだろう。この広い宇う宙ちゆうで、自分にだけ向けられる想いというものの奇き跡せきに胸むねが熱くなる。

「響ちゃんが戻ってきたら言おうって決めてたんです。ご、ごめんなさい。迷めい惑わくなのはわかってるんです。でも、私……」

「そんなことないよ。こういう気持ちは誰だれにも止められないって、俺おれもわかったから。全然迷惑じゃない」

　人を好きになることは自然なことだ。それは決して否ひ定ていするものではない。

「薫ちゃん言ったよな、俺は何もわかってないって。とっくに誰かを好きになってるって」

「はい……」

「だけど俺さ、恥はずかしながら本当に気づいてなくてさ。俺じゃない別の奴やつがあいつの隣となりにいるのを知って、そのときに初めて気がついたんだ。自分の気持ちって奴に。それまでは家族として友人として、あいつは特別だったけど、あのときはっきりと自覚した」

「黒くろ川かわ庄しよう村のときですね」

「そう。これが好きになるってことなんだなって。結けつ構こう焦あせるし、ムカつきもするし、自分だけ空回りしてる感じで、あんまり楽しいもんじゃないなあ。全然冷静になれないし」

　透は自じ嘲ちよう気味に呟つぶやいた。

「そうですね。その気持ち、凄すごくよくわかります」

　薫は口元を緩ゆるめて笑いながら、実感を込めて頷うなずいた。

「それは今も変わらない。むしろもっともっと強くなってる。逃にがしたくない、独ひとり占じめしたいって思う」

「と、透さん、聞いている方が恥ずかしくなってきますよ」

「うへっ」

　自分のことを言われているわけでもないのに、薫は顔を少し赤くさせて言った。透までつられて赤面してしまう。

　だが薫は一転して、寂さびしそうに俯いた。

「でも……、私にはそうじゃないんですね」

「……薫ちゃんは、俺の可愛かわいい妹だよ」

　思わずごめんと言いそうになったが、それだけは言わなかった。きっと薫は謝あやまられても嬉しくはないだろうし、他ほかに伝えるべき言葉があるはずだからだ。

「でも恋こい人びとにはなれないんですね」

「気持ちは凄い嬉しい。俺みたいな奴を好きになってくれる子もいるんだなって、本気で感動したよ。でも……」

　そこで透は言葉に詰つまる。最後まで言わなくても、もうお互たがいに答えはわかっている。

「私、わかってました。大使館での響ちゃんと透さんを見たら、私の入り込む余よ地ちなんてどこにもないってこと……。だから私、妹でもいいです。妹だったらずっとずっと、一生妹でいてもいいですよね」

　薫は強かった。きっと透よりも響よりも、もっと強いのだと思う。いや強い振りをすることが出来るのだ。薫の睫まつ毛げは、今にも崩くずれてしまいそうなほどに微び妙みように震えている。

　だから透に出来るのは、それに気がつかない振りをしてあげることだ。

「ああ、もちろんさ。でもそうなると、俺の方が妹離ばなれ出来なさそうだな。ふざけた男とか連れてきたりしたら、ぶん殴なぐりそうだ」

「うふふ、例えば椎しい名なさんとかだったら？」

「ええっ、薫ちゃん、まさかっ」

　美幸にちょっかいかけている総一郎を思わず見つめてしまう。

「えっと、そんな気はこれっぽっちもないんですけど、ちょっと言ってみただけです」

「うわ……それはまた何気に辛しん辣らつだねー」

　総一郎が少しばかり哀あわれに思える。だが総一郎ならそれも悪くないかなと思ったりもしたが、一発殴るのは避さけられないだろう。

「透さん、響ちゃんと別れたら教えてくださいね」

　薫は冗じよう談だんめかしてそう言ったが、必死に強がっているのがわかって胸が痛いたむ。その瞳には薄うすく濡ぬれたように涙なみだが溜たまっていたが、透は努めて見なかったことにした。

「不吉なこと言うなって。っつーか、俺はまだあいつと付き合ってない」

「まだ？」

　薫はくすりと笑った。何となくその笑い方が響に似ていて、透は嫌いやな予感が膨ふくらんだ。薫の将しよう来らいが少しばかり不安になる。

「響ちゃん、透さんが話があるんだって。こっち来てー」

　薫は響に手を振った。響は離れたところで寝転がって星を見ていたが、今の話を聞いていたはずだ。響は起き上がって恐おそる恐るといった感じでこちらに振り返る。

「じゃあ私、先に旅館に戻もどってます。透さん、旅館の方は見ないでくださいね」

「えっ？　ああ、わかったよ」

　理由を聞くほど愚おろかではない。透は立ち上がった薫に手を差し出した。

「じゃあ握あく手しゆ。これからもよろしくってことで」

「はいっ」

　薫は唇を震わせながら透の手を握り返した。柔やわらかくて切ない温ぬくもりが、肌はだを通して伝わってくる。薫は不意に振り返ると、そのまま旅館まで走っていった。

　響はこちらに向かいながら唇を嚙かんで眉まゆ根ねを寄せていた。透はその方向を見なければいいだけだが、響は耳を塞ふさぐことは出来ない。

　別に誰が悪いわけでもない。ただベクトルの向きが重ならなかっただけだ。

「薫のこと、振っちゃったんだ……」

「ああ、他に好きな女がいるからな」

　透は響の目を真まっ直すぐに見つめながら言った。響は苦しそうに透から目を逸そらした。

「……わ、私が追い詰つめちゃったのかな……」

「一いち応おう断ことわっておくが、好きな女がお前だなんて、一言も言ってないぞ」

「むきーっ」

　透の軽口に、響はさっとその頰ほおを真っ赤に染そめると、透の顔面に拳こぶしを繰くり出した。透はそれを余よ裕ゆうをもってひょいひょいっと避さけ続ける。だが座ったままの体勢なので、真横から飛んできた回し蹴げりは避けようがない。

　透はそれを根こん性じようで受け止めると、そのままその右足を摑つかんで引っ張った。響はバランスを崩くずして透の上に倒たおれ込んでくる。

　総一郎と美幸が、また馬ば鹿かやってると呆あきれて透たちを見ていた。

「まあ、落ち着いて座れって」

　はあはあと息を吐はく響を宥なだめて、透の左隣に座らせた。少し暴あばれて、これで気分が軽くなったのならそれでいい。

「俺さ、今日が誕たん生じよう日びだったんだよな。お前からもおめでとうを言って欲ほしいんだけど」

「十七歳さいだっけ？」

「多分な」

　もしかしたら一つ二つのずれはあるかもしれない。

「ま、いいわ。素す直なおに祝福してあげる。おめでとうっ」

「ああ、さんきゅ」

「ちなみに私の誕生日は十月だから、三倍返しでよろしくねー」

「は？　俺、お前からは何も貰もらってないぞ」

「何よ、今朝あげたじゃない」

「はあ？　あれ、誕生日プレゼントだったのか？」

「そうよっ」

　ちなみに響がくれたものとは、漆しつ黒こくの刃のサバイバルナイフだった。

「あれを私だと思って大事にしなさいっ。いつも肌はだ身み離はなさず持っていることっ」

　正直言ってあまり嬉うれしくない。

「あれって、私が今まで一番気に入って長く使ってたものなんだから」

「つまり一番多く血を吸すったものでもあるわけか」

「そ、そうかもね」

　響は透から目を逸そらして曖あい昧まいに頷うなずく。

「なんか呪のろいでも掛かってそうだな」

「もうっ、じゃあ返してよっ」

　響は珍めずらしく頰を膨ふくらませて、拗すねたように怒おこっている。どうやら本気のプレゼントだったらしい。そういうことなら話は別だ。

「絶ぜつ対たい返さない。死ぬまで身につけてるさ」

　透は少し嬉しくなって、革かわジャンの胸むねポケットを指差した。実は今も身につけている。

「うわ、あんた、それは銃じゆう刀とう法違い反はんで逮たい捕ほされるわよ」

「どっちなんだよっ」

　響のジト目の突つっ込みに、透は突っ伏ぷしそうになる。

　下らないボケ突っ込みをやって、緊きん張ちようもいい感じに解ほぐれていた。切り出すとしたら今しかない。こういうのは躊躇ためらってはダメだということは、もう何度も学習した。

「なあ明日からどこに行くんだ？」

　今朝病院から退たん院いんしたばかりで、響の行き場所はまだ決まっていない。

「これから適てき当とうに考えるわ」

「なあ、戻もどってこないのか？　戻ってきたら、またカレー作ってやるぜ」

「あー、それは捨すてがたいわね」

「じゃあ」

「なあに？　メロメロくんはそんなに戻ってきて欲しいんだ」

「誰がメロメロくんだっ」

　つい透は声を張り上げていた。そのせいで一いつ斉せいに注目を浴びる。

「お前だ、お前ー」

　横から総一郎の茶化した野や次じが飛んできた。

「外野は黙だまってろっ」

　今度は総一郎に怒ど鳴なり返すと、総一郎と美幸の笑い声が聞こえてきた。透を肴さかなに盛もり上がっているらしい。

「んー、やっぱりお姉さんがいないと寂さびしくてたまらないのね？」

　響がやれやれと鼻から溜ため息を吐はき出す。

「お前は姉なんかじゃねえ。俺の兄妹きようだいは薫ちゃんだけだ」

「うわ、それ、お兄様が聞いたら泣くわよ」

『まったくだ』

「いるのかよっっ!!　てめえ、里美さんのそばにいるって決めたんじゃなかったのかっ？」

　だが返事はないし気配もしない。

「くそっ」

　すぐ近くで話を聞かれていると思うと、どうにも落ち着かない。だがここで言わないと、響は本当に戻ってこない気がした。

「戻ってきて欲しい。お前がいないと楽しくないし、張はり合いがない」

「ふーん。じゃあ、私のことを好きって認みとめなさいよ。その口からはっきりと、ほらっ、さあっ、今すぐっ」

　響が得意げな顔でにんまりと笑う。いつかの病院の屋上と同じパターンだったが、今夜はあのときとは違う。

「俺、お前のことずっと好きだったよ」

「えっ？　……ええっ？　あ、その……」

　響はまたいつものように、じゃれ合いになると思っていたのだろう。透の真っ直ぐな返事に驚いて、口をパクパクさせた挙あげ句くに、真っ赤になって俯うつむいてしまった。

「お前がいないと寂しくて死にそうだった。俺は姉にいて欲しいんじゃない。響にいて欲しいんだ」

　一度素す直なおになって言葉にしてしまうと、後は驚くほどスムーズに自分の気持ちがスラスラと出てくる。逆に慌あわてている響を見て余よ裕ゆうが出てきたほどだ。

「お前はどうなんだ？　響の気持ちを聞かせてくれよ」

　余裕が出てきたといっても、心しん臓ぞうが口から飛び出しそうなほどに緊張しているのは、響相手にはごまかしようがない。祈いのるような気持ちでその返事を待つ。

「えっ、あっ、そ、その……、わ、私も……だったよ」

「えっ？　聞こえない」

　肝かん心じんのところが聞き取れない。透は響に顔を寄せてもう一度返事を迫せまった。

「私も……よ」

「だから聞こえねえって」

「私も好きって言ったのよっ。文句あるっっ？」

　切れ気味の勢いきおいで響は声を張り上げた。なぜか響はめちゃめちゃに怒おこっている。これまた総一郎が口笛を吹ふいて囃はやし立てた。

　だがその答えを聞けて透は満足した。今まで生きてきた十七年で、これほどの満足感が得られたことはない。その気持ちが思わず口をついて出た。

「勝った……」

「あ、あんたねーっっ!!」

　響が目を吊つり上げて、殺気すら漂ただよわせて透に迫る。

「いや、今のは冗じよう談だん。好きだっていう俺の気持ちに噓うそはないよ」
















「う～～～～」

　響はまだ疑うたがわしそうにというか、悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんでいる。

「本当だって」

　そう言って透は響の右手を取ると、いつかのように手を握にぎった。ひんやりとした響の細い指が、吸いつくように透の指と絡からみ合う。

　すると途と端たんに透の身体からだが引っ張られて、地面にごろんと倒たおれ込んだ。満天の星が透の目に飛び込んでくる。だけどそれが急に翳かげった。色素の薄うすい長い髪かみが、さらさらと透の頰ほおに触ふれる。

　そしてそっと唇に柔やわらかいものが触れた。数瞬そのまま重なって離れていった。逃にがしたくなくて頭が僅わずかに浮うきかける。

「ふふん。これくらいしないと信じないわよ」

　熱い吐と息いきが透の頰を艶なまめかしく伝っていく。

　透は響の頭に手を伸ばして、引き寄せようとしたときだった。

「わあっ」

　一いつ斉せいに歓かん声せいが上がる。北東の空から、いくつもの星が放ほう射しや状じように流れた。その数は二十個こぐらいはあっただろうか。たまたま塵ちりの固まっていた場所に地球が差しかかったのだろう。今のように一度に流れるのは珍めずらしい。

「あー、見み逃のがしたっ!!　あんたのせいよっ」

「俺かよっ」

「もうっ、あんたがやらしいことするからじゃないっ、このスケベっ」

「ちょ、なんかしたのはお前だろっ」

「うるさいっ」

　透の脇わき腹ばらに拳こぶしがめり込む。響がしおらしかったのは一瞬だけで、凶きよう暴ぼうなのは変わらない。

「決めたっ。また来年も来るわよっ」

「それは俺も一緒なのか？」

「当たり前でしょ。覚かく悟ごしてなさいっ」

　どんな覚悟だよと透は小さく呟つぶやいたが、響は嬉うれしそうに鼻歌を歌っていた。

　来年の今頃、何をやっているのだろうか。ふとそんなことが透の頭をよぎった。今と同じように楽しく過すごしているといいなと思った。響と一緒なら、きっとそれは間違いない。薫や総一郎も、透のそばにいてくれたなら、もっともっと楽しいに違いない。この先、どんな困こん難なんなことにぶつかろうとも、絶対に負けはしない。

　透は握り締めたままの響の手を、力強く振り上げた。お返しとばかりに、響からもぶんぶんと腕が振られた。

　そばにいれば言葉は要いらない。想おもいは熱く伝わってくる。それがこの夏に透の得た、最高のたからものだった。







　あとがき







　皆みな様さま、おはようございます、こんにちは、こんばんは。北山大詩です。

　つい先日ご挨あい拶さつしたばかりのような気がしますが、本当に時間が経たつのは早いですね。こうして第四巻をお送りすることが出来ましたのも、ひとえに皆様のお陰かげです。第一巻をリリースしたのが今年の一月で、たった十か月でここまで来てしまいました。本当に自分でもびっくり。

　この夏はどこにも遊びに行かず、気がついたら夏が終わってました。夏風か邪ぜをこじらせた挙あげ句く、気き管かん支しが弱っていたのか空から咳せきのしすぎで喉のどの毛もう細さい血けつ管かんが破やぶれてしまい、血ち反へ吐どを吐はきながら書いてました。今作は文字通り血と汗あせと涙なみだの結けつ晶しようなのです。なんか不純物がいっぱい混じってますけど。

　でも人間の順応力とは恐おそろしいもので、この状態にもいつの間にか慣なれてしまい、二巻、三巻を書いていたときよりも、わりと精神的には落ち着いていたのかなと思います。




　ここから先は多少ネタバレを含みますので、本編を先に読まれることをお勧すすめします。

　エクスプローラー・シリーズはこの巻を以もって一応第一部・完となりました。なんとか無ぶ事じに終わらせることが出来て、自分でもほっとしています。まだいくつか謎なぞは残っていますが、それらは短編など機き会かいがありましたら触れたいと思います。

　透とおるたちの両親の話や、透がエクサーになったばかりの頃の話、桃ももの恋れん愛あい話など、書いてみたいネタもいくつかありますし。

　元々このエクスプローラーという話は、目と耳と鼻のいい少年少女がいたら、というワンアイデアだけを膨ふくらませて書いてみたものです。連作短編集という形で何本か書いて、それを無理やり一本の長編に纏まとめて応募したのが、富士見ヤングミステリー大賞奨励賞を受賞した第一巻でした。ここまで続きを書くことが出来て本当に感かん無む量りようです。

　四冊も書いていると当初は記号でしかなかったキャラクターにも愛着が湧わいてきます。

　書いていて一番楽しかったキャラクターは薫かおるでしょうか。周まわりの迷めい惑わくも考えずに突っ走ってしまう彼女ですが、恋は盲もう目もくというか、反はん抗こう期きというか、そういうことで一つ大目に見てやってください。本当は素す直なおでいい子なのです。というか恋愛感情が絡からむと、どうして人間って素直になれないんでしょうか。永遠のテーマです。

　島しま木きは当初は二巻の冒ぼう頭とうで死んでしまい、再登場する予定はなかったのですが、なぜか僕ぼくの周囲でも人気があり、みんな奴を活躍させろと言うので急きゆう遽きよ復活させることになりました。書いているうちに変なキャラクターになってしまいましたけどね。

　透と響は……、まあ勝かつ手てによろしくやってください。そりゃもう末すえ永ながくケンカしながら幸せになってくださいねと。なんかすぐに別れるような気もするんですが、懲こりずによりを戻もどしたりを繰り返しそう。総一郎が「またかよ」と呆あきれているのが目に浮かびます。きっといつまでもエクサーを続けながら、適当に世間の荒あら波なみを泳いでいくことでしょう。




　最後にいつものようにお世せ話わになった方々に謝しや辞じを──。

　担当Ｙ様、最後までお付き合い頂いただき本当にありがとうございました。応募当時のトンデモ設定のままでは、ここまで話は続きませんでした。次回作ではもっと面おも白しろい話が書けるように頑がん張ばりますので、ご指導のほどよろしくお願いいたします。

　それから石田あきら様のイラストがあったから、ここまで話を続けることが出来ました。大変感謝しております。初めてイラストを見たとき、あまりにイメージぴったりだったあの衝しよう撃げきは決して忘れられません。

　友人Ｍ君、毎度真まっ先さきに読んでくれて、貴き重ちような意見ありがとう。作品を客観的に見る視点には、大いに助かりました。今後ともお世話になります。

　妹もありがとう。衣い装しよう担たん当とう（勝かつ手てに任にん命めい）ということでこれからもよろしく。

　そして読者様、本当にこのシリーズに最後までお付き合い頂きありがとうございました。次回作で再びお会い出来ることを祈いのりつつ、ここでひとまずのお別れと致します。ではでは。


２００６年10月　北山　大詩
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